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た て

館遺跡発掘調査報告書

国道397号道路整備事業関連遺跡発掘調査



岩手県は、埋蔵文化財の宝庫と言われてお りますが、先人達が遺したこの貴重

な文化遺産を保護し、後世に伝えていくことは、県民に課せ られた責務でありま

す。また一方では、幹線道路網や農業基盤整備など、社会資本を充実させること

もまた行政上の重要な施策であり、このため埋蔵文化財の保存・保護と調整
。調

和のとれた地域開発の進展が今日的な課題でもあります。

こうした見地から、財団法人岩手県文化振興事業団では埋蔵文化財センターの

倉J設以来、岩手県教育委員会生涯学習文化課による調整と指導のもとに、道路建

設などによってやむを得ず消滅していく遺跡について発掘調査を実施し、記録保

存する処置をとって容りました。

本書は、気仙郡住田町の国道397号道路整備事業に関連して平成13年度から翌

14年度の 2カ 年に渡って発掘調査を実施した館遺跡の調査成果をまとめたもので

あります。調査の結果、遺跡は縄文時代前期中葉から中期末葉にかけての集落跡

であることが明らかとなりました。中でもこれまで出土例の少なかった大木 3・

4～ 5式土器を伴う大形住居跡が検出され、同時期の様相を考える上で貴重な資

料を提供することができました。

本書が広く活用され、考古学の研究に寄与するとともに埋蔵文化財に対する関

心と理解を一層深めることに役立つことを切に希望いたします。

最後になりましたが、発掘調査および報告書作成にご協力とご指示を賜りまし

た大船渡地方振興局土木部、住田町教育委員会をはじめとする関係機関・関係各

位に哀心より感謝申し上げます。

平成16年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長   合  田  武



例  言

1 本報告書は、気仙郡住田町世田米字小股地内に所在する館遺跡の発掘調査成果を収録したものである。
2.本遺跡の調査は、国道397号道路整備事業に伴う事前の緊急発掘調査である。調査は大船渡地方振興局
土本部と岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課との協議を経て、岩手県大船渡地方振興局土木部の委

託を受けた財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した。

3。 本遺跡の岩手県遺跡台帳における遺跡番号はN F14-0159、 遺跡略号はTT-01・ o2である。
4.野外調査及び室内整理期間、調査担当者等は次の通りである。

野外調査 第一次 期間  平成13年 4月 12日 ～ 8月 23日
面積  2,500∬

担当者 吉田 充、佐藤あき子、丸山浩治、川又 晋
第二次 期間  平成14年 4月 11日 ～ 8月 12日

面積  3,000∬

担当者 北田 勲、川又 晋
室内整理 第一次 期間  平成13年H月 1日 ～平成14年 3月 31日

担当者 丸山浩治、川又 晋
第二次 期間  平成14年 11月 1日 ～平成15年 3月 31日

担当者 北田 勲、川又 晋
5。 報告書の執筆は、第 I章を大船渡地方振興局土本部が担当し、その他を九山 (第一次調査分)、 川又、

北田 (第二次調査分ほか)が担当した。編集は北田が担当した。項目毎の文責は文末に氏名を記した。
6。 遺物の分析・鑑定及び平成14年度出土剥片石器実測 。トレース図作成は次の機関に委託した。

石器・石製品の石材鑑定  : 花筒岩研究会
テフラ斉紙        : 株式会社古環境研究所
放射性炭素年代測定   : 株式会社古環境所究所
剥片石器実測・トレース : 株式会社シン技術コンサル

7.座標原点の測量及び空中写真撮影は次の機関に委託した。

座標原点の測量  : 中井測量設計株式会社
空中写真撮影  : 東邦航空株式会社

8。 本書では、国土地理院及び岩手県宇宙航空開発推進協議会発行の以下の地形図を使用した。

1/25,000地形図 人首 陸中大原
1/200,000地 形図 宇宙から見た岩手県付録

9,野外調査及び本報告書の作成にあたり、次の機関・方々から御指導 。ご助言をいただいた (敬称略)。
小向裕明 (遠野市教育委員会)、 佐藤浩彦 (遠野市教育委員会)、 住田町教育委員会

10。 発掘調査資料は、全て岩手県立埋蔵文化財センターが保管している。

11.調査成果の一部については現地説明会資料 。岩手県埋蔵文化財発掘調査略報 (平成13・ 14年度)等に発

表してきたが、本書の記載内容が優先するものである。
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遺構図の用例は次の通りである (第 1図参照)。

(1)遺構実測図の縮尺は竪穴住居跡・竪穴住居状遺構の平面・断面図1/60、 竪穴住居跡の炉1/30、 焼土

遺構の平面・断面図1/40、 土器埋設遺構の平面・断面図1/60、 土坑の平面・断面図1/60、 柱穴の平

面・断面図1/60で表した。ただし規模の関係上これに合わないものもあるため、各図版にスケール

及び縮尺を付した。

(2)推定線は破線で表した。また、重複遺構については実線・破線で表した。

(3)層位は、基本層序にローマ数字、各遺構覆土等にアラビア数字を使用した。

(4)土層色調の観察には、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』を使用した。

(5)遺構図中の「P」 は土器、「S」 は石器を表している。

遺物実測図の用例は次の通りである (第 2図参照)。

(1)遺物実測図の縮尺は土器1/3、 土製品1/2、 石器 (尖頭器・石鏃)3/4、 石器 (剥片)2/3、 石器 (礫 )

1/3、 石製品1/2、 銭貨1/1で表した。ただし法量の関係上これに合わないものもあるため、各図版

にスケール及び縮尺を付した。

(2)剥片石器については、折れ面が存在する場合、その部分の実測図も付した。

(3)礫石器の磨痕については、観察により密な磨痕と粗な磨痕に分け、スクリーントーンで示した。ま

た、敲打痕についても、実測図で表現できない場合については、スクリーントーンで示した。

写真図版の用例は次の通りである。

(1)遺構写真図版については基本的に平面及び断面写真をセットとし、遺構種別に合わせて遺物出土状

況などを掲載した。

(2) 遺物写真図版については、縮尺は基本的に遺物実測図に準じている。撮影面はほとんどの場合 1面

のみとしているが、正面のほかに裏面などを撮影し、掲載したものもある。
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第1図 遺構凡例図
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調査に至る経過

館遺跡は、「一般国道397号地域活性化支援道路整備事業」の実施に伴い、その事業区域内に存することか

ら、発掘調査を実施することになったものである。

本事業は、一般回道397号小股～下大股地区において、線形改良を行い安全で円滑な交通環境を確保する

ものである。当区間は幅員が狭いうえ、急カーブ、急勾配が連続し車輪交通の走行速度や安全走行の低下を

招いており、幹線道路の機能が十分に確保されていない。このため、道路改良による安全で円滑な交通環境

確保を整備目的とし、平成 3年度は、大船渡地方振興局と協議を行い、発掘調査を財団法人岩手県文化振興

事業国埋蔵文化財センターの受託事業とすることとした。

(岩手県大船渡地方振興局土木部)

Ⅱ 遺跡の立地と環境

].遺 跡 の位置

館遺跡は岩手県気仙郡住田町世田米字小股地内ほかに所在し、国土地理院発行25,000分の 1地形図「陸中

大原」および「盛」の図幅に含まれ、北緯39度9分27秒、東経141度 30分 1秒 (世界測地系)に位置する。今

回の調査区は、住田町役場から西に約6.8kmの場所にあり、大股川及び小股川に挟まれた舌状河岸段丘の東向

き緩斜面上に立地している。標高は183～ 190mで、現況は水田・畑地である。

遺跡の位置する住田町の古来からの主生業は農林業であり、かつては産金地帯としても知られた。近世の

幕政時代には、仙台藩領と盛岡藩領との藩境の地に位置し、内陸部と気仙沿岸の中継地であり、盛街道や同

街道から遠野方面や江刺方面へ向かう道が通る交通上の要地でもあった。現在は、東西に国道107号が、南

北に国道340号が通り、世田米で交差する基幹道路となっている。また、国道107号沿いの小股から西へ国道

397号が分岐し、この道からは水沢～人首～住田線の主要地方道が分かれている。そして、町の北端部をJR

釜石線が通り、上有住駅がある。遺跡はちょうど国道107号 と国道397号が分岐するところから、南西に約

300mに位置する。

2.地理的環境
本遺跡の所在する気仙郡住田町は岩手県沿岸南部に位置し、西側に北上山地を望み、東側は釜石市

。大船

渡市を越えて太平洋に至る。北は夕日山 。貞任山、赤羽峠を境に遠野市、東は箱根峠を境に金石市、南東は

五葉山、小松峠・白石峠を境に大船渡市、南は太平山、生出山を境に陸前高田市、南西は内野峠、蛇山・鷹

ノ巣山・大鉢森山を境に大東町、西は物見山 (種山)、 姥石峠を境に江刺市にそれぞれ接している。北緯39

度19分52秒 (極北)～39度 5分2秒 (極南)、 東経141度 44分40秒 (極東)～ 141度23分19秒 (極西)に位置し

ている。面積は335.95k面、東西33.68km、 南北19.02kmである。

町面積の91.2%が 林野で、北は北上山系の主脈である高清水山 (1,013.9m)、 貞任山 (884.2m)、 夕日山

(745.9m)な どによる分水嶺に沿って遠野市に境し、東は愛染山 (1,228.5m)・ 五葉山 (1,341.3m)を主峰と

する分水嶺により釜石市に接している。西には種山高原、姥石峠などの北上山地があり、これらの支脈が四

- 1 -
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方に延びていて、山岳に囲まれている。ただ、高清水山を発源地とし、北東から南に向かって流れる気仙川

の流域、及びその支流である坂本川、新切川、火の土川、大股川、中沢川などに沿ってわずかに平地が開け

ている。またこれらの河川にはさらに多数の渓流が流入し、アユ、イワナ、ヤマメなどの川魚を多く育んで

いる。本遺跡の所在する小股地区には、赤坂山を発源地とし、本遺跡北東側で大股川と合流する小股川 (全

長4,200m)と 、種山を発源地とし、川国にて気仙川と合流する大股川 (全長18,600m)が流れている。

本遺跡は住田町世田米の小股地区に所在し、西側に遠野市境となる荷沢峠、南恨1に江刺市境となる種山高

原があり、その傾斜合流点にあたっており、ここから東側へ向かって緩やかに下っていく地形となっている。

住田町を含む気仙地方の地質について概観すると、その地質年代は大きく古生代 。中生代 。新生代に 3区

分され、古生代ではシルル紀・デボン紀・石炭紀 ,二畳紀、中生代では三畳紀・白亜紀、新生代では第三

紀 。第四紀の地質が見られる。また、地質構造は西から東に向かって、「日詰一気仙沼構造線」、「遠野―高

田構造線」、「氷上構造線」、「土淵一盛構造線」がほぼ南北に走り、北東部には「早池峰構造帯」を挟んで西

に「早池峰―五葉山構造線」、東に「盛岡一五葉山構造線」が走っている。

3.歴史的環境
住田町では岩手県教育委員会によると、平成13年 4月 現在で121遺跡が報告されている。本頂ではこの中

で本遺跡の中心的な所属時期である縄文時代の遺跡についてのみ掲載する。掲載しているのは、本遺跡を中

心として同心円状に半径10km圏内に位置する縄文時代の遺跡で、計65箇所を第 6図・第 1表に示した (配61

～65については陸前高田市に所在する遺跡であるが、圏内に入ることから掲載した)。

遺跡の立地している住田町は、町全体の91.2%が林野であり、平野は河川流域に集中している。各遺跡も

この部分にほぼ限られ、本遺跡も大股川及び小股川合流域に位置している。また、住田町は岩手県の中でも

洞穴遺跡が多いことでも知られている。

今回掲載した計65遺跡のうち、本調査が行われたのは、No16蔵王洞穴 (蛇王洞洞穴)のみである。1963年

に東北大学考古学枡究所が調査を行い、縄文時代早期の遺物が層位的に検出されたことで、学術的に著名で

ある。また、掲載した以外で、湧清水洞穴や小松洞穴などで本調査が行われ、近年では平成11～14年の間に

中和田遺跡 (岩文振埋文報第355集 )、 小松 I遺跡 (岩文振埋文報第433集 )、 小松Ⅱ遺跡 (岩文振埋文報第

392集 )の調査が(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターによって行われている。

[参考文献]

1.岩手県立博物館 2000 『気仙郡住田町小松洞穴発掘調査報告書』 岩手県立博物館調査研究報告書
第16冊

2.岩手県教育委員会 2000 『平成13年度遺跡台帳』
3.住田町 1997 『住田町史』 第 1巻自然考古偏
4.住田町 1997 『住田町史』 第 2巻通史偏
5,芹沢長介・林謙作 1965 「岩手県住田町蛇王洞洞穴」
6。 及川千代松 1965 『遺跡を尋ねて』 社教シリーズ

『石器時代』 7 pp.1-16

第13集 大船渡市教育委員会
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第 1表 周辺遺跡表

番 号 遺跡コード 市町村名 遺跡名 種別 時代 遺構・遺物 所在地 備考

1 MF85-2139 li田 町 梨ノ木 改布地 縄 文 篭文土器 (前期 ) 下有住宇新切

2 MF94-2379 住田町 横川 散布地 縄文 亀文土器 (後期 ) 下有住字火の上

3 MF94-2279 住 田町 石神手 散布地 下有住字奥火の土

4 住日町 的場 散布地 縄 文 亀文土器 後期 ) 下有住字火の土

5 MF94-2392 住 田町 中村 散布地 縄文 篭文土器 中・後期 ) 下有住字奥火の土

6 MF95-1279 住 田町 羽穴 散布地 縄文 電文土器 後期 ) 下有住字新切

7 MF95-2099 住田町 尻高沢 散布地 縄 文 電文土器 後・晩期 ) 下有住字火の上

8 MF95-2238 住 田町 百代沢 散布地 縄 文 蠅文土器 中期 ) 下有住字十文字

9 MF95-2356 住田町 根岸 散布地 下有住字根岸 水日化

MF95-2372 住 田町 十文字 散布地 下有住字十文字

11 MF96-0123 l■ 田町 三度成本 散布地 縄 文 電文土器 (晩期 ) 上有住字三度成木

12 MF96-1094 住田町 沢 日 散布地 縄文 電文土器 (後期 ) 上有住字中井

13 MF96-2024 住 田町 熊野山常光寺 散布地 縄 文 電文土器 (後期 ) 上有住字中井

14 MF96-2HO 住田町 御殿平 散布地 縄 文 電文土器 上有住字葉山

MF96-2116 住田町 山脈地 散布地 縄文 蠅文土器 後・晩期 ) 上有住字山脈地 一部消滅

MF96-2121 住 田町 蔵王洞穴 洞 穴 縄 文 電文土器 前～晩期 ) 上有住字葉山

17 MF96-2158 住田町 ノ(日 町 散布地 縄文 電文土器 後期 ) 上有住字人 日町

MF96-2231 住 田町 人 日町裏 散布地 縄 文 電文土器 後・晩期 ) 上有住字人 日町

NF03-2308 住田町 笹kIH 散布地 縄 文 電文土器 後・晩期 ) 世日米字小股 水田化

NF04-2052 住田町 畷 畑 散布地 縄 文 電文土器 (晩期 ) 世日米宇畷畑 水日化

住田町 中上 散布地 縄文 電文土器 (後期 ) 下有住字中上 水田化

NF05-0334 住田町 昔の下 散布地 縄文 電文土器 (後期 ) 上有住字大畑

NF05-0343 住 田町 菅岩洞穴 洞 穴 縄 文 電文土器 (後期 ) 上有住字大畑

NF05- 住田町 下清水 散布地 縄 文 電文土器 後期 ) 下有住字高瀬 水田化

NF13 住田町 落合 散布地 縄 文 電文土器 後期 ) 世田米字子飼沢 水田化

NF13- 住 田町 津付 I 散布地 縄 文 亀文土器 後・晩期 ) と日米字高屋敷 水田化

NF13 住田町 津付 Ⅱ 散布地 縄 文 電文土器 後期 ) ±日米字津付 水田化

NF13-2226 住田町 膳渕 散布地 縄文 電文土器 (晩期 ) ±田米字津村 水田化

NF13-2247 住 田町 蝦 夷 散布地 縄 文 罵文土器 後・晩期 ) 世田米字津村 水田化

NF14-0009 住田町 清水 散布地 縄文 亀文土器 後・晩期 ) 世日米字小股清水 水田化

NF14-0134 住田町 中島 散布地 縄 文 電文土器 後・晩期 ) 世日米字小股清水 水田化

NF14-0250 住田町 高屋敷 散布地 縄 文 亀文土器 中期 ) 世田米字小股 水田化

NF14-0241 住田町 館 散布地 縄文 蠅文土器 中期 ) 世田米字小股 平成 13・ 14年調査

NF14-0211 住 田町 /1ヽ股 散布地 縄文 電文土器 中・後期 ) 世田米字小股 水田化

NF14-0353 住田町 上柏里 散布地 縄文 偲文土器 ±日米字柏里

NF14-1180 住 劇町 名 洞 散布地 縄 文 電文土器 後期 ) 世日米字下大股 水田化

NF14-1195 住田町 すい沢 散布地 縄 文 電文土器 後期 ) 士田米字下大股

NF14-2005 住田町 里古屋 散布地 縄 文 電文土器 前・中・後期 ) 世日米字里古屋 平成15年調査

NF14-2099 住 田町 奥折壁 散布地 縄 文 健文土器 後期 ) lr日米字奥折笹

NF14-2100 住日町 下大股 散布地 縄 文 石器、石槍 世田米字大股

NF15-0092 住 田町 下柏里 散布地 縄文 電文土器 ±日米字柏里

42 NF15-1121 住日町 )H日 散布地 縄 文 健文土器 士田米字川 日

NF15-1375 住田町 赤畑 散布地 縄文 電文土器 (中・後期 ) 世日米字赤畑

NF15-1399 住田町 川 向 散布地 縄 文 蠅文土器 (晩期 ) 世田米字川向

NF16-1032 住田町 浄福寺 散布地 縄 文 電文土器 (後期 ) 世日米字柿中村

46 NF16-1077 住田町 満蔵寺 散布地 縄 文 電文土器 世田米字本町

NF16-2019 住 日町 小 口洞 散布地 縄 文 蠅文土器 世日米字小 口洞

48 NF16-2116 住田町 中沢上根 散布地 縄文 埓文土器 (後 、晩期 ) ±日米字 日向

49 NF16-1264 住日町 麦平 散布地 縄 文 電文土器 (晩期 ) 世田米字向村 水田化

NF16-1288 住田町 城 内 散布地 縄 文 篭文土器 (中期 ) 士田米字城 内 水田化

NP16-2078 住田町 大崎 散布地 縄文 電文土器 世日米字大崎

NF16-2126 住田町 上根前 散布地 縄 文 篭文土器 (中・後期 ) ±日米字上 日向

NF16-2117 住田町 上 日向 散布地 縄 文 電文土器 (後・晩期 ) ±日米字上 日向

NF16-2140 住田町 小枝 散布地 縄 文 蠅文土器 ±日米字鉢ケ森

NP16-2133 住 田町 下 日向 散布地 縄 文 電文土器 (後期 ) 世日米字 日向

NF16-2262 住田町 杉山 散布地 縄文 電文土器 (後期 ) 世田米字西風

NP24-0182 住 田町 折壁 散布地 と日米字下大股

NF25-2039 住田町 鬼丸洞穴 ユ同穴 縄 文 篭文土器 (後期 ) ±日米字合地沢

NF26-1153 住田町 山谷 散布地 縄文 亀文土器 世日米字山谷

NF26-2184 住 田町 伝 桜 散布地 縄 文 電文土器 (後期 ) ±日米字窪 田

NF34-2224 陸前高田市 宝龍洞窟 洞窟 土器、人骨 k作町字的場

NF34-2225 陸前高田市 宝言自第二岩陰 岩影 k作町宇的場

NF34-2234 陸前高田市 宝龍第一岩陰 岩影 人合 ? (作町字的場

NF44-0363 陸前高田市 三の戸沢 集落跡 ? 暮石、石斧、石剣、炉跡 た作町字二の戸

NF44-1207 陸前高田市 角地 集落跡 ? 石漠1 (作町字二の戸

第 1表 周辺の遺跡
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4.基本層序と調査区内の地形
本遺跡の基本層序は以下の通りである。

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

現耕作土

黒褐色土    (遺 構検出面)

黄褐色粘土質土

岩盤 (ス レート)

層厚10～ 50cm

層厚10～ 40cm

層厚不明

層厚不明

I層 は近年 (昭和20～30年代、またはそれ以降)に よる人工的に形成された現耕作土層で、遺構の残存は

皆無である。調査区は現況の地形により、水田、畑地、原野で構成されており、それによる攪乱、削平が下

層にまで大きく及んでいる①調査区中央及び北側は、現況が水田であり、水田耕作土が層厚10～ 30cm、 水田

床土が層厚10～ 20cm、 盛土が層厚20～ 50cm、 水田を造成する前の旧耕作土が10～20cm堆積している。遺構や

遺物が検出されるのはⅡ層から下層であるが、ほとんどの地点では水田造成時にⅢ層まで削平されており、

I層現耕作土の直下からⅢ層黄褐色粘土質土が表れる状態である。調査区南側は、現況が畑地であり、 I層

現耕作土直下にⅢ層黄褐色粘土質上が見られる。

Ⅱ層は黒褐色土 (シルト)主体に構成されており、縄文時代中期の遺構検出面である。しかし、この層位

が見られるのは調査区全体のごく一部に限られ、標高値が高い箇所ではほぼ残存せず、削平されている。一

方、標高値が低い部分、特にⅡBグ リッド付近の残存は良好で、最厚の箇所で約40cm、 平均で20～30cmの層

厚が見られる。本層位には縄文時代中期末葉と観察される土器及び石器を主に含んでおり、この堆積が遺構

内覆土にも見られる。

Ⅲ層は黄褐色粘土質土であり、遺構検出最終面である。前述のように、本調査区は削平・攪乱の影響を多

分に受けており、Ⅱ層より上層は残存せず、Ⅲ層も上位をかなり削られた状態で検出している。このため、

遺構の大半は本層位上面での検出である。検出される遺構の時期は、最終面であるため、縄文時代早期 。前

期・中期、また近代～近現代の時期が想定される遺構が一括して確認される。層厚は不明であるが、厚い部

分では lm以上は見られるものと考えられる。

Ⅳ層は岩盤であり、スレートで構成される。遺構及び遺物は全く含まれず、この地域の基盤層を呈すると

考えられる。層厚は不明であるが、本層位より下層は、スレニト層と砂礫層が互層を成して観察される。調

査区中央の東側斜面下方では、 I層が1.5m～2.5m堆積している直下に、大礫を多量に含む層位が存在し、

さらにその下層に本層位が観察される。

調査区内の地形を見ると、調査区は東向き河岸段丘緩斜面上にあり、西から東に向かって傾斜しており、

現況での標高最高値は189.4m(調査区中央部西側)、 標高最低値は178.Om(調査区南側)を計る。調査区は

南北に約170m、 東西に約60mの範囲で、傾斜角度は旧地形が残存している箇所で、約 10° である。調査区

の北側は水田造成により土地を大きく改変しており、旧地形が観察されるのはIBグ リッド付近のみである。

調査区中央は旧地形を見ることができるが、遺構が集中する中位付近について、かなりの地形改変が行われ

ており、全体にⅢ層黄褐色粘土質土も濁った土色を成している。調査区南側は旧地形を残存してはいるが、

全体に薄く削平、または南端部に至っては近年の重機による掘削と見られる攪乱が大きく、一部の遺構を著

しく破壊している。傾斜は南東方向に下っており、このことからも遺跡が大股川と小股川に挟まれた舌状の

段丘地形をなしていることが理解される。
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基本層序①

――   L‐ 185200m   ――

1

2

3

ラ
5

7

ブ

8

基本層序 ①
l 10YR2/3 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中
2 10YR2/3 黒褐色シル トと10YR4/6褐色シル トの混土
3 10YR2/3 黒褐色  シル ト
4がプロック状にユ0%
4 111YR4/6 褐色 シル ト
礫多量混入

5 10YR2/3 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中
礫少量混入

6 111YR3/3～〃3 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中
礫少量混入

7 10YR4/6 褐色  ンル ト 粘性強 しまり強
礫3%
8 10YR4/4 褐色 シル ト 粘性強 しまり強
小礫3%
1～6・ ・・ I層   7～ 8・ ・・Ⅱ層

基本層序 ③
l 10YR2/1 黒色 シルト 粘性弱 しまり弱
耕作土(盛 り上 )

基本層序②

基本層序 ②
l 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり強
グライ化層 酸化鉄がアミ状に10%、 褐色礫(パ ミス P ll～ 2¨雨%
2 10YR4/6 褐色 シルト 粘性中 しまり強
黒褐色土プロック(～ 5cm15%、 角礫は～10m13%
3 10YR2/1 黒色シルトと10YR4/6褐色シルトの混土〈7:31
粘性中 しまり強 破砕礫(角 )10%
4 3と 同様で比率 5:5
5 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中
黒色、褐色プロック各10% 破砕礫5%
64と 同じ
75と 同じ
8 10YR4お  褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中
黒色土プロック(2～ 3cm)1%以下、亜角は～5cm溺静%、
盛り上 ?(影響層)
9 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 粘性中 しまり中
褐色土ブロック(6層～3cm)1%、 亜角礫～角礫(～艶m)2%
10 10YR5/6 黄褐色 粘土 粘性強 しまり強
11 10YR4/6 褐色 砂質シルト 粘性弱 しまり弱
円～亜角礫(～2cm)2% 砂質強い
12 10YR5/6 黄褐～明黄褐色 粘土
水の影響有か ?
1～ 9・ ・ ・ I層   10～ 12・

基本層序 ④
l 10YR2/1 黒色 シルト 粘性中 しまり中
盛り土 角礫(1～ 3clII110%
2 1と 3の混土
3 10YR5/6 黄褐色 シルト 粘性中 しまり強
4 ■5YRν6明褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり強
南東の51こ類似 ただし水の影響少ない
1～2  ・ I層    3～ 4・   Ⅲ層

0             1:60            2m

粘性強 しまり強

lll層

101rR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 粘性中
黒色土ブロック(2～ 3cm)20%、 盛 り上

10YR5/6 責褐色 粘土 粘性強 しまり強
loYR55/6責褐～明黄褐色 粘土 粘性強
25Y5れ  責褐色 粘土 粘性弱  しまり強
水の影響あり
1～ 2・ ・・ I層   3～ 5・ ・ Ⅲ層

しまり中

しまり強

第8図 基本層序 (1)

基本層序③ 基本層序④
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Ⅲ 調査と整理の方法

1.野 外調査方法
(1)グリッド設定
。平成13年度第一次調査分のグリッド設定方法

国土座標第X系に合わせ基準点 1、 基準点 2を設定し、これを基に 4× 4mのメッシュを組む形で行った。

グリッドの名称は北から南に向かってアルファベット小文字の a～ z、 西から東に向かって算用数字 1～ 15

をつけ、その組み合わせによりalグ リッド、 b2グ リッドのように呼称した。なお、平成13年度の基準点

の成果値は以下の通りである (日 本測地系・世界測地系の両座標を併記する)。

基準点 l X=93600.000 Y=57960.000 H=185,996

基準点 2 X=‐93560000 Y=57940.000 H=189.603       (日 本測地系)

基準点 l X=-93291.3957 Y=57658.6806 H=185,996

基準点 2 X=-93251.3961 Y=57638.6808 H=189.603      (世 界測地系)

。平成司4年度第二次調査分のグリッド設定方法

平成14年度の調査も前年度と同様に国土座標第X系 に合わせ基準点 1、 基準点 2を 設定し、これを基に

4× 4mの メッシュを組む形で行ったが、調査範囲が前年度調査範囲を南北に延長した区域となっており、

前年度においてそれを想定した大グリッドを組んでいなかったため、新たに調査区全域をカバー出来るグリ

ッド名称に改めた。大グリッド (40× 40m)は北西隅から長軸方向をアルファベット大文字A～ E、 短軸方

向をローマ数字 I～ Ⅱとし、また小グリッドは北西隅を起点として401こ分割し、東西ラインを算用数字 1～

10、 南北ラインをアルファベット小文字 a～ jと した (例 :I Alaグ リッド)。

従って、本報告書に記載しているグリッドは平成14年度に改めたグリッド名称となっている。なお、平成14

年度の基準点の成果値は以下の通りである (日 本測地系・世界測地系の両座標を併記する)。

基準点 l X=-93520.000 Y=57960.000 H=185.326

基準点 2 X三 _93656.000 Y=57980,000 H=180.110       (日 本測地系)

基準点 l X=-93211.3962 Y=57658.6805 H=185,326

基準点 2 X=-93347.3962 Y=57678,6804 H=180,110      (世 界測地系)

(2)試掘調査

最初に、地形の状況と地層の堆積状況、遺構の有無、遺構・遺物集中区域の確認と把握を目的として、任

意に十数箇所の 2× 10mト レンチを設定し、人力でトレンチ調査を行った。また合わせて、岩手県教育委員

会生涯学習文化課が事前に行った試掘調査の時に掘削したトレンチも掘り下げを行った。

この結果、 Ia層現代耕作土 (層厚10～30cm)、 Ib層現代水田床土 (層厚10～30cm)、 Ic層現代水田造

成時の盛土 (層厚20～ 50cm)、 Id層現代旧耕作土 (層厚10～20cm)の 下層にⅡ層黒褐色土があり、この層

が遺構検出面及び希薄な遺物包含層であることを確認した。また、多くのトレンチでは I層を掘り下げた時
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点でШ層黄褐色粘土質シルト層が確認され、水田造成時の影響がかなりの部分に及んでいると判断された。

しかし、調査区東側の標高が低い部分はⅡ層黒褐色土の残存が良好で、この部分に遺構 。遺物が集中するで

あろうことも予想された。

調査区中央東側の斜面下Ⅱ B3h～ j。 4g～ j・ 5g～ j・ 6g～ j・ 7h～ j、 H C3a～ b・ 4a～g・ 5a～ j・ 6a～ j・ 7a～

j・ 8b～j,91～ j、 Ⅱ D6・ 7・ 8・ 9・ 10a～ eについては、傾斜に沿って 7箇所の トレンチを設定した。しかし、い

ずれもI層耕作土 (層厚50～ 100cm)、 Ⅲ層黄褐色粘土質シルト層 (層厚40～ 100cm)、 Ⅳ層基盤層のみで遺

構・遺物は検出されず、そのまま斜面下に落ち込んでいく地形となっていたため、写真撮影などの記録をし

た後、埋め戻しを行ってこの部分の調査を終了した (約 1,000∬ )。

また、調査区南西側の I C2b～ 6bグ リッド以南には 3箇所のトレンチを設定したが、初回目標層位に至っ

ても遺構・遺物が未検出であったためさらにⅢ層まで層位毎に掘り下げ、順次遺構検出を行った。その結果

どの層位においても遺構 。遺物が全く検出されなかったため調査終了とし、づF土置場とした。

(3)重機及び人力による粗掘・遺構検出
試掘調査の成果をもとに、 トレンチ調査で終了した部分以外の全面において、 Ⅱ層黒褐色土及びⅢ層黄褐
色粘土質シルト層上面までの I層耕作土を重機 (バ ックホー)に より掘削した。
この後、人力による遺構検出などを行い、これによって遺構が検出された付近に関しては精査を行い、そ

れ以外の区域に関してはさらに第Ⅲ層上面までの掘り下げを行った。Ⅲ層上面以下については、重機を使用

せず、幅 2mの トレンチを地形の傾斜を考慮して設定し、人力によって層位毎に掘 り下げ、遺構検出をⅢ層
上面まで行うという方法をとったが、Ⅲ層上面以下からは遺構 。遺物とも検出されなかった。

(4)遺構の調査方法

竪穴住居跡及び竪穴住居状遺構の調査は四分法で、その他の遺構については原則的に三分法で行い、それ

ぞれ堆積土層観察用のセクションベルトを設け、土層を観察しながら精査を進めた。この際、土層の堆積状

態、遺物の出土状態、遺構の完掘状況を中心に写真撮影及び実測を随時行った。

遺構については、その性格により分類化した記号を用いた。また、遺構記号は調査を進めていく段階で付

記した性格の遺構が検出された場合は、室内整理作業において記号・番号を付け直している。

SI I 竪穴住居跡   SX : 竪穴住居状遺構   SK : 土坑
SF : 焼土遺構    sR I 土器埋設遺構    P : ピット

SA  :  柵列

遺跡 。遺構・出土遺物の写真撮影については、フィルムは35mmモ ノクローム・カラーリバーサルを併用
し、 6× 9cmモ ノクロームは竪穴住居跡 。竪穴住居状遺構平面完掘写真及び遺跡全景・調査終了写真などに

限って使用した。また、各年度に調査区域全体の航空写真撮影を 1回ずつ実施した。

実測図の縮尺は1/20を 基本としたが、遺構の種類や規模の大小により1/1o、 1/40、 1/50な どを用いた。な

お、調査の進行上土層断面の写真や実測を省略し、状態の記録や計測等のみにとどめた遺構もある。

(5)遺物の取り上げ方
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遺物の取り上げ方は、遺構内出土分については出土遺構名と出土層位 (上位・中位・下位・床面直上・床

面 。底面など)を記し、このうち床面 。底面出上分については出土位置も記録した。遺構外出土分はグリッ

ド毎に層位を記した。ただしI層出土分及び表採分については大グリッド名のみのものもある。

2.整理方法
平成13年 11月 1日 ～平成14年 3月 31日 (約 5_力 月 :整理作業員 4名 )、 平成14年 11月 1日 ～平成15年 3月

31日 (約 5カ 月間 :整理作業員 8名 )の期間で室内整理作業を行った。整理作業は各年度毎に行い、平成14

年度に編集を行った。

(1)遺 構

遺構については現場で図化してきた遺構図面を第一原図とし、註記や遺構の切り合い、配置などを検討し

ながら担当調査員が遺構毎に第二原図を作成し、その上でトレースを行った。各遺構については、位置・規

模・形態などの基礎データを抽出し、遺構一覧表を作成した。遺構図版は各遺構種別に、竪穴住居跡・竪穴

住居状遺構・土坑・焼土遺構 。土器埋設遺構・柱穴の順で掲載した。

(2)遺 物
a.土器

水洗・註記を行った後、グリッド毎・遺構毎に仕分けを行い、接合作業を行った。その後、復元作業、掲

載遺物の選別、登録作業、実測、拓影、 トレース、写真撮影といった手順で行った。

掲載遺物については、住居跡床面から出土したものを最優先とし出来る限り掲載するよう努めた。それ以

外については遺構内出土遺物を原則とし、遺構外出土遺物については立体土器・口縁部破片・器形復元可能

な破片を優先とし、胴部に特徴的な文様を持つ破片、多量に出土している文様の代表的な破片を掲載した。

また、上記の基準を満たさないものでも出来る限り図化し、掲載した。

b.石器

水洗・註記を行った後、担当調査員が石器全点を観察し、分類・計測・登録作業を行い一覧表を作成した。

その後、実測、 トレース、写真撮影を行った。平成14年度は、剥片石器の実測・トレース作業を (株)シ ン

技研コンサルに外部委託した (100点 )。

掲載遺物については、器種別に分けた石器から、遺構内を優先的に選別して図化した。また、バラツキが

ないように心掛けた。掲載できなかった石器についても法量計測を行い、点数・重量を計測した。

(3)掲 載図版の構成

掲載図版は遺構と遺物を分け、遺構図版は遺構の種別毎に掲載し、遺物図版は土器・土製品・石器・石製

品など種別毎に掲載した。登録番号については、平成13年度出土土器・土製品が0001～、平成13年度出土石

器・石製品が1001～、平成14年度出土土器・土製品が2001～、平成14年度出土石器・石製品が3001～である。

これに加えて、掲載遺物については全遺物について通し番号 (掲載番号)を付している。このほかに、図版

番号・写真番号も合わせて記載している。観察表の ( )内数値は推定値である。
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番号 遺構名

1 _R101竪穴住居跡

2 S102竪 穴住居跡

3 S103竪 穴住居跡

SI似竪穴住居跡

5 S105竪 穴住居跡

6 S106竪 穴住居跡

7 SЮ7竪 穴住居跡

8 SЮ8竪 穴住居跡

9 S109竪 穴住居跡

S110竪 穴住居跡

竪穴住居跡

Ы 2肇 穴住居跡

S113竪 穴住居跡

4竪穴住居跡

S115竪 穴住居跡

S116竪 穴住居跡

Ы17竪穴住居跡

S118竪 穴住居跡

S119竪 穴住居跡

S120竪 穴住居跡

番号 遺梅名

S121竪穴住居跡

S122竪 穴住居跡

S123竪 穴住居跡

S124竪 穴住居跡

S125竪 穴住居跡

S126竪 穴住居跡

S127竪 穴住居跡

S128竪 穴住居跡

S鬱9竪穴住居跡

S130竪 穴住居跡

S131竪 穴住居跡

S132竪 穴住居跡

S133竪 穴住屠跡

S134竪 穴住居跡

S135竪 穴住居跡

S136竪 穴住居跡

S137竪穴住居跡

S138竪 穴住居跡

S139竪 穴住居跡

S140竪 穴住居跡

番号 遺構名

41 S141竪 穴住居跡

SX01竪穴住居状遺構

SX02竪穴住居状遺構

44 SX03竪穴住居状遺構

SX04竪穴住居状遺構

SX05警穴住居状遺構

SX06竪穴住居状遺構

SX07竪穴住居状遺構

SX08竪穴住居状遺構

SX09竪穴住居状遺構

SX10竪穴住居状遺構

SX■ 竪穴住居状遺構

SX12竪穴住居状遺構

SK01土坑

SK02土坑

56 SK03上坑

57 SK04土坑

58 SK05土坑

59 SK06土坑

60 SK07土坑

番号 遺構名

SK08上坑

62 SK09土坑

63 SK10土坑

64 土坑

2土坑

SK 3土坑

SK 4土坑

SK 5土坑

SK16土坑

約 SK17土坑

SK18土坑

SK19土坑

SK20土坑

SK21土坑

SK22土坑

SK23土坑

SK24土坑

SK25土坑

SK26土坑

SK27土坑

番号 遼構名

SK28=L坑

SK釣土坑

SK30土坑

SK31土坑

SK32土坑

SK33土坑

SK34土坑

SK35土坑

SK36土坑

SK37土坑

SK38土坑

SK39上坑

SK40上坑

SK41土坑

SK42土坑

SK43土坑

SK44土坑

SK45土坑

SK46土坑

100 SK47土坑

番号 遺構名

SK48土坑

102 SK49土坑

103 SK50土坑

SK51土坑

105 SK52土坑

106 SK53土坑

107 SK54土坑

108 SR01土器埋設遺構

SF01焼土遺構

SF02焼土遺構

11] SF03罷土遺構

SF04焼土遺構

113 SF05焼土遺構

SF06焼土遺構

SA01柵列

SA02柵列

SA03柵列

SA04柵列

SA05柵
'1

第 12図 遺構配置図
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番号 遺構名

1 S101竪穴住居跡

2 S102竪 穴住居跡

S103竪 穴住居跡

4 S104竪 穴住居跡

5 S105竪 穴住居跡

6 S106竪 穴住居跡

S107竪 穴住居跡

SIl18竪穴住居跡

SI∞竪穴住居跡

10 S110竪 穴住居跡

11 SIユ I竪穴住居跡

S112竪 穴住居跡

S113竪 穴住居跡

S114竪 穴住居跡

S115竪 穴住居跡

S116竪 穴住居跡

17 S117竪 穴住居跡

S118竪 穴住居跡

M19竪穴住居跡

M20竪穴住居跡

番号 遺構名

S121竪 穴住居跡

S122竪 穴住居跡

S123竪 穴住居跡

24 S124竪 穴住居跡

S125竪 穴住居跡

S126竪 穴住居跡

S127竪 穴住居跡

S128竪 穴住居跡

S129竪 穴住居跡

Ы30竪穴住居跡

凱31竪穴住居跡

S132竪 穴住居跡

Ы33竪 穴住居跡

Ы34竪 穴住居跡

箭 S135竪 穴住居跡

S136竪 穴住居跡

Ы37竪 穴住居跡

S138竪 穴住居跡

凱39竪 穴住居跡

S140竪 穴住居跡

番号 遺構名

S141竪穴住居跡

SX01竪穴住居状遺構

SX02竪穴住居状遺構

SX03竪穴住居状遺構

SXは竪穴住居状遺構

SX05竪穴住居状遺構

SX06竪穴住居状遺構

SX07竪穴住居状遺構

49 SX08竪穴住居状遺構

SX09竪穴住居状遺構

SX10竪穴住居状遺構

SXH竪 穴住居状遺構

SX12竪穴住居状遺構

SK01土坑

SK02土坑

SK03土坑

SK04土坑

SK05土坑

SK06土坑

SK07土坑

番号 遺構名

SK08上坑

SK09土坑

SK10土坑

64 SKH土坑

SK12土坑

SK13土坑

SK14土坑

SK15土坑

SK16土坑

SK17土坑

SK18土坑

SK19土坑

SK20土坑

SK21土坑

SK22土坑

SK23土坑

SK24土坑

SK25土坑

SK26土坑

SK27土坑

番号 遺構名

SK28土坑

82 罰Q9土坑

83 SK30土坑

34 SK31土坑

8「D SK32土坑

86 SK33土坑

SK34土坑

88 SK35土坑

89 SK36土坑

90 SK37土坑

SK38土坑

SK39土坑

SK40土坑

94 SK41土坑

SK42土坑

SK43土坑

SK44土坑

SK45土坑

SK46土坑

100 SK守土坑

番号 遺構名

SK48土坑

SK49土坑

103 SK5Cl土 坑

104 SK51土坑

SK52土坑

SK53土坑

SK54土坑

SR01土器埋設遺構

SF01焼土遺構

SF02焼土遺構

SF03焼土遺構

SF04焼土遺橋

SF05焼土遺構

SF06焼土遺構

SA01柵列

SA02柵列

117 SA03柵列

SA04柵列

SA05柵列

第 12図 遺構配置図
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Ⅳ 検出遺構

1.記述方法

(1)基本方針
個々の遺構を説明するにあたっては、観察表・遺構各説・遺構実測図版・遺構写真図版を用いた。観察表で

すべての遺構の記載を行い、遺構各説では観察表で記述できない箇所も含めて記載した。遺構番号は基本的

に発掘調査時に付したものを用いているが、室内整理の検討によって当初と異なった性格の遺構であった場

合は、種別及び番号を付け直している。

(2)平面 。断面形態について

遺構を表現する上で主に、以下のような形態分類基準を用いた。

①平面形態

長軸及び短軸にほとんど差が無く、同心円状の開日部径または底部径をもつもの。

長軸及び短軸に大きく差があり、円形よりもやや幅広の開口部または底部径をもつもの。

長軸及び短軸にほとんど差が無く、隅丸角がある四角形の開口部または底部径をもつもの。

長軸及び短軸に大きく差があり、方形よりも幅広の隅丸角がある四角形の開口部または底部径

をもつもの。

不整形 : 上記の形態に当てはまらず、長軸や短軸などが計測される箇所を複数もつもの。

②断面形態

開口部径と底部径の差がほとんど無く、深さが開口部径の約1/3程度のもの。

開口部径に姑して、底部径が狭く、壁面がやや外湾しながら立ち上がるもの。

開口部径に姑して、底部径がやや幅広で、壁面がやや内湾しながら立ち上がるもの。

開口部径と底部径にほとんど差が無く、壁面はほぼ直立しながら立ち上がり、深さが開口

部径と同様もしくは以上もの。

底部径に対して、開口部径が極端に狭くなり、大きく内湾しながら立ち上がるもの。

(3)図化の方法

①全体図 (遺構配置図)

調査区内における遺構配置を示す図面。

②個別図

遺構を個々に示した実測図。図化にあたっては、平面図・断面図をセットで提示することを基準とした。

また、この他にも必要において、遺物出土状況図・変遷図。エレベーション図を用いた。

円形

楕円形

方形

長方形

皿形

悟鉢形

袋形

ビーカー形

フラスコ形

-20-



2.遺構各説
検出遺構数は、竪穴住居跡41棟、竪穴住居状遺構12基、土坑54基、土器埋設遺構 1基、焼土遺構 6基、柵

列 5列、ピット74基である。遺構説明については、竪穴住居跡→竪穴住居状遺構→土坑→土器埋設遺構→焼

土遺構→柵列→ピットの順で記載する。

(1)竪 穴住居跡 (SI)

竪穴住居跡は計41棟検出している。遺構分布をみると、遺構の多くは調査区中央から北側にかけて集中し

ており、南側にかけては散浸かつ希薄になる傾向がある。時期的にみると、縄文時代前期中～後葉と推定さ

れる竪穴住居跡が 2棟、縄文時代前期後葉と推定される竪穴住居跡が 2棟、縄文時代中期末葉と推定される

竪穴住居跡が12棟、確定的な時期は不明であるが縄文時代中期に所属するとみられる竪穴住居跡が20棟、縄

文時代に所属する竪穴住居跡が 5棟である。本来は検出層位・遺構プラン・出土遺物などから時期を想定す

るが、 I B8h～ 10hグ リッドは重複が著しく、古期の遺構を破壊して、新期の遺構が作られているものが多

いこと、また近年の開田工事に伴い大きく削平・攪乱を受けている遺構が多いため、遺構プランが不確定

(炉のみが残存するなど)、 出土遺物が僅少または皆無など帰属時期を推定することが難しいものがあった。

これを踏まえて、各竪穴住居跡を説明するために、遺構の位置 。検出状況、他遺構との重複関係、遺構の

規模及び平面形、主軸方向、覆土の状態、壁・床面の状態、遺構に伴うピットと柱穴の判別、炉の形態、出

土遺物、推察される遺構の所属時期について記載を行う。

なお、主軸方向については、基本的に炉の長軸方向と遺構プラン、柱穴配置などから推察を行っている。

また、同プラン内で「建て替え」を行っている場合、炉を作 り替えている場合は 1遺構と認定し、作 り替え

がない場合は同一遺構として処理している。

S101竪 穴住居跡
遺構 (第 13図・写真図版 6)

[位置 。検出状況]I C9cグ リッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層上面で石囲炉を検出した。現代の削平が

著しく、炉の上部が消失しており、床面は 2/3以上が消失している。

[重複関係]東側でS111竪穴住居跡と、北側でSK03土坑と重複し、これらに切られている。

[規模・平面形]北～南 (450)cm、 東～西 (400)cm以上で、円形基調と推定される。

[主軸方向]N-90° 一E。

[覆土]黒褐色上が堆積していたと考えられるが、削平により不明である。

[壁・床面]壁は削平され残存しない。構築時の掘り込みはⅢ層まで行われている。床面は全体的に堅緻で

ある。

[ピ ット]本遺構推定範囲内 (S111竪穴住居跡範囲を除く)か ら13基検出された。配置及び深さに規則性は

見られない。他遺構のピットを含んでいる可能性がある。

[炉]72× 58cmの 長方形を呈する石囲炉で、上部が削平され石組が移動している。焼成面は56× 52cmの 長方

形で、厚さは最厚10cmで、強変している。

[小結]炉が床面中央に位置することから、これを住居跡と判断したが削平が著しく、プランを把握するこ

とは困難であり、規模も推定値となっている。
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焼土
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Ы02炉
1 10YR2泡  黒褐色 シルト 粘性中 しまり中
45YR〃3 黒褐色シルトプロック10%、 焼土地・炭化物粒10%

2 5YR76 赤褐色 シルト 粘性弱 しまり強
焼土
3 10YR2/1 黒褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中
褐色土粒(2～ 3mm)・ 焼土粒 炭化物粒3%

4 10YR2/1 黒色 粘土質シルト LTL強  しまり強
5 10YR17/1 黒色 ンルト 粘性弱 しまり強
円礫llcnl11%、 焼土・炭化物粒2%、 創16の覆土

SЮ2 ピツト計測表

番号 開日部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

18630

19 18647

4

第 13図 S101・ 02竪穴住居跡
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番号 開口部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

34 18678
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23 6 18679

7 18693

11 18674

"
22 20 18662

18661

7 18674

18672

611 22 18654

18653

詐
SO 鬱
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遺物

[出土状況]覆土がほとんど残存していないため、少ない。

[土器]な し。

[石器]No1364自 然礫。

時期 炉の形態から縄文時代中期と考えられる。                    (丸 山)

S102竪 穴住居跡

遺構 (第 13図・写真図版 7)

[位置 。検出状況]I C8iグ リッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層上面で土器埋設石囲炉を検出した。上部

の大半が削平されており、炉の上部及び床面東側 2/3以上が消失している。

[重複関係]東側でS116・ 21竪穴住居跡と重複し、これらを切っている。

[規模・平面形]規模はいずれも推定値で、長軸 (350)cm、 短軸 (300)cmで ある。平面形は円形基調であ

ったものと考えられる。

[主軸方向]N-50° 一E。

[覆土]黒褐色土が堆積していたと考えられるが、削平により不明である。

[壁・床面]西側壁が 5 cm残存するのみ。構築時の掘り込みはⅢ層まで行われており、床面残存部分は堅緻

である。

[ピ ット]5基検出されている。平面形・深さに規則性はない。

[炉]土器埋設石囲炉で、中央からやや南西寄りに位置する①削平により石組の大半は移動しているため規

模は不明で、土器の上半は消失している。焼成面は58× 50cmの楕円形で北東一南西に長軸を持ち、埋設土器

はこの北東寄りに設置されている。設置時の掘り方は焼成面下18cmに及ぶ。焼土は焼成面下全域及び埋設土

器周辺で発達しており、厚さは最厚 8 cmを 測り、強変している。

[小結]炉が床面中央に位置することと斜面上部にわずかに壁を残存することから、これを住居跡と判断し

たが削平が著しく、プランを把握することは困難であり、規模も推定値となっている。

遺物 (第66図・写真図版72・ 82・ 86・ 103・ 124)

[出土状況]住居跡覆土、炉などから遺物が出土している。確実に住居に伴う資料と考えられるのは、hl炉

埋設土器で、中期末棄 (大木10式期)に比定される。

[土器]hl～ 15。 血1は炉、No2～ 15は覆土からの出土。

[石器]No484石鏃、1062敲磨器類、1365自 然礫。

時期 炉の形態から縄文時代中期末葉と考えられる。                    (九 山)

S103竪 穴住居跡

遺構 (第14図・写真図版 8)

[位置・検出状況]I C10aグリッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層上面で黒褐色上の広がりとして検出し

た。上部の大半が削平されている。

[重複関係]南側でS107竪穴住居跡と重複しており、これに切られている。また全域がS123竪穴住居跡と重

複しており、これを切っている。

[規模・平面形]ヤ ずヽれも推定値で、長軸 (420)cm、 短軸 (380)cmで、かなり削平されている。平面形は
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カクラン

ユと
‐lmttOm当

S103 ピット計測表

S103

1 10YR2/2 黒褐色 シルト 粘性中 しまり中
2 10YR3/3 暗褐色 ンルト 粘性中 しまり強
3 10YR2/3 黒褐色 ンルト 粘性中 しまり中
4 10YR3/2 黒褐色 ンルト 粘性中 しまり中
5YR3お 暗赤褐色焼上が床面近くに混入
5 10YRプ 4 H旨 褐色 シルト 粘性中 しまり強
6 10YR3/3 暗褐色 シルト 粘性中 しまり強
10YR5/8責褐色土粒3%混入
7 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性中 しまり中
8 10YR3/3 暗褐色 シルト 粘性中 しまり中
10YR5/6黄褐色土粒3%、 10YR2/3黒褐色±5%混入
9 10YR3/3 暗褐色 シルト 粘性中 しまり強
10YR5/6黄褐色土粒lC眺混入
10 10YR4/6 褐色 シルト粘性中 しまり中
ユユ10YR5/6 黄褐色 粘土 粘性強 しまり中

SIl13炉ユ
1 5YR4/8 赤褐色 シルト 粘性なし しまり強
焼土
2 10YR4/3 にがい黄褐色 シルト 粘性中 しまり中
3 10YR2/2 黒褐色 シル ト 粘性強 しまり中

S103炉 2

1 5YR3/6 暗赤褐色 シルト 粘性弱 しまり中
焼土

計

ξ

津_ L=186 21Xlm

鷺T

<1

1A  L‐
186800m

，名

S104
S104 ピット計測表

ド生 L‐ 186 700rn
S103・ SЮ4炉

0        1:30       1m

S104

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 粘性中 しまり強

S104炉
1 5YRツ8 明赤掲色 ンルト 粘性なし しまり強
焼土
2 5YR3れ  暗赤褐色 シルト 粘性弱 しまり中
うすい焼土

S103・ 04竪穴住居跡

-25-

番号 開回部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

pl 70 22 18583

31 18586

18602

18607

18587

43 18589

18584

30 23 17 18581

78 20 18575

6 18587

7 18602

8 18606

p 18607

p 17 18582

18575

番号 開日部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

l [ユ 18637

カクラン

第 14図



円形基調と推定される。

[主軸方向]小明である。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。植物痕による攪乱が著しい。

[壁・床面]壁は北西側 1/3程度のみ残存し、残存最厚部は32cmを測る。構築時の掘り込みはⅢ層まで行わ

れている。南東半は削平され残存しない。残存部は全体的に堅緻である。

[ピ ット]本遺構推定範囲内 (S107竪穴住居跡範囲を除く)か ら15基検出した。配置及び深さに規則性は見

られない。

[炉]同一面で 4基の焼土を検出したが、南西部の 1基、東部の 1基の計 2基は位置及び付随遺物からS123

竪穴住居跡に伴う炉と判断した。他の 2基は全て地床炉状を呈するが、焼成は弱い。炉 1及び炉 2は中央や

や東寄りに位置する。平面形・最厚はそれぞれ、炉 1:55× 32cmの楕円形で被熱深度は 3 cm(弱 変)、 炉

2:32× 24cmの楕円形で被熟深度は2 cm(弱 変)を計る。

[小結]炉 が床面中央やや東寄りに 2基位置することと本遺構に伴う柱穴が15基存在することから、これを

住居跡と判断したが削平が著しく、プランを把握することは困難であり、規模も推定値となっている。

遺物 (第 67・ 106。 119図 。写真図版82・ 86・ 103・ 106・ 139)

[出土状況]住居跡覆土、床面などから出土している。

[土器]No16～ 18。 h16は床面、No17,18は 覆土からの出土。

[石器]No467石鏃、583ス クレイパー類、755磨製石斧。

時期 出土遺物及び重複関係から縄文時代中期に想定される。                (丸 山)

S104竪 穴住居帥
遺構 (第 14図・写真図版 9)

[位置・検出状況]I C10fグ リッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層上面で暗褐色土の広がりとして検出し

た。東側に壁状の立ち上がりを確認したが断定できない。重複及び削平により大半が消失している。

[重複関係]南西側でS117竪穴住居跡と、東側でSX07竪穴住居状遺構と重複しているが、新旧関係は判別で

きない。

[規模・平面形]規模は残存状態が不良のため、不明であるが推定値で (330)cm以上の円形基調であったも

のと推定される。

[主軸方向]不明である。

[覆土]大半が削平され、暗褐色土がわずかに残存するのみである。

[壁 。床面]西側壁がごくわずか残存しており、残存最厚部は 6 cmを 測る。構築時の掘り込みはⅢ層まで行

われている。床面も西端部以外は残存しない。残存部は全体的に堅緻である。

[ピ ット]北狽Jで 1基を検出した。

[炉]中央やや北西寄りに 1基検出しており、地床炉状を呈するが上部が削平を受けておりかなり薄く、他

形態であった可能性がある。焼成面は75× 45cmの楕円形で、東西方向に長軸を持つ。最厚部で 2 cmを 測り、

弱変である。

[小結]炉が床面中央やや北西寄りに 1基位置することから、これを住居跡と判断したが削平が著しく、プ

ランを把握することは困難であり、規模も推定値となっている。

遺物 (第67図・写真図版86)
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[出土状況]住居跡覆土、床面から出上している。

[土器]No19～ 21。 No19,20は床面、血21は覆土からの出土。

[石器]な し。

時期 出土遺物から縄文時代中期に想定される。                      (丸 山)

S105竪 穴住居跡

遺構 (第 15図・写真図版10)

[位置・検出状況]Ⅱ Dlbグ リッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層上面で黒褐色土の広がりとして検出し

た。上部の大半は削平されており、東半は消失している。また、南側も風例木痕により消失している。

[重複関係]北東側でSK06土坑と、南東側でSK14土坑と重複し、これらを切っている。また、西側でS123竪

穴住居跡と、S122竪穴住居跡とは東側で重複しており、これも切っている。

[規模・平面形]規模は残存状態が不良のため、不明であるが推定値で (450)cm以上の円形基調であったも

のと推定される。

[主軸方向]不明である。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。植物痕による攪乱が著しい。

[壁・床面]壁は北西側 1/3程度のみ残存し、残存最厚部は17clllを 測る。構築時の掘り込みはⅡ層まで行わ

れている。南東半側は削平され残存しない。残存部は全体的に堅緻である。

[ピ ット]本遺構推定範囲内から2基検出した。配置及び深さに規則性は見られない。

[炉]推定範囲のほぼ中央、及び東側に計 2基検出したが、位置及び付随遺物から東側の 1基をS122竪穴住

居跡に伴う炉と判断した。本遺構に伴う炉は削平されており、周囲には大礫が数点存在する。石囲炉であっ

た可能性があるが、礫が他に比べかなり大きいため判然としない。焼成面の平面形・最厚は32× 30cmの楕円

形で、被熱深度は 3 cmを 浪1り 、弱変している。

[小結]炉が床面ほぼ中央に 1基位置することから、これを住居跡と判断したが削平が著しく、プランを把

握することは困難であり、規模も推定値となっている。

遺物 (第67・ 129'137図 ・写真図版83・ 86・ H9。 130・ 132)

[出土状況]住居跡覆土などから出土している。

[土器]No22～ 26。 いずれも覆土からの出土。配24～ 26の須恵器は表土から覆土までが薄いために混入した

ものと考えられる。

[石器]血945,1208敲磨器類、血1233～ 1236台石類、血1366,1367自 然礫。

時期 覆土上部に須恵器が混入しているが遺構に伴うものではなく、混入したものである。遺構は縄文時代

中期に想定される。                                   (丸 山)

S106竪 穴住居跡

遺構 (第 15図・写真図版11)

[位置・検出状況]I B9iグ リッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層上面で黒褐色土の広がりとして検出した。

上部の大半が削平されており、東半は消失している。

[重複関係]西側でSX04竪穴住居状遺構、S125竪穴住居跡、東側でS119竪穴住居跡と重複しており、これら

を切っている。
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L‐ 185600m

10YR2/1 黒色 シル ト 粘性中 しまり中
10YR3/1 黒褐色 シル ト 粘性中～強 しまり強
10YR3/4 暗掲色 シル ト 粘性中 しまり中
10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シル ト 粘性強 しまり強
10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性中 しまり中
10YR5/8黄掲色± lo%、 炭化物 焼土粒 196

軋

SЮ5炉

1 5YR4/6 赤褐色 焼土

SЮ5 ビット計測表

L‐ 185900m

L=186400m
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協
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1 ′盈
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s冥 1

Ψ  ψ  カクラン

0        1:30       1m
S105。 SЮ 6炉    ト ー ー ー ー ー 十 一 一 一 ~~引

SI06

1 10YR〃 1 黒色 シル ト 粘性中 しまり中
焼土・炭化物粒 1%
2 10YR2/1黒色シル トと10YRワ 4褐 色ンル トの混土(7:3)
粘性中 しまり中
3 10YR3/2 黒褐色 シル ト 粘性弱  しまり中
焼土・炭化物粒 1%以下
4 75YR5/6明褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり強
基盤層 掘 り過ぎ

S106炉

1 10YR2/2 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中
焼土 炭化物粒2%
2 10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性中 しまり中
混入物  1層 と同じ
3 10YR2/2黒掲色シル トとЮYR3/3暗褐色シル トと10YR76褐 色シル トの泥土
粘性中 しまり中 混入物 1層 と同じ

SI06 ピット計測表

番号 開日部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

17 18597

14 18590

14 18599

13 18592

18589

17 7 18616

p7 18615

21 18603

17 6 18585

0             1:60            3m
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第 15図 3105・ 06竪穴住居跡

番号 開口部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

1854こ

8 18531
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[規模・平面形]規模は残存状態が不良のため、不明であるが推定値で (400)cm以上の円形基調であつたも

のと推定される。

[主軸方向]不明である。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[壁・床面]西壁の残存最厚部で10cmを測る。構築時の掘 り込みはⅢ層まで行われている。東半は肖U平され

残存しない。残存部は全体的に堅緻である。

[ピ ット]本遺構推定範囲内から9基検出された。配置は壁に巡る傾向が見られるが、深さに規則性は無い。

[炉]石囲炉を 1基検出しており、中央やや南西寄りに位置する。南半が攪乱を受け石組が崩壊している。

焼成面は50× 45cmの楕円形で、最厚 6 cmを測り、弱変している。

[小結]石囲炉を中央やや南西寄りに 1基検出していることと、壁に沿って巡る傾向を持つ柱穴配置から住

居跡と判断したが、削平が著しい。

遺物 (第67・ 68。 106・ 114・ 124図 。写真図版83・ 86・ 103・ 107・ 114・ 132)

[出土状況]住居跡覆土、床面などから出土している。

[土器]No27～ 36。 No27,28が床面、そのほかは覆土からの出土。

[石器]配485石鏃、血599二次加工ある剥片、No831,832敲磨器類、No1237～ 1239台石類。

時期 出土遺物及び遺構形態から、縄文時代中期に想定される。               (丸 山)

S107竪 穴住居跡

遺構 (第 16図 。写真図版12)

[位置 。検出状況]I D10bグ リッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層上面で、南半が久けた半楕円形の黒褐

色土プランとして検出した。南半が攪乱により消失している。

[重複関係]ほぼ全域がS123竪穴住居跡と重複し、これを切っている。また、S103竪穴住居跡と重複し、こ

れを切っている。

[規模・平面形]規模は残存状態が不良のため、不明であるが推定値で (320)cm以 上の楕円形と推定される。

[主軸方向]不明である。

[覆土]黒褐色土主体で構成され、最厚15cmを 測る。

[壁・床面]壁の残存値は北壁で 8 clll、 西壁で15cmを測り、東壁は削平、南壁は攪乱を受け残存しない。西

壁は緩やかに立ち上がる。構築時の掘り込みはⅢ層まで行われている。床面は堅緻である。

[ピ ット]本遺構推定範囲内から13基検出された。うちp2と p10は一部が焼土と重複しており、異時期の

可能性がある。配置及び深さに規則性は見られない。

[炉]地床炉をほぼ中央に 1基検出した。規模は60× 35cmの楕円形で、厚さは最厚 4 clllを計り、弱変してい

る。南西側に大礫が 1点存在する。

[小結]床面ほぼ中央に地床炉を検出しており、不規貝1であるが13基の柱穴を検出していることから、住居

跡と判断した。本遺構も著しい削平を受けている。

遺物 (第68図・写真図版82・ 87)

[出土状況]住居跡覆土、床面などから少量出土している。

[土器]No37,38。 血37が床面、血38は覆土からの出土。
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[石器]な し。

時期 出土遺物及び重複関係から、縄文時代中期に想定される。               (九 山)

S108竪 穴住居跡
遺構 (第 16図・写真図版13)

[位置 。検出状況]I C6bグ リッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層上面で焼土を検出した。上部の大半が

削平されており、覆土はほとんど残存しない。東半が消失している。

[重複関係]全域がS124竪穴住居跡と重複しており、これを切っている。

[規模・平面形]規模は推定値で、長軸 (420)clll、 短軸 (400)cmで、平面形は円形基調と推定される。

[主軸方向]不明である。

[覆土]黒色土が最厚 5 cm程度堆積するのみである。

[壁・床面]壁はほとんど残存していない。構築時の掘り込みはⅢ層まで行われていたものと思われる。床

面残存部は全体的に堅級である。

[ピ ット]13基検出された。配置 。深さに規則性は見られない。

[炉]同一面で 3基の焼上を検出した。全て地床炉状を呈するが削平のため断定できない。炉 1は ほぼ中央

に、炉 2及び炉 3は南東側に位置している。平面形 。最大厚はそれぞれ、炉 1,70× 60cmの不整形 。被熱深

度 7 cm(弱変)、 炉 2:37× 37cmの 円形・被熟深度 4 cm(弱変)、 炉 3:40× 30cmの精円形・被熱深度不明

(弱変)である。

[小結]床面に 3基の地床炉を検出しているが、炉 1以外の所属は確定的ではない。柱穴と考えられるピッ

トも13基検出しているが、規則性は見られない。

遺物 (第 68・ 139図・写真図版87・ 111・ 132)

[出土状況]住居跡覆土、床面などから出土している。

[土器]h39。 床面から出土。

[石器]No750石核、血1240台石類。

時期 出土遺物及び遺構形態から、縄文時代中期に想定される。              (丸 山)

S109竪 穴住居帥
遺構 (第 17図・写真図版14)

[位置・検出状況]I C6cグリッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層で焼土を検出した。上部の大半が削平さ

れており、覆土はほとんど残存しない。南東半が消失している。

[重複関係]全域がS124竪穴住居跡と重複しており、これを切っている。

[規模・平面形]規模は残存状態が不良のため、不明であるが推定値で (390)cm以上の円形基調と推定され

る。

[主軸方向]不明である。

[覆土]黒色土主体で構成される。

[壁 。床面]壁は北西側 1/3のみ残存し、残存最厚部は15cmを測る。構築時の掘り込みはⅢ層まで行われて
いる。南東半は削平され残存しない。残存部は全体的に堅緻である。

[ピ ット]12基検出された。配置・深さに規則性は見られない。
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S107 ピツト計測表

番号 開口部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

1 18595

8

12 18597

8 18587

18 7 18591

18579

p7 21 5 18587

9 18591

17 11 18574

7 18590

12 18580

ユ8571

18589

pωQ
い
上

0             1:60            3m

S107

1 10YR2/3 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中
焼土粒2%
2 10YR3/4 暗褐色  シル ト 粘性中 しまり強
焼土粒 2%、 炭化物・黄褐色土粒少量

3 10YR4/3にぶい黄褐色粘土質シル ト 粘性強 しまり中
黄褐色シル ト粒5%、 小礫 (2～3cm)2%

S107炉

1 5YR2/2 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中
2 5YR5/8 明赤褐色 焼土
3 10YR3/4 暗褐色  シル ト 粘性中 しまり強

L‐ 186200m

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト 粘性中 しまり中
10YR″ 8黄橙色土 焼土・炭化物粒 1%
2 10YR2/1 黒色 シル ト 粕性中 しまり中
礫d～ 2cm、 角 円、共含)3%、 焼土 炭化物粒 1%
3 10YR4/9 褐色 粘土質シル ト 粘性強  しまり強

S108炉 1

1 25YR4/6赤 褐色 シル ト 粘性弱 しまり中
焼土 混入物2と 同 じ
2 75YR3/3暗褐色 シル ト 粘性弱 しまり中
角礫住～2cm)5%

S108炉 2

1 5YR4お  赤褐 シル ト 粘性弱 しまり強
弱変焼土

2 75YR3/2黒褐色 シル ト 粘性弱  しまり強
角礫はcm)3%

S108 ビット計測表

番号 開口部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

1 15 18813

2 26 8 18834

3 18814

4 16 18805

D5 8 18845

13 18823

7 18830

17

17 9 18856

28 6 18826

11 28 l] 18855

12 25 3

"
17 6 18826
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[炉]1基検出しており、中央やや北西寄りに位置する。地床炉状を呈するが削平のため断定できない。焼
成面は50× 30cmの楕円形で、被熱深度は 5 cmを測り、弱変している。

[小結]床面ほぼ中央に地床炉を 1基検出しており、不規則であるが12基の柱穴を検出していることから、

住居跡と判断した。本遺構も著しい削平を受けている。

遺物 (第 124・ 131・ 133図・写真図版115。 121。 125)

[出土状況]住居跡床面などから出土している。

[土器]な し。

[石器]No833,834,998,1085敲磨器類。

時期 重複関係から、縄文時代中期に想定される。                     (丸 山)

S110竪 穴住居跡
遺構 (第 17図・写真図版15)

[位置・検出状況]I C6dグ リッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層上面で土器埋設炉を検出した。上部の

大半が削平されており覆土はほとんど残存せず、炉の上半部及び床面北東半部も消失している。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]規模は推定値で、長軸 (410)cm、 短軸 (360)cmで、平面形は円形基調と推定される。

[主軸方向]不明である。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[壁 。床面]壁は西側 1/3のみ残存し、残存最厚部は12cmを 測る。構築時の掘り込みはⅢ層まで行われてい

る。床面は東半が削平され残存しない。残存部は全体的に堅緻である。

[ピ ット]7基検出された。配置・深さに規貝J性は見られない。

[炉]土器埋設炉で中央やや東寄りに位置する。周囲に炉石と思われる被熱礫が散見されることから、石囲

部分があった可能性がある。焼成面は50× 25cmの長楕円形で、北西―南東に長軸を持つ。土器埋設位置はこ

の南東側である。焼土は土器周囲にも発達しており、被熟深度は 5 cmで、弱変している。

[小結]床面中央に土器埋設石囲炉が 1基検出されており、また柱穴と考えられるピットを 7基検出してい

ることから住居跡と判断した。遺構はかなり削平されている。

遺物 (第69・ 131図・写真図版72・ 83・ H5'121・ 132)

[出土状況]住居跡覆土、炉などから出土している。

[土器]恥40,41。 m40は炉埋設土器、No41は覆土からの出上である。

[石器]No835,836,999,1000敲 磨器類。血1241台石類。No1368自 然礫。この他、下層中に含まれる角礫が多数

出土している。

時期 炉埋設土器・炉形態から、縄文時代中期末葉に想定される。              (丸 山)

S111竪 穴住居跡
遺構 (第18図・写真図版16)

[位置・検出状況]I C9cグリッド付近に位置する。 I層直下のⅡ層下位で地床炉状の焼土を検出した。上部

の大半が削平されており、覆土はほとんど残存しない。

[重複関係]西側でS101竪穴住居跡と重複しており、これを切っている。
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S109

第 17図  S109。 10竪穴住居跡

1 10YR2/1 黒色 シル ト 粘性中 しまり中
礫(1～ 2cm、 角・円、共含)3%、 焼土・炭化物粒 1%
2 基盤層(褐色)他 と同様
3 10YR2/2 黒褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中
礫(1～ 2cm、 角 円、共含)2%

SЮ9炉 ユ

1 5YR4/8 赤褐色 粘性中 しまり強
焼土

slo9 ピット計測表

@
為

ぬ

DS

OS

い1

lm

1

鼎

番号 開日部径 底部径 深 さ 底郡標高 (m)

7 18846

188増

21 2 18825

14 18830

14 15 18834

D7 882よ

8839

10 8846

3 8848

p ll 7 8826

9 8843

S110 ピット計lltl表

番号 開回部径 底都径 深 さ 底部標高 (m)

I 18840

2 8 18839

49 28 1883]

24 4 1886]

5 188的

ユ6 ユ8868

p7 9 6 18881
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[規模・平面形]規模は残存状態が不良のため、不明であるが推定値で (400)cm以上である。平面形は不明

である。

[主軸方向]不明である。

[覆土]残存せず、不明である。

[壁・床面]壁は残存しない。構築時の掘り込みはⅡ層下位まで行われている。床面は全体的に軟質である。

[ピ ット]8基検出された。配置・深さに規則性は見られない。

[炉]床面中央北西寄りに 1基検出しており、地床炉状を呈するが周囲に大小の礫が散見され、石囲炉であ
った可能性がある。焼成面は72× 42cmで、被熱深度は 8 clllを 計り、強変している。

[小結]床面中央北西寄りに地床炉が 1基検出されており、また柱穴と考えられるピットを 8基検出してい

ることから住居跡と判断した。遺構はかなり削平されている。

遺物 (写真図版129)

[出土状況]覆土がほとんど残存していないため、少ない。

[土器]な し。

[石器]hl187敲磨器類。

時期 遺構形態から縄文時代と想定されるが、詳細は不明である。             (丸 山)

S112竪 穴住居跡
遺構 (第 18図・写真図版17)

[位置・検出状況]I C6aグ リッド付近に位置する。I層直下のⅢ層上面で黒褐色土の広がりとして検出した。

上部の大半が削平されており、北側及び東側は消失している。

[重複関係]な し。

[規模 。平面形]規模は残存状態が不良のため、不明であるが推定値で (350)cm以上である。平面形は不明

である。

[主軸方向]不明である。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[壁・床面]壁は南西半 1/2のみ残存し、残存最厚部は15cmを測る。構築時の掘り込みはⅢ層まで行われて

いる。床面は北東半が削平され残存しない。残存部は全体的に堅緻である。

[ピ ット]8基検出された。配置 。深さに規則性は見られない。
[炉]床面中央やや北東寄りに 1基検出しており、地床炉状を呈するが削平のため断定できない。焼成面は

75× 65clllの不整形で、被熱深度は10cmを 測り、弱変している。

[小結]床面中央北東寄りに地床炉が 1基検出されており、また柱穴と考えられるピットを8基検出してい

ることから住居跡と判断した。遺構はかなり削平されている。

遺物 (第69図・写真図版87)

[出土状況]住居跡床面、覆土などから出土している。

[土器]血穆～44。 血42,43が床面、血44が覆土からの出土。

[石器]な し。

時期 床面出土遺物から、縄文時代中期に想定される。                   (九 山)

-34-



θ
鰻ド
$s

/
OS /

＼、′③
ヽ

ヽ

埠 ★晉
?|

Pと  L‐
187.100m

浮上 L‐
186,900m

Ｓ‐‐‐
、

当

ね
T ::::|::|li:ill::::::li::::::|||:::::li:li:lil:i:::|:|:|:::|:|:||:::i:::::|:i:::|:|:|:|:|::::|:|:!|!:::|::::::::::::i:::::i:::::::::::|

（【脚》〉　ヽ
、

ヽ
ヽ
　
　
／

/ 6s

亀

ミ〕s

Ｃ

ｐ２

、

、

　

ゎ

』

黎

基

神

聾

ｓ

o             l:60            3m

計
登

③
ｐ‐

Ａ脂

の
ｐ６

ヤれ

rel土

S111 ピツト計測表

o       l:30      1m
|

S112

1 101rR3/1 黒掲色 粘土質シル ト 粘性中 しまり弱
礫 (1～ 2mm、 角 円、混)3%
2 10YR2/2 黒褐色 シル ト 粘性弱 しまり中
4層が粒状に5%、 礫(同上)3%、 焼土粒 1%
3 101rR4/3 にぶい黄褐色粘土質シル トと二層の混土
粘性中 締まり中 礫(同上)3%
4 75YR5/6 明褐色 粘上質シル ト 粘性中 しまり強
掘 り過ぎ

S112炉

1 75YR3/3暗 褐色 シル ト 粘性なし しまり強
焼土・炭化物粒5%
2 5YR4お  赤褐色 シル ト 粘性なし しまり強
焼土 角礫o～3cm)3%
3 75YR4/35 褐色 シル ト 粘性弱 しまり強
弱い焼土 角礫(1～ 3cml.3%
4 75YR35/3 暗褐～褐色 シル ト 粘性弱  しまり強
焼土粒 2%、 角礫(1～ 3cm)3%
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計
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第 18図 S111・ 12竪穴住居跡
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番号 開日部径 底部径 深 さ 底都標高 (m)

18653

9 18660

3 15

4 17 18636

8638

7

7 7 13 8636

8 12
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ア
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SIH・ ЫH炉
1 5YR4/8 赤褐色 粘性弱  しまり中
焼土

2炭
3 5YR2/3 極暗赤褐色 粘性強 しまり中

S112 ピット計測表

番号 開口部径 底部径 底部標高 (m)

9 18845

18802

と4 18807

っ 4 18解0

5

6 拗 18832

7 39 17 18845

D8

カクラン



S113竪 穴住居跡

遺構 (第 19図 。写真図版18)

[位置・検出状況]I D10cグ リッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層上面で黒褐色土の広がりとして検出し

た。東側は風倒木痕、北側は近年の攪乱によって消失している。

[重複関係]全域がS123竪穴住居跡と重複しており、これを切っている。

[規模・平面形]規模・平面形とも不明である。́

[主軸方向]不明である。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[壁・床面]壁は西側のみ残存し、残存最厚部22cmを測る。構築時の掘り込みはⅢ層まで行われている。床

面残存部は全体的に堅緻である。

[ピ ット]検出されていない。

[炉]楕円形を呈する地床炉状の焼土が 3基近接して検出された。周辺に礫が散見されることから石囲炉で

あった可能性もある。平面形・最大厚はそれぞれ、炉 1:42× 22clllの 楕円形・被熱深度 3 cm(弱変)、 炉

2:50× 25cmの楕円形・被熱深度 4 cm(弱変)、 炉 3'23× 20cmの楕円形・被熟深度 2 clll(弱 変)である。

[小結]床面から焼土を 3基検出しているが、攪乱による削平で住居跡プランは明確でない。

遺物 (第69図・写真図版87・ 108'132)

[出土状況]住居跡覆土、床面から出土している。

[土器]h45,46。 いずれも覆土からの出土。

[石器]配646二次加工ある剥片、No1242台石類、No1369,1370自 然礫。

時期 遺構形態から縄文時代と想定されるが、詳細は不明である。             (丸 山)

S114竪 穴住居跡

遺構 (第19図・写真図版19)

[位置・検出状況]I B7iグ リッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層上面で黒褐色土の広がりとして検出した。

北側は攪乱、東側は削平によって消失しており、南西側 1/4程度が残存するのみである。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]規模は不明である。平面形は円形基調であったものと推定される。

[主軸方向]不明である。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[壁・床面]壁は西側150cIIl程度のみ残存し、残存最厚部は20cmを測る。構築時の掘り込みはⅢ層まで行われ

ている。床面残存部は全体的に堅緻である。

[ピ ット]西壁近くから1基検出した。柱穴であるかは不明である。

[炉]北西隅近くから2基の焼土を検出した。間隔10cmと 近接しており、同一炉 (地床炉)であったものと

考えられる。平面形 。最大厚は75× 32cmの楕円形で、被熱深度 6 cmを測り、弱変している。

[小結]床面北西隅から地床炉 2基を検出しているが、本遺構に伴うものかは不明確である。削平が著しく、

住居跡プランは不明である。

遺物 (第69'70・ 106・ 109図・写真図版72・ 83・ 103・ 104・ 115)

[出土状況]住居跡覆土などから出上している。
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Ｓｔ‐３≫
占 L‐ 18621111m

ド堅_L‐ 186ね00m

S113

1 10YR2/2 黒褐色 シル ト 粘性強 しまり中
2 10YR2/73 黒褐色 シル ト 粘性強 しまり中
3 10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性強 しまり強
4 10YM/3 にぶい黄褐色 シル ト 粘性中 しまり中
10YR5/6黄褐色土プロック2%
5 10YR4/4 褐色 シル ト 粘性強 しまり強
6 10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性中 しまり中
焼土粒2%

S113炉

1 10YR2/3 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中
焼土プロック1%
2 10YR3/4 暗褐色  シル ト 粘性中 しまり中
3 5YR4/4 にぶい赤褐色 シル ト 粘性中 しまり中
焼土

聖
1

Ｓｉ‐４＞ ¶
詐

ｄ

S114

1 75YR2/1 黒色 シルト 粘性弱 しまり中
礫●～2mm、 角・丸)、 焼土・炭化物粒1%
2 75YR3/2 黒褐色 シルト 粘性中 しまり中
焼土・炭化物粒2%
3 75YR4/3 掲色 シルト 粘性中 しまり強
75YR2/1 黒色土モヤ状に10%、 礫(同■l
4 75YR3珍 黒褐 粘土質シルト 粘性中 しまり強
礫(同上)
5 75YR4/3褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり強

S114炉

1 25YR4/8赤 褐色 シルト 粘性弱 しまり強
焼土

la  L=187300m

S113 S114炉

0             1 :30 0             1:60            3mlm

第 19図 S113・ 14竪穴住居跡

S114 ビット計測表

番号 開口部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

18740
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[土器]h守～50。 いずれも覆土からの出土である。

[石器]血486石鏃、No520石匙、恥837敲磨器類。

時期 出土遺物から、縄文時代中期に想定される。 (丸山)

S115竪 穴住居跡

遺構 (第20図・写真図版20)

[位置・検出状況]I B8hグ リッドに位置する。 I層直下のⅢ層上面で暗褐色上の広がりとして検出した。

上部の大半が削平されており、覆土はほとんど残存しない。

[重複関係]南側がSX08竪穴住居状遺構と、東側がSX05竪穴住居状遺構と重複しており、これらに切られて

いる。また、S118竪穴住居跡を切っている。

[規模・平面形]規模、平面形ともに不明である。

[主軸方向]不明である。

[覆土]暗褐色土主体で構成される。

[壁 。床面]壁は北西側のみ残存しており、最厚部は 4 cmを測る。構築時の掘り込みはⅢ層まで行われてい

る。床面は北西側 1/4程度が残存しており、全体的に堅緻である。

[ピ ット]北西隅から3基検出された。配置・深さに規則性は見られない。

[炉]床面ほぼ中央に 1基検出している。規模、平面形、深さともに不明である。

[小結]他遺構に大きく切られており、住居跡プランは不明確である。

遺物 (第70図・写真図版87)

[出土状況]覆土がほとんど残存していないため、少ない。

[土器]血51～ 53。 いずれも床面から出土している。

[石器]な し。

時期 遺構形態から、縄文時代と想定されるが、詳細は小明である。             (丸 山)

S116竪 穴住居跡

遺構 (第20図・写真図版21)

[位置・検出状況]I B8iグ リッド付近に位置する。S102竪穴住居跡精査後、Ⅲ層上面で黒褐色上の広がりと

して検出した。北東側 1/3程度は削平により消失している。

[重複関係]ほぼ全域がS102竪穴住居跡と重複しており、これに切られている。また東側がS121竪穴住居跡

と、全域がSK20土坑と重複しており、これらを切っている。

[規模・平面形]長軸方向で310cm、 短軸方向で290cmで ある。平面形は円形基調と推定される。

[主軸方向]不明である。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[壁・床面]壁は南側及び北西側の一部が残存しており、残存最厚部は15cmを測る。構築時の掘り込みはⅢ

層 (一部Ⅱ層下位)ま で行われている。床面は北東側 1/4程度が肖J平 され残存しない。残存部中、南西半

は堅緻であるが、他部分は軟質である。

[ピ ット]6基検出された。いずれも壁を巡る形で配置されている。

[炉]床面中央やや西寄りに地床炉を 1基検出している。焼成面は45× 25cmの楕円形で、東西に長軸を持つ。
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S116炉

碑_L=186700m

0             1 :30 lm

第20図 S115・ 16竪穴住居跡、

S115

1 10YR3/3 暗掲色 シル ト 粘性なし しまり強
焼土 炭化物粒 1%
10YR3/4 暗褐 シル ト 粘性なし しまり強
褐色土粒〈2～ 3mm)20%、 焼土 ,炭化物粒 1%
10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性なし しまり強
焼土 炭化物粒 1%

SX05
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 粘性弱 しまり中
褐色土粒o～ 2mm】 %、 焼上・炭化物粒1%
2 10YR2/1 黒色 シルト 粘性弱 しまり中
褐色土粒(1～ 2mm)ユ %以下
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中
褐色土粒〈2～ 3mm)5%、 焼土 炭化物粒1%以下

S115 SX05・ SX08 ピット計測表

番号 開口部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

17 ]8645

26 3

9

4 18652

っ5 10

8 18631

7 11 18654

13 18654

45 3 18627

10 18627

S116

1 10YR2/1 黒色  シル ト 粘性弱  しまり強
円礫ocm)1% 焼土・炭化物粒2%
2 10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性弱 しまり中
10YR2/ユ 黒色± 10YR4/6褐色土プロックЮ%、 lcm程の円礫
焼土 炭化物粒 1%
3 ЮYR2/ユ  黒色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中
焼土 ,炭化物粒 1%
4 10YRν l 黒色 シル ト 粘性弱  しまり中
円礫(lcm)2%、 焼土 炭化物粒 1%以下
5 10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性弱  しまり中
円礫(lcmx焼土 炭化物粒 1%
6 10YR3/2 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中
焼土 炭化物粒ユ%以下
7 75YR3/2 黒褐色  シル ト(9層 )と
8 10YR3/1 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり弱
焼土 炭化物粒 1%以下
9 5YR3/2 暗赤褐 シル ト 粘性中 しまり強
亜角・円礫(1～ 2cm)5%、 焼土 炭化物粒3%

S116炉

1 5YR4/6 赤褐色  シル ト 粘性中 しまり強
焼土

SX05・ 08竪穴住居状遺構

詐
９

北

朗さ

名

吐

―名

S116 ピット計測表

番号 開回部径 底都径 底部標高 (m)

186 4rD

18651

9 18648
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被熱深度は 4 cmを 測り、弱変している。

[小結]床面中央やや西寄りに地床炉を 1基検出しており、また柱穴が壁際に巡るように配置されているこ

とから、住居跡と判断される。

遺物 (第 70・ 115'136・ 143図 。写真図版82・ 87・ 107・ 121・ 129。 133・ 140)

[出土状況]住居跡覆土、床面などから出土している。

[土器]配54～ 58。 血54,55が床面、No56～58が覆土からの出土。

[石器]血610二次加工ある剥片、No1001,1188敲磨器類、血1243台石類、血1371,1372自 然礫。

[石製品]血1469石剣。

時期 床面出土遺物及び遺構形態から、縄文時代中期末葉に想定される。           (丸 山)

Sl17竪 穴住居跡

遺構 (第21図・写真図版22)

[位置 。検出状況]I C9gグ リッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層上面で暗褐色上の広がりとして検出し

た。残存しているのは西側の一部のみで、大部分は削平され消失している。

[重複関係]北東側でS104竪 穴住居跡と重複しており、これに切られている。

[規模・平面形]規模 。平面形とも不明である。

[主軸方向]不明である。

[覆土]暗褐色土主体で構成される。耕作痕等による攪乱が著しい。

[壁・床面]壁残存最厚部は18clllを 測る。構築時の掘り込みはⅢ層まで行われている。床面残存部は全体的

に堅級である。

[ピ ット]3基検出された。配置・深さに規則性はない。

[炉]床面中央やや北東寄りで地床炉状の焼± 1基を検出した。上部が削平を受けかなり薄化しており、他

形態の炉であった可能性がある。平面形は23× 23cmの 円形で、被熟深度 2 cmを測り、弱変している。

[小結]床面中央やや北東寄りで地床炉を 1基検出しているが、柱穴配置は不規則で全体のプランは掴めな

い。削平が著しい。

遺物

[出土状況]攪乱が多く、遺物は出土しなかった。

[土器]な し。

[石器]な し。

時期 遺構形態から、縄文時代と想定されるが、詳細は不明である。             (丸 山)

S118竪 穴住居跡

遺構 (第22・ 23図・写真図版23)

[位置・検出状況]I B9i～ I C9aグ リッド付近に位置する。南半部は I層直下のⅢ層上面で暗褐色上の広が

りとして検出した。北半部は上部重複遺構の精査後、濁った褐色土を覆土とする周溝を検出したことにより

住居跡を想定して、精査を行った。

[重複関係]北半部でS106。 15。 21・ 25。 26竪穴住居跡、 SX01・ 03・ 04・ 05'08

竪穴住居状遺構と重複しており、これらに切られている。また、 SK20土 坑と重複しており、これを切っ
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第21図 S117・ 19竪穴住居跡

S117 ビット計測表

番号 開口部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

9 18652

22 6 18649

3 盟

島

S119 ピット計測表

番号 開口部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

23 10 186113

2 22 18591

4

18590

18580

D7 7

18577

28
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A L‐ 186700m

rB  L‐ 186700m

AI

第23図 S118竪穴住居跡

0             1:60           3m
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卜  L=18641Dm

J

S108炉

0 1:30      1m
I

S118炉 1

1 ■鉗 R4/3褐色 シルト 粘性弱 しまり中
亜円礫(褐色)2%、 炭化物粒3%
2 5YR4/4 にぶい赤褐色 ンルト 粘性微弱 しまり強
焼土 亜円～亜角礫(1～ 2cm)5%

甑18炉 2
1 5YR4/4 にぶい赤褐色 シルト 粘性徴弱 しまり強
焼±6司変)亜角礫(1～ 2cm)3%、 焼土・庚化物粒1%

S118炉 3

1 25YR4/6 赤褐色 シルト 粘性弱 しまり中
焼土
2 5YR4/3 とこぶい赤褐色 シルト 粘性弱 しまり強
非常に弱い焼土(影響層)亜角礫(1～ 2cm15%、 焼土 炭化物粒1%

番号 開口部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

1 23 29 18636

84 18酪3

lユ 8633

27 I 8587

8518

22 17 8521

18616

28 2 18607

18572

185潮Э

8 185お2

29 18賜
29 18624

511 18613

7 18631

っ16 18597

っ17 % 19 3 18625

33 18575

48 37 18614

っ211 20 18671

18604

,22 43 1醜_03

p23 26 18611

27 18612

57 22 18590

D26 18596

っ27 56 186111

D28 18604

p29 18625

p30 5 186鶴

25 18612

p32 7 18625

D33 7

っ34 24 18601

18595

p36 18625

o37 186ユユ

13 18623

5 18627

18636
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ている①一方南半部ではSX02竪穴住居状遺構、SK09土坑と重複しており、前者には切られ、後者は切って

いる。

[規模・平面形]長軸方向で約1250硼、短軸方向で約480cmの 長方形プランを呈する。長軸方向はN-15° 一

Wである。

[主軸方向]N-15° 一W。

[覆土]北半部は重複遺構により攪乱されており不明である。南半部は暗褐色～褐色土主体、周溝は褐色土

主体で構成される。

[壁・床面]壁は南西辺及び南東辺のみ残存している。周溝が住居端となり、周溝外側の立ち上がりがその

まま壁となっていたようである。残存最厚部は床面から20cm、 周溝底面からは34cmを測る。床面積は約47.8

∬である。住居構築時の掘り込みはⅢ層まで行われており、床面残存部は全体的に堅緻である。

[周溝]南西・南東辺のほぼ全域及び北東辺の一部で検出した。北東辺には周溝が切れている部分があり、

この箇所が出入り口施設部分に当たる可能性がある。なお、周溝の幅は最大60cm。 最小16cmで、床面からの

深さは最大34cmを測る。

[ピ ット]床面から12基、周溝内及びその延長・周辺から28基の合計40基を検出した。床部検出分について

は、中央部に少なく外側に集中するという特徴あるものの、その配置に規則性は見られない。また、中心部

で直径 lm前後の大形ピット (p9)が 1基検出されている。

[炉]同一面で 5基の焼土を検出した。炉 2、 炉 3、 炉 4は南西壁側に寄っている。いずれも地床炉である

が、攪乱が著しく、削平を受けている可能性がある。それぞれの炉の燃焼範囲及び被熱深度は以下の通り。

規模    深度     形状     焼成

炉 1      190× 90cm     6 cm        不整形        弱変

炉 2       40× 30cm     5 cm       不整形       弱変

炉 3       80× 70cm     3 cm       不整形       弱変

炉 4    52× 40cm   不明    楕円形    弱変

炉 5    20× 15cm   不明    楕円形    弱変

[小結]他遺構の重複、攪乱などが著しく、全体の住居跡プランを大きく切っている。長方形の大形住居隊

で、等高線に沿うように作られている。

遺物 (第71・ 108・ 109・ 114・ 115・ 119図 。写真図版72・ 83・ 87・ 103・ 104・ 106。 107・ 1391まか)

[出土状況]住居跡覆土、床面などから出土している。

[土器]No59～ 68。 血59～63が床面、No64,65が覆土下位、血66～68が覆土からの出土。

[石器]配487石鏃、h512,524石 匙、配591ス クレイパー類、血600,611二 次加工ある剥片、血756磨製石斧、

配767打製石斧、No814,838～844,905,925～ 932,952～ 956,964,1002,1064,1065,1086～ 1089,1176,1177,1189,1199～

1201,1216,1217,1229敲 磨器類、No1244～ 1249台石類、No1357,1358球石、血1373,1374,1451,1452自然礫。

[石製品]h1496赤色顔料付着石。

時期 遺構平面形及び配59な どの床面出土土器から、縄文時代前期後葉に比定される。

(丸山)
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S119竪 穴住居跡

遺構 (第21図・写真図版24)

[位置・検出状況]I B10iグ リッド付近に位置する。S106竪穴住居跡精査中、西側壁付近を暗褐色土の広が

りとして検出した。東半の覆土は検出出来ず、掘り過ぎてしまったらしく、不明である。

[重複関係]西側がS106竪穴住居跡と重複しており、これに切られている。

[規模・平面形]規模は残存状態が不良のため、不明であるが推定値で (310)cm以上である。平面形は円形

基調である。

[主軸方向]不明である。

[覆土]暗褐色土主体で構成される。植物痕による攪乱が著しい。

[壁・床面]壁は南西側約 1/3のみ残存し、残存最厚部は 8 cmを 測る。構築時の掘り込みはⅢ層まで行われ

ている。床面残存部は全体的に堅緻である。

[ピ ット]本遺構推定範囲内から9基検出された。配置・深さに規貝1性は見られない。

[炉]中央やや南東寄りで 1基検出された。地床炉状を呈するがS106竪穴住居跡構築時及び近年の削平によ

り薄化しており、別形態であった可能性がある。焼成面の残存値は20× 18cm、 被熱深度は不明で、弱変して

いる。

[小結]中央やや南東寄りで地床炉を 1基検出しており、また柱穴と考えられるピットを 9基検出している

ことから、住居跡と判断した。

遺物 (第71図・写真図版87)

[出土状況]住居跡覆土などから出土している。

[土器]No69。 覆土からの出土。

[石器]な し。

時期 遺構形態から、縄文時代中期に想定される。                     (丸 山)

S120竪 穴住居跡

遺構 (第24図 。写真図版25)

[位置 。検出状況]I B10hグ リッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層上面で黒褐色土の広がりとして検出し

た。

[重複関係]西側がSX06竪穴住居状遺構と重複しており、これを切っている。

[規模 。平面形]規模は残存状態が不良のため、不明であるが推定値で (350)cm以上である。平面形は楕円

形基調である。

[主軸方向]不明である。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。植物痕による攪乱が著しい。

[壁・床面]壁は西側のみ残存し、残存最厚部は25clllを測る。構築時の掘 り込みはⅢ層まで行われている。

床面は南東側が削平され残存しない。残存部は全体的に堅緻である。

[ピ ット]4基検出された。配置 。深さに規則性は見られない。

[炉]床面東側で 1基検出された。周囲に礫が散在していることから、石囲炉あるいは複式炉であった可能

性がある。焼土は攪乱の影響を受けているが、全体の範囲は125× 78cmの楕円形で北西一南東に長軸を持つ。

被熱深度は最厚で 5 cm、 弱変している。
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[小結]床面東側で石囲炉を 1基検出しているが、壁面にかなり近接しているため、本遺構の炉ではない可

能性もあるが、複式炉などは壁に偏る傾向もあるため、本遺構のものとした。

遺物 (第 72・ 130。 138・ 142図・写真図版88。 120。 131'133'138・ 140)

[出土状況]住居跡覆土、床面などから出土している。

[土器]No70～ 80。 h71～ 74が床面、血75～ 77が床面直上、No70,78～ 80が覆土からの出土。

[石器]h961,1218敲磨器類、No1250～ 1253台石類、配1359球石、No1375,1453自 然礫。

[石製品]No1470石貪1。

時期 床面出土土器及び遺構形態から、縄文時代中期末葉に想定される。           (九 山)

S121竪 穴住居跡
遺構 (第24図・写真図版26)

[位置・検出状況]I B8iグ リッド付近に位置する。S102竪穴住居跡の直下で検出された。

[重複関係]全域がS102竪穴住居跡と重複、またS116竪穴住居跡、SX01竪穴住居状遺構と重複し、これに切

られている。また、S118・ 25竪穴住居跡、SX03・ 04竪穴住居状遺構と重複しており、これを切っている。

北側がSK20土坑と重複しており、これを切っている。

[規模・平面形]規模は残存状態が不良のため、不明であるが推定値で (430)cm以上である。平面形は円形

基調である。

[主軸方向]N-60° 一E。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[壁・床面]壁は西狽J1/2が残存し、残存最厚部は12cmを測る。構築時の掘り込みは西側がⅢ層まで、東側

が重複しているSK20土坑の覆土中まで行われている。床面は、西側は堅緻であるが東側は軟質である。

[ピ ット]7基検出された。壁に沿って配置される傾向があり、各ピットの平面形は30cm前後である。
[炉]床面中央やや南西寄りに 1基検出した。掘り込んで構築されており、同部分の平面形は140× 50cmの 長

円形で、北東一南西に長軸を持つ。内部構造は長軸中央付近を境に異なり、南西側は石囲状で焼成面が存在

し、北東側は扁平礫が 2個立位で設置されるが焼土は形成されない。複式炉の残存したものである可能性が

ある。焼成面は15× 15cmの円形で、被熱深度 6 cmを 測り、弱変している。

[小結]床面中央やや南西寄りに石囲炉 (複式炉 ?)を 1基検出し、また 7基検出されたピットはいずれも

柱穴と考えられ、壁に沿って巡ることから住居跡であると判断した。

遺物 (第 72・ 106・ 119'125・ 129。 133・ 135'138図 ・写真図版88・ 103・ 139・ 115'119。 121・ 125'129'131'133・ 138)

[出土状況]住居跡炉、床面、覆土などから出土している。

[土器]h81～ 86。 No84が炉覆土、No81,82が床面、h85が覆土下位、血86が覆土中位、配83が覆土からの出

土。

[石器]No468,475石鏃、配757磨製石斧、血845,933,1003,1090,1170,1219敲 磨器類、No1254～ 1256台石類、No

1345礫石錘、No1376～ 1378,1454自 然礫。

時期 出土遺物及び遺構形態から、縄文時代中期末葉に想定される。            (丸 山)
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S122竪 穴住居跡
遺構 (第27図・写真図版27)

[位置 。検出状況]Ⅱ Dlbグ リッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層上面で暗褐色土の広がりとして検出し

た。南西側の一部が風倒木痕により消失している。

[重複関係]北西側がS105竪穴住居跡と重複しており、これに切られている。

[規模・平面形]長軸方向で約410cm、 短軸方向で約390cmを計り、平面形は円形を呈する。

[主軸方向]不明である。

[覆土]暗褐色土主体で構成されるが、S105竪穴住居跡に切られており、ほとんど残存せず、また攪乱も著

しい。

[壁・床面]南西側以外は残存しているもののほとんど残っておらず、残存最厚部は12cmを測る。構築時の

掘り込みはⅢ層まで行われている。床面は全体的に堅緻である。

[ピ ット]9基検出された。配置及び深さに規則性はない。

[炉]中央やや北東寄りで 1基検出された。地床炉状を呈するが、周辺に礫が存在すること、削平が著しい

ことから石囲炉など別形態であった可能性がある。焼成面は60× 55cmの楕円形で、被熱深度は12cmを測り、

弱変している。

[小結]中央やや北東寄りで地床炉を 1基検出し、また規則性は見られないが柱穴と考えられるピットを 9

基検出したことから、住居跡と判断した。

遺物

[出土状況]攪乱が多く、遺物は出土しなかった。

[土器]な し。

[石器]な し。

時期 遺構形態から、縄文時代と想定されるが、詳細は不明である。            (丸 山)

S123竪 穴住居跡

遺構 (第25図・写真図版28)

[位置・検出状況]I D10a～ I D10cグ リッド付近に位置する。S103・ 05・ 07。 13竪穴住居跡精査後、暗褐色

土の広がりとして検出した。南東側が風倒木痕により消失している。

[重複関係]S103・ 05'07・ 13竪穴住居跡と重複しており、これらに切られている。

[規模 。平面形]平面形は南北方向に長軸を持つ長方形である。規模は長・短軸ともに残存値で、それぞれ長

軸方向で約 (1100)cm、 短軸方向で約 (470)clllを 測る。

[主軸方向]N-10° 一W。

[覆土」暗褐色土主体で構成されるが、重複する住居跡が存在するため薄い。

[壁・床面]壁は西～北側が残存している。壁際に周溝が廻っており、周溝外側の立ち上がりがそのまま壁

となっていたようである。残存最厚部は西側にあり、床面から23cm、 周溝底面からは41cmを測る。住居構築

時の掘り込みはⅢ層まで行われており、床面残存部は全体的に堅緻である。

[周溝]西・北辺のほぼ全域及び東辺北半の一部で検出された。東辺は途切れる箇所があり、斜面下側にあ

たることから出入り回施設が存在した可能性がある。周溝の幅は最大58cm(西辺南側)。 最小20cm(西辺中

央)で、床面からの深さは最大18cmを 測る。
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２３
たれにハ

北ch

ドニL‐ 186700m

崖 L‐ 186700m

ド_L=186700m

Ы23a(AAう

1 10YR3/3 暗褐色  シル ト 粘性中 しまり強
2 10YR3/3 暗褐色  シル ト 粘性中 しまり強
炭化物粒 1%
3 10YR4れ  褐色 シル ト 粘性強  しまり強
S123b〈 Bおう
1 10YR2/3 黒褐色 シル ト 粘性強  しまり強
2 10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性強  しまり強
3 10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性強  しまり強
4 10YR4/4 褐色 シル ト 粘性強  しまり強
S123c(C‐Cう

1 10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性強 しまり強
2 10YR3/3 暗褐色  シル ト 粘性中 しまり中～弱
ЮYR3/3暗褐色・ 10YR5/6黄褐色土プロック10%

S鬱3 炉ユ
1 5YR4/4 にぶい赤掲色  シル ト 粘性弱  しまり中
弱い焼土、もしくは焼土ブロック混の暗褐色土

創23 炉2
1 5YR4/6 赤褐色 シル ト 粘性弱  しまり強
焼土

S123 ビット計測表

島

乳
義20N

δ釣為

ｐ‐５Ｓ

伴壁
L=1861001

S123炉 1 2

0        1:30       1m

第25図 S123竪穴住居跡

番号 開口部径 底都径 深 さ 底部標高 (m)

17 18554

18587

18620

5 18616

15 18580

13 18582

137 31 18624

19 11 18580

11 18579

22 17 18575

pll 18583

14 18565

18579

6

8

24 6 18596

8573

8559
p20 8625

a 6 8603

15
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[ピ ット]床面部分から9基、周溝内及びその延長・周辺から13基の合計22基を検出した。床面部分検出分

は、北半から多く検出されているものの規則性は見られず、規模にもばらつきがある。一方、南西側では壁

沿いからのみ検出された。周溝内ピットは、全体で見るとばらつきがあるが、西側中央付近は50～60cm間隔

とある程度等間隔に位置している。

[炉]地床炉が 2基検出されており、炉 1は北東寄り、炉 2は 中央北寄りに位置している。規模などは、炉

1:40× 38cmで 円形を呈し、被熱深度 5 cmで弱変、炉 2:40× 30cmの不整形を呈し、被熱深度 5 cmで弱変の

焼土である。

[小結]他遺構の重複、攪乱などが著しく、全体の住居跡プランを大きく切っている。長方形の大形住居跡

で、等高線に沿うように作られている。

遺物 (第72・ 106・ 109・ H2・ 115・ 125。 132・ 143図・写真図版88。 103・ 104・ 105・ 107・ 115'118・ 122・ 133・ 137・ 140)

[出土状況]住居跡覆土、床面などから出土している。

[土器]配87～ 90。 いずれも床面からの出上である。

[石器]h488石鏃、配525石匙、配552ス クレイパー類、配612二次加工ある剥片、血846,847,906,962,1004～

1007,1066敲 磨器類、No1257,1317台石類、No1379～ 1381,1455自 然礫。

[石製品]No1481鰹節形石製品、血1495線刻礫。

時期 遺構平面形及び床面出土土器から、縄文時代前期中～後葉に比定される。        (丸 山)

S124竪 穴住居跡
遺構 (第26図 。写真図版29)

[位置 。検出状況]I C6b・ cグリッド付近に位置する。S108・ 09。 10竪穴住居跡直下のⅢ層上面で暗褐色土

の広がり及び周溝を検出した。

[重複関係]S108・ 09竪穴住居跡と重複しており、これらに切られている。

[規模・平面形]平面形は南北方向に長軸を持つ長方形プランである。規模は長軸方向で約1000cmで、短軸

方向は斜面下方にあたる東側が残存しないため不明であるが、柱穴の検出状況から約370側に及ぶものと推

定される。

[主軸方向]N-20° ―W。

[覆土]暗褐色土主体で構成されるが、重複する住居跡が存在するためほとんど残存しない。

[壁・床面]壁は残存していない。住居構築時の掘り込みはⅢ層まで行われており、床面残存部は全体的に

堅緻である。

[周溝]西辺のほぼ全域、及び北 。南辺の西側一部が検出された。幅は最大35cm(西辺中央)。 最小14cm

(西辺南端)で、床面からの深さは最大10cmを 測る。

[ピ ット]床面部分から14基、周溝内及びその延長・周辺から12基の合計26基を検出した。床面部検出分は、

西辺周溝に沿って規則的な配置が確認され、柱穴間の間隔は80～ 120cm、 周溝との距離は50cm前後を測る。

各ピットの平面規模は30cm前後である。東恨Iは同様ではないものの集中して検出され、また中央部からの検

出が少ないことから西側と同様のあり方をしていたものと推定される。周溝内ピットは検出数が少なく、位

置に規則性は見られない。

[炉]床面中央やや南よりで 1基検出された。地床炉状を呈するが削平・攪乱のためそれ以外の可能性もあ

る。平面形は50× 35cmの楕円形で、被熱深度は 4 cmを 測り、弱変している。
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S124

い
０

S124 ピット計測表

番号 開口部径 底部径 底部標高 (m)

1 23 18856

D2 18&弱

っ3 188511

猪 Iユ 18840

18809

8 18808

18806

57 1配、12
18&11

29 ユ8809

92 18732

188うユ

40 t88B5

42 18832

188И

1 23 18&17

69

12 8843

32 8831

,20 8842

"
20 18835

D22 8 18813

8 18828

9 18797

D25

30 18824

S124

1 10YR2/ユ  黒色 シルト 粘性中 しまり中
2 10YR2/3 黒褐色 シルト 粘性強 しまり中
小礫(lcm)1%
3 10YRν 4 暗褐色 シルト 粘性強 しまり中
4 10YR4/4 褐色 シルト 粘性強 しまり強
5 10YR4/6 褐色 粘土質シルト 粘性強 しまり強
6 基本的に2と 同じ ЮYR4お褐色ブロック1%混入

Ы24炉

1 5YR4/4 にぶい赤褐色 粘性弱 しまり強
焼土

ド単 Li188 600m

〆堂 Li189,000m

洗為

⑧ 喝

○協

亀

く(D)a

を  
く

と  

℃

@ミ

ν
七
鵞

Ｉ当

弐
◎亀 聯
‐

0             1:60            3m

第26図 Si24竪穴住居跡

L‐ 189,000m

皐  L=189 01Xlm
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[小結]他遺構の重複、攪乱などが著しく、全体の住居跡プランを大きく切っている。長方形の大形住居跡

で、等高線に沿うように作られており、柱穴は規則的な配置が見られる。炉は 1基のみが検出されているが、

他遺構による重複のため、他の炉は削平された可能性がある。

遺物 (第73・ 125図 。写真図版72・ 83'105。 106・ 115。 120・ 122・ 125)

[出土状況]住居隊覆土などから出土している。

[土器]配91～ 93。 No91が覆土下位、配93が覆土上位、No92が覆土からの出土。

[石器]No538,592ス クレイパー類、血848,957,1008,1091敲磨器類。

時期 遺構覆土及び平面形から、縄文時代前期後葉に比定される。              (九 山)

S125竪 穴住居跡

遺構 (第27図・写真図版30)

[位置・検出状況]I B9jグ リッド付近に位置する。SX04竪穴住居状遺構精査後、西壁及び焼土の検出によ

り確認した。南側の一部は風倒木痕により消失している。

[重複関係]北半がSX04竪穴住居状遺構と重複しており、これに切られている。また全域がS118竪穴住居跡

と、北西側がSK20土坑と重複しており、これを切る。

[規模・平面形]規模は残存状態が不良のため、不明であるが推定値で (420)cm以上である。平面形は円形

基調である。

[主軸方向]不明である。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[壁・床面]壁は南西 。南東部分が残存しており、最厚部は32cmを 測る。構築時の掘り込みはS118覆土中ま

で行われている。床面は暗褐色土で構成され、覆上に比べ締まるが、堅緻ではない。

[ピ ット]8基検出された。形態に規則性は見られないが、配置は壁際に集中する。

[炉]中央やや北西寄りで 1基検出された。地床炉状を呈するが、柱穴等に切られ平面形は不明である。残

存規模は70× 50cmの不整形で、被熱深度は 5 cmを測り、弱変である。

[小結]中央やや北西寄りで地床炉を 1基検出し、また柱穴と考えられるピットが壁際に巡ることから住居

跡と判断した。

遺物 (第73・ 125図 。写真図版88。 103・ 107・ 115)

[出土状況]住居跡覆土、床面などから出土している。

[土器]No94～ 97。 恥94が床面、配95が覆土下位、h96,97が 覆土からの出土である。

[石器]恥505石鏃、配595ス クレイパー類、配849,850敲磨器類、No1382,1440自 然礫。

時期 出土遺物は前期後葉に比定されるが、これは重複遺構に伴う遺物と判断される。遺構は形態から、縄

文時代中期に想定される。                                (丸 山)

Si26竪 穴住居跡
遺構 (第28図 。写真図版31)

[位置・検出状況]I B9hグ リッド付近に位置する。Ⅲ層上面で石囲炉を検出したことにより確認した。炉

の北西側が風倒木痕により消失している。

[重複関係]南東側でS106竪穴住居跡と、南西側でSX03'04竪穴住居状遺構と重複しており、これらに切ら
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S122 ピット計測表

番号 開日部径 底部径 底都標高 (m)

1 18520

3

"
26 18513

認 18519

D5 3 18527

11 18522

9 18532

40 18544

18514ヽ

)

/ヽ

S122

1 10YR3れ  暗掲色 粘性中 しまり中
礫 (～ lcm)1%
2 10YR5/8 黄掲色 粘性強  しまり強
3 10YR2/3 黒褐色 粘性中 しまり強
黒色±2%

SI滋炉

1 5YR3/6 暗赤褐色 粘性なし しまり中
焼土

ドニ L‐ 185600m ，名

崖  L‐
1866001n

Ｓｉ２５＞

Ω ュ

S125 ピット計測表

番号 FTH口部径 底部径 深 さ 底都標高 (m)

18584

18600

18597

28 8 18618

18616

8617

7 89

S125

1 10YR2/1 黒色 ンル ト 粘性弱 しまり中
ЮYR3/3暗 褐色プロックがモヤ状に5%
亜角礫〈～lcm)3%、 焼土粒 炭化物粒 1%
2 10YR2/1 黒色  シル ト 粘性弱  しまり中
暗掲色土ブロック(5cm)20%
3 10YR3/2 黒褐色 シル ト 粘性弱  しまり中
亜角礫 (～ lcm)3%、 焼土粒・炭化物粒1%
4 10YR3/1 黒褐色 シル ト 粘性弱  しまり中
亜角礫 (～ lcm)1%、 焼土粒・炭化物粒 1%
5 10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性弱  しまり強
焼土・炭化物粒 1%
6 10YR4/2 灰黄褐と10YR3/1 黒褐色の混土

『
:3)

粘性弱  しまり中 焼土 炭化物粒 1%

S125炉

1 75YR3ん 暗褐色 シル ト 粘性弱  しまり中
焼土粒 (細 )5%、 炭化物粒1% 焼土を切る
2 10YR3/1 黒褐色 シル ト 粘性弱 しまり中
焼土 炭化物粒2%焼土を切る
3 25YR4/6 赤褐色 シル ト 粘性なし しまり強
焼土

第27図 S122・ S125竪穴住居跡

@9θ絨
計
ド

S122炉  S125炉

0        1:30       1m

ド  L‐
186600m   

名

o             l:60            3m

農  L‐ 18660攣
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れている。西偵IでS118竪穴住居跡、北西側でSX05竪穴住居状遺構と重複しており、これを切っている。

[規模・平面形]長軸方向で約 (440)cm、 短軸方向は残存不良のため不明であるが、ピットの検出状況から

約 (400)cm以上と推定され、円形プランを呈すると見られる。

[主軸方向]N-70° 一W。

[覆土]黒褐色土で構成されるが、ほとんど残存しない。

[壁 。床面]壁は北西壁 1/4のみが残存しており、最厚部で 5 cmである。床面範囲は西側以外不明で、残

存部は全体的に堅緻である。

[ピ ット]本遺構推定範囲内から15基検出された。配置及び深さに規貝1性は見られない。

[炉]床面やや南東寄りで石囲炉が 1基検出された。北西側が風倒木痕の影響により若千崩れている。平面

形は北西一南東方向に長軸を持つ方形を呈し、規模は約80× 70cm、 焼成面は40× 25cmで、被熱深度 5 cnを 測

り、弱変である。

[小結]中央やや南東寄りで石囲炉を 1基検出し、また柱穴と考えられるピットが不規則ながら、15基検出

されたことから住居跡と判断した。

遺物 (写真図版133・ 137)

[出土状況]覆土がほとんど残存していないため、少ない。

[土器]な し。

[石器]No1258,1318台 石類。

時期 土器が出土していないため、詳細は不明であるが、重複関係から縄文時代中期に想定される。 (丸山)

S127竪 穴住居跡

遺構 (第29～32図・写真図版32・ 33)

[位置・検出状況]I B10d～ e・ Ⅱ Bld～ fグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で遺構検出を実施したところ、黒

褐色土が長方形プランで拡がりを見せたため、遺構を想定し、セクションベルトを長軸方向に姑して 1本、

短軸方向に姑して 3本設定して確認を行った。掘り下げの結果、検出面から約40cmの深さで床面に達し、長

軸方向に床面に並ぶ焼土を確認したため、住居跡と判断して精査を進めた。また、本住居跡精査に先行して

上部に重複していたSX09・ 10竪穴住居状遺構の精査を行っており、重複関係があることも確認された。

[重複関係]SX09。 10竪穴住居状遺構と重複しており、これらに切られている。また、SK40土坑とも重複し

ており、これにも切られている。本住居跡南端部は、風倒木による攪乱の影響を著しく受けており、300×

250cm、 深さ80cmに及んでいる。これにより、遺構南端の形状を確認することが出来なかった。

[規模・平面形]長軸方向で約1300clll、 短軸方向で約500cmの長方形プランを呈する。中央部はやや幅広にな

っており、船形を呈している。深さは最深で約40cm、 床面積は約49.2試である。

[主軸方向]炉の位置と遺構プランから判断される主軸方向は、N-27° ―Wである。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[壁 。床面]壁は東壁、西壁、北壁は残存しているが、南壁は前述のように攪乱により壊されている。壁高

は残存値で、東壁約30cm、 西壁約25cm、 北壁約20cmで ある。床面はほぼ水平に構築されており、堅緻である。

[周溝]周溝は、東辺、西辺、北辺で検出されており、南辺は前述のように攪乱により壊されている。周溝

の床面からの深さは、東辺で約20cm、 西辺で約20cm、 北辺で約12clllである。周溝はピットと合わせて、「建

て替え」の際に作り替えられた形跡があり、 2重または 3重に検出された箇所がある。
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S126
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 粘性弱 しまり中
亜角礫(～ lcm)3%、 焼土・炭化物粒2%
2 ЮYR2/3 黒禍色 シルト 粘性弱 しまり強
焼土 炭化物粒1%
3 10YR25ρ 黒褐色 シルト 粘性弱 しまり強
角礫(1～ 3cm)2%、 焼土 炭化物粒1%以下
4 10YR2/1 黒色  シルト 粘性弱 しまり中
piЦ新しい ?)

5 10YR2/2  黒褐色 シルト 粘性弱 しまり弱
焼土粗 ～lcm)、 炭化物粒(～ 3cm)5%
6 10YR2/1 黒 シルト 粘性弱 しまり中
焼土・炭化物粒2%
7 10YR3/3 暗褐色シルト 10YR2/2 黒褐色シルト・101rR4/6褐 色シル ト
の混土(5:3121、 焼土 炭化物粒1%

Ы郷 炉
1 10YRク 1 黒色 ンルト 粘性弱 しまり中
焼土・炭化物粒5%
2 5YR4/6 赤褐色 シルト 粘性弱 しまり強
焼土
3 10YR3カ 黒褐色シルトと10YR4/43色 シルトの混土15:5)
粘性中 しまり中
4 10YRν2 黒褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中
亜角礫住～2cm)2%

⑨
◎

錐

ピ生 と=186600m

p7蛭
》

辞
L‐ 186300m
2  2

第28図 S126竪穴住居跡

S126 ピット計測表

番号 開回部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

32 23 18583

34 l“ 83

49 18575

42 34 18582

“

7 18589

11 18589

29 9 18501

8 18590

44 8 185113

p10 29 20 9 18590

p 9 18601

p 20 18592

28 18601

186JD2

22 18547
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S127 ビット計測表

番号 開日部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

18470

18433

18450

18450

18446

30 13 18450

18453

13 18469

44 18436

27 8467

11 8431

8440

21 8436

8423

63 8427

21 52 8444

18433

18391

18478

21 18481

D22 守 18450

40 47 18450

p24 18438

18463

p26 18456

p27 18452

p28 26 18463

D29 4

D30 57

50

8437

16 8431

8429

18464

r。0 18432

18465

p38 と8440

,39 18440

p40 18459

36 59 1843]

32

17 47

13 1844]

っ45 18450

18463

20 9 18471

0             1160            3m

S127

1 10YR6/8 明黄褐色 粘土質ンル ト(地 山)と 10YR3/4暗褐色の混合土
粘性弱 しまり強 10YR3/4暗褐色シル ト50%、 炭化物1%
2 10YR〃 3 黒褐色シル ト 粘性弱  しまり強
10YR 6/8明 黄褐色粘土質シル ト小ブロック(地 山)φ ～lcm、 炭化物2%
3 10YR4/6 褐色シル ト 粘性やや弱  しまりやや強
10YR 5/8黄 褐色粘土質シル ト小プロック(地 山)φ l～2cn炭化物の6% To Cu2%
4 10YR3/4 暗褐色シル ト粘性やや弱  しまりやや強
10YR 6/8明 黄褐色粘土質シル ト小ブロック(地 山)φ～lcm炭 化物の1% To Cul%
5 10YR3/4 暗褐色シル ト粘性やや弱  しまりやや強
炭化物5%To Cu3%
6 10YR4/6 褐色シル トと10YR6/8明黄褐色粘土質の混合土
粘性やや弱  しまりやや強 To Cu3%
7 10YR3れ  暗褐色シル ト粘性やや弱  しまりやや強
炭化物2% To Cul%
8 10YR4/4 褐色シル ト 粘性やや弱  しまりやや強
炭化物 1% To‐Cul%
9 10YR3/4 暗褐色シル ト粘性やや弱  しまり強
2号柵列p7

10 10YR3/3 暗褐色シル ト粘性やや弱  しまりやや強
炭イと物7%

S127 炉 1～ 5
1 10YR4/8 赤褐色砂質シル ト(焼土) 粘性やや弱  しまり中

日

ｏ
ｏ
ぐ
０
∞
〔
＝
白

ゴ
=略5ЮOmi

ユエ S127炉

o        l:30       1m

第32図 S127竪穴住居跡 (4)
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[ピ ット]本遺構内床面から47基検出した。いずれも柱穴と考えられ、遺構内床面を巡るように規則的に配

置されている。柱間から数回の「建て替え」が行われたことは確実であり、周溝と合わせた推定変遷図を第

31図に示した。

[炉]本遺構内床面中央に、主軸方向と同方向に等間隔で 5基の地床炉が並列する状態で検出された。これ

らはいずれも同時期に使用されたと見られ、 5箇所を本遺構に伴う炉としていたと考えられる。それぞれの

炉の燃焼範囲及び被熱深度は以下の通り。

規模    深さ

"ヨ

1      20× 17cm     3 cm

"ヨ

2      30× 10cm     3 cm

形状     焼成

炉 3   50× 25cm   3 cm    楕円形

(北田)

楕円形

楕円形

ヨ母滲歪

耳母琢五

耳弓2を

炉 4   22× 19cm   3 clll    楕円形    弱変

炉 5      38× 16cm     4 cm 楕円形    弱変

[小結]本遺構は、今回の調査で検出された大形住居跡のなかで、遺構・遺物の残存が最も良好であった。

このため、炉の配置、柱穴の配置、建て替えの変遷などを考察する上で良い資料を提供することが出来たと

考える。該期に当たる遺構としては大形であると考えられる。

遺物 (第73'74・ 75・ 76・ 77図・写真図版73・ 89・ 901よ か)

[出土状況]住居跡床面、覆土から多量の遺物が出土している。

[土器]No98～ 138。 配98～ 103が床面、h104～ 120が床直上、その他は覆土からの出土である。

[石器]配459尖頭器、配469,476,489～ 493,506～ 508石鏃、No513～ 515,529石 匙、No531,532石箆、配533楔形石

器、配539,540,553～ 563,579,580,584,593,594ス クレイパー類、No601,602,613～ 620,636,647～ 649二次加工ある剥

片、配663～ 685,718～ 731微細剥離痕ある剥片、血758磨製石斧、血779,780,788,789,803,807,808礫 器類、配

815,816,851´ヤ856,907,908,921,922,946々 ヤ948,965,966,1009-1018,1036´-1041,1076,1081,1082,1092´ ヤ

1101,1171,1172,1181,1182,1190-1193,1202,1205,1209,1210,1220高 掟磨器類、 配1259´ヤ1262台石類、 血133繋石錘、

配1383～ 1392,1441～ 1443,1456～ 1459自 然礫。

[石製品]No1471～ 1473石棒類、No1487～ 1489攻状耳飾、血1491石製垂飾。

時期 出土遺物及び遺構の形態から、縄文時代前期中～後葉に所属すると考えられる。

Si28竪 穴住居跡

遺構 (第33図・写真図版34)

[位置・検出状況]Ⅱ B2bグ リッドに位置する。 I層耕作土除去を行った後、遺構検出を実施したところ直

立する埋設土器及び石囲炉と考えられる礫を確認した。この時点で覆土は失われており、壁の立ち上がりな

ど住居と判断する材料に欠けていたものの、石囲炉と埋設土器から住居跡と判断し、精査を行った。

[重複関係]S136・ 37・ 38竪穴住居跡と重複しており、これを切っているが、いずれの住居跡も本遺構の下

層に存在するため、直接的な切り合い関係はない。

[規模・平面形]壁は削平されており規模は不確定であるが、柱穴の配置から推定で約 (330)× 約 (320)cmの

円形プランを呈すると考えられる。深さは未確定、床面積は推定で約 (10.6だ)である。

[主軸方向]炉と埋設土器から判断される主軸方向は、N-23° ―Eである。

[覆土]ほとんど削平されており不確定であるが、黒褐色土主体で構成される。耕作による攪乱が著しい。
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S128 ピット計測表

番号 開口部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

18477

p2 8 18479

20 18472

29 11 18438

9 28 1監50

9 18459

札B3c

S128炉
1 5YR4/8 赤褐色シルト 粘性弱 しまりやや弱  焼土
2 10YR4/6 褐色シルトと5YR3/6暗赤褐色シルト (焼土)の混合土 粘性弱 しまりやや弱
3 10YR2/3 黒褐色シルト粘性やや弱 しまりやや弱
TOCul% 炭化物2%
4 10YR3お  暗褐色シルト粘性弱 しまりやや弱
To‐Cul%

■ IB2c

第33図 S128竪穴住居跡

[壁 。床面]壁は削平されているため測ることはできない。構築時の掘り込みはⅡ層中位まで行われている。

床面はほぼ平坦であるが、東側に向かって低く傾斜する。床面の東半が削平され残存していなく、また残っ

ている部分も全体的に軟質である。

[ピ ット]本遺構推定範囲内から6基検出した。いずれも柱穴と考えられ、炉の周囲を巡るように規則的に

配置されているが、柱間は不揃いであり、また柱の内側の居住空間と推察されるスペースに余裕がないため、

すべてがこの遺構に伴うものか不明確である。

[炉]精査範囲 (遺構推定範囲)中央に 1基検出した。形態は石囲炉であるが、削平の影響を受けており、

崩れている。燃焼部の規模は37× 28cmで、被熱深度は10cm(弱変成)である。

[埋設土器]本遺構推定範囲中央の石囲炉から北東方向に40cIIlの ところで、床に直立して埋設された状態で

出土した。土器内は黒褐色土が単一層で構成される。土器は粗製であり、文様は縄文 (LR縦)のみで日縁

部は欠損している (h139)。

[小結]遺構プランは判然としないが、床面中央に直立する硫139土器及び近接する石四炉から住居跡と判断

した。

遺物 (第77図・写真図版83。 90。 137)

[出土状況]覆上がほとんど失われているため、いずれも覆上下位～床面での出土である。

[土器]胤139～ 144。 h139が床面、その他は覆土からの出土である。

[石器]血1319,1320台 石類。

時期 埋設土器及び炉の形態から、縄文時代中期に所属すると考えられる。
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S129竪 穴住居跡
遺構 (第34図・写真図版35)

[位置・検出状況]Ⅱ A2h～ iグ リッド付近に位置する。Ⅲ層上面で遺構検出を実施したところ、暗褐色土が

円形プランで拡がりを見せたため、遺構を想定し、セクションベルトを設定して確認を行った。掘り下げの

結果、検出面から約24cmの深さで焼土 (S130竪穴住居跡炉)、 さらに検出面から約36cmで床面に達し、炉石

を確認したため、住居跡と判断して精査を進めた。また、この時点で上下に炉と考えられる痕跡を確認して

いるため、重複関係があることも予想された。

[重複関係]当初、 1つの遺構と判断していたが、精査の結果、同プラン内でs130竪穴住居跡と重複してい

ることが分かった。本遺構はこれに切られている。また調査区際の東側でSK26土坑と重複しており、これ

に切られている。

[規模・平面形]長軸方向で約430cm、 短軸方向で約420cmの円形プランを呈する。深さは約35～ 40cm、 床面

積は東側が削平されているため、推定値で約 (15.2)∬ である。

[主軸方向]炉の向きと柱穴配置から判断される主軸方向は、N-82° ―Eである。

[覆土]暗褐色土主体で構成される。上部はS130竪穴住居跡の覆土と考えられ、区分される。微量ではある

が、覆土に10YR6/8明黄褐色の十和田中撤火山灰と考えられる混入物が観察される。

[壁 。床面]壁高は西壁17clll・ 南壁30cm・ 北壁22cmで あり、東壁は削平の影響を受け、残存していない。

壁は床面から外傾しながら急斜度に立ち上がる。床面はほぼ平坦で、構築時の掘り込みはⅢ層黄褐色粘土質

土層まで行われている。東側の一部は削平され残存していない。

[ピ ット]本遺構から4基検出された。配置から本遺構に伴う柱穴と判断される。各 4基は炉が持つ主軸方

向を中心にほぼ左右対称となっており、各柱穴の底部標高は平均で184.30mで ある。

[炉]遺構プラン中央からやや西寄りに 1基検出した。炉の形態は石囲炉であり、規模は長軸76cm・ 短軸66

cmである。炉内は全体が赤褐色に被熱しており、燃焼範囲は42× 40cmで、被熱深度は約3cm(強変)である。

被熱の範囲は炉の外部の床面にも及んでおり、東側に被熱 。西側に炭化物を含んだ拡がりが観察される。

[小結]炉の焼成は良好で、台形状に配置される柱穴 4基は左右対称に作られており、縄文時代竪穴住居の

設計・規格性の高さを窺わせる遺構である。

遺物 (第79'106・ 114・ 119・ 120,122図 。写真図版74・ 90・ 91・ 103・ 106・ 109・ 110。 139。 112ほ か)

[出土状況]住居跡床面、覆土から多量の遺物が出土している。

[土器]No145～ 161。 No145,146が床面、No147,151,155が 覆±1層、その他は覆土からの出土である。

[石器]配470石鏃、血589ス クレイパー類、配686,687,732～ 737微細剥離痕ある剥片、配759磨製石斧、No768

打製石斧、No790,791,804礫器類、配857～859,967,968,1102～ 1104,1197敲磨器類、No1263～ 1270,1321台石類、

h1334,1346礫 石錘、配1393,1394,1444～ 1446自 然礫。

時期 炉の形態及び出土遺物から、縄文時代中期末葉に所属すると考えられる。 (北田)

S130竪 穴住居跡
遺構 (第35図・写真図版36)

[位置・検出状況]Ⅱ A2h～ iグ リッド付近に位置する。Ⅲ層上面で遺構検出を実施したところ、暗褐色土が

円形プランで拡がりを見せたため、遺構を想定し、セクションベルトを設定して確認を行った。掘り下げを

行ったところ、検出面から約24cmの深さで焼土を確認した。当初、遺構である決め手に欠け、焼土を残した
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S129

1 10YR3れ  暗褐色シルト 粘性弱 しまりやや弱
2 5YR78 赤褐色シルト 粘性弱 しまりやや弱  焼土
含ЮYR3/4 暗褐色シルト 少量
3 10YR3/4 暗褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや弱
含10YR6/8 To‐ Cu2%炭化物2%
10YR3/3～3/4 暗褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや弱
炭化物1%
10YR2/3 黒褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや弱
炭化物層、炭化物2%、 焼±2%
10YR2/2 黒褐色ンルト 粘性やや弱 しまりやや弱
炭化物層、炭化物20%
10YR4ん  赤褐色シルト 粘性弱 しまり中 焼土
10YR3/4 暗褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや弱
含10YR6/8 ToCu粒 3%炭化物 1%
10YR2/3～2/2 黒褐色シルトと10YRν 4暗褐色シルトの混合土
粘性やや弱 しまりやや弱 TO‐Cul%

凱29炉

0             1 :30

査
外
調

区

S確9遺物出

≦

土状況

S129炉

1 10YR4/8 赤褐色 焼土 粘性中
2 10YR2/3 黒掲色シル ト 粘性中
黄褐色上霜降 り状に微量混入

しまり強
しまり中

0             1:60            3m

第34図 Si29竪穴住居跡

S129 ピット計測表

番号 開口部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

37 42 18438

40 18435

40 49 1躙0
35 49 18422

⑩牌は射伊

ゆ
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まま掘り下げを行ってしまい、重複するS129竪穴住居跡の床面に達してから、セクションベルトの観察によ

り、本遺構の存在を確認した。この段階で、下層検出遺構よりも新しい竪穴住居跡と判断して精査を進めた。

[重複関係]当初、 1つの遺構と判断していたが、セクション観察の結果、同プラン内でS129竪穴住居跡と

重複していることを確認した。本遺構はS129竪穴住居跡に後続する遺構で、これを切っている。また調査区

際の東側でSK26土坑と重複しており、これに切られている。

[規模・平面形]長軸方向で約330cm、 短軸方向で約320cmの 円形プランを呈する。深さは約25cm、 床面積は

推定で(6.0)∬である。

[主軸方向]不明である。

[覆土]暗褐色上の単一層で構成される。微量ではあるが覆土に10YR6/8明 黄褐色の十和田中辣火山灰と考

えられる混入物、炭化物微量が観察される。また多量の礫を含んでおり、崖錐性堆積により流入した可能性

がある。

[壁・床面]壁高は残存値で東壁 12clll・ 西壁6cm。 南壁14cm・ 北壁12cmであり、壁は床面から外傾しながら緩

やかに立ち上がる。床面はほぼ平坦であるが、断面形は皿状を呈し、構築時はS129竪穴住居跡の覆土を掘り

込む形で行われている。床面は全体的に軟質である。

[ピ ット]検出されなかった。

[炉]床面中央で 1基検出しており、炉の形態は地床炉である。規模は長軸45cm、 短軸40cmで、被熱深度は

約 6 cmで、弱変している。また、覆土上部から焼土を 2基検出しているが、いずれも不整形プランで流れ込

みによるものと判断され、長軸41側・短軸40cm・ 深度約 6 cmの弱変焼土が 1基、長軸42c皿・短軸40cm・ 深さ

4 cmの弱変焼土が 1基である。

[小結]当初、重複を考慮に入れず精査を行っていたため、床面をかなり掘り込んでから遺構の存在を確認

した。出土遺物がS129竪穴住居跡と混在してしまった。

遺物

[出土状況] 当初、S129竪穴住居跡と同一遺構として精査を行っていたため、遺物が混在してしまった可

能性がある。S129竪穴住居跡覆土上位の遺物は本遺構に伴うものであるかもしれない。

[土器] なし。

[石器] なし。

時期 S129竪穴住居跡との重複関係から縄文時代中期に所属すると考えられる。         (北 田)

Si31竪 穴住居跡

遺構 (第36図・写真図版37)

[位置・検出状況]Ⅱ E6d～eグ リッド付近に位置する。Ⅲ層上面で遺構検出を実施したところ、黒褐色上が

円形プランで拡がりを見せたため、遺構を想定し、セクションベルトを設定して確認を行った。掘り下げの

結果、検出面から約30cmの深さで床面に達し、また東側の斜面下方ではすでに炉石を確認していたため、住

居跡と判断して精査を進めた。

[重複関係]南側でSXll竪穴住居状遺構と重複しており、これを切っている。

[規模・平面形]長軸方向で440cm、 短軸方向は斜面下方で削平の影響を受けているが、残存値で370cmの 円

形プランを呈する。深さは約30cm、 床面積は14.1どである。

[主軸方向]炉の向きと柱穴配置から判断される主軸方向は、N-75° ―Wである。
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S132炉
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焼土

2 10YR2/3 黒褐色シル ト 粘性中 しまり中
炉構築土

第35図 Si30・ 32竪穴住居跡
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S131

1 10YR2/2 黒掲色 シル ト 粘性弱 しまり強
小礫少量 混入
2 10YR3/2～ 3//3 黒褐色～暗褐色 粘性やや弱 しまり中
10YR6/6明責褐色粘土ンル トプロック 粘性中 しまり中よ脇
3 10YR3/3 日音褐色 粘土質シルト 粘性やや弱 しまりやや弱
含10YR6/6明黄褐色粘土シル ト粒5%、 10YR6浴  明黄褐色To‐Cu粒2%
4 10YR2/2 黒褐色 シルト 粘性やや弱 しまり中
10YR6/8明黄禍色To‐Cu粒 1%

S131炉

1 10YR2/3 黒褐色  シル ト 粘性中 しまり中
地山籍降 り状に混入

2 5Y酪 /6 暗赤褐色 焼土 粘性中 しまり中
10YR3/4～ 3れが部分的に焼けたもの
3 10YR3れ  '旨褐色  シル ト 粘性中 しまり強
4 10YRツ 6 黄褐色 粘土質シル ト 粘性やや強  しまりやや強
径ユcm以 下の小礫多 く混 じる 土質は地山と同じ

Ы31 ピット計測表

番号 開口部径 底部径 深 き 底部標高 (m)

179!12

17906

34 17903

17874

17869
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[覆土]黒褐色土主体で構成され、下部は明責褐色粘土質土を小ブロックで少量混入する。また、覆土中に

明黄褐色の十和田中椒火山灰と考えられる混入物が微量観察される。

[壁 。床面]壁高は西壁24cm。 南壁14cmで あり、東壁 。北壁は削平の影響を受け、残存していない。壁は床

面から外傾しながら急斜度に立ち上がる。床面はほぼ平坦で、北側に向かってわずかに低く傾斜する。構築

時の掘り込みはⅢ層明責褐色粘土質土層まで行われている。

[ピ ット]本遺構から5基検出された。配置から本遺構に伴う柱穴と判断される。各 5基は壁際に沿うよう

に配置されており、各柱穴の底部標高は平均で178,90mで ある。

[炉]遺構プラン中央からやや東寄りの斜面下方に 1基検出した。炉の形態は複式炉であり、前庭部脇に半

裁された土器が斜位に埋設されている。これは、おそらく灰汁取 り作業を行うためと考えられる。炉の規模

は長軸97cm。 短軸85cmであり、燃焼部は小規模に作られている。炉内は全体が暗赤褐色に被熱しており、被

熱深度は約 8～ 12cmで ある (強変)。 また、斜位に埋設された土器の下層もかなりの被熟痕跡が見られた

(強変)。

[小結]本遺構は土器埋設複式炉を設置する竪穴住居跡である。調査区南側では規模の大きな遺構で、遺構

は斜面下方にも拡がっていると考えられる。

遺物 (第80。 81・ 82・ 141図・写真図版75'76・ 91・ 120。 122■ 26・ 134・ 138)

[出土状況]住居跡炉、床面、覆土などから出土している。

[土器]No162～ 180。 配162が炉埋設土器、配163～ 169が床面、その他は覆土からの出土である。

[石器]配753剥片,No969,1019～ 1021,1108敲磨器類、配1271,1272台石類、血1347礫石錘、血1395～ 1397自然

礫。

時期 炉の形態及び床面出土遺物から、縄文時代中期末葉に所属すると考えられる。

Si32竪 穴住居跡
遺構 (第35図・写真図版38)

[位置・検出状況]Ⅱ E4～ 5eグ リッド付近に位置する。 I層 を人力で掘 り下げ中に炉石の一部が露出したた

め、遺構を想定し、セクションベルトを設定して確認を行った。しかし、覆土の残存はほとんど見られず、

床面のほとんどが削平された状態であった。また、遺構の西側、斜面上方もかなり大きく削平されており

(開墾時に重機で掘り下げを行った痕跡 ?)、 残存しているのは、炉とその周辺のみであったが、住居跡の一

部と判断して精査を進めた。

[重複関係]他遺構との重複関係はない。

[規模 。平面形]削平の影響を大きく受けているため、規模及び平面形、床面積などは不明である。

[主軸方向]炉の向きから判断される主軸方向は、N-87° ―Eである。

[覆土]削平の影響を大きく受けているため、覆土の状態は不明である。

[壁・床面]削平の影響を大きく受けているため、壁の状態は不明である。床面も前述の通りであるが、わ

ずかに残存している炉の周辺から、ほぼ平坦であると考えられる。構築時の掘り込みはⅢ層ローム層まで行

われている。

[ピ ット]削平の影響を大きく受けているため、確認できない。

[炉]遺構検出範囲中央に 1基検出した。炉の形態は石囲炉である。炉の規模は長軸60cm・ 短軸55cmで あり、

炉内は全体が赤褐色に被熟しており、燃焼範囲は40× 40cmで、被熱深度は約 6 cmである (強変)。 また、石

(北田)
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囲炉が作られている東側にもかなりの被熱痕跡が見られる焼土跡 (長軸50cm・ 短軸44cm・ 深度約 6 cm:強変)

があることから、削平以前は複式炉であった可能性もある (抜き取り痕などは検出されなかった)。

[小結]本遺構は石囲炉を 1基設置する竪穴住居跡である。遺構は大きく削平されており、炉付近のみが残

存している。

遺物 (第 82・ 142図・写真図版91,122・ 126。 140)

[出土状況]覆土はほとんど残存していないが、遺構プラン内から出土している。

[土器]血181～ 186。 配181が覆土上位、その他は覆土からの出土。

[石器]h1022,1109敲磨器類。

[石製品]血1475石剣。

時期 炉の形態及び出土遺物から、縄文時代中期に所属すると考えられる。          (北 田)

Si33竪 穴住居跡

遺構 (第37～39図・写真図版39)

[位置・検出状況]Ⅱ Bld～2dグ リッド付近に位置する。Ⅲ層上面で遺構検出を実施したところ、黒褐色土

が円形プランで拡がりを見せたため、遺構を想定し、セクションベルトを設定して確認を行った。掘り下げ

の結果、検出面から約35cmの深さで炉石を確認したため、住居跡と判断して精査を進めた。また、この時点

でⅢ層ローム層上面まで深さが後 5 cm程あることを確認しているため、下層に住居跡があることも予想され

た。

[重複関係]精査の結果、同プラン内でS134竪穴住居跡とS135竪穴住居跡の 2棟と重複していることが分か

った。本遺構はこれら両遺構を切っている。なお、同プラン内での「建て替え」である可能性があるが、炉

を作り替えている場合は、それを 1遺構として処理しているため、ここでは分けて扱う。また、北側でS138

竪穴住居跡と重複しており、これを切っている。西側では、SK38・ 39土坑と重複しており、これら両遺構

に切られている。

[規模・平面形]長軸方向で約555cm、 短軸方向で約495cmの円形プランを呈する。深さは約35～ 40cm、 床面

積は20.1∬である。

[主軸方向]炉の向きと柱穴配置から判断される主軸方向は、N-87° ―Wである。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。下部はS134竪穴住居跡及びS135竪穴住居跡の覆土と考えられ、区分さ

れる。覆土中に明黄褐色の十和田中棘火山灰と考えられる混入物が微量と炭化物が微量観察される。

[壁・床面]壁高は西壁34cm。 南壁42cm・ 北壁30cmであり、東壁は削平の影響を受け、残存していない。壁

は床面から外傾しながら急斜度に立ち上がる。床面はほぼ平坦で、構築時の掘 り込みは西側ではⅢ層ローム

層まで行われているが、東側は炉を構築するためか、暗褐色土が盛られている。

[ピ ット]本遺構から13基検出された。配置から本遺構に伴う柱穴と判断される。13基は壁際を巡るように

配置されている。これらは炉が持つ主軸方向を中心にほぼ左右対称となっており、各柱穴の底部標高は平均

で184.19mで ある。

[炉]床面の東壁寄りに 1基検出した。炉の形態は複式炉であり、規模は長軸95cm・ 短軸75cmであり、燃焼

部は小規模に作られている。炉内は燃焼部の一部と前庭部内東側が赤褐色に被熱しており、被熱深度は約6

～8cmで ある。また、炭化物層が確認できる。

[小結]本遺構は複式炉を 1基設置する竪穴住居跡で、S134・ 35竪穴住居跡と重複している中で、最も新期
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第3フ図 S133・ 34・ 35竪穴住居跡

S133 34 35 ピット計測表

番号 開日部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

つ1 7 18422

35 18424

9 1こ解L24

1踏 14

183つ4

18410

15 2 18423

18393

18415

18376

18419

盟 18402

26 18428

183宥

21 18417

D16 23 18414

18412

18419

18428

47 18395

3 18409

D22 22 8410

8421

3 13 8437

6 8434
p26 5 22 8425

9 20 8425
p28 8416

つ29 8421

っ30 13 8412
p31 17 8409
p32 4 8412
p33 玖 18

18390

D35 17 4 18410

きじH
plそ

③
て 〒
?p15

S186

1 10YR2/3 黒褐色  シル ト 粘性やや弱 しまりやや弱

-69-



の住居跡である。

遺物 (第 85・ 86・ 87・ 107・ 110。 111図・写真図版78'79'84・ 92・ 93・ 103・ 104。 105ほか)

[出土状況]住居跡覆土などから出土している。

[土器]血203～ 225。 配203～ 212が覆土下位 (3層 )、 No213～ 220が覆土、配221～225が覆±1層からの出土。

[石器]配477,501,502石鏃、No534楔形石器、配542,565,566ス クレイパー類、配604,622,637～ 639,651,652,662二

次加工ある剥片、配 691～ 696,739微細剥離痕ある剥片、No781,805礫 器類、XIo818,860,910,934,972～

975,1023,1024,1044,1080,1lH,1114～ 1124,1183,1222敲 磨器類、配1285～ 1289,1324～ 1326台石類、配 1335,1336礫

石錘、血1398～ 1401,1460,1461自 然礫。

時期 S134・ 35竪穴住居跡との重複関係、炉の形態及び出土遺物から、縄文時代中期末葉に所属すると考え

られる。                                              (北 田)

Si34竪 穴住居跡

遺構 (第37～39図・写真図版40)

[位置・検出状況]Ⅱ Bld～2dグ リッド付近に位置する。Ⅲ層地山直上で遺構検出を実施したところ、黒褐

色土が円形プランで拡がりを見せたため、遺構を想定し、セクションベルトを設定して確認を行った。掘り

下げの結果、検出面から約35cmの深さで、S133竪穴住居跡炉を検出した。そして、この遺構の精査が終了し

た後、同プラン内床面の西側から焼土を確認したため、住居跡と判断して精査を進めた。また、この時点で

同プラン内床面の東側がⅢ層地山面まで深さが後 5 cm程あることを確認しているため、下層に住居跡がある

ことも予想された。

[重複関係]精査の結果、同プラン内でS133竪穴住居跡とS135竪穴住居跡の 2棟 と重複していることが分か

った。本遺構はS133竪 穴住居跡に切られており、下層のS135竪穴住居跡を切っている。なお、同プラン

内での「建て替え」である可能性があるが、炉を作り替えている場合は、それを 1遺構として処理している

ため、ここでは分けて扱う。また、北側でS138竪穴住居跡と重複しており、これを切っている。

[規模・平面形]長軸方向で約555cm、 短軸方向で約495cmの 円形プランを呈する。深さは約35～ 40cm、 床面

積は20.1だである。

[主軸方向]炉の向きと柱穴配置から判断される主軸方向は、N-62° ―Eである。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。下部はS135竪穴住居跡の覆土と考えられ、区分される。覆土中に明黄

褐色の十和田中椒火山灰と考えられる混入物が微量と炭化物が微量観察される。

[壁・床面]壁高は西壁34cm。 南壁42cm・ 北壁30cmであり、東壁は削平の影響を受け、残存していない。壁

は床面から外傾しながら急斜度に立ち上がる。床面はほぼ平坦で、構築時の掘り込みは西側ではⅢ層黄褐色

粘土質土層まで行われているが、東側は旧炉跡 (S135竪穴住居跡炉)を廃棄した後、意図的に暗褐色土で埋

められている。

[ピ ット]本遺構から9基検出された。配置から本遺構に伴う柱穴と判断される。 9基は壁際を巡るように

配置されている。これらは炉が持つ主軸方向を中心にほぼ左右対称となっており、各柱穴の底部標高は平均

で183.97mで ある。なお、東側の斜面下方は削平のためか検出できなかった。

[炉]床面の西壁寄りに 1基検出した。炉を検出した段階では「炉穴」のような形状であったが、被熱面と

炭化面の位置から炉石を廃棄した後の複式炉と考えられる。規模は長軸107cm・ 短軸50cmである。炉内は燃

焼部が赤褐色に被熱しており、被熱深度は約 2 cmである (強変)。 また、前庭部が炭化層を呈している (深
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さ約 4 cm)。

[小結]本遺構は石組を外 した複式炉を 1基設置する竪穴住居跡で、S134・ 35竪穴住屋跡と重複している中

で、中間期の住居跡である。

遺物 (第83・ 84・ 85。 111・ 112・ 115図 。写真図版76・ 77・ 78'92・ 105・ 106・ 107ほか )

[出土状況]S133竪穴住居跡と重複しているため、出土は床面レベルに限られる。

[土器]配190～ 202。 血190が床面、その他は床面直上からの出土。

[石器]血541,564ス クレイパー類、配603,621,650二 次加工ある剥片、No688～690,738微細剥離痕ある剥片、

血 792礫器類、血 861,909,970,971,1042,1043,1077～ 79,H10,1112,H13,1173,1221敲磨器類、No1273～

1284,1290,1291,1322,1323平 卦牙子奏買、 N61348靡果ア子復こ。

時期 S133・ S135竪穴住居跡との重複関係、炉の形態及び出土遺物から、縄文時代中期末葉に所属すると考

えられる。                                           (北 田)

S135竪 穴住居跡

遺構 (第37～39図・写真図版40)

[位置 。検出状況]Ⅱ Bld～2dグ リッド付近に位置する。Ⅲ層上面で遺構検出を実施したところ、黒褐色土

が円形プランで拡がりを見せたため、遺構を想定し、セクションベルトを設定して確認を行った。掘り下げ

の結果、検出面から約35cmの深さで、S133竪穴住居跡炉を検出した。そして、この遺構の精査が終了した後、

同プラン内床面の西側から焼土を確認したため、精査を実施した (S134竪穴住居跡)。

上記の精査が終了した後、同プラン内床面の東側に残っていた暗褐色土を掘り下げたところ、炉石がある

ことを確認したため、住居跡と判断して精査を進めた。

[重複関係]精査の結果、同プラン内でS133竪穴住居跡とS134竪穴住居跡の 2棟と重複していることが分か

った。本遺構は両遺構に切られている。なお、同プラン内での「建て替え」である可能性があるが、炉を作

り替えている場合は、それを 1遺構として処理しているため、ここでは分けて扱う。また、北側でS138竪穴

住居跡と重複しており、これを切っている。

[規模 。平面形]長軸方向で約555cm、 短軸方向で約495cmの 円形プランを呈する。深さは約40cm、 床面積は

20.1∬である。

[主軸方向]炉の向きと柱穴配置から判断される主軸方向は、S-64° ―Wである。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。上部はS133。 34竪穴住居跡の覆土と考えられ、区分される。覆土中に

明黄褐色の十和田中揮火山灰と考えられる混入物が微量と炭化物が微量観察される。

[壁 。床面]壁高は西壁34cm・ 南壁42cm・ 北壁30cmであり、東壁は削平の影響を受け、残存していない。壁

は床面から外傾しながら急斜度に立ち上がる。床面はほぼ平坦であるが、若千、斜面下方の東側に向かって

低く傾斜する。構築時の掘り込みは全体にⅢ層黄褐色粘土質土層まで行われている。

[ピ ット]本遺構から9基検出された。配置から本遺構に伴う柱穴と判断される。10基は壁際を巡るように

配置されている。これらは炉が持つ主軸方向を中心にほぼ左右対称となっており、各柱穴の底部標高は平均

で183.97mで ある。なお、東側の斜面下方は削平のためか検出できなかった。また、柱穴はS134竪穴住居跡

と同一のものを使用していると考えられる。

[炉]床面の東寄りに 1基検出した。炉の形態は複式炉であり、規模は長軸150cm。 短軸75cmで ある。炉内は

燃焼部と前庭部の底面が赤褐色に被熱しており、燃焼範囲は42× 30cm、 被熟深度は約 4 clllである (強変)。
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また、燃焼部南側には土器が斜位に埋設されており、この上器の上部及び下部も赤褐色に強変するほどの被

熟が見られた (被熱深度 8 cm)。 また、土器内は黒褐色土が単一層で堆積しており、炭化物3.46gを含有して

いた。ここから検出した炭化物について放射性炭素年代測定を行っており (Ⅶ  自然科学分析 2. 放射

性民素年代測定)、 AMS法 で補正年代4340年 ±40を得ている。土器は第Ⅲ類、大木10式相当に比定される

(No188)。

[小結]本遺構は土器埋設複式炉を 1基設置する竪穴住居跡で、S134。 35竪穴住居跡と重複している中で、

最も古期の住居跡である。

遺物 (第82・ 83'131図 ・写真図版77・ 78・ 92・ 106・ 121・ 127)

[出土状況]住居跡炉、床面から出土している。

[土器]配187～ 189。 No188が埋設土器、No189が炉覆土、No187が床面からの出土。

[石器]配585ス クレイパー類、No996,1125敲磨器類。

時期 炉の形態及び炉埋設土器内の放射性炭素年代測定の結果から、縄文時代中期末葉に所属すると考えら

れる。                                        (北 田)

Si36竪 穴住居跡

遺構 (第40・ 41図・写真図版41)

[位置・検出状況]Ⅱ B2～ 3bグ リッド付近に位置する。この遺構については、当初から調査区東側の斜面下

方に民家が建てられている部分があり、その民家の裏手 (調査区側)が2.5m程の深さで削平されていた。そ

の削平断面に本遺構の断面プラン及び炉 。焼土・埋設土器が露出した状態であった。そのため、遺構を想定

し、セクションベルトを設定して確認を行った。掘り下げの結果、検出面から約40cmの深さで床面に達した。

想定した通り、露出していた炉 。焼土・埋設土器が本遺構に伴うものと確認されたため、住居跡と判断し、

精査を進めた。

[重複関係]精査の結果、同プラン内で本遺構に伴う炉の床対面に時期の異なる炉が存在することが分かり

(S137竪穴住居跡炉 )、 これと重複していることが分かった。本遺構はこの遺構を切っている。なお、同プラ

ン内での「建て替え」である可能性があるが、炉を作り替えている場合は、それを 1遺構として処理してい

るため、ここでは分けて扱う。また、覆土上部にはS128竪穴住居跡があるが、直接的な切り合い関係はない。

また、南側ではS138竪穴住居跡と重複しており、これを切っている。これ以外にSK28。 29。 34・ 48'49・ 50

土坑と重複関係にあるが、いずれにも本遺構が切られている。

[規模・平面形]規模はいずれも残存値で、長軸方向で約(590)cm、 短軸方向で約(530)cmの円形プランを呈す

る。深さは約40cm、 床面積は(19.0)ピである。

[主軸方向]炉の向きと柱穴配置から判断される主軸方向は、N-50° ―Wである。

[覆土]地山再堆積層を中間層として挟み、上下 2層で構成される。上層は暗褐色土を主体し、明黄褐色粒

土 (十和田中板火山灰と考えられる)微量と炭化物が微量含まれる。下層は黒褐色土を主体とし、明黄褐色

粒土 (十和田中諏火山灰と考えられる)微量と炭化物が微量含まれる。上下 2層 に挟まれる形で堆積してい

る黄橙色粘土質土は、再堆積層と観察され、おそらく近接する他遺構から掘り上げられた土を投げ込んだも

のと考えられる。

[壁・床面]壁高は西壁25cm・ 南壁15cm・ 北壁23cmであり、東壁は削平の影響を受け、残存していない。壁

は床面からタト傾しながら急斜度に立ち上がる。床面はほぼ平坦であるが、若干、斜面下方の東側に向かって
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低く傾斜する。構築時の掘り込みは全体にⅡ層黄褐色粘土質土層まで行われている。

[ピ ット]本遺構から16基検出された。配置から一部は本遺構に伴う柱穴と判断される。10基は壁際を巡る

ように配置されているが、他の 6基は不規則である。壁際を巡る柱穴は炉が持つ主軸方向を中心にほぼ左右

対称となっており、各柱穴の底部標高は平均で184.28mで ある。なお、東側の斜面下方は削平のためか検出

できなかった。また、柱穴はS137竪穴住居跡と同一のものを使用していると考えられる。

[炉]床面の東寄りに 1基検出した。炉の形態は複式炉であり、規模は長軸200cm。 短軸90cmで ある。炉内は

燃焼部の底面が赤褐色に被熱しており、燃焼範囲は40× 40cm、 被熱深度は約 8 cmで ある (強変)。 また、燃

焼部南東側には土器が斜位に埋設されており、この土器の上部及び下部も赤褐色に強変するほどの被熱が見

られた (被熱深度 6 cm)。 また、土器は調査以前から露出した状態にあったため、含有物などは検出できな

かった。土器はШ群に比定される (No.226)。

[小結]本遺構は土器埋設複式炉を 1基設置する竪穴住居跡で、S137竪穴住居跡の炉姑面に新しい炉を作り

替えている。S137竪穴住居跡よりも新期の住居跡である。

遺物 (第 88・ 89図・写真図版79'80・ 81・ 93ほか)

[出土状況]住居跡炉、床面、覆土などから出土している。

[土器]h226～ 244。 配226が炉埋設土器、No227,228が炉覆土、No229,230が床面、No231床直上、h232～235

が覆±3層、配236～ 244が覆土からの出土。

[石器]No478石 鏃、配530石匙、配543,567ス クレイパー類、No623～ 625,653二次加工ある剥片、h697,698,

740,741微細剥離痕ある剥片、No761磨製石斧、No793礫器類、血819,862,863,976,977,997,1045,1126～ 1133敲磨

器類、血1292台石類、h1337礫石錘。

[石製品]No1476石剣。

時期 他遺構との重複関係と炉の形態及び出土遺物から、縄文時代中期末葉に所属すると考えられる。

(北田)

Si37竪 穴住居跡

遺構 (第40・ 41図・写真図版44)

[位置・検出状況]Ⅱ B2～3bグ リッド付近に位置する。この遺構については、当初から調査区東側の斜面下

方に民家が建てられている部分があり、その民奈の裏手 (調査区側)が2.5m程の深さで削平されていた。そ

の削平断面に本遺構の断面プラン及びS136竪穴住居跡の炉・焼土 。埋設土器が露出した状態であった。その

ため、遺構を想定し、セクションベルトを設定して確認を行った。掘り下げの結果、検出面から約40cmの深

さで床面に達した。本遺構に伴う炉は検出したS136竪穴住居跡の床紺面に位置し、先行して精査を行ってい

たS134竪穴住居跡と同一の性格を有するものと考え、住居跡と判断し精査を進めた。

[重複関係]精査の結果、同プラン内で本遺構に伴う炉の床姑面に時期の異なる炉が存在することが分かり

(S136竪穴住居跡炉)、 これと重複していることが分かった。本遺構はこの遺構に切られている。なお、同プ

ラン内での「建て替え」の可能性があるが、炉を作り替えている場合は、それを 1遺構として処理している

ため、ここでは分けて扱う。また、覆土上部にはS128竪穴住居跡があるが、直接的な切 り合い関係はない。

また、南側ではS138竪穴住居跡と重複しており、これを切っている。これ以外にSK28・ 29・ 34・ 48・ 49・ 50

土坑と重複関係にあるが、いずれにも本遺構が切られている。

[規模・平面形]規模はいずれも残存値で、長軸方向で約(590)clll、 短軸方向で約(530)cmの 円形プランを呈す
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る。深さは約40cm、 床面積は(19.0)∬である。

[主軸方向]炉の向きと柱穴配置から判断される主軸方向は、S-50° ―Eである。

[覆土]地山再堆積層を中間層として挟み、上下 2層で構成される。上層は暗褐色土を主体し、明責褐色粒

土 (十和田中辣火山灰と考えられる)微量と炭化物が微量含まれる。下層は黒褐色土を主体とし、明黄褐色

泣土 (十和田中掠火山灰と考えられる)微量と炭化物が微量含まれる。上下 2層 に挟まれる形で堆積してい

る黄橙色粘土質土 (ローム土)は、再堆積層と観察され、おそらく近接する他遺構から掘り上げられた土を

投げ込んだものと考えられる。

[壁・床面]壁高は西壁25cm。 南壁 15clll・ 北壁23cmで あり、東壁は削平の影響を受け、残存していない。壁

は床面から外傾しながら急斜度に立ち上がる。床面はほぼ平坦であるが、若千、斜面下方の東側に向かって

低く傾斜する。構築時の掘り込みは全体にⅢ層黄褐色粘土質土層まで行われている。

[ピ ット]本遺構から16基検出された。配置から一部は本遺構に伴う柱穴と判断される。10基は壁際を巡る

ように配置されているが、他の 6基は不規則である。壁際を巡る柱穴は炉が持つ主軸方向を中心にほぼ左右

対称となっており、各柱穴の底部標高は平均で184,28mである。なお、東側の斜面下方は削平のためか検出

できなかった。また、柱穴はS136竪穴住居跡と同一のものを使用していると考えられる。

[炉]床面の北西寄りに 1基検出した。炉を検出した段階では「炉穴」のような形状であったが、被熱面と

炭化面の位置から炉石を廃棄した後の複式炉と考えられる。規模は長軸130cm・ 短軸30cmである。炉内は燃

焼部及び前庭部の一部と考えられる部分が赤掲色に被熱しており、被熱深度は約 3 cmである (強変)。 また、

前庭部付近が炭化層を呈している (深さ約 8 cm)。

[小結]本遺構は複式炉を 1基設置する竪穴住居跡で、S136竪穴住居跡を作 り替える以前の住居跡であり、

S137よ りも古期の炉を設置する住居跡である。

遺物

[出土状況]S136竪 穴住居跡と重複しており、本遺構は切られているため、遺物は出土していないが、S136

竪穴住居跡から出土しているものに本遺構に伴う遺物が存在する可能性がある。

[土器]な し。

[石器]な し。

時期 他遺構との重複関係と炉の形態から、縄文時代中期末葉に所属すると考えられる。    (北 田)

S138竪 穴住居跡

遺構 (第42図・写真図版42)

[位置・検出状況]Ⅱ B2cグ リッド付近に位置する。Ⅲ層上面で遺構検出を実施したところ、黒褐色土が円形

プランで拡がりを見せたため、遺構を想定し、セクションベルトを設定して確認を行った。掘り下げの結果、

検出面から約35cmの深さで床面に達した。また、遺構推定範囲中央の巨礫に挟まれる形で、焼土を確認した

ため、住居跡と判断し、精査を進めた。

[重複関係]北側でS136・ 37竪穴住居跡、南側でS133。 34・ 35竪穴住居跡、西側でSK29土坑と重複 しており、

それぞれに切られている。

[規模・平面形]規模は不明であるが、同形の住居跡プランなどから円形プランを呈すると考えられる。深

さは約40cm、 床面積は不明である。

[主軸方向]不明である。
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S136 37 ピット計測表

番号 開日部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

I 15 18409

7 18439

18393

7 18452

18416

約 18394

p7

8

18423

18426

18430

9

13 18430

28 働 18374

18439

17 18379

と  L=185 200na

c L‐ 185300m

B'

二毒f

S136・ 37

1 10YR2/3 黒褐色 シルト 粘性弱 しまり弱 耕作土
2 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 粘性弱 しまりやや弱
10YR4/4褐色ンルト少量混入、耕作上卸移層
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 粘性やや弱 しまりやや弱
含10YR6/6明 黄褐色粘土質シルトを微量含む 炭化物1%To‐ Cul%
4 10YR″ 8 黄栓色 粘土質シルト 粘性やや弱 しまりやや弱
地山再堆積層 10YR3/4暗褐色シルト1%
5 10YRν 6 黄掲色 粘土質シルト 粘性弱 しまりやや弱
地山再堆積層
10YR2/2～ 2/3 黒褐色 シル ト 粘性やや弱  しまりやや弱
含10YR6お明黄褐色粘土質シル トを微量含む 庚化物1% To Cul%
10YR4/4褐 色シル ト10YR2/2黒褐色 シル トの混合土
ЮYR5/4 にぶい黄褐色粘土質シル トと10YR6/6明黄掲色粘土質シル トの混合土
地出再堆積層 粘性やや弱  しまりやや弱

第40図 S136・ 37竪穴住居跡 (1)

虫
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b   Lニ ユ84800m

鼻  L=184800m

エ

§
○
◇

調査区外

・≒

お

a   L=18481111m

S130炉

1 10YR6/6 明黄褐色 粘土質シル ト 粘性弱  しまり中
地山再堆積層

2 ЮYR3/4 暗褐色 シル ト 粘性弱  しまりやや弱
3 10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性弱  しまり弱
To‐Cul%
4 10YR2/3 黒褐色 シル ト 粘性やや弱  しまりやや弱
5YR3/6暗赤褐色シル ト 焼土少量混入
5 10YR3//4 暗掲色 シル ト 粘性やや弱  しまりやや弱
炭化物層

6 5YR4/8 赤褐色 シル ト 粘性やや弱  しまりやや弱
焼土層

7 10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性やや弱  しまりやや弱
炉構築土

ェ  L‐ 184300m

S136 37炉

0        1130       1m
|

割37炉

1 10YR2/3 黒褐色 シル ト 粘性やや弱  しまりやや弱
10YR3//2黒 掲色 シル ト50%・ 炭化物3%混入
2 5YR78 赤褐色 シル ト 粘性弱  しまり中
焼土層

Si36・ 37竪穴住j吾跡 (2)
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[覆土]黒褐色土主体で構成される。覆土中に炭化物が微量観察される。

[壁 。床面]調査区東側の斜面下方は削平のため残存しておらず、また重複関係から残存している壁は西壁

のみで壁高は24cmを測る。壁は床面からタト傾しながら緩やかに立ち上がる。床面はほぼ平坦であるが、若千、

斜面下方の東側に向かって低く傾斜する。壁と同様に斜面下方は削平のため、残存しない。構築時の掘り込

みは全体にⅢ層黄褐色粘土質土層まで行われている。

[ピ ット]検出されなかった。

[炉]遺構推定範囲の床面中央に 1基検出した。炉の形態は地床炉であり、規模は長軸55cm。 短軸30cmであ

る。炉内は赤褐色に被熱しており、被熱深度は約 5 clllである (弱変)。 また、大形の礫に挟まれて検出して

いることからこれらが石囲炉の炉石と同様の性格を持っていたと考えられる。

[小結]遺構の規模・平面形など詳細は不明であるが、遺構推定範囲中央に大礫に挟まれた形で拡がる地床

炉を確認したため、住居跡と認定した。

遺物 (第 90・ 126図・写真図版80・ 94・ 116)

[出土状況]住居跡覆土などから出土している。

[土器]恥245～ 247。 No245,246が覆土、配247が覆土上位からの出土。

[石器]血864敲磨器類。

時期 他遺構との重複関係及び出土遺物から、縄文時代中期に所属すると考えられる。     (北 田)

Si39竪 穴住居跡

遺構 (第42図・写真図版43)

[位置・検出状況]Ⅱ D6iグ リッド付近に位置する。 I層耕作土除去を行った後、遺構検出を実施したところ、

削平されたⅢ層上面の一部に残存する焼土跡及び確認した。この時点で覆土は失われており、壁の立ち上が

りなど住居と判断する材料に欠けていたものの、焼土跡と出土遺物から住居跡と判断し、精査を行った。

[重複関係]他遺構との重複関係はない。

[規模・平面形]規模は削平の影響から不明である。平面形は不明確ながら、円形プランを呈すると考えら

れる。深さ及び床面積も不明である。

[主軸方向]不明である。

[覆土]削平の影響から不明である。

[壁・床面]壁は削平されているため測ることはできない。構築時の掘り込みはⅢ層まで行われている。床

面はほぼ平坦であるが、東側に向かって低 く傾斜する。

[ピ ット]検出されなかった。

[炉]遺構推定範囲の床面中央に 2基検出した。炉の形態は地床炉であり、規模は長軸40cm・ 短軸18cmであ

る。炉内は赤褐色に被熱しており、被熱深度は約 4 cmである (弱変)。 また、長軸18cm・ 短軸13clll・ 深さ 2

cmの焼土跡が遺構推定範囲南東で検出されている。

[小結]本遺構は中央に地床炉を 2基持つ竪穴住居跡と考えられる。遺構の規模・平面形は削平により存在

せず、推定となっている。

遺物 (写真図版114・ 118・ 123)

[出土状況]床面付近から出土している。

[土器]な し。
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[石器]No820,911,1046敲磨器類、No1402自 然礫。

時期 他遺構との重複関係から、縄文時代中期に所属すると考えられる。          (北 田)

S140竪 穴住居跡
遺構 (第43・ 44図・写真図版44)

[位置・検出状況]Ⅱ E6b～ cグリッド付近に位置する。現況は農道部分で、 I層 を除去したところ、Ⅲ層上

面で黒褐色土が半円形プランで拡がりを見せたため、遺構を想定し、セクションベルトを設定して確認を行

った。掘り下げの結果、検出面から約40cmの深さで床面に達した。また、焼土跡も合わせて確認したため、

住居跡と判断して精査を進めた。また、同プラン内で石囲炉 (S141竪穴住居跡炉)を検出したことから、他

遺構との重複関係も予想された。

[重複関係]精査の結果、ほぼ同一プラン内でS141竪穴住居跡と重複していることが分かった。本遺構はこ

れを切っている。なお、同一プラン内での「建て替え」である可能性があるが、炉を作り替えている場合は、

それを 1遺構として処理しているため、ここでは分けて扱う。また、SK53土坑と重複しており、これに切

られている。

[規模・平面形]規模はいずれも残存値で、長短軸約(550)cmの不整円形プランを呈すると考えられる。深さ

は約40cm、 床面積は不明である。

[主軸方向]不明である。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。覆土中には小礫が少量観察される。

[壁・床面]壁高は残存値で西壁24c皿・北壁10cmであり、東壁・南壁は削平の影響を受け残存していない。

壁は床面から外傾しながら急斜度に立ち上がる。床面は調査区東側の斜面下方に向かって低く傾斜する。ま

た、構築時の掘り込みは西側ではⅢ層黄褐色粘土質土層まで行われている。

[ピ ット]本遺構範囲内から7基検出された。配置から本遺構に伴う柱穴と判断される。 7基は壁際を巡る

ように配置されている。これらは炉が持つ主軸方向を中心にほぼ左右対称となっており、各柱穴の底部標高

は平均で179.64mで ある。

[炉]遺構推定範囲床面中央に 1基検出した。炉の形態は土器埋設炉であり、規模は長軸90cm。 短軸35cmで

ある。炉はピット状に掘り込まれて作られており、その底面に土器底部 (No.253・ 254)が埋設されている。

検出状況では判断は難しいが、複式炉などの施設が作られていた可能性がある。被熟深度は約 6 cmで、弱変

している。

[小結]本遺構は、土器埋設炉を 1基持つ竪穴住居跡であると本来の調査区からは外れていたが、用地内で

あることから精査を行った。

遺物 (第90図・写真図版85'94・ 101)

[出土状況]住居跡炉、覆土などから出土している。

[土器]h248～ 254。 血248,253,254が炉埋設土器、血249～ 252が覆土からの出土。

[石器]な し。

時期 炉の形態及び出土遺物から、縄文時代中期に所属すると考えられる。          (北 田)
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S139炉
1 5YR4海  赤褐色 ンルト 粘性弱 しまりやや弱
焼土
2 5YR3/4 暗褐色 ンルト 粘性弱 しまりやや弱
焼土(1よ り薄い色まじっている)

S139
1 10YR4/4 褐色 シルト 粘性中 しまりやや強
2 10YR2/2 黒褐色 ンルト 粘性中 しまり中
炭化物少量
3 10YR2ん  黒褐色 シルト 粘性中 しまり中
炭化物少量
4 10YR2/3 黒褐色 シルト 粘性中 しまりやや強
10YR5/64 炭化物粒 微量
5 10YR3/3 暗褐色 シルト 粘性中 しまりやや強
10YR5/6の粒が全体に縮降り状に混入
6 10YR3/3 黒褐色 ンルト 粘性中 しまり中
7 10YR2/1 黒褐色 ンルト 粘性中 しまりやや強
炭化物粒少量 焼土プロック少量
8 10YR3/4 暗褐色 シルト      粘性強 しまり中
10YR4/6 モヤ状に混入30%
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第42図 Si38・ 39竪穴住居跡

S139炉 1、 2
1 10YR4/6 赤褐色 弱変焼土 粘性中 しまりやや強
2 10YR3/4 暗褐色 粘性中 しまり中
炭化物少量 地山粒少量混入

S騨
1 10YR2/1 黒色
植根多い

2 10YR3/4 暗福色

シル ト 粘性中 しまり中

シル ト 粘性中 しまりやや強

o             l:60            3m

L‐ 185000m
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Si41竪 穴住居跡
遺構 (第43'44図・写真図版44)

[位置・検出状況]H E6b～ cグリッド付近に位置する。現況は農道部分で、 I層 を除去したところ、Ⅲ層上

面で黒褐色土が半円形プランで拡がりを見せたため、遺構を想定し、セクションベルトを設定して確認を行

った。掘り下げの結果、検出面から約40clllの深さで床面に達した。また、焼土跡 (S140竪穴住居跡炉)を確

認したため、住居跡と判断して精査を進めた。この精査が終了した後に、同―プラン内で検出していた石囲

炉 (S141竪穴住居跡炉)を住居跡の一部と判断して続けて精査を行った。

[重複関係]精査の結果、ほぼ同―プラン内でS140竪穴住居跡と重複していることが分かった。本遺構はこ

れに切られている。なお、同―プラン内での「建て替え」である可能性があるが、炉を作り替えている場合

は、それを 1遺構として処理しているため、ここでは分けて扱う。また、SK53土坑と重複しており、これ

に切られている。

[規模・平面形]規模はいずれも残存値で、長短軸方向で約(400)clllの不整円形プランを呈すると考えられる。

深さは約40clll、 床面積は不明である。

[主軸方向]不明である。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。覆土中には小礫が少量観察される。

[壁・床面]壁高は残存値で西壁20cm・ 北壁 7 clllであり、東壁 。南壁は削平の影響を受け残存していない。

壁は床面から外傾しながら急斜度に立ち上がる。床面は調査区東側の斜面下方に向かって低く傾斜する。ま

た、構築時の掘り込みは西側ではⅢ層黄褐色粘土質土層まで行われている。

[ピ ット]本遺構範囲内から5基検出された。配置から本遺構に伴う柱穴と判断される。 5基はいずれも壁

際を巡るように配置されている。これらは炉が持つ主軸方向を中心にほぼ左右対称となっており、各柱穴の

底部標高は平均で179,90mで ある。

[炉]遺構推定範囲床面北東側に 1基検出した。炉の形態は石囲炉であり、規模は長軸57cm・ 短軸40cmであ

る。炉は崩れた状態で検出した。燃焼範囲は36× 32cm、 被熱深度は約 4 cmである (弱変)。

[小結]本遺構は、土器埋設炉を 1基持つ竪穴住居跡である。本来の調査区からは外れていたが、用地内で

あることから精査を行った。

遺物

[出土状況]な し。

[土器]な し。

[石器]な し。

時期 炉の形態及び出土遺物から、縄文時代中期に所属すると考えられる。         (北 田)
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R‐ 1

⑥

0        1:30       1m

10YR2/3 黒褐色 シル ト 粘性中
10YR2/1 黒色 シル ト 粘性中
10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性中
10YR2海  黒褐色 シル ト 粘性中
10YR3/4 暗褐色 ンル ト
地山ブロック鉤%混 炭化物1%混
10YR3/4 暗褐色  シル ト 粘性中
地山粒 1%混入

S140・ 41 ピット計測表

しまる強
しまり中
しまり中
しまりやや強

しまり中

番号 開口部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

1 23 48 17966

17994

誘 17937

17949

8 40 1猾47

２５ 179酪

9 17967

9 179S
11 22 17943

7 lЮ 66

11 9 18010

4 17988

11 15 17999

17 17951

8 1狩70

17985

30 17965

p18 23 17967

L‐ 199900�

∵

S140・ S141(ocう

1 5YR4/8 赤褐色 弱変焼土

S140・ S141(d‐ざ)
1 5YR4海  赤褐色 弱変焼土
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性中 しまり中
地山粒状に少量混入

削 Э・S正41(e― e)
1 5YR4/10 赤褐色 弱変焼土

第43図 S140・ 41竪穴住居跡 (1)
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第44図 Si40・ 41堅穴住居跡 (2)
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(2)竪穴住居状遺橋 (SX)

計12基検出した。竪穴住居跡とほぼ同様の平面形を呈するが、炉や柱穴など住居跡を構成する要素に欠け

ている遺構を一括した。このなかには、炉を持たない住居跡と考えられる遺構も含んでいる。

竪穴住居状遺構を説明するために、住居跡とほぼ同様の項目について記載を行う (遺構の位置・検出状況、

他遺構との重複関係、遺構の規模及び平面形、覆土の状態、壁・底面の状態、遺構に伴うピット、出土遺物、

推察される遺構の所属時期)。        ´

表3 竪穴住居状遺構 (SX)一覧表

SX01竪 穴住居状遺構

遺構 (第45図・写真図版45)

[位置 。検出状況]I B8iグ リッドに位置する。西壁付近を I層直下のⅢ層上面で黒褐色土の広がりとして検

出した。プランはSK20土坑の覆土内にあたり、全体に不明瞭である。

[重複関係]南西側でS121竪穴住居跡と、南東側でSX03・ 04竪穴住居状遺構と、東側がS118竪穴住居跡と、

全域がSK20土坑と重複しており、これらを切っている。

[規模 。平面形]規模は残存状態が不良のため、不明であるが推定値で長軸方向 (400)cm、 短軸方向 (360)

cmである。平面形は円形基調と推定される。

[覆土]西側 1/3程は、覆土を確認できず掘り下げてしまっているため不明である。他は黒褐色土主体で構

成される。

[壁 。底面]壁は東半が残存しており、残存最厚部は18cm(北西側)を測る。構築時の掘り込みはS121竪穴

住居跡、SX03竪穴住居状遺構、SK20土坑の覆土中まで行われている。残存部の締まりは比較的軟質である。

[ピ ット]検出できなかった。

[小結]規模・平面形など不明箇所が多く、竪穴住居状遺構として分類した。遺構の残存は削平・攪乱によ

りかなり悪い。

遺物 (第90。 126・ 129図 。写真図版94・ 116■ 18。 119'127・ 136)

[出土状況]遺構底面、覆土から少量出土している。

[土器]No255～ 259。 No255～ 257が底面、そのほかは覆土からの出土。

第3表 竪穴住居状遺構一覧表

種別 番 号 位置 (グリッド) 検出層位
規模 (cm)

末面積 (r 平面形
柱 穴

重複関係
長軸 短軸 深 さ 個数 配 置

1 Ⅲ層上面 不 明 円形 なし S121・ SX03・ 04・ 08・ SK20より新

2 C9a Ⅲ層上面 不 明 不 甥 なし Ы18より新

3 Ⅲ層上面 円形 円形 (一部を除く) S12卜 SX01より古 S118・ 26'SX04よ り新

4 S118覆 土 133 円形 SЮ 6・ 21・ SX03より古 S118・ 25・ 26より新

5 Ⅲ層上面 不 明 不 明 不 明 示 明 l S118よ り新 S115・ 26よ り古

6 I B10h Ⅲ層上面 不 明 不明 不明 不 明 不明 なし H20より古

7 I C10f Ⅲ層上面 不 明 不 明 不明 なし

8 Ⅲ層上面 不 明 不明 不 明 不 明 6 不規則 S115'18より新 SX01・ 03より古

9 I B10d S127覆 土 円形 なし 証27より新

SX Ⅱ Ble S127覆土 14 円形 なし Ы27より新

11 I E6e Ⅲ層上面 円形 なし Ы31より古

12 Ⅱ B3d Ⅲ層 上面 (200) 不 明 4 不規則 なし
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10YR″ 3 黒褐色 シル ト
10YRプ 3 黒褐色 シル ト
10YR2/3 黒褐色 シル ト
10YRプ 1 黒褐色 シル ト
25YR3/1 黒褐色  シル ト
10YR3/15 黒褐色  シル ト
基盤層 褐色土粒 3%

粘性中
粘性中
粘性中

粘性中

粘性中
粘性弱

沃

計
９
。

吼                     1水 田造成時の盛り上
2 10YR2/1 黒～黒褐色 シルト 粘性弱 しまり中
円礫(1～ 3cm)5%、 焼土・炭化物粒3%
3 10YRν 2 黒褐色 シルト 粘性弱 しまり強
亜角・円礫(1～ 3cm)3%

第45図 SX01・ 02竪穴住居状遺構
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[石器]No865～ 867,912,935,1134,敲 磨器類、血1294,1295台石類、No1403,1404,1462自 然礫。

[石製品]No1494不明石製品。

時期 底面出土土器及び重複関係から、縄文時代中期中葉に想定される。           (丸 山)

SX02竪 穴住居状遺構

遺構 (第45図・写真図版45)

[位置・検出状況]I C9aグ リンド付近に位置する。グリッドラインに設定したベルト中で、西壁付近を黒褐

色土の広がりとして検出した。それ以外の箇所は、攪乱及び掘りすぎにより検出できていない。

[重複関係]西壁付近以外の全域がS118竪穴住居跡と重複しており、これを切っている。

[規模・平面形]長軸方向で約 (360)cm以上あり、それ以外の平面形は不明である。

[覆土]残存部は黒褐色土で構成される。

[壁・底面]壁は南西側の一部のみ検出され、残存最厚部は14cmを測る。構築時の掘り込みは西壁際でⅢ層

まで、他はS118竪穴住居跡覆土中まで行われている。底面はベルト部分が残存するのみで、締まりは比較的

弱い。

[ピ ット]検出できなかった。

[小結]本遺構はS118竪穴住居跡プランに重なる形で作られている。規模・平面形は不明箇所が多く、残存

はかなり悪い。

遺物 (第90図・写真図版94)

[出土状況]遺構底面、覆土から微量出土している。

[土器]配260～ 264。 No260～262が底面、そのほかは覆土からの出土。

[石器]No1405自 然礫。

時期 底面出土土器及び重複関係から、縄文時代中期末葉に所属すると考えられる。      (九 山)

SX03竪 穴住居状遺構

遺構 (第46図・写真図版46)

[位置・検出状況]I B8iグ リッド付近に位置する。SX01竪穴住居状遺構精査後、黒褐色土の広がりとして

検出した。

[重複関係]西側でSX01竪穴住居状遺構、南西側でS121竪穴住居跡と重複しており、これらに切られている。

南東側でSX04竪穴住居状遺構と、北東側でS126竪穴住居跡と、ほぼ全域がS118竪穴住居跡と重複しており、

これらを切っている。

[規模 。平面形]長軸方向が約400cm、 短軸方向が約330cmの楕円形である。床面積は約9,7∬である。

[覆土]黒褐色土主体で構成されるが、重複及び攪乱土の混入が著しい。

[壁・底面]壁は北東側 1/3以外で残存しており、残存最厚部は28cm(南側)を測る。構築時の掘り込みは

SX04竪穴住居状遺構、S118・ 26竪穴住居跡の覆土中まで行われている。底面の締まりは比較的軟質である。

[ピ ット]10基検出された。中央は空白で壁際に寄っているが、間隔に規則性はみられない。

[小結]多 くの遺構と重複関係にあり、時期が想定される。遺構の残存は比較的良好である。

遺物 (第91,111'117・ 120'121'122図 ・写真図版94・ 105。 108・ 112・ 1391まか)

[出土状況]遺構底面、覆土から多量に出土している。
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[土器]No265～ 268。 すべて底面からの出土。

[石器]配544ス クレイパー類、血654二次加工ある剥片、血769,770打製石斧、血777石鍬、配794,795礫器類、

No868-873,913,1025,1026,1047,1135,1203高 抗瘍挙器美臥 N61296,1297,1327ギ 卦牙f妻買、 No1360カ k冗子、 No1406-1410,1463

自然礫。

時期 底面出土土器及び重複関係から、縄文時代中期に想定される。             (丸 山)

SX04竪 穴住居状遺構
遺構 (第46図・写真図版46)

[位置・検出状況]I B9iグ リッド付近に位置する。S106竪穴住居跡及びSX03竪穴住居状遺構精査後、黒褐色

土の広がりとして検出した。

[重複関係]南西側でS121竪穴住居跡、北西側でSX03竪穴住居状遺構、東側でS106竪穴住居跡と重複してお

り、これらに切られている。また、北東側でS126竪穴住居跡、南側でS125竪穴住居跡、全域でS118竪穴住居

跡と重複し、これらを切っている。

[規模・平面形]長軸方向で約445cm、 短軸方向で約410cmの ほぼ円形を呈する。床面積は13.3∬である。

[覆土]黒褐色土主体で構成されるが、重複及び攪乱土の混入が著しい。

[壁 。底面]壁は概ね残存しているが南側の状態が良く、最厚部は35cmを 測る。構築時の掘り込みはS118竪

穴住居跡の覆土中または床面 (基本層序Ⅲ層)ま で行われている。底面は全体的に堅緻であるが、S118藍穴

住居跡覆土にあたる部分は比較的締まりは軟質である。

[ピ ット]19基検出された。位置及び平面形等に規則性はみられない。

[小結]遺構底面から縄文時代前期の土器 (Ⅱ 群)を 出土しているが、重複遺構に伴う遺物と考えられる。

遺構の残存は良好である。

遺物 (第91,108'120'127図 ・写真図版94・ 104・ 105'108・ 116・ 117・ 1391まか)

[出土状況]遺構底面、覆土から多量に出土している。

[土器]血269,270。 いずれも覆土からの出土。

[石器]配516石匙、配545ス クレイパー類、血634二次加工ある剥片、配763磨製石斧、配874～880,936,937,

1027,1048,1068,1136,1194敲 磨器類、血1298～ 1301台石類、血1411自然礫。

[石製品]No1486致状耳飾。

時期 重複関係などから、縄文時代中期に想定される。                   (丸 山)

SX05竪 穴住居状遺構

遺構 (第20図 。写真図版47)

[位置・検出状況]I B9hグ リッド付近に位置する。S115竪穴住居跡精査後、黒褐色土の広がりとして検出し

た。重複が著しく、覆上の把握が困難だったため、確認できた範囲は北西壁付近の一部に限られる。

[重複関係]西側でS115竪穴住居跡、南東側でS126竪穴住居跡、南側でS118竪穴住居跡と重複しており、こ

れらを切っている。

[規模・平面形]と もに不明である。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[壁 。底面]西側壁のみ残存しており、最厚部は24cmを 測る。構築時の掘 り込みはⅢ層まで行われている。
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SX03
1 10YR3/2 黒褐色 ンルト 粘性中 しまり強
10YR4/6褐色粘土ブロック(2～ 3cm)596、 lcm以下の亜角礫3%、
焼土・炭化物粒 1%
10YR4/6 褐色 粘土 粘性強 しまり強
1層 がブロック状 1こ 20% 混入物は1層 と同じ
10YR2/1 黒～黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中
2層  ブロック(lcm以下)1%
2層 と3層の混土 粘性中 しまり中
10YR3/1 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中
4層 と同 じだが  1～ 3cmの亜角礫5%
10YR17/1黒 色 シル ト 粘性中 しまり弱
焼土 ,炭化物泣 1%
ЮYR2/1 黒色 シル ト 粘性中 しまり弱
亜角礫(～ lcmx焼土 炭化物粒 1%
10YR17/1黒 色 シル ト 粘性中 しまり弱
亜角礫(～ lcm)、 焼土 炭化物粒 1%以下

SX03 ビット計NFl表 SX飩 ピット計測表

∬
「

n上

SX04
1 10YR2/1黒 ～黒褐色  シル ト 粘性弱  しまり中
亜角礫〈lcm)1%
2 10YR3/2 黒褐色 シル ト 粘性弱 しまり中
亜角礫はcm)1%
3 ЮYR3/3 暗掲色  シル ト 粘性弱  しまり中
亜角礫ocm)1%
4 10YR17/1黒 色 シル ト 粘性弱  しまり弱
角・亜角礫 2%、 焼土粒 炭化物粒 1%以下
5 10YR〃 1 黒色 シル ト 粘性弱  しまり中
亜角礫 (1～3cm)焼土粒 炭化物粒 1%以下
6 10YR25/1 黒～黒褐色  シル ト 粘性弱 しまり中
亜角礫 (1～ 2cm)2%、 焼土・炭化物粒ユ%
7 10YR17/1 黒色 シル ト 粘性中 しまり弱
焼土・炭化物粒 1%以下
8 10YR3れ  暗褐色 シル ト 粘性中 しまり強
亜角礫(lcm)5%、 焼土 炭化物粒5%
9 10YR25/1黒 ～黒褐色  シル ト 粘性弱  しまり中
焼土・炭化物粒 1%以下
10 10YR3/2 黒褐色  シル ト 粘性弱  しまり弱
11 10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性中 しまり中
焼土・炭化物粒2%
12 10YR3/2 黒褐色 シル ト 粘性弱 しまり中
焼土 炭化物粒ユ%以下
13 75YR3/2黒 褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中
焼土 炭化物粒1%以下
14 10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中
焼土 炭化物粒1%以下

注 韓
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第46図 SX03・ 04堅穴住居状遺構

Ａ
卜

番号 開日部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

1 14 5 と86

I

t13

afa

8603

7 17 8600

6

13 5 8622

10 17 8618

番号 開口部径 底部径 深 さ 底部標高 (m)

18572

18570

18580

42 17 18584

18565

40

27 185膨
rJ4 185 mЭ

18577

11 18589

8

126 17 18574

24 13 18583

17 8 18584

11

18585
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底面は堅緻である。

[ピ ット]1基検出された。把握範囲が狭いため他は不明である。

[小結]規模・平面形など不明な点が多く、遺構としての登録も考えたが、壁が残存していることからここ

に分類した。

遺物 (第91図・写真図版81)

[出土状況]遺構床面から微量出土している。 ´

[土器]血271。 床面からの出土。

[石器]な し。

時期 底面出土土器及び重複関係から、縄文時代中期に所属すると考えられる。        (九 山)

SX06竪 穴住居状遺構

遺構 (第24図 )

[位置・検出状況]I B10hグ リッド付近に位置する。表土直下のⅢ層上面で黒褐色上の広がりとして検出し

た。

[重複関係]西壁付近を除く大部分がS120竪穴住居跡と重複しており、これに切られている。

[規模 。平面形]と もに不明である。

[覆土]残存郡は黒褐色土で構成される。

[壁・底面]残存する西壁は緩やかに立ち上がっているが、深さは不明である (未記録)。 構築時の掘り込み

はⅢ層まで行われている。床面は残存せず不明である。

[ピ ット]検出できなかった。

[小結]規模・平面形など不明な点が多く、遺構としての登録も考えたが、壁が残存していることからここ

に分類した。

遺物 (第91図・写真図版94・ 136)

[出土状況]遺構底面から微量出上している。

[土器]No272,273。 いずれも底面からの出土。

[石器]h1302,1303台石類。

時期 重複関係から、縄文時代中期に想定される。                     (丸 山)

SX07竪 穴住居状遺構

遺構 (第47図・写真図版48)

[位置 。検出状況]I C10fグ リッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層上面で暗褐色上の広がりとして検出し

た。

[重複関係]西側でSЮ4竪穴住居跡と重複しているが、新旧関係は判別できない。

[規模・平面形]長軸方向で約 (350)cm以上あり、それ以外及び平面形は不明である。

[覆土]暗褐色土主体で構成される。

[壁 。底面]壁は西偵Iが 3m程度残存しているが、最厚部でも8 cmを測るのみである。構築時の掘り込みは

Ⅲ層まで行われている。底面残存部は全体的に堅緻である。

[ピ ット]検出されていない。
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10YRν 3 暗褐色  シル ト 粘性中 しまり強
え化物粒 I%
10YR73 にぶい黄褐色 シル ト 粘性中 しまり強
10YR3/3 暗褐色  シル ト 粘性中 しまり強
10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性中 しまり強
炭化物粒5%
10YR5/6 黄褐色 シル ト 粘性強 しまり強
10YR4お にぶい黄褐色土プロック5%

浮上 L=1861800m

SPttЮ 9,10
1 10YR2/3 暗褐色 ンルト 粘性やや弱 しまりやや強
炭化物3%混入 含10YR7/8黄橙色粘土質ンルトブロック2%

10竪穴住居状遺構



[小結]規模・平面形など不明な点が多く、遺構としての登録も考えたが、壁が残存していることからここ

に分類した。

遺物 (写真図版136)

[出土状況]遺構から微量出土している。

[土器]な し。

[石器]配1304,1305台 石類。         ´

時期 縄文時代と想定されるが、詳細は不明である。                    (九 山)

SX08竪 穴住居状遺構

遺構 (第20図・写真図版48)

[位置 。検出状況]I C8iグ リッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層上面で黒褐色土の広がりとして検出した。

上部の大半が削平されており、南側は攪乱により消失している。

[重複関係]南側でSX01竪穴住居状遺構、SX03竪穴住居状遺構と重複しており、これらに切られている。北

側でS115竪穴住居跡、東側でS118竪穴住居跡と重複しており、これを切っている。

[規模 。平面形]と もに不明である。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[壁・底面]壁は北西側 1/3のみ残存し、残存最厚部は10cmを 測る。構築時の掘り込みはⅢ層まで行われて

いる。南側は攪乱により残存しない。残存部は全体的に堅緻である。

[ピ ット]本遺構推定範囲内から6基検出された。配置及び深さに規則性は見られない。

[小結]規模・平面形など不明な点が多く、遺構としての登録も考えたが、壁が残存していることからここ

に分類した。

遺物 (第 113・ 128図・写真図版106'108・ 118・ 127・ 130。 136・ 138)

[出土状況]遺構床面、覆土から出土している。

[土器]な し。

[石器]h568ス クレイパー類、配635二次加工ある剥片、血914,1137,1195敲磨器類、配1306台石類、血1362

球石、血1412自 然礫。

時期 重複関係から、縄文時代中期に想定される。                     (九 山)

SX09竪 穴住居状遺構

遺構 (第47図・写真図版49)

[位置・検出状況]I B10dグ リッド付近に位置する。 I層 を除去し、Ⅲ層上面で遺構検出を行ったところ、

大形長方形プラン (S127竪穴住居跡)の中に黒褐色土が円形プランで拡がりを見せたため、遺構を想定し、

セクションベルトを設定して確認を行った。掘り下げの結果、検出面から約10cmの深さで底面に達した。し

かし、底面が軟質であること、炉が存在しないことから竪穴住居状遺構と判断して精査を進めた。

[重複関係]S127竪穴住居跡検出プラン内にあり、同遺構上部に存在する。よって、この遺構を本遺構が切

っている。また、やや北西側でSK40土坑と重複しており、これに切られている。

[規模・平面形]長軸方向で約290cm、 短軸方向で約285cmの 円形プランを呈する。深さは残存値で約10cm、

底面の面積は約6.3ピである。

-92-



[覆土]黒褐色土の単一層で構成される。覆土中には炭化物が少量観察される。

[壁・底面]壁高は残存値で東壁(3)c皿・西壁(10)cm。 南壁(6)cm・ 北壁(7)cmであり、壁は底面から外傾しな

がら緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦であり、構築時の掘り込みは黒褐色土 (S127竪穴住居跡覆土)

まで行われている。

[ピ ット]検出されなかった。

[小結]遺構全体がS127竪穴住居跡プランに入る形となっている。出土遺物は削平され少ないか、もしくは

重複遺構と時期差があまりないと推察される。

遺物 (第 92・ 107・ 109・ 110図・写真図版94・ 103・ 104。 110。 139。 1171まか)

[出土状況]遺構底面、覆土から多量に出土している。

[土器]配274～ 278。 配274が床面、そのほかは覆土からの出土。

[石器]h494石鏃、No526石匙、配535楔形石器、No699微細剥離痕ある剥片、No754ア スファル ト付着剥片、

配771打製石斧、No881,978,1049～ 1051,H38～ 1140,1174,1198,1204,1207,1211,1231敲 磨器類、h1307台石類、No

1338,1339礫 石錘。

[石製品]No1474石棒類。

時期 他遺構との重複関係及び出土遺物から、縄文時代前期後葉に所属すると考えられる。   (北 田)

SX10竪 穴住居状遺構

遺構 (第47図・写真図版50)

[位置・検出状況]Ⅱ Bleグ リッド付近に位置する。 I層を除去し、Ⅲ層上面で遺構検出を行ったところ、大

形長方形プラン (S127竪穴住居跡)の中に黒褐色土が円形プランで拡がりを見せたため、遺構を想定し、セ

クションベルトを設定して確認を行った。掘り下げの結果、検出面から約14cmの深さで底面に達 した。しか

し、底面が軟質であること、炉が存在しないことから竪穴住居状遺構と判断して精査を進めた。

[重複関係]S127竪穴住居跡検出プラン内にあり、同遺構上部に存在する。よって、この遺構を本遺構が切

っている。

[規模・平面形]長軸方向で約285cm、 短軸方向で約260cmの 円形プランを呈する。深さは残存値で約14cm、

底面の面積は6.1∬である。

[覆土]黒褐色土の単一層で構成される。覆土中には炭化物が少量観察される。

[壁・底面]壁高は残存値で東壁(8)cm。 西壁(4)cm・ 南壁(5)cm・ 北壁(8)cmであり、壁は底面から外傾しな

がら緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、一部で凸凹している。構築時の掘 り込みは黒褐色土

(S127竪穴住居跡覆土)ま で行われている。

[ピ ット]検出されなかった。

[小結]遺構全体がS127竪穴住居跡プランに入る形となっている。出土遺物は削平され少ないか、もしくは

重複遺構と時期差があまりないと推察される。

遺物 (第 92・ 107・ 110・ 116図・写真図版95'103・ 104・ 107・ 113・ 114・ 117・ 1271まか)

[出土状況]遺構底面、覆土から多量に出土している。

[土器]No279～ 283。 血279が床面、そのほかは覆土からの出土。

[石器]血495,509石鏃、No528石匙、血626二次加工ある剥片、配809礫器類、配821,882,1141,敲磨器類、KTo

1308台石類、配1340～ 1342,1349,1350礫 石錘。
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[石製品]血1482円盤状石製品。

時期 他遺構との重複関係及び出土遺物から、縄文時代前期後葉に所属すると考えられる。   (北 田)

SXll竪 穴住居状遺構
遺構 (第48図 。写真図版51)

[位置・検出状況]H E6eグ リッド付近に位置する。 I層 を除去し、Ⅲ層上面で遺構検出を行ったところ、円

形プランで黒褐色土の拡がりを見せたため、遺構を想定し、セクションベルトを設定して確認を行った。掘

り下げの結果、検出面から約50cmの深さで底面に達した。しかし、底面が皿状を呈していること、炉が存在

しないことから竪穴住居状遺構と判断して精査を進めた。

[重複関係]北側でS131竪穴住居跡と重複しており、これに切られている。また、覆土上部にSF01焼土遺構

がある。

[規模・平面形]長軸方向で約370cm、 短軸方向で約(350)cmの 円形プランを呈する。深さは残存値で約50cm、

底面の面積は約3.2ゴである。

[覆土]黒褐色土主体で構成され、下都は極暗褐色土を呈する。覆土中には小礫が少量観察される。

[壁・底面]壁高は西壁 7 cm。 南壁22cmであり、東壁及び北壁は残存していない。壁は底面から外傾しなが

ら緩やかに立ち上がる。底面は平坦な部分はわずかであり、全体に皿状を呈している。構築時の掘り込みは

Ⅲ層まで行われている。

[ピ ット]検出されなかった。

[小結]底面が皿状を呈しており、最深部からの覆土は50cmを測り、非常に厚く堆積している。

遺物 (第92図・写真図版95・ 118)

[出土状況]遺構覆土などから出土している。

[土器]No284～ 286。 いずれも覆土からの出土。

[石器]XTo915敲磨器類、h1413自然礫。

時期 他遺構との重複関係及び出土遺物から、縄文時代中期中葉に所属すると考えられる。   (北 田)

SX12竪 穴住居状遺構
遺構 (第48図・写真図版52)

[位置 。検出状況]Ⅱ B3dグ リッド付近に位置する。 I層 を除去し、Ⅲ層黄褐色粘土質土上面で遺構検出を

行ったところ、黒褐色土が調査区外へと続く半楕円形プランで拡がりを見せたため、遺構を想定し、セクシ

ョンベルトを設定して確認を行った。掘り下げの結果、検出面から約45cmの 深さで底面に達した。しかし、

炉が存在しないことから竪穴住居状遺構と判断して精査を進めた。

[重複関係]他遺構との重複関係はない。

[規模・平面形]規模は残存値で、長軸方向で約(475)cm、 短軸方向で約(200)cmの隅丸方形プランを呈すると

考えられる。深さは残存値で約45cm、 底面の面積は約(4.0)だである。

[覆土]黒褐色土と褐色土の 2層 に大別され、上部は小礫を少量混入する黒褐色土、下部は炭化物を微量混

入する褐色土を呈する。

[壁・底面]壁高は西壁48cmであり、東壁・南壁・北壁は残存していない。壁は底面から外傾しながらほぼ

垂直に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。また、構築時の掘り込みはⅢ層まで行われている。
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[ピ ット]4基検出しているが、規則性は見られない。

[小結]遺構東側は調査区外に延びるため、定かではないが、出土遺物が早期に限られることが特筆する事

項である。

遺物 (第92・ 105図・写真図版95'103)

[出土状況]遺構覆土上位から微量出上している。

[土器]血287～ 289。 いずれも覆土上位からの出土。

[石器]血460尖頭器。

時期 出土遺物から、縄文時代早期中葉に所属すると考えられる。              (北 田)

(3)土坑 (SK)

計54基検出した。土坑を説明するために、遺構の位置・検出状況、他遺構との重複関係、遺構の形状及び

規模、覆土の状態、出土遺物、推定される形成時期について記載を行う。

SK01土 坑 (第49図・写真図版53)

[位置 。検出状況]I C8bグ リッドに位置する。 I層直下のⅢ層上面で検出した。

[重複関係]な し。

[形状 。規模]開口部径200cm× 90cmの長方形を呈する。断面形は橋鉢形で深さ38cmを測る。ただし遺構上

面は削平されている。

[覆土]暗褐色土主体で構成される。

[出土遺物]な し。

[時期]時期は不明である。

SK02土 坑 (第49図 。写真図版53)

[位置・検出状況]I C7bグ リッドに位置する。 I層直下のⅢ層上面で検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]開口部径76cm× 63cmの円形を呈する。断面形は皿形であり、深さは20cmを測る。ただし遺

構上面は削平されている。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[出土遺物 (第93図・写真図版85)]No290土 器が覆土から出土している。

[時期]縄文時代の遺構と考えられる。

SK03土 坑 (第49図・写真図版53)

[位置・検出状況]I C9bグ リッドに位置する。 I層直下のⅢ層上面で検出した。

[重複関係]SЮl竪穴住居跡と重複し、本遺構が切られている。

[形状・規模]開口部径180× 150cmの 円形を呈する。断面形は橋鉢形を呈し、深さは65cmを測る。ただし遺

構上面は削平を受けている。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[出土遺物]な し。
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第4表 土坑一覧表

種別 番号
位置 (グリッ
ド)

検出層位
規模 (m)

平面形 断面形 覆上の状浙 付属施設 所属時期 重複関係
長軸 短 軸 深 さ

1 I C8b Ⅲ層上面 長方形 揖鉢形 2層構成 時期不明

2 I C7b Ⅲ層上面 円形 皿 形 2層構成 縄文時代

3 I C9b Ⅲ層 上面 精円形 揖鉢形 6層構成 縄文時代 S101よ り古

4 I C10c Ⅲ層上面 円形 信鉢形 8層構成 副穴 1基 縄文時代

5 I C10b Ⅲ層上面 61 楕 円形 ―カー形 7層構成 縄文中期

6 E Dlb Ш層上面 円形 悟鉢形 8層構成 縄文中期以前

7 C9i Ⅲ層上面 6 円形 精鉢形 6層構成 縄文前期

SK Ⅲ層上面 円形 袋形 9層構成 縄文後期

SK 9 C9a S118床 面 精円形 悟鉢形 4層特成 縄文前期後葉以前 S118より古

SK 0 B10j Ⅲ層上面 糖 円形 播鉢形 4層特成 縄文時代

SK I C10b Ⅲ層上面 74 円形 ―カー形 7層構成 縄文前期後葉

SK Ⅱ Clh Ⅲ層上面 精円形 皿形 7層構成 縄文時代

SK 8 Ⅱ D5a Ⅲ層上面 円形 括鉢形 8層構成 縄文時代

SK 4 Ⅱ Dlc Ⅲ層上面 精 円形 悟鉢形 9層構 成 縄文時代 S105・ 22より古

SK C6b S124床 面 9 楕円形 播鉢形 6層構成 縄文前期後案以前 S124よ り古

SK C7c S124床面 円形 袋形 5層構成 縄文前期後葉以前 S124より古

SK 17 C6b S124床 面 [〔 不整形 皿形 4層構成 縄文前期後葉以前 S124より古

SK C9e Ⅲ層上面 円形 皿形 12層構成 縄文中期

SK C10i Ⅱ層上面 楕円形 皿形 縄文中期

SK Ⅲ層上面 不 リ 楕円形 皿形 H層構成 縄文中期中葉
S118よ り新 S102・ 16・ 21・

SX01・ 03・ 04・ 08より古

I B9c Ⅲ層上面 円形 フラスコ形 7層構成 副穴 1基 縄文時代

SK Ⅲ層上面 円形 皿形 縄文時代

I B10b Ⅲ層 上 面 1( 2と 円形 皿形 2層構成 縄文時代 SA02p3よ り古

Ⅱ Blb Ⅲ層上面 11〔 円形 皿形 8層構成 縄文中期末葉 SK25

Ⅱ Blb Ⅲ層上面 円形 皿形 3層構成 縄文時代 SK24

Ⅱ A2h S129覆土 楕円形 播鉢形 7層構成 鶴文中期末葉以降 8129より新

I Ble S127覆土 円形 悟鉢形 単一層 鶴文前期後葉以降 S127より新

I B2b Ⅲ層上面 楕円形 ビーカー形 6層構成 鶴文中期 Ы36・ 37より新 SK30よ り古

I B2b Ⅲ層上面 円形 ビーカー形 9層構成 鶴文中期中葉 Ы86,37より新

SK I B2b Ⅲ層上面 4 円形 ビーカー形 2層構成 底 面 に焼 土 鶴文中期中葉 SK32 S138

SK I E5f Ⅲ層上面 7′ 精円形 揖鉢形 隠文時代

SK I B8g Ⅲ層上面 1 7 円形 ビーカー形 5層構成 隠文中期

SK I B2a Ⅲ層上面 円形 ビーカー形 6層構成 副穴1基 鶴文中期 SF02

SK Ⅱ B2b Ⅲ層上面 4 円形 ビーカー形 5層構成 鶴文中期末葉 Ы36・ 87より新

SK Ⅱ Bla Ⅲ層上面 4 円形 袋形 3層構成 副穴1基 隠文 中期 SA03p4よ り古

SK I B10c Ⅲ層上面 1 円形 皿形 単一層 健文時代 SA01p4よ り古

SK Ⅱ Blc Ⅲ層上面 4 1 精円形 皿 形 隠文時代

SK Ⅱ Bld Ⅲ層上面 11 円形 ビーカー形 8層構成 鶴文中期末葉 S133～ 35より新

SK II Blc Ⅲ層上面 11 11 円形 袋形 鶴文中期末葉 S133～ 35より新

SK I B10d S127床 面 円形 ビーカー形 6層構成 健文中期 S127、 SX09より新

SK I Bld Ⅲ層上面 円形 悟鉢形 4層構成 鶴文中期 SA02,4

SK Ⅱ E5d Ⅲ層上面 円形 悟鉢形 3層構成 鶴文時代

SK Ⅱ A2f Ⅲ層上面 円形 袋形 5層構成 健文時代

SK Ⅱ Blc Ⅲ層上面 1 不整形 皿形 単一層 底面に炭化物 鶴文中期 S127より新

SK I B3c Ⅲ層上面 精円形 皿 形 5層構成 健文中期 SK46より古

SK I B3c Ⅲ層上面 長方形 鍋底形 5層構 成 健文中期 SK45より新

I B2c Ⅲ層上面 11 楕円形 悟鉢形 3層構成 健文中期 S138より古

Ⅱ B2b Ⅲ層 上面 楕円形 播鉢形 5層構成 健文 中期 SK49

Ⅱ B2b Ⅲ層上面 11 1 精円形 皿 形 3層構成 健文中期 SK48

Ⅱ B2c Ⅲ層上面 11 円形 ビーカー形 8層構成 健文時代

Ⅱ Alf Ⅲ層上面 楕円形 皿形 単一層 近現代 ?

Ⅱ B2d Ⅲ層 上面 円形 括鉢形 健文中期末葉以前

I E6c Ⅲ層上面 1〕 円形 悟鉢形 健文中期 S140・ 41より刃晴

皿層上面 楕円形 ビーカー形 2層以上 饉文中期 SR01よ り新

第4表 土坑 (SK)一覧表
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[時期]出土遺物を欠いているが、縄文時代の遺構と考えられる。

SK04土 坑 (第49図 。写真図版53)

[位置・検出状況]I C10c～ 10dグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]開口部径170× 165cmの円形を呈する。断面形は橋鉢形を呈し、深さ107clllを 測る。底面には

副穴 1基を伴う。

[覆土]暗褐色土主体で構成される。

[出土遺物]な し。

[時期]出土遺物を欠いているが、縄文時代の遺構と考えられる。

SK05土 坑 (第49図・写真図版54)

[位置・検出状況]I C10bグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]開田部径145× 125clllの 円形を呈する。深さは67clllを 測り、断面形はビーカー形を呈する。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[出土遺物 (第 93・ 107図・写真図版85・ 103)]血 291～ 293土器、血496石鏃が覆土から出土している。

[時期]出土遺物から、縄文時代中期の遺構と考えられる。

SK06土 坑 (第50図・写真図版54)

[位置・検出状況]Ⅱ Dlbグ リッドに位置する。Ⅲ層上面でS105竪穴住居跡プランと重複して検出した。

[重複関係]S105竪穴住居跡と重複しており、本遺構が切られている。

[形状・規模]開口部径185× 181cmの 円形を呈する。断面形は橋鉢形であり、深さは75cmを測る。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。覆土最上面には十和田中諏火山灰が 3cmの厚さで堆積する。

[出土遺物]な し。

[時期]重複関係から、縄文時代中期以前の遺構と考えられる。

SK07土 坑 (第50図 。写真図版54)

[位置 。検出状況]I C9iグリッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]開口部径161× lЪcIIlの 円形を呈する。断面形は悟鉢形であり、深さは65cmを測る。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。覆土最上面には十和田中諏火山灰が二次堆積分も含め、約10cmの厚さ

で堆積する。

[出土遺物]な し。

[時期]覆土の状況から、縄文時代前期の遺構と考えられる。

SK08土 坑 (第50図・写真図版54)

[位置・検出状況]I B6iグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。
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ＳＫ。‐

ス

SK02 SK03

SK03
1 10YR2/1 黒色 シル ト 粘性中 しまり中
2 10YR2/3 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中
10YR5/8黄褐色土粒50%
3 111YR2/3 黒裾色  シル ト 粘性強 しまり中
焼土粒 1%
4 10YR″ 8 黄橙色 粘性なし しまり強
To Cu
5 10YR3/4 暗褐色 粘性中 しまり強
10YR2/2黒褐色土プロック5%
6 10YR3れ  暗褐色 粘性中
角礫(3～ 4cm】 0%

と  し‐186600m

SK05
1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中
10YR5お褐色ブロック(1～ 2cm)1%、 焼土 炭化物粒1%以下
2 75YR3/3暗褐色 粘土質シルト 粘性強 しまり中
10YRr。 /6褐色ブロック(1～2cm)1%,焼 土 炭化物粒1%以下
3 75YR3/2黒褐色 粘土質シルト 粘性強 しまり中
1と 同じプロツク1%
4 10YR3/2黒褐色と10YR5おのIF_土 (6:41
粘土質シルト 粘性中 締まり中
5 10YR3/1 黒褐色 粘土 粘性強 しまり中
6 10YR3/2 黒褐色 粘土 粘性強 しまり強
7 75YR3/2黒 褐色シルトと10YR5/6の 混土(5:5)粘土

名

SK02
1 10YR2/3 黒掲色 シル ト
粘性中 しまり中
2 10YR3/4 暗褐色  シル ト
粘性中 しまり中
角礫混入

名

亀

I塾_L=187200m

SK01
1 10YR2/2 黒褐色  シル ト
小礫混入

2 10YR3/3 暗褐色 シル ト
小礫混入

粘性中 しまり中

粘性中 しまり中

SK04

ＳＫ０５
哲
起

二

名

μ二 L=188200m

SK04
1 75YR3/3 暗褐色 ンル ト 粘性中 しまり中
2 75YR3/25 黒褐～暗褐色 シル ト 粘性中 しまり中
褐色土粒 (～ 2mm)3%、 炭化物粒〈lcm)3%
75YR5/6明 褐色粘土(地 山)ブロック10%
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中
炭化物紅 (同 )5% 地山ブロック3%
4 75YR73 褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり弱
炭化物粒 (同 )3%
5 75YRク4 褐～にがい褐色 粘土質ンル ト 粘性中 しまり中
75YR3/2等 (7、 4、 3層等)ブロック(～ 10cm)10%
6 4層 と 75YR5/6 明掲色の混土
7 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト
地山土モヤ状に2%
8 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト
地山土モヤ状に5%

粘性強 しまり中

粘性中 しまり中
0             1160            3m

第49図 SK01・ 02・ 03・ 04・ 05土坑

X
続 L封 87 ЮOmL‐ 1883釧3m

①
が
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[重複関係]な し6

[形状 。規模]開口部径75× 66clllの円形を呈する。断面形は袋形であり、深さ80clllを測る。

[覆土]暗褐色土主体で構成される。覆土中位には炭化物および焼土の薄い堆積がみられた。

[出土遺物 (第93図・写真図版95・ 117)]土器は血294が底面直上から、血295が覆土中位から出土している。

また石器はNo883敲磨器類が出土している。

[時期]出土遺物から、縄文時代後期の遺構とをえられる。

SK89土 坑 (第50図・写真図版55)

[位置 。検出状況]I C9aグリッドに位置する。S118竪穴住居跡床面のⅢ層上面で検出した。

[重複関係]S118竪穴住居跡と重複しており、これに切られている。

[形状・規模]開日部径206× 104cmの楕円形を呈する。断面形は悟鉢形で深さ50cmを測る。

[覆土]暗褐色土を主体とする。

[出土遺物]な し。

[時期]重複関係から、縄文時代前期後葉以前に所属すると考えられる。

SK10土 坑 (第50図・写真図版55)

[位置 。検出状況]I B10iグリッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]開口部径170× 80clllの楕円形を呈する。断面形は楯鉢状で深さ48cmを測る。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[出土遺物 (写真図版124)]血 1069敲磨器類が出土している。

[時期]出土遺物から、縄支時代の遺構と考えられる。

SKll土 坑 (第51図・写真図版55)

[位置・検出状況]I C10bグリッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]163× 144cmの円形を呈する。断面形はビーカー形であり、深さは77cmを測る。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[出土遺物 (第93図 。写真図版95ほか)]土器はh296～ 298が覆土中位から出上している。また石器はh884

敲磨器類、血1351礫石錘、No1464自 然礫が出土している。

[時期]出土遺物から、縄文時代前期後葉の遺構と考えられる。

SK12土 坑 (第51図・写真図版55)

[位置・検出状況]Ⅱ Clhグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]180× 135cmの楕円形を呈する。断面形は皿形であり、深さは40cmを測る。

[覆土]黒褐色土主体で構成されるが、地山ブロックが多量に混入する。

[出土遺物]な し。
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ＳＫ０６＞

ぜ

占

碑差 L‐ 1860110m

SK07
1 10YR/3 黒褐色 シルト 粘性中 しまり強
炭化物プロック5%、 角礫13～4cm)2%
2 10YRν 4 暗褐色 シルト 粘性強 しまり強
10YR4/4 掲色土粒5%
3 10YRν 4 褐色 粘土質シルト 粘性強 しまり中
4 10YRγ 3 暗褐色 シルト 粘性強 しまり中
5 10YR4/6 褐色 粘土質シルト 粘性強 しまり中
10YR3/4 暗褐色土プロック5%
6 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性強 しまり強

SK10

ド

~tと

よ々り
南へlm

SK09

当 耗ュ銘

しまり中
しまり中

SK09
1 10YR2ν 3 黒褐～暗褐色 シルト 粘性中 しまり中
亜角礫(1～ 2cm)3%、 焼土・炭化物粒2%
2 10YR35れ  暗褐～褐色 ンルト 粘性中 しまり強
亜角礫(1～ 3cm13%
3 10Y馳/3 にぶい責褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり強
亜角礫住～3cm)3%
4 10YR5//6 黄褐色 粘土質シルト 粘性強 しまり中
角～亜角礫(1～ 3cmll%

SK10
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 粘性弱 しまり強
亜角礫(1～2cm)1%以下
2 10YR3/2 黒褐色 ンルト 粘性弱 しまり中
亜角礫は～2cm)焼土粒・炭化物粒(微細)1%以下
3 10YRν 25 黒褐～暗褐色 シルト 粘性中 しまり中
4 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中
亜角礫(1～ 2cm)1%

しまり中
しまり中
しまり中

しまり弱
しまり中

第50図 SK06・ 0フ・08・ 09・ 10土坑

SK06
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 粘性強 しまり中
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性強 しまり中
礫(1～ 2cm)1%
3 10YR″ 3 黒褐色 シルト 粘性強 しまり中
4 10YR4/6 褐色 粘土質シルト 粘性強 しまり中
10YR3/3 暗褐色土プロック5% 地山 ?
5 10YR2/3 黒褐色 シルト 粘性強 しまり強
炭化物粒1%
6 10YR2/2 黒褐色 シルト 粘性強 しまり中
7 10YR2/3 黒褐色 シルト 粘性強 しまり中
ЮYR4/6 褐色±10%
8 T∈Cu

ＳＫ０８

Ａ

西ヘュm
S

と  と‐1881100m ヽ

SK08
1 10YR3/3 暗掲色 粘土質シル ト 粘性強 しまり強
礫 (3～4cmⅢ l%
10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 粘性強
10YR2/1 黒色 粘土質シルト 粘性強
10YR5/6 黄褐色土粒5%
3と 同じ
10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 粘性強
10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 粘性強
10YR3ん  暗褐色 粘土質シルト 粘性強
5YR3/4 暗赤褐色焼土 モヤ状に混入
10YR3/3 暗掲色 粘土質シルト 粘性強
10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 粘性強
10YR5/8 黄褐色土粒5%
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I       [形 状・規模]90× 79clllの円形を呈する。断面形は袋形を呈し、深さ62cmを測る。

|       [覆 土]黒褐色土主体で構成される。

[時期] 遺構形態から、縄文時代の遺構と考えられる。

SK13土 坑 (第51図・写真図版56)

[位置・検出状況]Ⅱ D5aグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]185× 160clllの 円形を呈する。断面形は指鉢形であり、深さは82cmを測る。

[覆土]暗褐色土主体で構成される。

[出土遺物]な し。

[時期]遺構形態から、縄文時代の遺構と考えられる。

SK14土 坑 (第51図・写真図版56)

[位置 。検出状況]Ⅱ Dlcグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[重複関係]S105。 S122竪穴住居跡と重複し、これに切られる。

[形状・規模]275× 130cmの楕円形を呈する。断面形は橋鉢形を呈し、深さは125cmを測る。

[覆土]暗褐色土主体で構成される。

[出土遺物]な し。

[時期]遺構形態から、縄文時代の遺構と考えられる。

SK15土 坑 (第52図・写真図版56)

[位置・検出状況]I C6bグ リッドに位置する。S124竪穴住居跡床面で検出した。

[重複関係]S124竪穴住居跡と重複し、これに切られる。

[形状・規模]265× 100cmの精円形を呈する。断面形は橋鉢形であり、深さ93clllを 測る。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[出土遺物]な し。

[時期]重複関係から、縄文時代前期後葉以前の遺構と考えられる。

SK16土 坑 (第52図・写真図版56)

[位置・検出状況]I C7cグリッドに位置する。S124竪穴住居跡床面で検出した。

[重複関係]S124竪穴住居跡と重複し、これに切られている。

[出土遺物 (第 127図・写真図版117・ 120)]h885,958敲 磨器類、陥1414自 然礫が出土している。

[時期]重複関係から、縄文時代前期後葉以前の遺構と考えられる。

SK17土 坑 (第52図・写真図版57)

[位置・検出状況]I C6bグ リッドに位置する。S124竪穴住居跡床面で検出した。

[重複関係]S124竪穴住居跡と重複しており、これに切られている。

[形状・規模]185× 160cmの不整形である。断面形は皿形であり、深さ15cmを測る。
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SK12

SK12
1 75YR4れ  褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり強
10YR3/2 黒褐色粘土質シル トと 75YR5/6明 褐色粘土質ンル トの混土(5
2 10YR3/2 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中
75YR5/6 明褐色土ブロック12cm)10%
3 75YR5/6 明掲色 粘土質シル ト 粘性中 しまり強
10YR3カ  黒褐色土プロック(5cm)10%
4 10YR3/2 黒褐色 シル ト 粘性弱  しまり強
75YR5/6 明褐色土プロック(lCm)5%
54と 同様 混入±10%
6 75YR5/6 明褐色  ンル ト 粘性弱  しまり強
10YR3/2 黒掲色土ブロック(lCm)30%
7 10YR3/1 黒掲色 シル ト 粘性弱 しまり強
75YR5/6 明褐色土プロック(lcm)10%

4

亀

SKll
l 10YR3冷  黒褐～暗褐色 シル ト 粘性弱  しまり中
焼土粒 2%、 炭化物粒 3%、 亜角礫住～2cm)2%
2 10YR2々  黒掲色 シル ト 粘性中 しまり中
混入物は1と 同じ

3 10YR2/2 黒褐色  シル ト 粘性中 しまり中
炭化物粒59る、焼土粒2%、 亜角礫 (1～ 3cm)3%
4 10YR2/2 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり弱
75YR4/4褐 色粘土質シル トが ブロック状(lcm程 )に釣%、
亜角礫 (1～3cm)、 焼土 炭化物粒 29る
5 75YR3/4 暗掲色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中
1～2mmの褐色土粒 5%、 焼土粒、炭化物粒 1%、 lcm以下の亜角礫2%
6 75YR4れ  暗褐～褐色 粘土質シル ト 粘性強 しまり中
混入物は5と 同じ

7 10YR4/6 褐色 粘土 粘性強  しまり強
亜角礫(1～ 5cm)5%、 掘 り過 ぎ

し‐1835110m

13

10YR3れ 暗褐色 粘土質シル ト 粘性強 しまり中
10YR2/3 黒掲色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中
10YR6/8 明黄褐色土粒3%
10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 粘性強 しまり強
10YR6/8 明黄掲色土粒3%
10YR73 1こがい黄褐色 粘土 粘性強 しまり中
10YR4/4 褐色 粘土  粘性強 しまり強
10YR4/3 にがい黄褐色 粘土 粘性強 しまり強
10YR2/3 黒褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中
10YR4/3 にがい黄褐色 粘土モヤ状に50%
10YR4ん  にがい黄褐色 粘土 粘性中 しまり中

0              1,60             3m

ヽ

ASK44

SK14
10YR3/4 暗褐色
炭化物粒2%
10YR5/6 黄褐色
10YR3/3 暗褐色
10YR4/6 褐色
炭化物粒 1%
75YR4/4 褐色
うすい焼土 ?

10YR4れ  褐色
炭化物粒1%
10YR3/3 暗褐色
炭化物粒1%

シルト 粘性強 しまり強

粘土質シルト 粘性強 しまり強
シ,レ ト 粘性強 しまり強
ンルト 粘性強 しまり強

シルト 粘性強 しまり強

シルト 粘性強 しまり強

ンルト 粘性強 しまり強

10YR3/3 暗褐色  シル ト 粘性強 しまり強
75YR4/4褐 色(う すい焼土 ?)30%
10YR5/6 黄褐色 粘土質シル ト 粘性強  しまり強
角礫o～ 4cm汚 %

第51図 SKll・ 12・
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[覆土]暗褐色土主体で構成される。

[出土遺物]な し。

[時期]重複関係から、縄文時代前期後葉以前の遺構と考えられる。

SK18土 坑 (第52図・写真図版57)

[位置・検出状況]I C9eグリッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]810× 610cmの 円形を呈する。断面形は皿形を呈し、深さは80cmを測る。

[覆土]暗褐色土主体で構成される。

[出土遺物 (第93図・写真図版96ほか)]土器は血299～ 302が出土しており、いずれも覆土からである。また

石器は配886～ 891敲磨器類、血938,1028,1142敲 磨器類、No1352礫石錘が出土している。

[時期]出土遺物から、縄文時代中期の遺構と考えられる。

SK19土 坑 (第53図 。写真図版57)

[位置・検出状況]I C10iグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[重複関係]SK07土坑と重複しており、これに切られている。

[形状・規模]940× 770cmの精円形を呈する。断面形は皿形で、深さは100cmを測る。

[覆土]未記録。

[出土遺物 (第94図・写真図版96)]土器は血303～ 306が出土しており、いずれも覆土からの出土である。ま

た石器は配1415自 然礫が出土している。

[時期]出土遺物から、縄文時代中期の遺構と考えられる。

SK20土 坑 (第53図 。写真図版57)

[位置 。検出状況]I B8iグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[重複関係]S102'16・ 21竪穴住居跡、SX01・ 03・ 04・ 08竪穴住居状遺構と重複しており、これに本遺構が

切られている。また、S118竪穴住居跡と重複しており、本遺構が切っている。

[形状 。規模]770× 680cmの楕円形を呈する。断面形は皿形を呈し、深さは100cmを測る。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[出土遺物 (第94図・写真図版85'96イまか)]土器はh307～ 316が出土しており、配307～ 310が覆土下位、No

312,313が覆土上位、そのほかは覆土からの出土である。また、石器では配479石鏃、血596ス クレイパー類、

血660二次加工ある剥片、No752切 断 ?石器、No762磨 製石斧、h810礫器類、No892,916,939,979,1063敲磨器類、

No1309台石類が出土している。

[時期]出土遺物から、縄文時代中期中棄の遺構と考えられる。

SK21土 坑 (第54図・写真図版58)

[位置・検出状況]I B9cグリッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層上面で暗褐色土の広がりとして検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]開田部径95× 95cmの 円形を呈する。断面形は袋形で、深さは60cmを測る。底部中央付近に開口
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SK16

SK15
1 10YR3/2 黒褐色  シル ト 粘性弱  しまり強
亜角礫住～5cm)褐色パ ミス粒〈～lcm)5%、 炭化物粒 1%
2 10YR4/4 褐色  シル ト 粘性中 しまり強
亜角礫(1～5cm)褐色パ ミス粒 (～ lcm)5%、 炭化物粒 1%
3 10YR5/4 褐～にぶい黄褐色 シル ト 粘性中 しまり強
亜角礫〈1～ 5cm)褐色パ ミス粒 (～ lcm)5%、 炭化物粒 1%
4 10YR5/6 黄褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中

SK17

I望
と  L‐ 188400m

_全!il:`|〔

:iiり

4

難ク

亜角礫(1～ 3cm)5%
5 10YR4/6 掲色 粘土 粘性強
亜角礫(～ lcm)1%
6 10YR4/5 褐色 粘土質シル ト
亜角礫 (1～3cm)3%

しまり中

粘性中 しまり中

SK16
1 75YR4れ  にぶい赤褐～褐色 シルト 粘性中 しまり強
角礫12～ 5cm)3%、 炭化物粒1%以下、焼土、柱穴 ?
2 10YR5/6 黄褐色 シルト 粘性弱 しまり強
角礫?～5cm)1%
10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性中 しまり中
褐色土粒 (2～3mm)5%
10YR3/2 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中
褐色土粒 1%
5 10YR4/6 褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中
亜角礫 (～ lcm)3% 掘 り過ぎ ?

SK17
1 25YR4/6 赤褐色 シル ト 粘性なし しまり強
角～亜角礫 (1～ 5cm13%
2 75YR3/3 暗褐色  シル ト 粘性なし しまり強
被熱層 角～亜角礫 (1～ 5cm)3%
3 10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性なし しまり強
焼土 炭化物粒 1%、 角～亜角礫(1～ 5cm)3%
4 10YR3/2 黒褐色 シル ト 粘性弱  しまり強
焼土・炭化物粒 2%、 角～亜角礫t～5cm)3%

SK18
10YR4/3 にぶい黄褐 粘土質シル ト 粘性強 しまり強
10YR2/1 黒色 粘土質シル ト 粘性強  しまり強
10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性強 しまり中
10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性強  しまり中
小礫Ю%混入
4よ り礫が若干多い

10YR3/3 暗褐色 シルト
T∈Cu
101rR3/4 暗褐色 シルト
黒褐色 黄褐色土粒1%混入
9 10YR17/1 黒色 粘土質シル ト 粘性強 しまり強
10 75YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性中 しまり強
小礫5%混 入
11 10YR5/3 にぶい黄褐色  シル ト 粘性強  しまり強
12 10YR5お 黄掲色 粘土質シル ト
13 10YR2/3 黒掲色  シル ト 粘性中 しまり強
小礫 1%混入
14 10YR4れ 褐色 粘土質シル ト 粘性強 しまり強
小礫 1%混入

0               1:80              4m

SK18

粘性強  しまり強

粘性強 しまり強

第52図 SK15。 16・ 17・ 18土坑

し‐188700m

-105-



部径22cm、 深さ20cmの副穴 1基を伴う。

[覆土]炭化物粒を含む暗褐色土主体で構成される。

[出土遺物 (写真図版138)]No1343礫石錘が出土している。

[時期]遺構形態から、縄文時代の遺構と考えられる。

SK22土 坑 (第54図・写真図版58)   _

[位置。検出状況]I B9bグ リッド付近に位置する。 I層直下のⅢ層上面で明黄褐色土ブロックを含む暗褐色

土の広がりとして検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]開口部径162× 159cmの 円形を呈する。断面形は皿形で、底面はほぼ平坦である。深さは20cmを

測る。

[覆土]暗褐色土主体で構成される。Ⅲ層明黄褐色粘土質土を多量に含む。底面には炭化物の広がりが確認

された。

[出土遺物]な し。

[時期]遺構形態から、縄文時代の遺構と考えられる。

SK23土 坑 (第54図・写真図版58)

[位置・検出状況]I B10bグリッドに位置する。Ⅲ層上面で暗4JJ色土の広がりとして検出した。

[重複関係]SA02柵列 p3に切られる。

[形状・規模]開口部径125× 114cmの円形を呈する。断面形は皿形で、深さは25cmを測る。

[覆土]明黄褐色粘土質土ブロックを含む暗褐色土主体で構成される。

[出土遺物]な し。

[時期]遺構形態から、縄文時代の遺構と考えられる。

SK24土 坑 (第54図・写真図版58)

[位置・検出状況]Ⅱ Blbグ リッドに位置する。検出面はⅢ層上面で暗褐色土の広がりとして確認した。検出

時点からSK25土坑との重複が確認されたが、新旧関係が判定できなかったため同時に精査を進めた。

[重複関係]SK25土坑と重複しているが、新旧関係は不明である。

[形状・規模]開口部径115× 112cmの 円形を呈する。断面形は皿形であり、壁面はやや内湾し底面中央にかけ

て緩やかに傾斜する。深さは最深部で38cmを測る。

[覆土]暗褐色土主体で構成される。明黄褐色粘土質土ブロックを少量含む。

[出土遺物 (第94図 。写真図版96・ 127)]土器は血317,318が 出土しており、いずれも覆土からである。また石

器はNol143敲磨器類、h1416自然礫が出土している。

[時期]出土遺物から、縄文時代中期末葉の遺構と考えられる。

SK25土 坑 (第54図・写真図版58)

[位置。検出状況]Ⅱ Blbグ リッドに位置する。検出面はⅢ層上面で暗褐色土のプランとして確認した。

[重複関係]SK24土坑と重複しているが、新旧関係は不明である。
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SK20

SK20
1 10YR3/2 黒褐色 ンルト 粘性弱 しまり中
焼土粒、炭化物粒1%以下
2 10YR25/2 黒褐色 シル ト 粘性弱 しまり強
円礫(～ 3clm11%以 下、炭化物粒1%以下
3 ■5YR3/3 暗褐色 シルト 粘性弱 しまり中
亜角～円礫(lcm、 褐色多い)2% 炭化物粒1%以下
4 75YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中
亜角～円礫(1～2cm、 禍色多い)執、焼土 炭化物粒1%以下
5 7う YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中
亜角～円礫(1～2cm、 褐色多い)認、焼土・炭化物粒1%以下
6 75YR2/1 黒色 粘土質シルト 粘性中 しまり中
亜角～円礫(1～2cm、 褐色多い)3%、 焼土・炭化物粒1%以下
7 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中
亜角～円礫は～2cm、 褐色多い)3%、 焼土・炭イと物粒1%以下
8 19YR3/1 黒～黒褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中
亜角～円礫a～ 3cm、 褐色多い)3%、 焼土・炭イと物粒1%以下
9 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中
亜角～円礫o～ 3cm、 褐色多い)3%、 焼土・炭化物粒1%以下
10 75YR3/3 暗褐～褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中
亜角～円礫(1～2cm、 褐色多い)2%、 焼土・炭化物粒なし
11 75YR4/6 褐色 粘土 粘性強 しまり強
約lcm程の亜角典 掲色)1%

名

断面なし

第53図 SK19・ 20上坑

0             1:80           4m
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[形状・規模]開口部径108× 118cmの 円形を呈する。断面形は皿形であり、底面はほぼ平坦である。深さは20

cmを瀕Jる。

[覆土]明黄褐色粘土質土を含む暗褐色土主体で構成される。

[出土遺物]な し。

[時期]縄文時代の遺構と考えられる。

SK26土 坑 (第54図 。写真図版59)

[位置・検出状況]Ⅱ A2hグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で暗褐色土の広がりとして検出した。

[重複関係]S129竪穴住居跡と重複し、これを切る。

[形状・規模]開田部径206× (175)cmの楕円形を呈する。遺構の北東部分は大きく削平されており、正確な

規模・形状は不明である。深さは100cmを測る。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[出土遺物]な し。

[時期]重複関係から、縄文時代中期末葉以降の以降と考えられる。

SK27土 坑 (第55図・写真図版59)

[位置。検出状況]Ⅱ Bleグ リッドに位置する。S127竪穴住居跡プラン内で黒色の円形プランとして確認した。

[重複関係]S127竪穴住居跡と重複しており、これを切っている。

[形状・規模]開口部径96× 87cmの 円形を呈する。底面は平坦ではなく、尖った形状をしている。深さは29cm

を測る。

[覆土]黒色土の単一層で構成される。

[出土遺物 (第H3図・写真図版103'106)]血 480石鏃、配569ス クレイパー類が出土している。

[時期]重複関係から、縄文時代前期中～後葉以降の遺構と考えられる。

SK28土 坑 (第55図・写真図版59)

[位置・検出状況]Ⅱ B2bグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で黒褐色土の広がりとして検出した。

[重複関係]S136'37竪穴住居跡と重複しており、これを切る。また、SK30土坑に切られる。

[形状・規模]開口部径163× 109cmの楕円形を呈する。底面は平坦であり、壁面はやや内傾しながら立ち上が

る。深さは最深部で135cmを測る。

[覆土]6層から構成される。十和田中撤火山灰や炭化物粒を含む黒褐色土を主体とする。

[出土遺物 (第94図 ・写真図版96ほか)]土器は血319～ 326が出土しており、血319,320が覆土下位、配

325,326が覆土上位～中位、そのほかは覆土からである。また、石器ではNo472石鏃、No700微細剥離痕ある剥

片、No783礫器類、No817,980,981,1144,1184,1223敲 磨器類、恥1328台石類、No1361球石、血1417～ 1420,1447自

然礫が出土している。

[時期]出土遺物から、縄文時代中期の遺構と考えられる。
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SK22
SK21

第54図 SK21・ 22・ 23・ 24。 25・ 26土坑

A/
辞
黎ギ
＼ヽ
東へlm

LA L‐ 18541111m

SK21
1 10Y驚 76 明黄褐色粘上 粘性弱 しまり強
地山
2 10YR4/4 褐色 ンルト 粘性やや弱 しまり中
炭化物を多量に含む炭化物層
3 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性やや弱 しまりやや強
炭化物2%、 10YR5/8黄褐色粘土 (地山)5%
4 10YR4/4 掲色 シルト 粘性やや弱 しまりやや強
炭化物2%、 10YRν 8黄褐色粘土 (地山)5%
5 10YRν 4 暗褐色 ンルト 粘性やや弱 しまりやや強
炭化物1%、 10YRν 8黄褐色粘土 (地山)2%
6 10VR3れ  暗褐色 シルト 粘性やや弱 しまりやや強
炭化物1%、 10YRν 8黄褐色粘土 (地山)7%
7 記載無し

韓�

SK23
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 粘性やや弱 しまり中～やや強
10YR6/6 明黄褐色粘土質シルト5%、  炭化物1%
2 10YR3れ  暗褐色シルトと10YR6//6明 責褐色粘±10%の混土
粘性やや弱 しまり中～やや強

と‐185200m

SK26
1 10YR2/3 黒褐色 シルト 粘性中 しまりやや弱
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 粘性中 しまりやや弱
褐色土粒微量混入
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 粘性中 しまりやや弱
黒色土モヤ状に5%混入
4 10YR2/1 黒色 シルト 粘性中 しまりやや弱
黒褐色土、褐色土モヤ状に混入 決化物1%
5 10YR3/3 暗褐色 シルト 粘性やや強 しまり中
黒褐色土、褐色土まだらに混入
6 5と ほぼ同じ(5よ り褐色上の割合が多い)
75と ほは同じ

ＳＫ２６×
SK24

SK24 25
1 10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性やや弱  しまり中
10YR6/76 明黄褐色粘土質シル ト(地 山)プロック3%、 炭化物 1%
2 10YR3/4暗褐色シル トと10YR4/6褐色粘土質シル トの混土
粘性やや弱  しまり中 炭化物 1%
3 10YR6//4に ぶい黄橙色粘土ンル トとloYR3//4暗 褐色シル トの混土

粘性やや弱 しまり中

ぜ

ヽ

ヽ

述
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SK29土 坑 (第55図・写真図版59)

[位置・検出状況]Ⅱ B2cグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で黒褐色の広がりとして検出した。

[重複関係]S136・ 37竪穴住居跡と重複しており、これを切る。

[形状・規模]開口部径 145× 120cmの 円形を呈する。断面形はビーカー形であり、深さは最深部で170cmを 測

る。

[覆土]9層からなり、黒褐色土主体で構成される。全体的に十和田中撤火山灰、炭化物粒を少量含む。

[出土遺物 (第95図・写真図版96)]土器は配327～ 329が出土しており、いずれも覆土からの出土である。ま

た石器はh640二次加工ある剥片、No701微細剥離痕ある剥片、配784～ 786礫器類、血940,1029,1070,1145,1196

敲磨器類、配1293台石類が出土している。そのほかにNo1477石棒が出土している。

[時期]出土遺物から、縄文時代中期中葉の遺構と考えられる。

SK30土 坑 (第55図・写真図版60)

[位置。検出状況]Ⅱ B2bグ リッドに位置する。SK28土坑を半裁した断面の観察から遺構と認定した。

[重複関係]SK28土坑が埋没後、その開口部を一部切る形で作られたと考えられる。

[形状・規模]平面形は円形であり、開口部径87× 78cmを測る。断面形はビーカー形で、深さ42cmで ある。

[覆土]炭化物を含む黒褐色土主体で構成される。底面壁際には焼土の広がりを確認しており、炉穴の可能

性もある。

[出土遺物 (第95図 。写真図版96)]土器は配330～ 333が出土しており、いずれも覆土からである。

[時期]出土遺物から、縄文時代中期中葉の遺構と考えられる。

SK31土 坑 (第56図・写真図版60)

[位置・検出状況]Ⅱ E5fグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で黒褐色の楕円形プランとして検出した。遺構上面

には水田への給水用パイプが走る。

[重複関係]な し。

[形状・規模]開口部径177× 140cmの楕円形を呈する。断面形は悟鉢形であり、壁面の一部には礫が露出して

いる。深さは96cmで ある。

[覆土]4層からなる。角礫を多く含む黒褐色土主体で構成される。

[出土遺物]な し。

[時期]遺構形態から、縄文時代の遺構と考えられる。

SK32土 坑 (第56図・写真図版60)

[位置。検出状況]I B8gグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で黒褐色の円形プランとして検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]遺構の北側は若干削平されているが、残存部は開口部径113× 102cmの円形を呈する。底面は平

坦であり、壁は一部崩落しているがほぼ直立する。断面形はビーカー形を呈し、深さは最深部で71cmを測る。

[覆土]暗褐色土主体で構成される。十和田中諏火山灰、炭化物粒を少量含む。

[出土遺物]な し。

[時期]覆上の状況から、縄文時代中期の遺構と考えられる。
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SK27
1 10YR2/1 黒色 シルト 粘性やや弱 しまり中
10YR7/8 黄橙色粘土質シルト(地山】%散在
2 10YR3お  暗褐色 シルト 粘性やや弱 しまり中

SK29

ド生 し‐18541111m ヽ

SK29
1 10YR2/3 黒褐色 シルト 粘性弱 しまり中
To Cul%、 炭化物296

2 10YR3//4 暗褐色シルト～10YR2/3黒褐色シルト 粘性弱 しまり中
10YR6洛明責褐色粘土シルト粒ブロック少量散石
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 粘性弱 しまり中
To Cul% 民化物2%
4 10YR2//3 黒褐色 シルト 粘性やや弱 しまりやや弱
10YR5/6責褐色粘土質シルト少量散在(φ l～ 5cm)炭化物2%、 To‐Cul%
10YR3/3～ 3れ 暗褐色
10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性中 しまりやや弱
10YR5ん黄褐色粘土質シルト微量散在、炭化物1%、 To Cul%
10YR3/3～3れ 暗褐色 シルト 粘性中 しまり弱
10YR6/8黄褐色粘土質シルト少量散在、炭化物2%、 To‐Cu2%
10YR4/4褐色シルト～10YR3/4暗褐色シルト 粘性中 しまり弱
10YR6ん明黄褐色粘土質シルト少量散在 炭化物1%、 To‐Cul%
10YR3れ  暗褐色 シルト 粘性中 しまりやや弱
19YR6/8明黄褐色粘土質シルト粒(ゆ lcm)中量散在、To℃ul%

LA  L‐ 18図90m

SK28
1 10YR2/3 黒褐色 シルト 粘性やや弱 しまりやや弱
炭化物2%、 ToCul%
2 10YRν 3 暗褐色 シルト 粘性やや弱 しまりやや弱
10YR5ん黄褐色粘土シルト小ブロック1～2cm(地 山)少量、T∝Cul%、 炭化物1%
3 10YR2/3 黒褐色 シルト 粘性やや弱 しまり弱
Tottul%、 炭化物1%
4 10YR2/3 黒褐色 シルト
10Y馳/3にぶい黄褐色粘土質シルト小プロック5cm程度少量、炭化物2%、 ToCul%
5 10YR3/3～3れ 暗褐色 シルト 粘性中 しまり弱
¢o Cul%
6 10YR2/3 黒褐色シルトと10YR3海暗褐色シルトの混合土
粘性中 しまり弱 炭化物2%、 To Cu2%

津

「

ノ

(＼  K28

と  L=185 41111rl

SK30
1 10YR3/3～ 3/4暗褐色 シルト 粘性やや弱 しまりやや弱
10YR67/8明 黄褐色粘土質シルト(地 出)小 ブロック(1～ 2cm)20%、 炭化物3%
2 10YR2/3 黒褐色 シルト 粘性やや弱 しまり弱
10YR6お明黄褐色粘土質シルト(地 山)オ プヽロックO～ 2cm)少量、炭化物5%
3 2層に5YR4/8赤褐色シルト(焼土)を多量に含む
粘性弱 しまり弱 炭化物5%

Ｋ３０
＞

Ｓ

第55図 SK27・ 28・ 29・ 30上坑
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SK33土 坑 (第56図 。写真図版60)

[位置・検出状況]Ⅱ B2aグ リッドに位置する。検出面はⅢ層上面で黒褐色の円形プランとして確認した。

[重複関係]覆土上部で、SF02焼土遺構と重複する。

[形状・規模]開口部径131× 121cmの円形を呈する。断面形はビーカー形であり、深さは88cmを測る。底面中

央やや東寄りに径20× 20cm、 深さ26clllの副穴 1基を確認した。

[覆土]6層からなる。暗褐色土と褐色土の混土を主体とする。覆土を10cmほ ど掘り下げたところで南西偵I
壁面近くに焼土の広がり (SF02焼土遺構)を確認した。

[出土遺物 (第95図・写真図版97)]血334土器が覆土中位から出土している。

[時期]出土遺物から、縄文時代中期の遺構と考えられる。

SK34土 坑 (第56図・写真図版61)

[位置・検出状況]Ⅱ B2bグ リッドに位置する。検出面はⅢ層上面であり、暗褐色の円形プランとして確認し

た。

[重複関係]S136・ 37竪穴住居跡と重複し、これを切る。

[形状・規模]平面形はほぼ円形に近く、開口部径100× 84cmを 測る。断面形は悟鉢形を呈し、底面はほぼ平

坦、壁はやや外傾する。深さは42cmを測る。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。十和田中如火山灰、炭化物粒、明黄褐色粘土質土を少量含む。

[出土遺物 (第95図・写真図版97)]血335土器が覆土中位から出土している。また石器はNo1421自 然礫が出

土している。

[時期]出土遺物から、縄文時代中期末葉の遺構と考えられる。

SK35土 坑 (第57図・写真図版61)

[位置・検出状況]Ⅱ Blaグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で暗褐色の円形プランとして検出した。

[重複関係]SA03柵列 p4と僅かに重複し、これに切られる。

[形状・規模]円形基調であり、開日部径86× 82cmを測る。底面は平坦であり、北寄りに22× 20cm、 深さ15cm

の副穴を 1基伴う。壁はやや内湾気味に立ち上がり断面形は袋形を呈する。

[覆土]暗褐色土主体で構成される。

[出土遺物]配570ス クレイパー類、配893敲磨器類、恥1422自 然礫が出土している。

[時期]遺構形態から、縄文時代中期の遺構と考えられる。

SK36土 坑 (第57図・写真図版61)

[位置・検出状況]I B10cグ リッドに位置する。

[重複関係]SA01柵列 p4と重複し、これに切られる。

[形状・規模]平面形は円形であり、開口部径125× 120cmを測る。断面形は皿形を呈し、深さは15cm程度であ

る。底面には凹凸があり、壁の立ち上がりは明瞭ではない。

[覆土]暗褐色土の単一層である。

[出土遺物]な し。

[時期]遺構形態から、縄文時代の遺構と考えられる。
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SK31 SK32

と L=B6600m   璃
注  L=186600m

SK31
1 10YR2/3 黒褐色 シル ト 粘性やや強
小礫5%
2 75YR3/4 暗褐色  シル ト 粘性やや強
小礫5%
3 10YR〃 2 黒掲色  シル ト 粘性やや強
炭化物少量

4 2に 地山の黄褐色土ブロックが混入 したもの

SF02

SK33
1 10YR2/2～ 2/3 黒褐色 シルト 粘性やや弱 しまりやや弱
2 10YR3/4 暗褐色 シルトと10YR4れ褐色 シルトの混合土
粘性やや弱 しまりやや弱 炭化物1%、 To‐Cul%
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 粘性やや弱 しまりやや弱
10YR6/8明黄褐色粘土質シルト小プロック(φ lCm以下)少量、炭化物1%、 To‐Cul%
4 10YR4/6暗褐色シルトと10YR3れ褐色シルトの混合土
粘性中 しまりやや弱 炭化物1%
5 10YR4/6 褐色粘土質 シルト 粘性中 しまりやや弱
10YR6/8明黄褐色粘土質ンルト小プロック(φ lCm以下)少量、炭化物1%、 Tcl Cul%

6 10YR4/6暗褐色シルトと10YR5/6褐色粘上質シルトの混合土
粘性弱 しまりやや強

SK32
1 lllY踏/4 暗褐色 ンルト
炭化物1%、 To‐Cul%
2 10YR〃 3 黒褐色 シルト
炭化物5%
3 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性中 しまり中
4 10YR4/6 褐色 シルト 粘性中 しまり中
10YR6/8明黄褐色粘土質シルト小プロック13～ 5cm)少量
5 10YR6/8明黄褐色粘土質シルトと10YR4/6褐色粘土質シルトの混合土 (地 山 ?)漸移層

粘性中 しまり中

SK34

粘性やや弱  しまりやや強

粘性弱  しまりやや強

しまりやや強

しまりやや強

しまり中

SK33

き

）

占
《こ])名

慰
ギ

と L=お 541111m

SK34
1 101rRν4 暗褐色 シルト 粘性やや弱 しまりやや弱
2 10YR2//3 黒褐色 シルト 粘性中 しまり中
炭イと物1%、  5ん黄褐色粘土質シルト少量、T∈Cul%
3 10YR3/3～3/4 暗褐色 シルト 粘性中 しまりやや弱
10YR6/8明黄褐色粘土シルト粒少量散在、To‐Cul%
4 10YR2/3 黒褐色 シルト 粘性中 しまりやや弱
炭化物2%、 T∈Cul%
5 10YRγ 4暗褐色シルトと101rR5/8黄 褐色粘土ンルトの混合土
粘性やや弱 しまりやや弱 炭化物2%、 To Cul%

名

第56図 SK31・ 32・ 33・ 34土坑
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SK37土 坑 (第57図・写真図版61)

[位置・検出状況]Ⅱ Blcグ リンドに位置する。Ⅲ層上面で周囲の地山よりもやや暗い褐色土の広がりとして

検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]開田部径76× 45cmの楕円形を呈する。断面形は皿形であり、最深部で深さ10cmである。底面に

は凹凸がある。

[覆土]褐色土の単一層である。

[出土遺物]な し。

[時期]遺構形態から、縄文時代の遺構と考えられる。

SK38土 坑 (第57図・写真図版62)

[位置・検出状況]Ⅱ Bldグ リッドに位置する。Ⅲ層上面において、黒褐色のプランとしてS133・ 34・ 35竪穴

住居跡と重複して検出された。

[重複関係]S133・ 34。 35竪穴住居跡を切る。S127竪穴住居跡とも僅かに重複し、これも切っている。

[形状・規模]開田部は大きく崩落しているが、もともとは開口部径110× 98cm程度の円形基調であったと思

われる。断面形はビーカー形であり、壁は床面からやや内湾しながら開口部に至る。深さは127cmを測る。

[覆土]黒褐色主体で、十和田中諏火山灰、黄褐色粘土質土ブロック、炭化物粒等を少量含む。覆土下位に

は小礫を多く含む粘土質の層が見られた。また底面直上には炭化物の薄い層が確認された。

[出土遺物 (第95図・写真図版85。 971ま か)]配337,338土器が覆土から出土している。また石器ではNo796礫器

類、No924,1052,1146敲 磨器類が出土している。

[時期]出土遺物及び重複関係から、縄文時代中期末葉の遺構と考えられる。

SK39土 坑 (第57図・写真図版62)

[位置・検出状況]Ⅱ Blcグ リッドに位置する。黒褐色のプランとしてS133。 34・ 35竪穴住居弥と重複して検

出された。

[重複関係]S133・ 34・ 35竪穴住居跡と重複し、これを切る。

[形状・規模]開口部径118× 11lcmの 円形を呈する。底面は東から西へかけて傾斜し、壁は底面付近で一旦

外側へ広がり、内湾する。開日部が崩落しているが本来フラスコ状の断面形であったと思われる。深さは

139cmである。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。覆土中には多量の遺物が投げ込まれた痕跡がある。

[出土遺物 (第95図・写真図版97)]配339～ 344土器が出土しており、配339～ 341が覆土中位から、配344が

覆土上位から、そのほかは覆土からである。また石器ではNo822,823,941,942,982,983,1053,1071,1147,1148敲 磨

器類、No1448自 然礫が出土している。

[時期]出土遺物及び重複関係から、縄文時代中期末葉の遺構と考えられる。

SK40土 坑 (第58図・写真図版62)

[位置・検出状況]I B10dグリッドに位置する。S127竪穴住居跡精査中その床面から検出した。

[重複関係]S127竪穴住居跡床面で検出されたが、木造構の方が新しい。SXo9竪穴住居状遺構とも重複して
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SK35

SK35
1 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性やや弱 しまりやや弱
2 10YR4/4～4/6 褐色 粘土質シルト 粘性中 しまりやや弱
ToCul%
3 10YR2/3 黒褐色 シルト 粘性中 しまり弱
植物痕

SK38

SK36

当
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SK37
1 10YR4/4～ 4/6 褐色 シルト 粘性弱  しまり強
10YR6ん明黄褐色粘土質シルト粒(φ lcm程度)、 To‐Cul%

SK39

■.Bld

注

IIBldよ

東へlm

ヽ

二

塙μtt L‐ 185500m

SK38
1 10YR2/3 黒褐色 シル ト 粘性やや弱  しまり中
ToCul%、 炭化物1%
2 10YR2/3 黒褐色 シル ト 粘性やや弱  しまり中
10YR6/6明黄褐色粘土質シル ト小プロック(ゆ 4cm程度X To‐Cul%、 炭化物 1%
3 10YR2/3 黒褐色 シル ト 粘性やや弱 しまり中
10YR5/6黄褐色粘土質シル ト小プロック(ゆ 1～ 5cm)中量、To Cul%、 炭化物 1%
4 10YR2/3 黒褐色 シル ト 粘性中 しまりやや弱
To Cul%、  炭化物3%
5 10YR5/6 黄褐色粘土質 シル ト(地 山)プ ロック10YRプ 4暗褐色 シル トを小量混入する
粘性やや弱  しまり弱  TcJ‐Cul%、 炭化物1%
6 10YR2/3 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり弱
小礫徴量、To Cuェ %、 炭化物 1%
7 10YR76 明黄褐色 粘土質シル ト(地 山 ?ま じり)イ 礫ヽ 中量～多量鰈 lL積層 )
粘性中 しまりやや弱
8 10YR3/3 暗褐色～10YR2/3黒褐色 粘土質シル ト
粘性やや強  しまり弱 炭化物 3%、 To‐Cul%、 炭化物堆積層か?

第57図 SK35・ 36・ 37・ 38・ 39土坑

辞二 L‐ 185400m

SK39
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 粘性中 しまり強
炭化物粒1%、  土器含少量 礫石器?多 い
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性中 しまり強
10YM/6地 山40%、 2～3cmの礫少量
3 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性中 しまり中
小礫少量
4 ЮYR3/4 暗褐色 ンルト 粘性中 しまりやや弱
地山プロック50%
5 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性中 しまりやや瞬
層上面に地山が線状に入る、地山プロック30%
6 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性中 しまりやや弱
地山ブロック30%、 壁際に小礫多く混入、炭化物少量

7 10YR2/3 黒褐色 シルト 粘性中 しまりやや弱
8 10YRワ 3 1こ ぶい黄褐色 粘性中 しまりやや弱
lcm以下の礫50%

o             l:60            3m

SK36
1 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性弱 しまり強
To Cul%
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おり、これを切っている。

[形状・規模]平面形は100× 80cmの 円形を呈する。断面形はビーカー形であり、深さ87cmを測る。

[覆土]6層からなる。10cm程掘り下げたところで焼土粒、炭化物粒の広がりを確認した。

[出土遺物 (第 95図・写真図版97ほか)]配345土器が覆土から出土している。また石器ではh521石匙、配

1054,1149,1150敲 磨器類が出土している。

[時期]出土遺物及び重複関係から、縄文時代中期の遺構と考えられる。

SK41土 坑 (第58図・写真図版62)

[位置・検出状況]Ⅱ Blaグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出された。

[重複関係]SA03柵列 p4が南東部分を僅かに切る。

[形状・規模]開日部は円形を呈し、102× 97cmで、深さは62clllを 測る。

[覆土]4層に細分される。にぶい黄褐色土主体で構成される。

[出土遺物]血346土器が覆土から出土している。また石器では血571ス クレイパー類が出土している。

[時期]出土遺物及び重複関係から、縄文時代中期の遺構と考えられる。

SK42土 坑 (第58図・写真図版63)

[位置・検出状況]Ⅱ E5dグ リッドに位置する。検出面はⅢ層上面である。遺構の北西側の一部が調査区外へ

伸びていたため、調査区を拡張し遺構全体の精査を行った。

[重複関係]な し。

[形状・規模]平面形は円形を呈し、開口部径239× 226clllである。断面形は橋鉢形で、深さは105cmを 測る。

なお、半裁の段階で底面を深く掘りすぎている。

[覆土]黒褐色土主体とし、ほぼ単一層である。

[出土遺物]な し。

[時期]遺構形態から、縄文時代の遺構と考えられる。

SK43土 坑 (第58図・写真図版63)

[位置・検出状況]Ⅱ A2fグリッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]平面形は円形であり、開口部径165× 152cmを測る。壁は底部付近で外側に膨らむ。深さは検出

面から120cmを測る。

[覆土]黒掲色土主体で構成される。

[出土遺物]な し。

[時期]遺構形態から、縄文時代の遺構と考えられる。

SK44土 坑 (第58図・写真図版63)

[位置・検出状況]Ⅱ Blcグ リッドに位置する。検出面はⅢ層上面で、S127竪穴住居跡のプランと重複して確

認した。

[重複関係]S127竪穴住居跡と重複し、本遺構がこれを切る。
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SK41

SK42

ＳＫ４０
＼

占

i分甥
.色 L‐185 31Xlm ヽ

卜どヒ L=18061111m ヽ

SK40
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 粘性中 しまり中
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性強 しまり中
黄禍色地山プロック5%、 層上位に炭化物、焼土粒のまとまりがある

3 10YR5/6 黄褐色 シルト 粘性中 しまり中
地山のプロック
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 粘性中 しまり中
径lcm以下の小礫多量(20%)
5 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性中 しまりやや弱
64と 同じ

SK41
l ЮYR4/3 にぶい黄褐色 シルト 粘性強 しまりやや弱
2 1に 10YR5/6黄褐色シルトの地山10%混入
3 10YR4/4 褐色 シルト 粘性強 しまり弱
炭化物粒少量
4 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性強 しまり弱
地山プロック10%混入

IA2gよ
北へ2m

M43
1 10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性中 しまり中
To・Cul% プロック状に混入
2 10YR2/1 黒色  シル ト 粘性中 しまりやや弱
3 10YR/3 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中
地山 班状に豹%混入
4 10YR″ 3 黒褐色  シル ト 粘性中 しまりやや弱
5 10YR4れ  褐色 シル ト 粘性中 しまりやや弱

μtt L‐ 185400m J

SK44
1 10Y尉 /4 暗褐色 シルト 粘性やや弱 しまりやや強
To Cu2%、 炭化物2%散在

第58図 SK40・ 41・ 42・ 43・ 44土坑

SK42
1 10YR2/1
2 10YR2/3
3 10YR2/2

粘性中
粘性中

粘性中
郷冽那　　　　　　　　ＳＫ４４

色

色

色

褐

褐

黒

黒

黒

中

中

中

り

り

SK43

ド▲=L=18461111m
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[形状・規模]南西側の一部がS127竪穴住居跡に切られているが、不整な楕円形と推定される。開口部径は

(125)× 95cm。 断面形は皿形であり、最深部で深さ10cmを 測る。

[覆土]暗褐色土による単一層である。底面北半には塊状の炭化物が検出された。

[出土遺物]な し。

[時期]遺構形態及び重複関係から、縄文時代中期の遺構と考えられる。

SK45土 坑 (第59図・写真図版63)

[位置・検出状況]Ⅱ B3cグ リッドに位置する。検出面はⅢ層上面で、暗褐色の広がりとして確認した。

[重複関係]SK46土坑と重複する。断面の観察からSK46土坑がより古いと推定される。

[形状・規模]楕円形を呈する。SK46土坑に切られ全体は不明であるが、(130)X122cmで、深さは40c皿を測る。

[覆土]5層に細別される。暗褐色土主体で炭化物が微量混入する。

[出土遺物 (第96図・写真図版97ほか)]No347土器が覆土から出土している。また石器は恥702微細剥離痕あ

る剥片が出土している。そのほかに配1483円盤状石製品が出土している。

[時期]出土遺物から、縄文時代中期の遺構と考えられる。

SK46土 坑 (第59図・写真図版63)

[位置・検出状況]Ⅱ B3cグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で暗褐色の広がりとして検出した。

[重複関係]検出時点ではSK45との区別がつかず同時に精査を進めたが、断面の観察からSK45土坑よりも新

期と判断した。

[形状・規模]遺構東側は宅地造成のため削平されており、残存しているのは底部付近のみと考えられる。平

面形は長方形を呈し、断面形はビーカー形である。開回部径169× 126cm、 深さは70cmを測る。

[覆土]暗褐色土主体で構成される。

[出土遺物]な し。

[時期]重複関係から、縄文時代中期の遺構と考えられる。

SK47土 坑 (第59図・写真図版64)

[位置・検出状況]Ⅱ B2cグ リッドに位置する。S138竪穴住居跡炉の直下で検出した。

[重複関係]S138竪穴住居跡と重複し、これに切られる。

[形状・規模]開口部径151× 124cmの楕円形を呈する。断面形は悟鉢形を呈し、深さ110cmである。

[覆土]暗掲色土主体で構成される。本遺構付近は地山のしまりも弱く、覆土との区別が困難であるため掘

りすぎてしまった可能性もある。

[出土遺物]な し。

[時期]重複関係から、縄文時代中期もしくはそれ以前の遺構と考えられる。

SK48土 坑 (第59図・写真図版64)

[位置・検出状況]Ⅱ B2bグ リッドに位置する。S136・ 37竪穴住居跡床面を精査中に検出した。検出面はⅢ層

である。

[重複関係]S136・ 37竪穴住居跡に伴うピット3基に切られる。またSK49土坑とも重複するが新旧関係は不
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明である。

[形状。規模]平面形は楕円形、断面形は悟鉢形を呈する。開田部径185× 160cm、 深さ95cmを測る。

[覆土]黒褐色主体で構成される。

[出土遺物]No348土器が覆土から出土している。そのほかにh1478石刀が出土している。

[時期]出土遺物及び重複関係から、縄文時代中期の遺構と考えられる。

SK49土 坑 (第59図・写真図版64)

[位置。検出状況]Ⅱ B2bグ リッドに位置する。

[重複関係]SK48土坑と重複するが、新旧関係は不明である。

[形状・規模]平面形は楕円形であり、187× 112cmを測る。断面形は皿形で、深さは18cmである。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[出土遺物 (第96図・写真図版82。 97ほか)]血349,350土器が覆土上位から出土している。また石器は血1151

敲磨器類、血1449自 然礫が出土している。

[時期]出土遺物から、縄文時代中期の遺構と考えられる。

SK50土 坑 (第59図 。写真図版64)

[位置・検出状況]Ⅱ B2cグ リッドに位置する。

[重複関係]な し。

[形状・規模]平面形は円形を呈し、開口部径は115× 85cm、 深さは114cmを測る。断面形は開田部から底部に

かけてやや外側に膨らんでおり、ビーカー形を呈する。

[覆土]黒褐色土主体で 8層 に細分される。

[出土遺物]な し。

[時期]遺構形態から、縄文時代の遺構と考えられる。

SK51土 坑 (第60図・写真図版65)

[位置。検出状況]Ⅱ Alfグ リッドに位置する。盛土確認のベルトを除去した部分から黒褐色の明瞭なプラン

で検出された。検出面はⅢ層上面である。

[重複関係]な し。

[形状・規模]平面形は精円形、断面形は皿形を呈する。開口部径210× 170clll、 深さは40clllを測る。

[覆土]黒褐色土の単一層である。

[出土遺物]な し。

[時期]近現代の遺構である可能性が高い。

SK52土 坑 (第60図・写真図版65)

[位置。検出状況]Ⅱ B2dグ リッドに位置する。S136・ 37竪穴住居跡床面精査中に炉跡付近で黒褐色のプラン

を検出した。

[重複関係]検出状況からS136・ 37竪穴住居跡よりも古期に当たると考えられる。

[形状・規模]平面形は円形で、断面形はビーカー形である。開口部径130× 120cm、 深さは80cmを測る。
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SK45・ 46

ュ  L=184100m

SK45'46
1 10YRγ 4 暗褐色 シルト 粘性弱 しまりやや弱
地山プロック50%
2 10YR2/4 暗褐色 シルト 粘性弱 しまりやや弱
地山プロック粒状に5%、 炭化物粒aVt量
3 10YRy4 暗褐色 シルト 粘性弱 しまりやや弱
炭化物粒微量
4 10YR〃 3 黒褐色 シルト 粘性中 しまりやや弱
炭化物粒微量
5 1と 同じ

と L‐ 184611111n

SK48
ユ 10YR/3 黒褐色 ンルト 粘性やや弱 しまりやや弱
10YRν 8明黄褐色粘土質シルト微量、炭化物2%
2 10YR2/3 黒褐色 シルト 粘性やや弱 しまり弱
10YR6/8明黄褐色粘土質シルト微量、炭化物3%、 To Cul%
3 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性やや弱 しまり弱
10YR6/8明黄褐色粘土質シルト微量、炭化物2%、 To Cu2%
4 10YR76 褐色 シルト 粘性中 しまりやや弱
loYR6/8明黄褐色粘土質シルト微量、炭化物5%
5 10Y恥/6 黄褐色 粘土質 シルト 粘性やや弱 しまり弱
地山再堆積層、炭化物ユ%

SK49
1 10YR2/3 黒褐色 シルト 粘性中 しまり中
地山粒2%
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 粘性中 しまり中
地山ブロック5%
3 10YR5/8 黄褐色 シルト 粘性やや弱 しまり強
黒褐色ンルトプロック少量

】
〕
ゃ
ｏ
】
。

獣
メ
ゃ
Ｂ

糾
、
／
ゃ
Ｂ

SK47

SK47
ユ 10YR2/3 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり弱
黄褐色土粒微量、炭化物粒3%
2 10YR5/8 黄褐色 シル ト 粘性やや強 しまり弱
暗褐色土モヤ状に5%
3 10YR3/4 暗褐色 ンル ト 粘性中 しまり弱
黄褐色土粒 lC脇

SK49

注 L‐ lM 61111m

IB3Cよ り

南へin

μtt L=18471111m

SK511

1 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性やや弱 しまりやや弱
10YR6/8明黄掲色粘土シルト少量散在、炭化物1%、  To Cul%
2 111YR2/3 黒掲色 シルト 粘性やや弱 しまり弱
10YR6/8明黄褐色粘土シルト微量散在、T∝Cul%
3 10YR4/6 褐色粘土質 シルト 粘性中 しまりやや弱
10YR3/4暗褐色シルト～(1層 )を少量、炭化物1%、 To Cul%
4 10YR3/4 暗掲色シルトと10YR6//8明 黄褐色粘土質シルトの混合(ЮYR3/4主勾
粘性やや弱 しまり弱 T∝Cul%
5 10YR5/6 黄掲色 粘土質シルト 粘性やや弱 しまり弱
地山再堆積層
6 10YR3/3暗褐色シルトとloYR5/6黄褐色粘土シルトの混合土
粘性やや弱 しまり弱
7 10YR2/3 黒褐色 シルト 粘性中 しまり弱
10YR5/6 黄褐色粘土質シルト微量、To‐Cul%
8 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性中 しまり弱
10YR5/6 黄褐色粘土質シルト少量、To‐Cul%

0             1:60            3m

第59図 SK45。 46・ 4フ・48・ 49・ 50土坑

L=184600m
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[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[出土遺物 (第 105図・写真図版103)]血461尖頭器が出土している。

[時期]重複関係から、縄文時代中期末葉以前の遺構と考えられる。

SK53土 坑 (第60図 )

[位置・検出状況]Ⅱ E6cグ リッドに位置する。S140・ 41竪穴住居跡床面より検出した。

[重複関係]S140・ 41竪穴住居跡炉を一部切る形で検出した。S140。 41竪穴住居跡より新期のものと考えら

れる。

[形状・規模]平面形は円形であり、断面形は悟鉢形を呈する。規模は開口部径129× 117c皿、深さ96clllを測

る。

[覆土]黒褐色土主体で構成される。

[出土遺物]な し。

[時期]重複関係から、縄文時代中期もしくはそれ遺構の遺構と考えられる。

SK54土 坑 (第60図・写真図版65)

[位置 。検出状況]I B4iグ リッドに位置する。表土直下のⅢ層上面で黒色上の円形プランとして検出した。

[重複関係]東端がSR01上器埋設遺構と重複しており、これを切っている。

[形状・規模]平面形は楕円形であり、断面形はビーカー形を呈する。規模は開口部径155× 130cm、 深さは

90cmで ある。

[覆土]黒色上、黒褐色土主体で構成される。周縁付近には壁崩落土と思われる堆積が確認され、とくに斜

面上部にあたる西側で顕著である。全て自然堆積と考えられる。

[出土遺物]な し。

[時期]重複関係から、縄文時代中期もしくはそれ遺構の遺構と考えられる。       (以 上、川又)
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(4)土 器埋設遺構 (SR)

計 1基検出した。土器埋設遺構を説明するために、遺構の位置 。検出状況、他遺構との重複関係、土器の

埋設状況、遺構の形状及び規模、覆土の状態、出土遺物について記載を行う。

第5表 土器埋設遺構一覧表

種別 番 号 位置 (グリンド) 検出層位
規模 (cm)

埋設状況 時 期
長 動 短 軸 深 さ

1 Ⅲ層 上面 72 正 立の状態で若 干 東側 に傾 けて埋設 絹 文時代 中期

第5表 土器埋設遺橋 (SR)一覧表

SR01土 器埋設遺構 (第60図・写真図版65)

遺構 (第60図・写真図版65)

[位置・検出状況]I B4iグ リッドに位置する。表土直下のⅢ層上面で遺物集中およびそれを囲む褐色～暗褐

色土の広がりとして検出した。

[重複関係]西端がSK54土 坑と重複しており、これに切られている。

[坦設状況]土坑状に掘り窪めたのち、正立の状態で若千東側に傾けて埋設されている。土器上部が未出土

であるが、これは削平による消失と考えられる。

[形状・規模]掘削範囲の形状は72× 67cmの円形で、深さは最深部で18cmである。

[覆土]黄褐色～褐色土と暗褐色土の混土で構成されており、掘削した上で埋め戻したものと考えられる。

遺物 (第 96・ 135図・写真図版97・ 128・ 137)

[出土状況]埋設土器、底面、覆土から出土している。

[土器]No351～ 355。 No351が埋設土器、352が底面、血353～ 355が覆土上位からの出土である。

[石器]血H51敲磨器類、No1328台石類、配1422自 然礫。

時期 埋設土器などの出土遺物から、縄文時代中期の遺構と考えられる。           (丸 山)

(5)焼土遺構 (SF)

計 6基を検出した。いずれも地床炉状である。住居跡に伴うものである可能性も検討したが、周囲に柱穴

等は確認されず、単独の遺構として処理した。

第6表 焼土遺構 (SF)一覧表

第6表 焼土遺構一覧表

種別 番号 位置(グリッド) 検出層位
規模 (cm) 被 熱

所属時期 備考
長 軸 短 軸 深 さ 形 状

1 Ⅱ E6f SXH覆 土 6〔 不整形 颯 変 販 穐 X将 代
2 I Bla SK33覆土 小蟹 形 弱 変 成 縄 文 時代

3 I B9c 皿層 上 面 2 不整 形 弱変成 絶 文 時代

4 皿層 上 白 1 円形 張変成 縄 文 時代

5 E B2d S133覆土 1

不整形 強変成 縄 文 時代

住居跡炉 ?不整 形 強変成 縄 文 時代

不整形 強変成 縄 文 時代

6 I E7b Ⅲ層 上 面 円形 強変成 〔時代
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SK52

λ
SK53

ヘ

と

μtt L=13ω llllm

SK51
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 粘性中 しまりやや弱

SK54 SR01

十

Ｈ
”
μ∞
片
づ

工に
，
Ｐ日

枡
ク
μ日

畔生 L‐ 1844110m A4
と し
‐180600m

黒色 シル ト
暗褐色 シル ト
黒褐色 シル ト

粘性中 しまり中
粘性中 しまり中
粘性中 しまりやや強

SK53
1 10YR2/1
2 10YR3/4
3 10YR2/3

比 51

ヽ占 L‐1脚訊3m

52・ 53・ 54」口丸・

lIB2dよ り
東へ2m

SK認・SR01
l ЮYR2/1 黒色 シルト 粘性弱 しまり弱
明褐色土粒(～ lcm、 地山)5%、 角礫(～ 5cm)1%以下
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 粘性中 しまり中
混入物1と 同じ
3 10YR3/2 黒褐～暗褐色 シルト 粘性弱 しまり強
明褐色土粒5%、 角礫(～ lcm)5%
2と 同じ
2と 同じ、ただし礫なし
3と 同じ
10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中
明褐色土粒3%
10YR3/2黒褐色と10YR4/6褐色の混土(5:51
粘土質シルト 粘性中 しまり中
97と 同じ
10 10YR2//1 黒色 粘土質ンルト 粘性中 しまり中
角礫(～ 1∝m】院
11 10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中
明褐色土プロック(～後m)5%
12 10YR3/2黒 褐色と■5YR5/6明褐色の混土15:5)
粘土質シル ト 粘性中 しまり中
1312と 同じで比率 黒掲色 :明褐色 4:6
14 10YR17/1 黒色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中
明褐色土プロック(～8cm)5%
15Hと 同じ、 角礫 (～ 100m15%
16 10YR25/1 黒～黒褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中
明褐色土プロック(1～5cm)5%
1713と 同 じ 比率3:7
1816と 同じだが プロック10%
1913と 同じ 比率2:8
20掘 り過 ぎ ?明褐色土 横方向(筋状)に黒褐色土数条入る 根か ?
21 10YR4/3に ぶい黄褐色～褐色と10YR3/3暗褐色の混土(5:51
粘性弱  しまり強 災化物粒1% 土器埋設土
2221と 同じで比率 8:2

SR01土器埋設遺構第60図 SK51
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SF01焼 土遺構 (第61図・写真図版66)

[位置 。検出状況]Ⅱ E6fグ リッドに位置する。SXll竪穴住居状遺構の覆土上面で検出した。

[形状・規模]平面形は不整形であり、規模は65× 53cmを測る。

[被熱痕跡の状況]焼成は強変成であり、被熱深度は12cmを測る。現地性の焼土であるが、周辺から柱穴等

は検出されず、住居跡に伴うものではなく、単独遺構であると考えられる。

[時期]重複関係から、縄文時代中期中葉以降の遺構と考えられる。

SF02焼 土遺構 (第61図 。写真図版66)

[位置 。検出状況]Ⅱ B2aグ リッドに位置する。検出面はⅢ層上面である。焼成範囲の 3分の 2程度はSK33

土坑の覆土上面にある。

[形状 。規模]2基あり、①60× 30側 。②35× 30cmのか整形を呈する。

[被熟痕跡の状況]被熟深度は① 4cm程度 。② 5cm程度であり、焼成は弱変成である。現地性の焼土である

と考えられる。

[時期]検出層位から、縄文時代の遺構と考えられる。

SF03焼 土遺構 (第61図 )
[位置・検出状況]I B9cグリッドに位置する。I層直下のⅢ層上面で検出した。

[形状 。規模]67× 47cmの 不整形を呈する。

[被熟痕跡の状況]被熱深度は 2 cm、 焼成は弱変成である。

[時期]検出層位から、縄文時代の遺構と考えられる。

SF04焼 土遺構 (第61図 。写真図版67)

[位置 。検出状況]I B9bグ リッドに位置する。 I層直下のⅢ層上面で炭化物・焼土粒のまとまりを検出し

た。半裁したところ、検出面より5 cm下で焼成の強変成の焼土を確認した。

[形状 。規模]45× 40cmの円形を呈する。

[被熟痕跡の状況]被熱深度は18cmで、焼成は強変成で、現地性と考えられる。

[時期]検出層位から、縄文時代の遺構と考えられる。

SF05焼 土遺構 (第61図・写真図版67)

[位置・検出状況]Ⅱ B2dグリッドに位置する。S133竪穴住居隊精査中覆土上面より検出した。

[形状・規模]3基の焼土が lmの間隔を置いて近接する。形状はいずれも不整形であり、110× 40cm、 50×

20cm、 50× 30cmである。

[被熱痕跡の状況]被熱深度は深いもので18cmを 計り、焼成は強変成である。現地性であると考えられる。

[時期]重複関係などから、縄文時代に属すると考えられるが、もともとは竪穴住居跡の炉であった可能性

も想定される。

SF06焼 土遺構 (第61図 。写真図版67)
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SF03
1 3YR5海  明赤褐色 シル ト
焼上

2 10YR2お  暗褐色  シル ト
植根痕 ?

SF05

4

義

SF02

SF02
1 5YR78 赤褐色 シルト 粘性中 しまり中
焼土
2 111YR2/3 黒褐色 シルト 粘性やや弱 しまりやや強
炭化物2%

SF04

・ B9cよ り

ぜ
と L=179900m

漠ミ1

1 5Y離/8 赤褐色 焼土 粘性弱  しまりやや強
2 FDYR4/4 にぶい赤褐色 粘性弱  しまりやや強
うすい焼土
3 10YR2泡  黒褐色 シルト 粘性中 しまり中
焼土粒10%

SF03 と罐藍羹;争盈

SFl14

1 10YR3れ  暗褐色 シルト
5YR5/8明黄褐色シルト焼土(ゅ 1～ 2cm)プ ロツク少量、炭化物5%散在
2 10YR3/4 暗褐色シルト
5YR「●//8明黄褐色シルト焼土(φ lcm)程度小プロック少量、炭化物20%
3 ЮYR4/6 褐色シルト
5YR5洛 明黄褐色シルト焼土(ゅユcm)程度小ブロック少量、決化物2%
4 10YM/8 赤褐色 シルト 粘性弱 しまり中
焼土

SF06

詐

居

遣

解

′
津

軸 盈
注 L=179800m 襲

SF06
1 10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性中 しまり中
2 5YR4お  赤褐色 シルト 粘性中 しまり中
焼土

崖  乳

ム」

さ

SFl15

1 5Y硝/4 暗赤掲色 シルト 粘性弱 しまりやや弱
焼土、炭化物1%、 部分的に5YR78赤褐色シルト(焼土)に なる
2 10YR2//3 黒褐色 シルト 粘性弱 しまりやや弱
炭化物1%、 To Cul%

0              1:40             2m

第61図 SF01・ 02・ 03・ 04・ 05・ 06焼土遺構

ュ L‐ 179800m星

注|!854甲P4

2

粘性弱  しまりやや強

粘性やや弱  しまりやや強

注
亀
 渉

4
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[位置 。検出状況]Ⅱ E7bグ リッドに位置する。I層直下のⅢ層上面で検出した。

[形状 。規模]65× 55cmの円形を呈する。

[被熱痕跡の状況]被熱深度は6 cmであり、焼成は強変成である。現地性と考えられる。

[時期]検出層位から縄文時代に属すると考えられる。

(川又 )

(6)柵列 (SA)

計 5基検出した。柵列を説明するために、遺構の位置 。検出状況、他遺構との重複関係、遺構の配置及び

規模、軸方向、覆土の状態、出土遺物、推祭される遺構の所属時期について記載を行う。

なお、検出された柵列のうち、SA01・ 02・ 04柵列はほぼ並行に配置されており、掘立柱建物跡になる可

能性があるが、出土遺物が少なく、共通性を見出すことが出来なかったため、jt14列 として登録した。

表フ 柵列 (SA)一覧表

第7表 柵列一覧表

種 別 番 号
ピット

番号
位置(グリッド) 検出層位

規 模 化m)
柱間寸法 所属時期 備考

開 日 部 径 底部径 深 さ

SA 1

1 Ⅱ B b Ⅲ層上面 ] 6ι 8457

220ca(約

73尺)基調
時期不明

2 ■ B b 皿 層 上 向 8454
■ B b Ⅲ層 上面 1 8461

4 IB Ⅲ層 た而 8456
5 Ⅱ B d S127覆 土 8455
6 Ⅱ B d S127覆 土 1 8450
7 Ⅱ B S127覆 土 8457
8 Ⅱ B S127覆 土 31 1 8455

SA 2

| B10b Ⅲ層 上面 1 1 8479

220clll(約

73尺 )基調
時期不明

2 B10b Ⅲ層 上 面 11 5( 8470
3 B10b SK23稜土 2( 5彦 8451
4 B10c Ш層 上 面 8469

d S127覆十 18449
6 Ⅱ B d S127覆土 ユ 6〔

7 Ⅱ B S127覆 土 5( 1

8 IB S127覆土 2[ 18481

SA 3

1 ⅡA Ⅲ層 上面 1

220cn(約

78尺 )基誠
時期不明

2 ⅡA Ⅲ層 上面 18498
3 lI A Ⅲ層上面 1 18497
4 IB 皿層 上 向 18495
5 ■ B b Ⅲ層 上面 7 18495
6 b Ⅲ層 L而 18497
7 Ⅱ B Ш層 上面 1 18496
8 Ⅱ Blc Ⅲ層 上面 l 18477

SA 4

1 Ⅱ B2b E層上面 18461

220cm(約

73尺 )基諦
時期不明

P6覆土から銭貨
(熙寧元費)1点
が出土

2 I B2b [層上面 18390
3 Ⅱ B2c Ⅱ層 上面 18353
4 Ⅱ B2d L層上山 18402
5 ■82d S133霧す 18447
6 ■B2e Ⅱ層 上面 8409
7 II B2f Ⅱ層 上面 8421

SA 5

1 B10b Ⅲ層 上面 19 13 8507
78-88cn
(約26～
29尺 )多し

時期不明

2 B10b Ш層上 面 8510
3 B10b Ⅲ層 上面 8509
4 B10b Ⅲ層 上面 16 8511
5 I B9b 阻層 上 向 5 85 13
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SA01柵 ダu(第62図・写真図版68)

[位置・検出状況]Ⅱ Blb～ eグ リッドに位置する。 1直線に等間隔で並ぶピットとして検出した。検出層位

は、Pl～ P4は Ⅲ層上面、P5～ P8はS127竪穴住居跡検出面である。

[重複関係]S127竪穴住居跡と重複関係にあり、これを切っている。

[配置・規模]柱穴 8基により構成される。開田部径の平均は39cm、 深さの平均は60.6cmで ある。平面形はい

ずれもほぼ円形であり、断面形は長逆台形を呈する。柱間寸法は220cm(約 7.3尺)を基準としている。SA02

柵列とほぼ並行に配置されており、同時期に形成されたと判断される。

[覆土]黒褐色土を主体とする。

[軸方向]軸方向はN-2° 一Wである。

[出土遺物]な し。

[時期]重複関係・配置 。規模・覆土の状態から近世～現代に想定されるが、詳細な時期は不明である。

SA02柵 列 (第62図・写真図版68)

[位置・検出状況]I B10b・ c、 Ⅱ Bld・ eグ リッドに位置する。 1直線に等間隔で並ぶピットとして検出し

た。検出層位は、 Pl・ 2・ 4は Ⅲ層上面、P3はSK23土坑検出面、 P5～ P8は S127竪穴住居跡検出面

である。

[重複関係]S127竪穴住居跡、SK23土坑と重複関係にあり、これを切っている。

[配置・規模]柱穴 8基により構成される。開口部径の平均は35。 8cm、 深さの平均は48,lcmで ある。平面形は

いずれもほぼ円形であり、断面形は長逆台形を呈する。柱間寸法は220cm(約 7.3尺)を基準としている。

SA01柵列とほぼ並行に配置されており、同時期に形成されたと判断される。

[覆土]黒褐色土を主体とする。

[軸方向]軸方向はN-2° 一Wである。

[出土遺物]な し。

[時期]重複関係 。配置・規模・覆土の状態から近世～現代に想定されるが、詳細な時期は不明である。

SA03柵 列 (第62図・写真図版69)

[位置・検出状況]Π Ali、 Ⅱ Bla～ cグ リッドに位置する。 1直線に等間隔で並ぶピットとして検出した。

検出層位はいずれもⅢ層上面である。

[重複関係]S127竪穴住居跡と重複関係にあり、これを切っている。

[配置・規模]柱穴 8基により構成される。開口部径の平均は24.5cm、 深さの平均は18.lcmである。平面形は

いずれもほぼ円形であり、断面形は長逆台形を呈する。柱間寸法は220cm(約 7.3尺 )を基準としているが、

バラツキがある。

[覆土]黒褐色土を主体とする。

[軸方向]軸方向はN-3° 一Wである。

[出土遺物]な し。

[時期]重複関係・配置・規模・覆土の状態から近世～現代に想定されるが、詳細な時期は不明である。

SA04柵 アU(第62図・写真図版69)
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[位置・検出状況]Ⅱ B2b～ fグリッドに位置する。 1直線に等間隔で並ぶピットとして検出した。検出層位

は、P5は S135竪穴住居跡検出面、その他はⅡ層黒褐色土上面である。

[重複関係]S135～ 38竪穴住居跡と重複関係にあり、これを切っている。

[配置・規模]柱穴 7基により構成される。開口部径の平均は39.lcm、 深さの平均は58。9cmである。平面形は

いずれもほぼ円形であり、断面形は長逆台形を呈する。柱間寸法は220cm(約 7.3尺 )を基準としている。

SA01・ 02柵列とほぼ並行に配置されており、同時期に形成されたと判断される。

[覆土]黒褐色土を主体とする。

[軸方向]軸方向はN-2° 一Wである。

[出土遺物 (第 104図・写真図版102)]P6覆土から、h1492熙寧元賓が 1枚出土しており、地鎮の目的で柱

穴に埋納されたものとも考えられる。

[時期]出土遺物 。重複関係・配置などから、近世～現代と想定されるが、確定的な時期は不明である。

SA05柵 列 (第62図・写真図版69)

[位置・検出状況]I B9b。 10bグ リッドに位置する。 1直線に等間隔で並ぶピットとして検出した。検出層

位はいずれもⅢ層上面である。

[重複関係]な し。

[配置・規模]柱穴 5基により構成される。開口部径の平均は21cm、 深さの平均は10.2cmである。平面形はい

ずれもほぼ円形であり、断面形は逆台形を呈する。柱間寸法は78～88cm(約2.6～ 2.9尺)に集中しているが、

バラツキがある。

[覆土]黒褐色土を主体とする。

[軸方向]軸方向はN-83° 一Wである。

[出土遺物]な し。

[時期]覆土と配置・規模から、現代と想定されるが確定的な時期は不明である。

(以上(北田)

(5)ビ ット (P)(第 63～65図・写真図版70'71)

以上の項目の他に、用途不明のピットが計74基検出されている。詳細な検討は行うことが出来なかったが、

いずれも柱穴として使用されたと見られ、何らかのプランを形成するものである。規模には各々バラツキが

見られるが、開田部径の平均値は40.5cm、 深さの平均値は19.2cmである。検出層位はいずれもⅢ層上面で、

時期を確定する出土遺物などはほとんどない。したがって、確定的な時期は不明であるが、覆上の状態など

から近現代から現代に想定されるものも多く含まれているものと考えられる。
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位置(グリンド)

第8表 ピット (P)一覧表
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番号 開口部径 底部径 深さ 底部標高 (m)

24 18819

P2 18&31

P3 36 188125

P4 80 20 18797

P5 29 7 18802

P6 38 18775

20 18792

P8 97 18765

35 18775

43 18778

28 18797

P12 40 18816

P13 46 18813

18827

18&32

18&34

45 24 18&13

18815

P19 18867

49 26 18854

18795

P22 27 18774

187つ 5

18799

7 18805

P26 30 18814

P27 18797

P28 18814

P29 18821

P30 18822

24 B&36

P32 24 8838

P33 8&44

P34 24 8&33

P35 8&34

P36 8824

P37 4 8869

P38 8858

P39 8808

P40 11 8802

9 8791

P42 49 8794

P43 8835

P44 8842

63

P46 46

P47 45 18&17

P48 18850

18&26

P50 18810
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第65図 ビット (3)

番号 開口部径 底部径 深 さ 底部標高 lm)

ユ 18529

P52 28. 46 18501

P53 321 25 2X 18552

P54 42 3kl 18570

P55 68 56 18570

P56 22 18530

P5? 15 お593

P58 18588

P50 魅 95

P611 不明 不明

P61 27 21 V ユ醒

P62 35 И 18,14

P68 22 1躙

P64 5 不明 不明

P65 35 1860J

P66 27 18509

P67 47 63 18568

PC8 Ю 32 18603

ぬ 24 22 lm17
P70 32 23 1硫34

P71 37 21 題 郎

P72 lB5 39

P73 38 1伍76

P74 22 19 1雛08
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V 出土遺物各説

本遺跡から出土した遺物は、縄文土器大コンテナ (T40:42× 32× 30cm)約 30箱 。平安時代の土器 3片・

土製品15点・石器大コンテナ (T40:42× 32× 30cm)約 50箱・石製品29点・銭貨 1点で、登録点数は土器443

点 。土製品15点 。石器901点・石製品29点・銭貨 1点の合計1389点である。出土遺物の掲載方法であるが、

縄文土器・平安時代の土器についてはまず遺構内出土と遺構外出土に分けた。遺構内出土については、その

遺構の存続時期に近いと考えられる床面や底面出上のものを始めに、そして覆土下位から上位の順で並べた。

石器については、器種ごとに分類し、その上で遺構内出土と遺構外出上の石器に分け、遺構内出土石器を各

器種の先頭に、その後に遺構外出土石器を並べた。土製品・石製品については、出土点数が少量のため、前

述の通りではなく、分類ごとに掲載している。

1.土器 (第66～ 102図、写真図版フ2～ 101)
(1)出土状況について

本遺跡から出土した縄文土器は大コンテナ (T40:42× 32× 30cm)で約30箱であるが、ほとんどの遺物は、

遺構内から出土しており、遺構外から出土した遺物は総量の1/5に も満たなかった。遺物は調査区全体から

広い範囲で出土しているが、遺構が数力所に集中する傾向があり、それに伴う遺物も同じ傾向にある。斜面

上方は基本土層Ⅲ層黄褐色粘土質土層まで削平の影響を受けており、遺構外遺物の残存はほとんどないが、

それに紺して斜面下方の特にⅡBグ リッド付近では削平の影響を免れており、基本土層Ⅱ層黒ttB色土から下

層で検出される遺構の重複とともに、遺物が集中する。この著しい重複のため、今回の調査で遺構外遺物と

したものの中には、実際は遺構内から出土したものも含まれている可能性がある。これは、遺構検出の際に

調査員の未熟さから遺構検出面をかなり削ってから検出されたものも少なからず存在することによる。各遺

構からの遺物総量については、上方修正しなければならないものあるかもしれないが、遺構の時期決定をす

るための、遺物採集には注意を払ったつもりである。しかし、遺構内遺物のなかでも著しい重複のため、帰

属する遺構の判別が難しいものも数多くあった。このため、遺構内遺物はなるべ く床面もしくは床面直上、

底面または底面直上から出土したものを優先している。遺物が少なく、覆土のみなどの場合はこの限りでは

ないことをお断りしておきたい。

(2)所属時期について

本遺跡から出土した土器の所属時期については、土器各説を参照して頂きたいが、大まかに本遺跡の出土

土器に見られる時期幅を述べれば、縄文時代早期～後期に比定される土器が出土している。この中で、最も

多くの上器が出土しているのは縄文時代中期末葉である。また、次いで縄文時代前期後棄であり、その他に

前期中葉から後葉にかけて、または中期中葉などの土器群である。

土器群全体を通してみると、最も多くの土器を出土する縄文時代中期末葉とそれに次ぐ前期後葉などの上

器群の間には、断絶時期と言ってもよいほどの時間的な開きがある。これはそのまま、遺跡としての断絶時

期と考えてもよいものであると考えられる。
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第9表 館遺跡土器分類表

群 時期 類 器形 峨
殊

分類
'ヒ

定さ片1′る

土器型式

I 早期

A類 深 鉢
砲弾形を呈し、尖底をなすも

平縁
1類 貝殻腹縁文による施文 貝殻沈線

文系の 2奏買 只殻腹縁移動波状圧痕文による施文

B類 深 鉢
体部が膨らみを帯び、尖底を

なすもの
平縁 表裏縄文による施文

表裏縄文

系

El 前期

A類 深 鉢
外傾しながら立ち上がり、バ

ケツ形を呈するもの
平縁
1類 縄文による施文

a種 斜 縄 文 による施 文

大木 2a式

b種 串軸絡 条 体 による施 文

cれ重 羽 状 紹 支 によるjI~文

dれ三 附 7JI険 紹 文 による施 文

e至重 結節回転文による施文

2類 櫛歯状工具による施文

B類 深鉢
やや外傾しながら立ち上が
り、バケツ形を呈するもの

平縁
1頚 単軸絡条体第3類による施文

大木2b式
2類 単軸絡 条体第 5類による施文

C類 深 鉢
やや外傾しながら立ち上が
り、バケツ形を呈するもの

平縁

1類 竹管 円文 による施 文

大木 3式

2類 鋸 歯 状沈繰 による施 文

3類 1烙帯 貝占イ寸による茄 文

D類 深 鉢
胴上部で軽く湾曲し、日縁

=「が内湾するもの
平縁 鋸歯状沈線・隆帯貼付による施文

E奏買 深鉢
日縁部が外側にやや開き、

植木鉢形を呈するもの
平縁

1類 鋸歯 状沈線 +小波状 貼付 文 による施 文

大木4～ 5a

式

2類 小 波状 貼付 文 による施 文
aれ三 小波状 貝占付 文 のみ

b種 小波状貼付文 十垂 下する文様 帝

3類 粘 土紐 貼付 による幾イ可学 的文様 による施 文

F類 深鉢

胴上部で外湾し、頸部でくび
れ、日縁部が外側に大きく外
反するもの

平縁

l類 鋸 析 状 沈 繰 による而 文

2類 小波状貼付文による施文
a r2 小波状貼付文のみ

b種 小波状貼付文十三下する文様帯

8類 粘 土紅 貼付 による幾何 学的文様 による施 文

4類 縄 文 による施 文

5類 ナデのみで、熙文のもの

G類 鉢
日縁部が内湾し、頸部にく

‐J
れをもたないもの

平縁 小波状貼付文による施文

H類 台付鉢
胴部が外湾し、頸部でくび

れ、日縁部が外反する器形
に、台が付属するもの

平縁 小波状貼付文による施文

Ⅲ 中期

A類 深 鉢
l到ミ 渦巻き状文様帯による施文

大木8a式
2葵頁 円形隆帯による施文

B類 深鉢
頸部でくびれ、日縁部が内
湾するもの

平縁
[プ 5員 日縁部に文様を有するもの

2類 日縁 部が無文 のもの

C類 深 鉢
胴上部で軽く湾曲し、日縁剖
が緩やかに外反する器形

平縁

[類 頸 部 に横 位 沈線 文 が施 されず 、縦長 の縄文 帯の一 部を運 結 したもの

大木 10式

2類 頸部 に横 位 沈線 文 が施 され 、日縁 部か研 同上部 にかけて梗位 波驀 文の施 され るもの

3類

頸部に横位沈線文が施され
ず、日縁部から月同上部にかけ<
横位波濤文の施されるもの

aれ三

口縁部で連結し、沈線文
によつて描かれる連続波

濤文

①
「ノJ字状文をもつも

の

②
「S」宇状文をもつも

の

③
「8J宇状文をもつも

の

④ 刺突充填円形区画

b種
無文部を挟んで展開し、沈線文で描かれる分節波

濤文

4類
日縁部に無文帯を持ち、胴部
に地文の縄文が施されるもの

aた重 頸部 隆線・沈繰 文が施 されるもの

b種 毅部 1盗線 文 の上 に別 突を施す もの

cれ三 区画文の施されないもの

5類 無文帯を持たず、胴部全体に地文の縄文が施されるもの

6類 胴部全体に櫛目文が施されるもの

D類 深 鉢
日縁部が内湾し、頸部にく〔
れをもたないもの

波状縁 1琵ミ 波頂部に横位波濤文が展開するもの

平 縁

2類
日縁部に無文帯が設けられ、胴
部は地文の縄文が施されるもの

① 斜縄 文 による施 文

② 単軸絡 条 体 による施 文

3頚 無文 帯 を持たず 、丹同部全体 に地文の縄 文 が施 され るもの

4類 日縁部で連結し、沈線文によつて「ノ」字状文の描かれる連続波濤文

5類 僑状把 手を石するもの

E養買 深鉢 中空突起を有するもの 突起付 文様はC8類、Dl・ 4類などに共通

F類 壷形土器 るつぼ形をするもの 平 縁 ナデのみで、無文のもの

G類 有孔土器
日縁部に貢通孔が連続して

設けられるもの
平縁 ナデのみで、無文のもの

Ⅳ 後期 出上が少 量なため、一猶 する 後翔前 葉

V 平 安 出上が少量なため、一括する 9世紀代

第9表 土器分類表
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(3)土器各説

第 9表に本遺跡出土土器分類表を示した。本遺跡で出土する縄文土器を大まかに早期、前期、中期、後期

の 4時期に区分し、 I群を早期、 Ⅱ群を前期、Ⅲ群を中期、Ⅳ群を後期とした。さらにそれぞれの土器群に

ついて細分類を設定した。また、V群を平安時代の土器とした。分類については、既存の土器型式にかなり

頼ることになるが、広く認識して頂くためにはそれが適当であると考えた。細分については、筆者の主観的

な考えも加味されているので、既存の土器型式に加えて、器形・文様についての考察を行った上で、類の下

に種を置き、これにより本遺跡出土土器を分類する。

第 I群 縄文時代早期の上器

A類 早期貝殻沈線文系土器に比定される土器を一括した。特に吹切沢式と見られる資料である。器形全

体を把握できる資料は出土していないが、砲弾形を呈し、尖底をなす深鉢形と考えられる。出土点数は稀少

で、SX12竪穴住居状遺構やSK49土坑、Ⅱ B2c・ 2fグ リッド付近などからの出土に限られる。施文方法からさ

らに 2細分され、1類は貝殻腹縁文による施文 (No287,288,356)、 2類は貝殻腹縁移動波状圧痕文による施文

(No289,349,357,358)である。

B類 早期表裏縄文系土器に比定される土器を一括した。器形全体を把握できる資料は出土していないが、

体部が膨らみを帯び、尖底をなす深鉢形と考えられる。出土点数はA類 と同様に稀少で、S104竪穴住居跡、

S118竪穴住居跡、Ⅱ A2fo Ⅱ B3cグ リッド付近などからの出土に限られる。施文方法は、器面の表裏に縄文を

施文するもの (No359)、 尖底部を残存するもの (配21)な どがある。

第 Ⅱ群 縄文時代前期の上器

A類 大木 2a式に比定される土器。器形全体を把握できる資料は出土していないが、外傾しながら直線

またはやや湾曲して立ち上がり、胴部にやや膨らみのあるバケツ形を呈する深鉢形と考えられる。出土点数

は少量で、遺構内ではS123・ 27竪穴住居跡、遺構外では I B8g・ Ⅱ Algo Ⅱ A9g・ Ⅱ B2co Ⅱ B2e・ Ⅱ B3dグ

リッドなどから出土している。施文方法により、1類縄文による施文と2類櫛歯状工具による施文の 2類に分

類し、1類はさらにa～ eの 5種に細分される。

1類は器面に縄文のみを施文する土器で、 a～ eの 5種に細分される。 a種は斜縄文を施文するもので、

原体RL縄文・LR縄文の横位施文がほとんどである。出土地点はS123竪穴住居跡、S127竪穴住居跡から出

土している (血87,88,104～ 106,121,125)。 b種は単軸絡条体を施文するもので、本調査で出土したのは単軸絡

条体第 5類のみである。出土地点は、遺構内はS127竪穴住居跡のみ (血124)で、遺構外は E Alg・ Ⅱ A9g攪

乱内などである (配362,363)。 c種は羽状縄文を施文するもので、本調査で出土したのは非結束のみであり、

原体の回転方向を変えて、菱形文を構成するものがある。出土地点は、遺構内はS127竪穴住居跡のみ (h

123)で、遺構外はⅡ B2c・ Ⅱ B3dな どである (血360,361)。 d種は附加条縄文を施文するもので、いずれも

原体RL+r縄文の横位施文である。出土地点は、S127竪穴住居跡のみからである (h108～ 110)。 この種に

分類している 3点は、縄文のみの施文で胴部破片であるため、日縁部などに文様を有するE類の胴部である

可能性もある。 e種は結節回転文を施文するもので、原体 L・ R縄文にZ字状の撚 りを加え、横位施文した

ものである。出土地点は、遺構内はS123・ 27竪穴住居跡、遺構外はⅡ B2eグ リッド付近などからの出土に限

ら才化る 0こ90,107,122,364,365)。

2類は器面に櫛歯状工具による施文をする土器で、 1点のみ出土している (No366)。 出土地点は、遺構外
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の I B8gグ リッド付近である。

B類 大木 2b式に比定される土器。器形全体を把握できる資料は出土していないが、ややタト傾しながら

立ち上がり、バケツ形を呈する深鉢形と考えられる。出土点数は稀少で、出土地点はS127竪穴住居跡に限ら

れる。施文方法により、1類単軸絡条体第 3類による施文、 2類単軸絡条体第 5類による施文に 2細分され

る。

1類は単軸絡条体第 3類を施文するもので、いわゆるS字状連鎖沈文を施すものである。出土点数は稀少

で、 2点 を掲載した (配 111,126)。 血1261ま、粘土紐貼付がなされており、その上に列点が施されている。

2類は単軸絡条体第 5類を施文するもので、いわゆる網目状撚糸文を施すものである。出土点数は極稀少

で、 1点のみ掲載した (配 127)。

C類 大木 3式に比定される土器。器形全体を把握できる資料は出土していないが、やや外傾しながら立

ち上がり、バケツ形を呈する深鉢形を分類した。出土点数は少量で、いずれも破片資料である。出土地点は、

遺構内はS102・ 04。 15。 21'27竪穴住居跡、遺構外は I A9f・ I A9g・ I B8c・ Ⅱ A2go Π B2c・ Ⅱ Blfグ リッ

ドなどから出土している。施文方法により、1類竹管円文による施文、 2類鋸歯状沈線による施文、 3類隆

帯貼付による施文に3分した。

l類は竹管円文を施文するもので、口縁部から胴部上半にかけて施される。出土点数は少量で、遺構内は

S127竪穴住居跡、そのほかは遺構外である (血112,113,368～ 372)。

2類は鋸歯状沈線を施文するもので、日縁部から胴部上半にかけて施される。出土点数は少量で、遺構内

はS102。 15・ 21・ 27竪穴住居跡、遺構外は 2点のみである (No2,4,6～ 9,52,81,115,128,129,373,374)。

3類は隆帯貼付を施文するもので、日縁部から胴部上半にかけて施される。一部には、隆帯に刻目が付さ

れる。出土点数は少量で、遺構内はS102・ 04竪穴住居跡、そのほかは遺構外である (配3,19,367,375)。

D類 大木 3式に比定される土器。C類 とは異なる器形で、器形全体を把握できる資料は出土していない

が、胴上部で軽く湾曲し、日縁部が内湾する深鉢形であると考えられる。出土点数は極稀少で、いずれも遺

構内出土であり、S106・ 27竪穴住居跡、SX04竪穴住居状遺構から出土している (No27,130,269)。 施文方法は、

C類 とほぼ同様で、鋸歯状沈線や隆帯貼付などが施されている。

E類 大木 4～ 5a式に比定される土器。口縁部が外側にやや開き、植木鉢形を呈する深鉢形である。出

土点数は少量で、遺構内はS120。 27竪穴住居跡、SX06・ 09竪穴住居状遺構、SKll土坑、遺構外はⅡ Ble・

Ⅱ B2e・ コBIか ら出土している。施文方法により、1類鋸歯状沈線及び小波状貝占付文による施文、 2類小波

状貼付文のみによる施文、 3類粘土紐貼付による幾何学的文様の施文に3分 した。

1類は鋸歯状沈線及び小波状貝占付文を施文するもので、回唇部、日縁部、胴部上半にかけて施される。出

土点数は極稀少で、遺構内のS127竪穴住居跡から出土した 1点を掲載した (配114)。

2類は小波状貝古付文のみを施文するもので、日唇部、日唇部内面、日縁部、胴部上半にかけて施される。

出土点数はE類の中では最も多い。出土地点は、遺構内はS127竪穴住居跡、遺構外はⅡ Ble・ Ⅱ B2e・ Ⅱ Blf

である。 aob種に 2細分され、 a種は小波状只占付文のみ施文するもの (血70,101,136,272,276,279,296)、  b

種は小波状貝占付文の下に粘土紐貼付による垂下する文様帯を施文するもの (No99,100,116,118,135,137,376,377,

378)に細分される。

3類は粘土紐貝占付による幾何学的文様を施文するもので、日縁部から胴部上半にかけて大きく描かれる。

出土点数は極稀少で、遺構内のS127竪穴住居跡からのみ 2点出土している (Nol19,138)。

F類 大木 4～ 5a式に比定される土器。胴部上半で外湾し、頸部でくびれ、口縁部が外側に大きく外反
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する深鉢形である。出土点数は少量で、遺構内はS105'06・ 18・ 24・ 25。 27竪穴住居跡、SX09竪穴住居状遺

構、SK06土坑などから出土している。施文方法により、1類鋸歯状沈線による施文、 2類小波】犬貝占付文によ

る施文、 3類粘土紐貼付による幾何学的文様の施文、 4類縄文による施文、 5類ナデのみで、無文のものに

5分した。

l類は鋸歯状沈線を施文するもので、日縁部から胴部上半にかけて施される。出土点数は極稀少で、遺構

内のS127竪穴住居跡、SK20土坑などから出土している (No133,312)。

2類は小波】犬貝占付文を施文するもので、日縁部から胴部上半にかけて施される。出土点数は少量で、遺構

内のSI06・ 18・ 27竪穴住居跡などから出土している。施文方法は、さらに a・ b種に細分され、 a種は小波

状貼付文のみを施文するもの (配29,64)、 b種は小波状貝占付文の下に粘土紐貼付による垂下する文様帯を施

文するもの (No98,134)に細分される。

3類は粘土紐貼付による幾何学的文様を施文するもので、口縁部から胴部上半にかけて大きく描かれる。

出土点数は稀少で、遣構内のS105。 18竪穴住居跡、SX09竪穴住居状遺構などから出土している (No22,59,275)。

4類は縄文のみを施文するもので、原体RL縄文の横位施文などが日縁部から胴部全体にかけて施される。

出土点数は稀少で、遺構内のS124・ 27竪穴住居跡などから出土している (No93,103,120)。

5類はナデのみで無文のもので、器面に文様を施さないものである。出土点数は極稀少で、遺構内の

S125。 27竪穴住居跡などから出上している (No94,102)。

G類 大木 4～ 5a式に比定される土器。日縁部が内湾し、頸部にくびれをもたない鉢形のものを一括し

た。出土点数は極稀少で、遺構内の SX10竪 穴住居状遺構などから出土しており、 1点のみを掲載した

(No280)。

H類 大木 4～ 5a式に比定される土器。胴部が外湾し、頸部でくびれ、回縁部が外反する器形に台が付

属する台付鉢を一括した。出土点数は極稀少で、S127竪穴住居跡から1点のみ出土している (Nol17)。 顕部

に小波状貝占付文が全周し、台部には透かしが入れてある。

第Ⅲ群 縄文時代中期の土器
A類 大木 8a式に比定される土器。器形全体を把握できる資料は出土していないが、平縁または波状縁
の日縁部を持ち、直立またはやや外傾しながら立ち上がる深鉢形であると考えられる。出土点数は少量で、

遺構内はS119。 25竪穴住居跡、SK20土坑、遺構外は I B10h・ I C9f・ Ⅱ B3cグ リッドなどから出土している。

施文方法から、1類渦巻き状文様帯による施文 (No69,309,316,380,382)、 2類円形隆帯による施文 (No95,381)

に細分される。

B類 大木 8a式に比定される土器。器形全体を把握できる資料は出上していないが、頸部でくびれ、日

縁部が内湾する深鉢形を一括した。出土点数は少量で、遺構内のS112・ 20。 21'33竪穴住居跡、SX01竪穴

住居状遺構、SK20土坑などから出土している。施文方法から1類口縁部に文様を有するもの (h44,80,82,213,

255,257,308)、  2類口縁部が無文のものに 2細分される。

C類 大木10式に比定される土器。胴上部で軽く湾山し、日縁部が緩やかに外反する器形で深鉢形である

と考えられる。出土点数は、本調査で最も出土しており、遺構内はS102・ 14・ 16・ 18・ 20。 28。 29・ 31・

32'33・ 34・ 36・ 38・ 40竪穴住居跡、SX01・ 02・ 03・ 05。 06竪穴住居状遺構、SK29。 30・ 34'39。 49土坑、

遺構外は I A9f・ I A9g・ I B8c・ I B8g・ I B8j・ Ⅱ Bld・ Ⅱ Blf・ Ⅱ B2f・ コE6c・ H E6d・ Ⅱ E7bグ リッド

などから出土している。施文方法により、1類頸部に横位沈線文が施されず、縦長の縄文帯の一部を連結し
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たもの、 2類頸部に横位沈線文が施され、日縁部から胴上部にかけて横位波濤文の施されるもの、 3類頸部

に横位沈線文が施されず、口縁部から胴上部にかけて横位波濤文の施されるもの、 4類口縁部に無文帯を持

ち、胴部に地文の縄文が施されるもの、 5類無文帯を持たず、胴部全体に地文の縄文が施されるもの、 6類

胴部全体に櫛目文が施されるものに 6分類され、さらにそれぞれについて細分される。

1類 頸部に横位沈線文が施されず、縦長の縄文帯の一部を連結したものを施文するもので、日縁部から

胴部上半にかけて「UJ字状文が施される。出土点数は極稀少で、遺構内のS102竪穴住居跡などから出土し

ている (No10)。

2類 頸部に横位沈線文が施され、口縁部から胴上部にかけて横位波濤文を施文するものである。出土点

数は極稀少で、遺構内のS133竪穴住居跡などから出土している (配221)。 日縁で連結し、沈線文によって描

かれる連続波濤文 (卜 字状文)が描かれている。

3類 頸部に横位沈線文が施されず、口縁部から胴上部にかけて横位波濤文を施文するものである。出土

点数は最も多 く、出土地点は、遺構内はS110。 16・ 20。 29・ 31・ 33・ 34・ 35。 36・ 38・ 40竪 穴住居跡、

SX01・ 02・ 06竪穴住居状遺構、SK28・ 29。 30土坑、遺構外は I A9go I B8co I B8g・ Ⅱ Bld・ Ⅱ Blf・ Ⅱ

B2fo ⅡE6do ⅡE7bな どから出土している。施文方法により2分され、 a種は回縁部で連結し、沈線文によ

って描かれる連続波濤文を施文するもので、さらに 4分 される。①「ノ」字状文を持つ もの (No

40,229,232,384,393)、 ②「S」 字状文を持つもの (No164)、 ③「8」 字状文をもつもの (比187,188)、 ④刺突充

填円形区画を有するもの (h148,149,207,208,233,250,327,329,406)で ある。 b種は無文部を挟んで展開し、沈

線文で「S」 字状に描かれる分節波濤文を施文するものである (No195,226,389,390)。

4類 回縁部に無文帯を持ち、胴部に地文の縄文を施文するものである。出土点数は少量であるが、遺構

内のS114・ 18・ 20。 29'31'32,34・ 40竪穴住居跡、SX02'06竪穴住居状遺構、SK39土坑などから出土し

ている。施文方法により3分され、 a種は頸部隆線・沈線文が施されるもの (配48,65,73,78,156,175,181,251)、

b種は頸部隆線文の上に刺突を施すもの (No170,264,273,340)、  c種は区画文の施されないもの (No199)で

ある。

5類 無文帯を持たず、胴部全体に地文の縄文を施文するものである。出土点数は少量であるが、遺構内

はS102・ 33・ 34・ 36。 38竪穴住居跡、SX01・ 02・ 05竪穴住居状遺構、SK39土坑、SR01土器埋設遺構、遺構

外は I B8iグ リッドなどから出土している (配1,200,210,228,247,258,263,271,344,351,420)。

6類 胴部全体に櫛目文を施文するものである。出土点数は少量であるが、遺構内はS128'29竪穴住居跡、

SK29・ 34・ 49土坑、遺構外はⅡ Bldグ リッドなどから出土している (No143,157,328,335,350,410)。

D類 大木10式に比定される土器。口縁部が内湾し、顕部にくびれをもたないもので、波状縁または平縁
の日縁部形状を呈する深鉢形であると考えられる。出土点数はC類に次いで多く、遺構内はS102・ 03・ 06・

14・ 16・ 21。 28。 29・ 31。 33・ 34'36竪穴住居跡、SXll竪穴住居状遺構、SK20・ 24・ 28・ 30・ 38土坑、遺

構外はⅡBld o ⅡE5e・ Ⅱ E6e・ コE7bグ リッドなどから出土している。施文方法から1類 口縁部形状が波状

縁を呈し、波頂部に横位波濤文が展開するもの、 2類口縁部に無文帯が設けられ、胴部は地文の縄文が施さ

れるもの、 3類無文帯を持たず、胴部全体に地文の縄文が施されるもの、 4類口縁都で連結し、沈線文によ

って「ノ」宇状文による連続波濤文を施すもの、 5類橋状把手を有するものに 5分 した。 1類 は口縁部形

状が波状縁を呈し、波頂部に横位波濤文を展開するものである。出土点数は極稀少で、遺構内のS133・ 34竪

穴住居跡などから出土している (配194,196,205,216)。

2類は回縁部に無文帯が設けられ、胴部は地文の縄文を施文するものである。D類の中では最も多く、遺
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構内のS102・ 06。 14。 16。 21・ 28・ 29'31・ 33・ 36・ 竪穴住居跡、SK28土坑、遺構外のⅡ Bld・ Ⅱ E6e・ Ⅱ

E7bグ リッドなどから出土している。施文方法は、さらに a・ b種に細分され、 a種は斜縄文による施文

(血12,13,30,47,54,84,140,153,154,244,388,400)、 b種は単軸絡条体による施文 (No166,217,222,230,323,402)に 分

けられる。

3類は無文帯を持たず、胴部全体に地文の縄文を施文するものである。出土点数はD類の中で、 2類に次

いで多く、遺構内のS103・ 06。 28・ 29。 31・ 36竪穴住居跡、SK20。 24・ 30土坑、遺構外のⅡ E5eグ リンドな

どから出土している (No16,32,33,141,142,152,162,178,179,242,307,311,318,331,332,419)。

4類は口縁部で連結し、沈線文によって「ノ」字状文による連続波濤文を施すものである。出土点数は少

量で、S133・ 34竪穴住居跡、SXll竪穴住居状遺構、SK38土坑などから出土している (恥 190,197,198,204,284,

336)。

5類は橋状把手を有するものである。出土点数は極稀少で、遺構内のS131竪穴住居跡などから出土してい

る (No171)。

E類 大木10式に比定される土器。中空突起を有するものである。日縁部文様や胴部上半に描かれている

文様帝はC類及びD類に共通する。出土点数は少量であり、出土地点は、遺構内のS131・ 33竪穴住居跡、

SK28土坑、遺構外の I A10f・ H Bld～ 2d・ Ⅱ E5eグ リッドなどから出土している (配165,172,173,203,321,322,

383,385,386,387)。

F類 大木10式に比定される土器。器形は壷形を呈し、ナデのみで無文のものである。出土点数は 1点の

みであり、S131竪穴住居跡から出土している (No163)。

G類 大木10式に比定される土器。口縁部に貫通孔が横位に連続して設けられるものである。出土点数は

1点のみであり、S134竪穴住居跡から出土している (No202)。

第Ⅳ群 縄文時代後期の上器

縄文時代後期に比定される土器群である。出土点数が少量のため一括した。SK08土坑のNo294、 295及び

SR01土器埋設遺構の配353は、十腰内 IA式に比定される。また、配441は後期前葉、血443は貼付瘤期に比

定される。このほかに、配352や配442な どが出土している。

第V群 平安時代の土器

平安時代に比定される土器群である。S105竪穴住居跡覆土から出土しているが、遺構の推定時期は縄文時

代中期のため、覆土上部に攪乱され混入したものと考えられる。 3点出土しており、いずれも須恵器である。

1点は長胴奏で (No24)、 2点は長頸瓶 (配25,26)であり、後者は同一個体であると考えられる。時期はい

ずれも9世紀代に比定される。
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2.土製品 (第 103・ 104図、写真図版 102)

(1)出土状況について

本遺跡から出土した土製品は15点である。

あり、遺構内は10点、遺構外は 5点である。

る。

内訳は、土偶 1点 (2個体)、 耳飾 1点、円盤状土製品13点で

しかし、遺構内から出土した10点はいずれも遺構覆土出土であ

(2)所属時期について

本遺跡の出土土器は縄文時代早期から後期まで及ぶ。詳細は土器各説で参照して頂きたいが、その主体と

なる時期は縄文時代前期後葉と中期末葉であると考えられる。出土土製品のうち、10点は遺構内覆土出土で

あり、伴出している土器から時期は縄文時代中期に位置付けられる。散逸的に出土している遺構外土製品も

ほぼ同時期と見てよいと考える。

(3)土製品各説

①土偶 (第 103図、写真図版102)

土偶は2個体、 1点がS138竪穴住居跡覆土上位から出土しており、 1点を図示した (血444)。 土偶は頭部

及び両腕がなく、腰部から上半身と下半身に久損した状態で出土した。腰部も一部で接合するのみで、大半

はない。上半身は前面及び背面がほぼ平らの板状に作られ、肩部がやや張り出していると見られる。前面及

び背面には直径 2 1nlllの 盲孔が刺突されている。下半身は円柱状を呈し、底面が広く平らに作られており、裾

に従い拡がる形となっている。上半身と同様に盲孔が刺突されており、前面の中央やや上方に直径約 l cm、

高さ約0.4cmの突起を有する。

②耳飾 (第 104図、写真図版102)

耳飾は1点のみが遺構外のⅡ B2f攪乱から出土しており、 1点のみを図示した (h445)。 耳飾は全体の3/4

を欠損しており、完形では円形の滑車形を呈していたものと考えられる。周縁には、滑車状の凹みがあり、

表面には盲子とが刺突されている。

③円盤状土製品 (第 104図、写真図版102)

円盤状土製品は計13点出土しており、遺構内から9点、遺構外から4点である。全点を図示した。これら

は、土器片の周縁を打ち久いたり、周縁を研磨することにより、円形または楕円形に成形されている。大き

さは大小あるが、直径約 3 cm程度に整えられている。重さは約8.65g程である。文様は、素材の土器片のも

ので、斜縄文や絡条体圧痕文・沈線・ミガキなど統一性はない。
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3.石器 (第 105～ 141図、写真図版 103～ 139)

(1)出±1犬況について

本遺跡から出上した石器は総数1,161点に及ぶ。石器は調査区全体から広い範囲で出土しているが、遺構が

集中する箇所があり、それが調査区内で標高の低いところにあるため、伴出する石器もそれに比例している。

詳細な出土状況・出土地点については項目毎に触れる。

(2)所 属時期について

本遺跡の出土土器は縄文時代早期から後期にまで及ぶ。詳しくは土器各説を参照して頂きたいが、その主

体となる時期は縄文時代前期後葉と中期末葉であると考えられる。その他に前期中葉から後葉にかけて、ま

たは中期中葉などの土器群が出土している。遺物のほとんどは遺構内から出土しており、その他はその周辺

から散逸的にみられる。よって、本遺跡出土石器については、遺構内は共伴する出土土器と同様の縄文時代

前期後葉または中期末葉、遺構外については早期～後期 (主体は前期後棄、中期末葉)と ある程度の時期幅

を持って捉えたい。

(3)石 器組成と石材

石器組成と石材の数量・重量を第10表に示した。今回の調査で出土した石器の総数は合計1,161点に及ぶ。

この内260点が石器製作に伴う剥片 (石屑片)で、 トゥールとして認定したのは901点である。石器の内訳は

尖頭器 6点 (07%)、 石鏃46点 (5。 1%)、 石錐 1点 (0.1%)、 石匙19点 (2.1%)、 石箆 2点 (0.2%)、 楔形石器

5点 (0.6%)、 スクレイパー類61点 (6.8%)、 二次加工ある剥片64点 (7.1%)、 微細剥離痕ある剥片87点

(97%)、 石核 2点 (02%)、 石斧類23点 (26%)、 礫器類35点 (3.9%)、 敲磨器類418点 (46.4%)、 砥石 1点

(0.1%)、 台石類100点 (11.1%)、 礫石錘24点 (2.7%)、 球石 7点 (0.8%)である。このほかに素材礫とみられ

る自然礫が105点ある。

剥片・礫石器 (ト ゥール)の合計901点 (100%)の 石材は、買岩が478点最も多く53.1%を 占める。次いで

砂岩が244点 (27.1%)、 凝灰岩が45点 (5%)、 デイサイト35点 (3,9%)、 礫岩20点 (2.2%)、 ホルンフェルス

15点 (1,7%)、 閃緑岩・花聞閃緑岩各10点 (1.1%)な どである。

(4)石 器善説

① 尖頭器 (第司05図・写真図版103)

先端部に二次加工を施し鋭く尖らせた石器で、槍の先端に装着して使用されたと考えられる資料。計 6点

出土しており、 5点 を図示した。 トゥールと認定したなかでは、0,7%を 占める。

分類 欠損品がほとんどであるため細分は行わず、大分類のみとする。御醜59～ 464)

出土分布状況 計 6点のうち、遺構内 3点 (50%)、 遺構外 3点 (50%)である。このうち、SX12竪穴住居

状遺構から出土した配4601よ、伴出した土器から早期に属すると考えられる。それ以外は、出土位置・層位

からおおむね中期に属すると考えられる資料である。

法量 法量の平均値は、計 6点で、長さ6.24clll、 幅2.02cm、 厚さ0.84cm、 重量11.74g、 先端角61.2° である。

石材 計 6点のうち、 5点が頁岩で、 1点のみが凝灰岩製である。しかし、頁岩製のうち 2点は奥羽山脈に

産地が求められ、搬入品の可能性がある。
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第 10表 石器石材表
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② 石鏃 (第 106図～第107図・写真図版103～ 104)

先端部に二次加工を施し鋭く尖らせた石器で、失の先端に装着して使用されたと考えられる資料。計46点

出土しており、26点を図示した。欠損品は10点である。 トゥールと認定したなかでは、5.1%を 占める。

分類 形態的に基部・法量に着日して分類を行う。

第 I類 基部に突起状の二次加工を施し、ソケットに差し込んで装着するもの (有茎鏃)。

A類 基部を作出しているもの。(h465)

B類 柳葉形で、基部が尖るもの。 (配466)

第Ⅱ類 直線または内湾などをした基部を有し、スリットに差し込んで装着するもの (無茎鏃)。

A類 直線的な基部を呈するもの (平基鏃)。 (h467～ 474)

B類 突出した基部を呈するもの (円基鏃)。 (N醜75～ 483)

C類 内湾する基部を呈するもの (凹基鏃)。

1類 浅くV字に内湾するもの。 (No484～ 500)

2類 深くV字に内湾するもの。 (No501～ 504)

3類 内湾した部分が直線的になるもの。 (血505～ 510)

出土分布状況 計46点のうち、遺構内32点 (69.6%)、 遺構外14点 (30.4%)である。このうち、S127竪穴住

居跡からは10点が出土しており、内訳はⅡA類 1点・ⅡB類 1点・Ⅱ Cl類 5点・Ⅱ C3類 3点である。伴出し

ている土器と遺構の推定時期から縄文時代前期後半に比定される。

法量 法量の平均値は、計46点で、長さ2.93cm、 幅1 80cm、 厚さ0.57cm、 重量2.57g、 先端角60.3° である。

石材 計46点のうち、45点 (97.8%)が頁岩製で、 1点 (2.2%)が珪質頁岩製である。

③ 石錐 (第 108図 。写真図版刊04)

剥片の尖頭状の端部に両側縁から二次加工が施された石器で、主に穿子し作業に使用されたと考えられる資

料。計 1点出土しており、 1点を図示した。 トウールと認定したなかでは、0.1%を 占める。

分類 形態的に機能部に着日して分類を行う。

第 I類 丁寧な二次加工がつまみ部までの広範囲に見られるもの。 (No511)

第Ⅱ類 粗雑な二次加工が錐部のみに集中するもの。

出上分布状況 1点は遺構外からの出土で、Ⅱ B2dグ リッド南西側Ⅱ層からの出土である。

法量 長さに対して、幅が狭く細身である。

石材 珪質頁岩製で、硬質な石材が選択されている。

④石匙 (第 108図～第110図、写真図版104)

つまみ状の突起を一端に有し、スクレイパー類と同様の刃部を作り出している資料。計19点出土しており、

全点を図示した。 トウールと認定したなかでは、21%を 占める。

分類 形態的につまみ部の作出位置と刃角に着目して分類を行う。刃角については、二次加工の剥離面とそ

れに接する素材の剥離面 (片面加工)、 または二次加工の剥離面 (両面加工)と のなす角度を3箇所以上計

測を行った平均値とする。
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第 I類 つまみ部に対し刃部が縦に長いもの (縦型石匙)。
A類 縦型石匙の中で、尖頭状の先端を有するもの。 (血512～ 519)

B類 縦型石匙の中で、側縁に刃部を有するもの。 (配520～ 527)

第Ⅱ類 つまみ部に対し刃部が横に長いもの (横型石匙)。
A類 横型石匙の中で、尖頭状の先端を有するもの。
B類 横型石匙の中で、末端部に刃部を有するもの。 (恥528～ 530)

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

1類 片面に二次加工を施し、刃角が60° 以上のもの。
2類 片面に二次加工を施し、刃角が59° 以下のもの。

3類 両面に二次加工を施し、刃角が60° 以上のもの。
4類 両面に二次加工を施し、刃角が59° 以下のもの。

出土分布状況 計19点のうち、遺構内13点 (68.4%)、 遺構外 6点 (31.6%)で ある。

法量 法量の平均値は、計19点で、長さ5.61cm、 幅2.75clll、 厚さ0.78cm、 重量10.65g、 刃角49.1° である。

石材 計19点のうち、買岩17点、赤色頁岩 2点である。

⑤石箆 (第 110図、写真図版104)

左右がほぼ対称で基部側が狭く、刃部狽1に広がりを持つ、全体に二次加工が施された資料。計 2点出土し

ており、 2点を図示した。 トゥールと認定したなかでは、0.2%を 占める。

分類 形態的に基部・刃角に着日して分類を行う。

第 I類 基部が尖頭状を呈するもの。

第Ⅱ類 基部にやや幅があるもの。(No531・ 532)

第Ⅲ類 基部が楕円形を呈するもの。
上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

A類 片面に二次加工を施し、刃角が60° 以上のもの。
B類 片面に二次加工を施し、刃角が59° 以下のもの。
C類 両面に二次加工を施し、刃角が60° 以上のもの。
D類 両面に二次加工を施し、刃角が59° 以下のもの。

出上分布状況 計 2点 ともS127竪穴住居跡からの出土である。伴出している土器と遺構の推定時期から縄文
時代前期後半に比定される。

法量 法量の平均値は、計 2点で、長さ6.50cm、 幅3.52clll、 厚さ1.28clll、 重量28.71g、 刃角59.5° である。
石材 計2点 とも頁岩を素材としている。

⑥楔形石器 (第 110図、写真図版104)

両極剥離痕と2個一対または4個二対の刃部を有する楔形の資料。計 5点出土しており、全点を図示した。

トゥールと認定したなかでは、O.6%を 占める。

分類 形態的に刃部の作出位置に着目して分類を行う。

第I類  2個一対の刃部と両極剥離痕をもつ。 (血533～ 537)

第Ⅱ類 4個二対の刃部と両極剥離痕をもつ。
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出上分布状況 計 5点で、遺構内が 3点 (60%)、 遺構外が 2点 (40%)で ある。本遺跡で出土している 5

点はいずれも第 I類である。

法量 法量の平均値は、計 5点で、長さ3.29cm、 幅1.88cm、 厚さ1.15cm、 重量6.89gで ある。

石材 計 5点のうち、頁岩が 2点、赤色頁岩 1点、凝灰岩 1点、馬珀 1点である。

② スクレイパー類 (第 111図～第114図、写真図版105～ 107)

提示した器種以外で、機能部として刃部を有し、切る 。削る 。掻 くなどに使用されたと考えられる資料。

計61点出土しており、29点 を図示した。 トゥールと認定したなかでは、67%を 占める。なお、二次加工のあ

る石器も同様の機能が考えられるが、全縁辺の1/2以上に二次加工が施されている場合をスクレイパー類と

し、それ以下を二次加工のある剥片に分類した。

分類 形態的に素材である剥片の形状と二次加工の面数・刃角に着目して分類を行う。

第 I類 縦長剥片を素材とするもの。 (No538～ 588)

第Ⅱ類 横長剥片を素材とするもの。 (No589～ 598)

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

A類 片面に二次加工を施し、刃角が60° 以上のもの。(I類

B類 片面に二次加工を施し、刃角が59° 以下のもの⑤(I類

C類 両面に二次加工を施し、刃角が60° 以上のもの。(I類

D類 両面に二次加工を施し、刃角が59° 以下のもの。(I類

配538～ 551、 Ⅱ類 :No589,590)

配552～ 578、 Ⅱ類 :No591～ 594)

配579～ 582、 Ⅱ類 :No595～ 597)

No583～ 588、 Ⅱ類 :No598)

出上分布状況 計61点のうち、遺構内41点 (67.2%)、 遺構外20点 (32,8%)で ある。このうち、S127竪穴住

居跡からは18点が出土しており、内訳は IA類 2点・ IB類 11点・ IC類 2点・ ID類 1点・ⅡB類 2点であ

る。伴出している土器と遺構の推定時期から縄文時代前期後半に比定される。

法量 法量の平均値は、計61点で、長さ5.05cm、 幅3.13cm、 厚さ0,90cm、 重量16.25g、 刃角57.0° である。

石材 計61点のうち、頁岩が58点 (95%)を 占め、そのほかに凝灰岩 2点、珪質頁岩 1点がある。

③ 二次加工のある剥片 (第 114図～第118図、写真図版107～ 108)

スクレイパー類に比べて刃部の作出範囲が狭い (全縁辺の1/2以下)が、同様の機能を有すると考えられ

る資料。計64点出土しており、29点 を図示した。 トウールと認定したなかでは、7.1%を 占める。

分類 形態的に素材である剥片の形状と二次加工の面数・刃角に着目して分類を行う。

第 I類 縦長剥片を素材とするもの。 (血599～ 635)

第Ⅱ類 横長剥片を素材とするもの。 (血636～ 662)

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

A類 片面に二次加工を施し、刃角が60° 以上のもの。(I類 :配599～ 608、 Ⅱ類 :配636～ 645)

B類 片面に二次加工を施し、刃角が59° 以下のもの。(I類 :No609～ 633、 Ⅱ類 :h646～ 659)

C類 両面に二次加工を施し、刃角が60° 以上のもの。 (Ⅱ 類 :No660,661)

D類 両面に二次加工を施し、刃角が59° 以下のもの。(I類 :No634、 Ⅱ類 :配662)

出土分布状況 計64点のうち、遺構内42点 (65.6%)、 遺構外22点 (34.4%)である。このうち、遺構内では

S127竪穴住居跡からは14点 (IA類 2点・ IB類 8点・ⅡA類 1点・ⅡB類 3点 )、 S133竪穴住居跡からは

7点 (IA類 1点・ IB類 1点・ⅡA類 3点・ⅡB類 2点)が出土しており、伴出土器と遺構の推定時期か
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ら前者は縄文時代前期後半、後者は中期末葉に比定される。

法量 法量の平均値は、計64点で、長さ3.80cm、 幅3 61cm、 厚さ0.89cm、 重量11.10g、 刃角56.0° である。

石材 計64点のうち、頁岩が60点 (93.8%)を 占め、次いで凝灰岩 2点、赤色頁岩 1点、馬瑞 1点である。

③微細剥離痕のある剥片 (第 118図、写真図版109～ 111)

剥片剥離作業において産出された石器製作に不適な剥片であるが、縁辺部に微細な剥離痕が観察される剥

片を一括した。計87点出土しており、 5点を図示した。 トゥールと認定したなかでは、9.7%を 占める。

分類 形態的に素材である剥片の形状と自然面の有無に着目して分類を行う。自然面が1/2以上見られる剥

片は剥片剥離作業の第一行程で産出されたもの、自然面が1/2以下しか見られないものは第二行程以降に産

出されたものである。

第 I類 縦長剥片を素材とするもの。 (恥663～ 716)

第Ⅱ類 横長剥片を素材とするもの。 (血717～ 749)

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

A類 自然面が1/2以上 (第一行程)。 (Ⅱ 類 :No717)

B類  自然面が1/2以下 (第二行程以降)。 (I類 :h663～ 716、 Ⅱ類 :血718～ 749)

出上分布状況 計87点のうち、遺構内64点 (73.6%)、 遺構外23点 (26.4%)で ある。このうち、S127竪穴住

居跡からは37点が出土しており、遺構内出土のうち57.8%を 占める。内訳は IB類23点・ⅡB類 14点である。

伴出している土器と遺構の推定時期から縄文時代前期後半に比定される。

法量 法量の平均値は、計87点で、長さ3.62cm、 幅3 67cm、 厚さ0.87cm、 重量10.41gで ある。

石材 計87点のうち、買岩が82点 (94.3%)を 占め、次いで赤色頁岩が 2点、馬璃・ホルンフェルス・造化

木が各 1点である。

⑩ アスファル トの付着が見られる剥片 (第 118図、写真図版111)

剥片剥離作業において産出された石器製作に不適な剥片であるが、アスファルトの付着が見られる剥片。

計 2点出土しており、 2点を図示した。

分類 器種が少量であるため、大分類のみとする。 (血753,754)

出上分布状況 計 2点はいずれも遺構内からの出土であり、S131竪穴住居跡及びSX09竪穴住居状遺構から

各 1点ずつ出土している。

法量 計 2点に共通する傾向は見られず、偶発的にアスファルトが付着したのか、または塗布する際に使用

したのかは不明である。

石材 計 2点 ともに頁岩である。

① 石核 (写真図版111)

剥片剥離生産を目的とした個体で、 1回以上の剥片剥離作業が行われている資料。計 2点出土しており、

写真のみ掲載した。 トウールと認定したなかでは、02%を 占める。

分類 器種が少量であるため、大分類のみとする。 (No750,751)

出土分布状況 計 2点のうち 1点は遺構内であるS108竪穴住居跡から出上しており、もう1点は遺構外から
の出土である。
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法量 計 2点に法量からみた共通性はない。

石材 計 2点のうち、ホルンフェルスが1点、頁岩が 1点である。

② 剥片
剥片剥離作業において産出された石器製作に不適な剥片や加工の施される属性を有した剥片を一括した。

計258点出土しており、今回は時間と紙数の都合上、点数のみを掲載した。

⑬ 石斧類 (第 119図～第121図、写真図版139)

器面全体または一部を研磨・敲打、剥離などで成形した斧形石器で、木の伐採や切断作業、土掘り作業に

使用されたと考えられる資料。計23点出土しており、19点を図示した。 トウールと認定したなかでは、2.6%

を占める。

分類 成形段階の敲打・剥離 。研磨などの加工と刃部の形状 (平面・断面)に着日して分類を行う。

第 I類 器面全体を研磨して成形している斧形石器 (磨製石斧)。 (血755～ 766)

第Ⅱ類 敲打 。剥離のみで成形をしている斧形石器 (打製石斧)。 (配767～ 774)

第Ⅲ類 敲打・剥離により、撥形や分銅形に成形した斧形石器 (石鍬)。 (配775～ 777)

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

A類 刃部の平面形が円刃、断面形が両刃のもの。(I類 :h757,760,762,763,766、 Ⅲ類 :No775～ 777)

B類 刃部の平面形が円刃、断面形が片刃のもの。(I類 :No756,759、 Ⅱ類 :血768)

C類 刃部の平面形が偏円刃、断面形が両刃のもの。(I類 :血755,764、 Ⅱ類 :No770,774)

D類 刃部の平面形が偏円刃、断面形が片刃のもの。 (Ⅱ類 :配773)

E類 刃部の平面形が直刃、断面形が両刃のもの。(I類 :No761)

F類 刃部の平面形が直刃、断面形が片刃のもの。 (Ⅱ類 :No767)

出土分布状況 計23点のうち、遺構内14点 (60,9%)、 遺構外 9点 (39。1%)である。

法量 法量の平均値は、第 I類が長さ9.26cm、 幅3.81cm、 厚さ2.23cm、 重量208.lgである。第Ⅱ類は長さ

13.9cm、 幅6.14cm、 厚さ1.92cm、 重量263.5gである。第Ⅲ類は長さ13.9cm、 幅6.14cm、 厚さ1.92cm、 重量

263.5gで ある。

石材 計23点のうち、頁岩が16点 (69,6%)を 占め、次いで砂岩 3点、ひん岩 。斑掘岩・角閃?岩・ホルンフ

ェルスが各 1点である。

④礫器類 (第 122・ 123図、写真図版112・ 113)

礫または大形で厚手の剥片の一部に片面 。両面から二次加工を加え、刃部を作り出した資料。計35点出土

しており、10点を図示した。 トウールと認定したなかでは、3.9%を 占める。

分類 素材と刃部の作出に着日して分類を行う。

第 I類 礫素材のもの。(No779～ 802、 813)

第Ⅱ類 大形で厚手の剥片を素材とするもの。(血803～812)

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

A類 片面のみに二次加工を施すもの。(I類 :h779～ 787、 Π類 :血803～ 806)
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B類 両面に二次加工を施すもの。(I類 :No788～ 802,813、 Ⅱ類 :血807～812)

出上分布状況 計35点のうち、遺構内26点 (74.3%)、 遺構外 9点 (25.7%)である。

法量 法量の平均値は、第 I類が長さ16 96cm、 幅7.83cm、 厚さ3.06cm、 重量644.15gである。第Ⅱ類は長さ
13.98cm、 幅7.87cm、 厚さ1.91cm、 重量265.17gである。

石材 計35点のうち、頁岩が22点 (62.9%)を 占め、次いで砂岩・ホルンフェルスが各 5点、凝灰岩 2点、
デイサイト1点である。

⑮ 敲磨器類 (第 123図～第139図、写真図版113～ 131)
礫の表面に残された痕跡を下記の3種類に規定し、これらの痕跡のいずれかが認められる石器を敲磨器類

とした。

敲打痕 正裏面または側面に残された敲打状の痕跡があるもの。痕跡は凸凹状に器面が荒れているものが多

く、また敲打による剥離を伴っているものもある。

磨痕 正裏面または側面に摩耗の痕跡があるもの。摩耗面は滑らかなものとザラザラしたものがある (実測

図においてはトーンを色分けして表示している)①

凹痕 正裏面または側面に残された人為的なクレーター状の痕跡があるもの。浅い凹痕のあるもの、深い凹

痕のあるものなどがある。敲打痕が正裏面にある場合は、観察した上で敲打痕か凹痕かの判別を行っている。

計418点出土しており、102点を図示した。 トゥールと認定したなかでは、46.4%を 占める。

分類 礫の表面に残されている痕跡 (敲打痕・磨痕・凹痕)の組み合わせにより8分類し、さらに各分類内
で痕跡箇所により細分を行った。また、この他にいわゆる「特殊磨石」に近似するものと、他の要素を併せ

持つものを分類に加えた。

第 I類 敲打痕だけを有するもの。tt I類は敲打痕の位置により3分される。 (XT0814～ 920)

A類 敲打痕が正裏面に位置するもの。 (配814～ 830)

B類 敲打痕が側面に位置するもの。 (恥831～ 904)

C類 敲打痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの。 (配905～ 920)

第Ⅱ類 敲打痕と磨痕が認められるもの。敲打痕と磨痕の位置により、 9分される。 (配921～ 962)

A類 敲打痕が正裏面に位置するもの。 (h921～ 924)

B類 敲打痕が側面に位置するもの。 (配925～ 960)

C類 敲打痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの。 (血961,962)

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

1類 磨痕が正裏面のいずれかに位置するもの。(IA類 :No921～ 923、 ⅡB類 :血925～ 944、 ⅡC類
:No961,962)

2類 磨痕が側面に位置するもの。 (Ⅱ A類 :No923,924、 ⅡB類 :No945～ 951)

3類 磨痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの。 (Ⅱ B類 :No952～ 960)

第Ⅲ類 敲打痕と凹痕が認められるもの。敲打痕と磨痕の位置により、 9分される。 (No963～997)

A類 敲打痕が正裏面に位置するもの。 (No963)
B類 敲打痕が側面に位置するもの。 (配964～ 997)

C類 敲打痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの。
上記の分類に加えて、以下の細分を行う。
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a類  凹痕が正裏面に位置するもの。 (Ⅲ A類 :配963、 ⅢB類 :血964～ 995)

b類 凹痕が側面に位置するもの。

c類 凹痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの。 (Ⅲ B類 :配996,997)

第Ⅳ類 磨痕だけが認められるもの。第Ⅳ類は磨痕の位置により、 3分される。 (No998～ 1075)

1類 磨痕が正裏面のいずれかに位置するもの。 (血998～ 1035)

2類 磨痕が側面に位置するもの。 (No1036～ 1061)

3類 磨痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの。 (No1062～ 1075)

第V類 磨痕と凹痕が認められるもの。磨痕と凹痕の位置により、 9分される。 (配1076～ 1084)

1類 磨痕が正裏面のいずれかに位置するもの。 (No1076～ 1080)

2類 磨痕が側面に位置するもの。 (h1081～ 1084)

3類 磨痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの。

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

a類 凹痕が正裏面に位置するもの。(Vl類 :配1076～ 1080、 V2類 :血1081～ 1084)

b類 凹痕が狽‖面に位置するもの。

c類 凹痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの。

第Ⅵ類 凹痕だけが認められるもの。第Ⅵ類は凹痕の位置により、 3分される。 (血1085～ 1175)

a類 凹痕が正裏面に位置するもの。 (血1085～ 1168)

b類 凹痕が側面に位置するもの。 (Nol169)

c類 凹痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの。 (Nol170～ 1175)

第Ⅶ類 敲打痕と磨痕と凹痕のすべてが認められるもの。第Ⅶ類は分類器種が少量のため大分類のみとす

る。 (Nol176～ 1180)

第Ⅷ類 いわゆる「特殊磨石」と呼称されるものに近似し、三角柱・四角柱・厚みのある楕円柱状の礫の

稜 (側面)や小判形礫の側面などに磨痕を持つものである。礫の形状と複合する痕跡によって 8

分に細分する。 (NoH81～ 1231)

A類 三角柱状の礫を素材とする。 (血1181～ 1204)

B類 四角柱状の礫を素材とする。 (No1205～ 1212)

C類 楕円柱状の礫を素材とする。 (No1213～ 1230)

D類 小判形の礫を素材とする。 (配1231)

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

1類 稜 (側面)の磨痕が 1箇所のもの。 (Ⅷ A類 :Nol181～ 1196、 ⅧB類 :No1205～ 1207、 ⅧC

類 :No1213～ 1228、 ⅧD類 :恥1231)

2類 稜 (側面)の磨痕が 2箇所以上のもの。 (Ⅷ A類 :NoH97～ 1204、 ⅧB類 :血1208～ 1212、 ⅧC

類 :No1229,1230)

これらに加えて、複合する痕跡 (敲打痕・磨痕 。凹痕)を伴う場合は、 aを付記する。

出上分布状況 計418点のうち、遺構内が327点 (78.2%)を 占め、遺構外が91点 (21.8%)である。

法量 法量に一定した共通性は見あたらないが、片手で持つのに適した大きさの礫を使用している。

石材 計418点のうち、砂岩が最も多く180点 (43.1%)を 占め、次いで頁岩が139点 (33.3%)、 凝灰岩27点

(6.5%)、 デイサイト23点 (5.5%)、 礫岩15点 (3.6%)、 花両閃緑岩 8点 (1.9%)、 閃緑岩 7点 (1.7%)、 ホル
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ンフェルス 6点 (1.4%)、 斑楯岩 。ひん岩が各 3点 (各 0。7%)、 安山岩 。チャートが各 2点 (各 0.5%)、 不明

3点 (各0.7%)で ある。

⑬ 砥石 (写真図版131)

溝状・帯状 。平面上の痕跡が認められる石器で、ものを研ぐ作業に使用されたと考えられる資料。計 1点

出土しており、写真のみ掲載した。 トゥールと認定したなかでは、0.1%を 占める。

分類 器種が少量であるため、大分類のみとする。 (血1232)

出上分布状況 計 1点出土しており、遺構外からの出土である。

法量 法量は他の礫石器と同量である。

石材 砂岩を素材としている。

⑦ 台石類 (第 139・ 140図 、写真図版132～ 138)

片面、あるいは両面に使用の痕跡 (敲打痕、擦痕)が認められる扁平礫で、磨る。敲く際の台として使用

されたと考えられる資料。計100点出土しており、 4点を図示した。 トゥールと認定したなかでは、11.1%を

占める。なお、調査区内で出土した台石類は、すべてが加工を施さず、素材をそのまま使用したものである。

分類 表面の形状が作業と関係するため、法量に着目して分類を行う。

第 I類 幅を1と して、長さと幅の比率が、Zl以下のもの。 (h1233～ 1316)

第Ⅱ類 幅を1と して、長さと幅の比率が、ス1以上のもの。 (血1317～ 1332)

出土分布状況 計100点のうち、遺構内90点 (90%)を 占め、遺構外は10点 (10%)である。

法量 法量の平均値は、長さ28.42cm、 幅19.30cm、 厚さ6.25cm、 重量667.62gである。

石材 計100点のうち、砂岩が最も多く50点 (50%)で、次いでデイサイト11点、凝灰岩 9点、頁岩 8点、

礫岩 5点、閃緑岩 3点、斑楯岩・ひん岩・ホルンフェルス・角閃?岩 。花商閃緑岩が各 1点、不明が 9点で

ある。

⑬ 礫石錘 (第 141図 、写真図版138)

礫の両側縁または片狽I縁を打ち欠いたもので、「紐掛け」を作出したと考えられる石器で、漁網錘や編み

物を編む際の錘として使用されたと考えられる資料。計24点出土しており、 8点 を図示した。 トウールと認

定したなかでは、27%を 占める。

分類 錘として使用するため、重量に着目して分類を行う。

第 I類 重量が200g以上のもの。 (No1333～ 1344)

第Ⅱ類 重量が200g以下のもの。 (配1345～ 1356)

出上分布状況 計24点のうち、遺構内19点 (79.2%)、 遺構外 5点 (20.8%)である。遺構内のうち、SX10竪

穴住居状遺構からは 5点出土している。

法量 法量の平均値は、長さ10.45cm、 幅6 66cm、 厚さ1.96cm、 重量209.10gである。

石材 計24点のうち、頁岩20点 (83.3%)、 次いで砂岩が 2点、凝灰岩 1点、不明が 1点である。

⑩ 球石 (写真図版138)

敲打 。研磨により球状に成形された石器で、用途不明な資料。計 7点出土しており、写真のみ掲載した。 ト
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ゥールと認定したなかでは、0,8%を 占める。

分類 器種が少量であるため、大分類のみとする。 (h1356～ 1362)

出上分布状況 計 7点出土しており、遺構内 6点、遺構外 1点である。

法量 法量の平均値は、長さ4.90cm、 幅4.17cm、 厚さ2.40cm、 重量60.61gで ある。

石材 計 7点のうち、砂岩 3点、頁岩 1点、花聞閃緑岩 1点、千枚岩 1点、不明 1点である。

⑩ 自然礫

調査区内から出土した自然礫で、何らかの意図があり遺跡内に持ち込まれたと考えられる資料。計105点

出土しており、いずれも写真のみ掲載した。

分類 形状に着日して分類を行う。

第 I類 棒状を呈する礫。石棒類を製作するためと考えられるが、用途は不明。 (No1363～ 1439)

第Ⅱ類 扁平状を呈する礫。台石や炉石として使用するためと考えられるが、用途は不明。 (No1440～ 1450)

第Ⅲ類 球状を呈する礫。球石を製作するためと考えられるが、用途は不明。 (恥1451～ 1468)

出上分布状況 ほとんどが遺構内からの出土である。

法量 法量の平均値は、第 I類が長さ21.28cm、 幅5.58cm、 厚さ3.79cm、 重量1545.42gで ある。第Ⅱ類は長

さ27.30cm、 幅8.69cm、 厚さ5.33cm、 重量2542.97gである。第Ⅲ類は長さ5。28cm、 幅4.43cm、 厚さ3.08cm、

重量94.51gで ある。

石材 計105点のうち、最も多いのは頁岩で49点 (46.7%)、 次いで砂岩31点、凝灰岩13点、礫岩 4点、閃緑

岩・デイサイト各 2点、アプライト・ホルンフェルス 。安山岩が各 1点、不明が 1点である。
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4.石 製品 (第 142～ 144図、写真図版 140)

(1)出土状況について

本遺跡から出土した石製品は計28点であるが、このうち計21点 (75%)が遺構内から出土しており、計 7

点 (25%)が遺構外からの出土である。遺物は調査区全体から広い範囲で出上しているが、遺構が集中する

箇所があり、それが調査区内で標高の低いところにあるため、伴出する遺物もそれに比例している。詳細な

出土状況 。出土地点については項目毎に触れる。

(2)所属時期について

本遺跡の出土土器は早期から後期にまで及ぶ。その主体となる時期は既存の土器型式及び検出遺構から前

期後葉、中期末葉と考えられるため、これらと伴出する石製品についても同様の時期が想定される。

(3)石製品善説

① 石棒類 (第 142・ 143図、写真図版140)

敲打や研磨、刻みなどにより成形された石製品で、反りをもたない剣状のもの、反りがある刀状のもの、

棒状のもの (男根状を含む)を一括した。計13点出土しており、11点を図示した。

分類 形状に着目して分類を行う。

第I類 敲打により成形した後、剣状に研磨などを加えたもの (石剣)。 (h1468～ 1470,1475,1476,1479)
第Ⅱ類 敲打により成形した後、刀状に研磨を加えたもの (石刀)。 (血1478)

第Ⅲ類 敲打により成形した後、棒状に研磨を加え、握り部や刻みを作り出したもの (石棒)。 血1477は
端部に一周する刻みをもち、男根状を呈する。 (恥1471～ 1474,1477,1480)

出土分布状況 計13点のうち、遺構内11点 (84.6%)、 遺構外 2点 (15.4%)である。
法量 法量の平均値は、第 I類が長さ24.56cm、 幅3.56cm、 厚さ1.51cm、 重量262.89gで ある。第Ⅱ類は1点
のみで、長さ33.01cm、 幅3.56cm、 厚さ2.10cm、 重量294.88gである。第Ⅲ類は長さ21.27cm、 幅4.67cm、 厚

さ3.41cm、 重量398.77gである。

石材 計13点のうち、頁岩が10点 (76.9%)を 占め、その他にホルンフェルス・凝灰岩・砂岩が各 1点であ

る。

② 鰹節状石製品 (第 143図、写真図版140)

敲打と研磨により、鰹節状に成形した石製品。計1点出土しており、 1点を図示した。

分類 器種が少量であるため、大分類のみとする。(h1481)
出土分布状況 計 1点のみ出土しており、S123竪穴住居跡周溝底面から出土している。
法量 石棒類とほぼ同量である。
石材 計1点で、買岩製である。

③ 円盤状石製品 (第 144図、写真図版140)

敲打と研磨により、円盤状に成形した石製品。計 4点出土しており、全点を図示した。

分類 器種が少量であるため、大分類のみとする。(h1482～ 1485)
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出土分布状況 計 4点出土しており、遺構内 2点、遺構外 2点である。

法量 法量の平均値は、長さ5.39cm、 幅5.12cm、 厚さ1.07cm、 重量40.13gで ある。

石材 計 4点のうち、頁岩 3点、砂岩 1点である。

④決状耳飾 (第 144図、写真図版140)

敲打と研磨により成形を施し、中心に穿孔を行い、そのうちの 1箇所に切れ目を入れた石製品。耳飾とし

て使用されたと考えられる。計 5点出土しており、全点を図示した。

分類 器種が少量であるため、大分類のみとする。 (No1486～ 1490)

出上分布状況 計 5点のうち、遺構内 4点、遺構外が 1点である。このうち、遺構内の 3点はS127竪穴住居

跡から出土しており、伴出している土器と遺構の推定時期から縄文時代前期後棄に比定される。

法量 法量の平均値は、長さ3,94cm、 幅3.30cm、 厚さ0.51cm、 重量7.17gである。

石材 計 5点のうち、滑石 3点、頁岩 2点である。

⑤ 石製垂飾品 (第 144図、写真図版140)

素材の一部に狭りを入れ、「紐掛け」を作出したと考えられる石製品。計 2点出土しており、全点を図示

した。

分類 器種が少量であるため、大分類のみとする。 (No1491,1492)

出土分布状況 計 2点のうち、遺構内 1点、遺構外 1点である。このうち、遺構内の 1点はS127竪穴住居跡

床直上から出土しており、伴出している土器と遺構の推定時期から縄文時代前期後葉に比定される。

法量 配1491は大きめであるため、実際に垂飾品として使用していたかは不明である。

石材 計 2点いずれも頁岩である。

⑥ 有孔石製品 (第 144図、写真図版140)

素材に紐通し用と考えられる穿孔を加えた石製品。計 1点出土しており、 1点を図示した。

分類 器種が少量であるため、大分類のみとする。 (No1493)

出上分布状況 計 1点は遺構外からの出土であり、Ⅱ Blf風倒木痕内覆土から出土している。

法量 他の垂飾品よりも大きめである。

石材 頁岩製である。

② その他 (写真図版140)

上記の分類に当てはまらないもの、または不明なものを一括した (No1494～ 1496)。 いずれも遺構内から

の出土である。No1494は 石製品と考えられるが詳細は不明、No1495は 線刻礫と考えられるもの、配1496は赤

色顔料が着色または付着した礫である。石材は、No1495,1496は凝灰岩、配1494は頁岩である。

5.銭貨 (第 104図、写真図版 102)
銭貨は 1点のみがSA04柵列P6覆土から出土しており、 1点 を図示した。銭貨は熙寧元賓であり、初鋳

年1068年、北朱で作られたものだが、真贋の判別は出来なかった。柱穴から出土したのは、偶発的か、もし

くは地鎮のために意図的に投げ込まれたかは不明である。

-154-



――

〃

N01
S102

炉
ⅢC5
,貞き隅―月Π吉

“

率軸簸轟壽辞・ 7艶
Ⅱ C2

S102                                N04

稜土                 S102
Ⅱ C3                覆土

口縁部                   Ⅱ C2

回縁部

半

屹
，

口
日
一‐！口
口
日
碑

Ｍ
Ｓ‐０２
稚

・Ｃ２
雌

Ｍ
Ｓ‐０２
盈
Ⅲ
螂

一

　

　

‐ ２

限
ＳЮ２
盈
Ⅱ
螂

聯  『
No 6

S102

覆土

Ⅱ C2

胴部上半

ＭＳ‐０２乳噸醐

図６

配
Ｓ‐０２
盈
Ⅲ
螂
　
　
銘
一

土器 (1)

角

川

― ‐

＝

日

‐ 十

四

剛

ｓ‐ｏ２

斑

Ⅱ Ｃｌ

Ｍ

No13

S102

覆土

ⅡD2①
日縁部

No14

SIl12

覆土
Ⅲ

口縁部

1:3        10cm

-155-



鰻翻ツ
耐
ＳЮ３
繭
ⅢＤ３
脚

上
　

部

覆

Ⅱ
胴

緯犀
NQ19

S104

床面
Ⅱ C3
口縁部 〃翌

Ⅲ

胴都下半

ＳЮ４
盈
・Ｂ
螂
　
　
Ｓ‐０４

S105

くこ鬱魯言島岳箋一オ子
No22

S105

覆土
I F3

胴部上半

Ｍ
ＳЮ５
盈
Ⅲ
脚

峨
削
盈
Ｖ
脚

0         1:3        10cm

第6フ図 土器 (2)

-156-



鞠
峨
Ｓ‐０６
獅
Ⅲ
瞼

倣＝
引
＝
郎
明
Ｍ
ｓ．ｏ６
繭
ⅡＤ
肺

Ⅷ

韻 7
Ⅷ

―

| にヽ 期
隅
Ｓ・０６
盈
ⅢＤ３
阿

岨
Ｓ‐０６
盈
ⅢＤ３
脚

岨
印
誕
Ⅲ
瞼

隅
Ｓ‐０６
稚
皿
瑯

Ｍ
Ｓ・０６
盈
Ⅲ
帥

機 ど

隅
Ｓ‐０６
盈
Ⅲ
螂

S107

覆土

Ⅲ

月同
=卜

第68図 土器 (3)

-157-



＼

Ⅷ 中幣
床面
Ⅲ

】同音卜

¶

―

〃

馳租

Ю
上
　

部

ＳＩ
覆

Ⅲ
底

No40

S110

炉埋設土器
ⅢC3a①

胴部～底部

４３

‐２
面

　

部

血

ＳＩ
床

Ⅲ
胴

鯵
半

ＭＳ‐‐３雅ⅡＣ２雌

S112

覆土

ⅢBlP

月同言ト

慟

Ｈ

Ｈ

， ― ―

川

日

・

‐ ―

‐ ―

川

日

打

肘

打

〃

輛

『

盈

Ⅲ

肺

No48

S114

覆土
Ⅲ C4a

胴部上半

ー

翠

０

‐４
上

　

部

血

ＳＩ
覆

Ⅲ
胴

引

日

Ｈ

Ｈ

川

”
５０

１４
上
　

部

ｈ
ＳＩ
覆

Ⅲ
底

No47

S114

覆土
ⅢD2③
胴部上半

0         113        10Cm

第69図 土器 (4)

-158-



SI呵 5

雲藝覇v
５‐
１５
面
　
縁

ｈ
ＳＩ
床

Ｉ
口

S116

No54

S116

床面
ⅢD20

半

５８
発
生
Ｃ３
祉

ｈ

ＳＩ
覆

Ⅲ
胴

円

肝

日

＝

脚

一

５６
・６
土
Ｃ３
綴

2/3完形

0        1:3        10Cm

Ⅷ 坪
No55

S116

床面
H C8

胴都

第70図 土器 (5)

-159-



嗣＝‐‐川引何日周例
　配
Ｓ‐‐８
鰤
Ⅱ
脚

攀静T
No64

S118

覆上下位
I F2a

口縁部

６５

‐８

血

ＳＩ

覆土下位

Ⅱ C4a

口縁部

６６

‐８
土

Ｅ２
部

血

ＳＩ
覆

Ⅱ
胴

封
″ｋ

代
豫

Ｖ

け 0        1:3        10Cm

第71図 土器 (6)

-160-

６８

‐８
上

　

部

血

ＳＩ
覆

Ⅲ
底



Nα73

S120

床面
Ⅲ C4a

胴部上半

猟
出

旧
日

町

一

預川″　ＭＳ‐２０輌Ⅲ醐

議
平

「
日
日
何
日
日
日
卿
　
Ｍ
剛
繭
Ⅱ
醐

土
Ｅ２ａ脚

覆

Ｉ

口

No77

S120

床面直上

Ⅲ

胴部

鞠

―

,

S120

剛
Ｓ‐２０
馳
ⅢＢ‐
肺

鮎 lh猪
S120

床面直上

ⅢC8
胴部

No75

S120

床面直上

Ⅲ

月同音ト

ＭＳ‐２０繭ⅢＣ８ｂ醐

ＭＳ‐２０雖ⅢＣ４ａ醐

「川＝日日門！・，Ｐ

円

＝

旧

選 鶏 鶏 鐵 彦 ∠ 切 遡下位
Ⅲ

底部

Ⅷ訂鷺
Ｂ．
麟
Ⅲ

口

剛
潮
繭
・Ｃ２
陣

Ｗ
周
＝
旧
川
日
Ｈ
口
い

No84

S121

覆土

皿D2③
口縁部No86

S121

覆土中位
Ⅲ

底部

S121

『坤軸「「「肘日日卿
躙
Ｓ‐２３
獅
・Ｆ４
躙

剛
Ｓ・２３
繭
ⅡＡ‐
脚

働
日
Ｈ
日
日
‐Ｉ
Ｈ
日
‐―
四

一

艦
Ｓ‐２３
�
ⅡＡ‐
Ｍ

め
〃
″
何
日
Ｈ
【

Ｍ

Ｓ‐２３
鰤

ⅡＡ‐ａ
醐

0         1:3         10Cm

第フ2図 土器 (7)

-161-



潔
No91

S124

覆上下位
Ⅲ

底部

Ｆ４
縛
Ⅱ

口

Ｍ
Ｓ‐２４
馳
Ⅲ
螂

No93

S124

覆土上位

》戦
覆上下位
Ⅲ A2

胴部■半

千

＝

Ｍ
Ｓ‐２５
盈
Ⅱ
肺

ゴ
脚

Ｍ
賜繭
・Ｆ５聯

S125

S127

No銘

S127

床面
Ⅱ F2b

口縁割&～胴部

No100

S127

床面
Ⅱ E2b

□縁～胴都

0         1:3        10cm

第73図 土器 (8)

-162-



聰
鴫 韓      醒

I F5

2/8完形
口縁部

N0103

S127

床面
Ⅱ F4

月Π部

No106

S127

床面直上

I Ala

国縁～胴部

第フ4図 土器 (9)

-163-

0       1:3

Nα104

S127

床面直上

I Ala

日縁～胴部

日
日
日
Ｈ
ＩＩ
爛
畑

No108

S127

床面直上

Ⅱ Ald/1E
胴部

10cm



嘲
脚
引
脚

No109

S127

床面直上

I Ald I
】同言Б

Nol10

S127

床面直上
Ⅱ Ald ⅡE
胴部

胤
――

田鮎

Nollユ

S127

床面直上
I Bl

胴部

Nol13

S127

床面直上

I Cl

口縁部

No n5

S127

床面直上

I C2?

胴部

S127

床面直上
I El

口縁部

第75図 土器 (10)

-164-

0        1:3        100m

Nol17

S127

床面直上

IH
2/3完形

琳

〃 Nol18

S127

床面直上

I E2b

胴部

No120

S127

床面直上

I F4

胴部～底部

Nol19

S127

床面直上

I E3

胴都

錦

月厨言焉



No122
S127

覆土

Ⅱ Ale

胴部

「

声

川

Ｈ

Ｈ

‐ ‐

川

日

川

Ｈ

日

Ｈ

日

Ｈ

脚

馬

け
］

乳

・Ａ‐ａ
醐

Ｗ
＝
蝉

Ｈ

Ｈ

日

――

打

川

】

押

‐ ―

＝

中

‐ ‐ ｓ‐２７

聰

ⅡＡ． ｃ
Ｍ

月同言Б

No129

S127

覆±1層

Ⅱ C2

日縁部

噸Ｍ乳・Ｃ２醐　　船
!

No133

S127

覆土
Ⅱ Fl

月同きる

第76図 土器 (11)

-165-

0        1:3        10cm

脚

阿

阿

照

噸Ｓ・２７盈
ⅡＥｌ聰

聰
Ｓ・２７雖
・Ｂｌ脚

隅凹Ｍ旧慨凹国囲「 S127

覆土

I B2

月同音ト

η
ｌ‐
川
畑



日

――

刊

――

〃 No135
S127

覆土上～中位
Ⅱ E2b

胴部

朝

♭司鞘

噸認雅
ⅢＤ３脚

Ｗ＝

‖必
ⅡD3
月同著Б

0        1:3        10Cm

第フア図 土器 (12)

-166-

ＭＳ‐２８盈
Ⅲ螂



S128

辮 ユ

No139

S128

床面
Ⅲ D2
ほぼ完形

0         1:3        10cm

第フ8図 土器 (13)

-167-



磁
翻
繭
Ⅲ
脚陣

閉
繭
Ⅲ
脚

Ｍ
Ｈ
日
口
悧
日
川
日
旧
日
日
日
Ｈ
口
日
日
日
卯

一

S蛋29

覆±1層

ⅢE
口縁部

夏1。
S129

覆土

ⅢC3が④
口縁部

層
噸
Ｓ‐２９融
ⅢＣ３脚

牌
＝
Ｈ
Ｈ
猟］Ｓ‐２９弛

阻脚

日

――

――

‐‐

照

… 王
・・` Ⅲ

～
キャ

２９

Ｄ２
縁

ＳＩ

Ⅱ

口

ｂ
土
血
覆
①

部

No158

S129

覆土
ⅢD2①
口縁～胴部

N0155

S129

覆±1層

Ⅲ C3
月鳳音Б

〔 Mど瑚鰈
―日
Ｍ
翻
盈
Ⅲ
肺

η
川
‐―
〃

S129

覆土

Ⅲ C4a

口縁部

噸Ｓ‐２９盈ⅢＣ６鞠
Ｍ
Ｓ‐２９
盈
Ⅲ
螂

0        1:3 10cm

第79図 土器 (14)

-168-

No152

S129

覆土
Ⅲ D3

1/2完形

No148

S129

覆土

ⅢC3a④

口縁部



hlo163

S131

床面
ⅢF
完形

Nは 164

S131

床面
ⅢC3a②

1/2胴 言卜上半

1:3

第80図 土器 (15)

-169-



Ｍ
Ｓ‐３‐
師
Ⅲ
肺

S131

床面
ⅢE
口縁部

剛
Ｓ‐３．
獅
Ⅲ
脚

円
日
日
日
日
日
用

No170

S131

覆土

Ⅱ C4b

日縁部〈
！＼ヽ中膨彩ドＫＷｉｒ、ェ^．，型仲蜘
ⅡＥ
醒

山Ｈ風』〕中ψ暗膨Ｗ」山』］“
ⅢＤ５
鵡

No174

S131

覆土
Ⅲ C3

口縁部

ヽ

、

、

プ雌

＼

耐
削
繭
Ⅲ
螂

Ｒ

ｌｔ

〃

No173

S131

覆土

ⅢE
口縁部～胴部

第81図 土器 (16)

-170-



Si31

Ｍ
Ｓ‐３‐
碓
Ⅲ
螂

呻Ｓ‐３‐馳
ⅢＣ３Ｍ

円
＝
川
一No175

S131

覆土
Ⅲ C4a

月同封
`

山
‐――
‐キー
燃

朧
Ｓ・３‐
馳
Ⅱ
螂

＝

＝

嘲

――

〃

ョ

一
‐‐

″

N0179

S131

覆土
I D3

胴部上半

No178

S131

覆土
Ⅲ D3

口縁部

醗
Ｓ‐３２
馳
Ⅲ
肺

噸
Ｓ‐３２碓
Ⅲ螂

購
Ｓ‐３２
弛
Ⅲ
脚

日
Ｈ

Ｈ

爛

一

Ｍ
Ｓ‐３２
斑
Ⅲ
肺

翔
刊
〃

岨
Ｗ
斑
Ⅲ
螂

Ｗ

川

Ｈ

Ｈ

Ｈ

燃

，

　

一

0        1:3        10cm

第82図 土器 (17)

-171-

鯵

N0188

S135

炉
ⅢC3a③
ほぼ完形



Si35

No187

S135

炉
1C3a③
1/2胴 部上半

展開図

0      1:6     15cm

10cm

］Ｓ‐３５炉
ＩＣ３脚

第83図 土器 (18)

-172-

］Ｓ‐３４繭
ⅢＤ４嚇



Ⅷ
ＩＩ
肘
ぼ

No192

S134

床直上
Ⅱ

口縁部

No191

S134・ 39

床直上

Ⅲ ?

口縁～胴部

No193

S134  39

床直上

I Ale

日縁～胴部

No194

S134

床直上

ⅢDl
ほぼ完形

hlo 195

S134

床直上

Ⅲ C3b

1/2胴部上半

第84図 土器

-173-

(19)



S134

２

　

上

　

部

Ｍ
Ｓ・３４
朧
ⅢＧ
醜

。
ヽ

、

第85図 上器 (20)

-174-



♭

―

‖

∩

Ц

胤

――

――

甲

∩

日

山

日

Ｈ

Ｈ

四
No207

S133

覆土下位
ⅢC3a①

口縁部

No206

S133

覆上下位
Ⅲ C8

胴部位
ｍＳ‐３３翡ⅢＤ‐醐

No204

S133

覆土下位
Ⅲ D4a

口縁都

Ⅷ

―

‖

R蜘

No210

S133

覆上下位
Ⅲ C5

胴郡～底部

位

ユ

　

下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

S133

覆上下位
ⅢC3a④

口縁都

覆土

IBl
回縁部

No209

S133

覆土下位
ⅢC3
胴部

円
Ｈ
日
日
日
日
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
出
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
出
出
出
酬

醐
Ｓ‐３３
盈
ⅢＣ３
脚

一∩‐‐判判Ⅳ刃γ，咽昭雖ⅡＤ‐醐

Ｗ
Ｓ‐３
覆二
ⅡＩ

３３
土
Ｃ３ａ瑯

ＳＩ

覆

Ⅲ

口

Ⅲ

底部

部

噛Ｓ‐３３盈ⅢＤ２②四 0        1:3       10Cm

第86図 土器 (21)

-175-



７

１１

Ｈ

＝

―Ｉ

Ｈ

Ｈ

日

用

〃

No219

S133  39

覆土
Ⅱ AlaP

口縁～胴部

第87図 土器 (22)

-176-

覆土

Ⅲ

口縁部

Ⅷ
No225

S133

覆±1層

Ⅲ C3

口縁部

層

曜
Ｓ‐３３
盈
ⅢＣ
Ｍ

四

一

No222

S133

覆±1層

ⅢD2②
口縁～則部

S133

覆±1層

Ⅲ C3

胴部

0        1:3       10cm



炉

Ⅱ

月同音Ь

hlo226

S路6

炉
ⅢC3b
胴部下半

Ⅷ

~4当

::と

ⅢC3a
日縁部 No230

S186

床面
ⅢD2②
口縁部～胴部

No229

S136

床面
ⅢC3a①

口縁部～胴部

0        1:3        10Cm

第88図 土器 (23)

-177-



No232

S136

覆±3層
Ⅱ C3が0
ほぼ完形

噛踊蜘ⅢＣ４ｂ醐

胴部下半

噛Ｓ‐３６鞠ⅢＣ３ａ①陣

Ｈ
脚
――
日
躙

Ｃ３ａ脚
Ⅲ

日

醸

Ｓ‐３６
盈

ⅢＣ３
脚

Ц
Ｈ
Ｈ

一‐‐日
Ⅸ
邸

峨Ｓ‐３６盈・Ｃ４ｂ醐

Ｍ
Ｓ‐３６
斑
Ⅲ
【

円
Ｈ
・Ｉ‐日
川
用

聰
Ｓ‐３６
盈
］
脚

Ｍ
Ｓ‐３６
斑
Ⅲ
脚

Ｈ
刊
甲∞

第89図 土器 (24)

-178-

聰Ｓ・３６盈
ⅢＤ３嚇



醐Ｓ‐３８稚
ⅢＣ３腿

Ｈ

Ｈ

Ｉ‐

園

一

鰯 錘
1

Ⅲ C4a

口縁部

No247

S138

覆土上位
IC5
口4・A～胴部

越霊藩警一H

No246

S138

覆土

Ⅲ C3

胴部

第90図 土器 (25)

-179-

趨 H
聰Ｓ‐４０雖
ⅢＣ３脚Ｃ３

部
Ⅲ
胴

ⅢC8が④
月同言ト

醗
剛
厠
Ⅲ
螂

Ⅲ胴　
　
望

噛剛緬
Ⅲ螂

底面
Ⅱ C3a

口縁都

蜘ＳＸＯ‐鰤ⅢＣ３ａ醐

呻ＳＸＯ‐鰤
叫肺

陶
＝
Ｈ
用
一譲
噛ＳＸＯ‐鰤
耐脚

醐
ＳＸ０２盈
ⅢＣ４ｂ肺

ハ
い
出
・――”
〃
Ｖ

∝ 摺

曜 H挫2

醒ＳＸ０２繭
Ⅲ肺

酬
日
Ｈ
日
Ｈ
口
旧
刊
側
＝
削
引
「
刊
一
Ｗ
ＳＸ０２
鰤
・
躙

鯵 可路
覆土

Ⅲ C5

口縁部

0        1:3       10Cm



選藝藝嚢―‖椰

珊

＝

蜘ＳＸ０４雅
Ⅱ嚇

0        1:3        10cm

第91図 土器 (26)

-180-



ＭＳＸ０９鞠・四

Ｔ

ＩＩ

Ｈ

ＩＩ

Ｈ

ＩＩ

川

――

――

脚

層

聰ＳＸ０９釉
ⅡＦ３Ｍ

出
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
判
Ｈ
日
日
川
＝
阿
川
郷

醒

ＳＸ‐‐

盈

Ⅲ

輔

　

　

　

　

　

　

蜘

ＳＸ‐‐

盈

Ⅲ

肺

血躍

SX09
底面

I C2

口縁部

デ捌

回ＳＸ０９勒ⅡＥ２ａ蜘
鎌 7

虻勲‖詠

聰ＳＸ‐０繭ⅡＥ２ａ醐

No288

SX12
覆土上位
I Al

胴部

円
肖
・
――
印
川
畑

層
醒ＳＸ‐０和
・阿

�

一

‐‐

―‐

〃

0        1:3       10cm

第92図 土器 (27)

-181-



兆
上

　

部

覆

Ⅲ

底

聰ＳＫ０８斑Ⅳ醐

位

″
肘
川
川
＝
＝
Ｈ
Ｈ
日
阿
＝
日
掏
ＳＫ‐．
脚
Ⅱ
脚

一

No297

SKll
覆土中位
Ⅱ

月同著Б

No296

SKll

覆土中位
I E2a

胴部上半

ギ篭霞霞要
垂一
‖導夢
胴部上半

0        1:3       10cm

ｍ
ＳＫ‐８盈
Ⅲ脚

第93図 土器 (28)

-182-



位
ｍＳＫ‐９縦・螂

丘田日〔却　　　　　　９

「
|‖ hlo305ｍＳＫ‐９

脂

――

躙
一に

嘲ＳＫ‐９牡
Ⅲ脚

山

日

凧
一

覆土上位

Ⅲ

月同言ト

SK19
覆土上位
Ⅲ

胴部

靱
熱 位

IBユ

ロ縁部

hlo307

SK20
覆上下位
Ⅲ D3

日縁帝ト

No311

SK20
覆土
Ⅲ D3

日縁部

Nα318

SK24
覆土
I D3

口縁部

第94図 上器 (29)

-183-

No309

SK20
覆上下位
I Al

底部

SK28

鶉

―

層

No319

SK28
覆上下位
Ⅲ D2

口縁部

No310

SK20
覆土中位
Ⅱ

底部

位

　

半

引

〃蜘ＳＫ２０盈Ⅲ醐

囀
ＳＫ２０稚
Ⅲ聯

陀
ＳＫ２８盈
腑嚇

＝Ｖ
い
Ц
Ｈ
日
舛

hlo316

SK20
覆土
Ⅲ Al

胴部上半

No313

SK20
覆土上位
Ⅱ

胴部

No320

SK28
覆上下位
ⅢA B
月ΠttБ

に
一
】挫
子

Ⅷ 将鰯 署
国縁部

闊
日

ロ

ーー

暇

一

聰
ＳＫ２８盈
Ⅲ脚

Ｈ

日

――

四

一

罐鎌朝粋蛇
口縁部

醒ＳＫ２８雅ⅢＤ２②醐

η
鳩
〃

≦鵜司浄軸
0         1:3        10Cm



‰羽血削
SK30
覆土

Ⅲ C3

月同言Б

No344

SK39
覆土上位
ⅢC5?

底部

胴部

ＭＳＫ２９盈ⅢＣ３ａ④醐

河
ｐ
ｎ
Ｈ

一

「何ｒｒ何日川即『鞠Ⅱ醐
噸ＳＫ３０鞠ⅢＤ３醐

「
＝
出
日
日
日
日
日
日
日
Ｈ
Ｈ
脚

半

日

Ｈ

引

川

灯

噂

ｓＫ３８

稚

Ⅱ

膊

肖
Ｈ

日
Ｈ

畑

一

観 I
No331

SK30
覆土

I D3

B同著Б

覆土

Ⅲ

底部

No334

SK33
覆土中位
Ⅲ

胴部

ＭＳＫ３９祉
ⅡＣ３聰

位
蜘ＳＫ３９醐ⅡＣ４ｂ醐

覆土中位
Ⅲ

月同吉Б

醐
ＳＫ３９盈
Ⅱ脚

日

――

‐―

四

一

10cm

醐
ＳＫ４０斑
Ⅲ陣

胸

＝

Ｈ

凧

第95図 土器 (30)

-184-

‰

―

‖

位
］ＳＫ３９脚ⅢＣ醐

て`三三ととと三
=三

三子〉ζξ



Ⅲ

胴部

SK45

幾

鷺

§ 雷 醤
馨 量 き

―

I

位

幽用日
日相日
日日卿
］
幽
報
・Ａ２
脚

＼
噸躙碓
Ⅲ脚

NQ350

SK49
覆土上位
Ⅲ C6
ほぼ完形

SK49

No353

SR01

覆土上位
Ⅳ

口縁部

覆土上位
Ⅲ

底部

Ⅲ

底都

0         1:3        10Cm
|

第96図 土器 (31)

-185-

No351

SR01

底面
ⅢC5P
胴言L下

半



子額 :発難 喚

韓藍鐘修汗I
Nlo358

Ⅱ B2f

撹乱上位
I A2

胴部下半

位

　

半

聞
Ｈ
Ｈ

・‐Ｉ
Ｈ
日
ぽ

噛

・Ｂ２ｆ

触

・Ａ２

晰

¶
位

脚
日
Ｈ
日
日
口
Ｈ

噛
ⅡＢ３ｃ
叫
山
脚

一飴
３５９
Ａ２ｆ
土
Ｂ
瑯

血

Ⅱ
覆

Ｉ

口

３６０
Ｂ３ｄ
層

ＡｌＣ
部

陥

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ
胴

日
出
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
Ц

No361

Ⅱ B2c

I層
Ⅱ Alc

月Π言卜

欝 7
位

３６５
Ｂ２ｅ酎
Ａｌｅ都

山
口
日
日
躙

血
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
胴

３６３
Ａｌｇ
土

Ａ．ｂ
都

う
〃
川
＝
＝
阿
Ｈ
日
日
日
日
周
『
Ⅱ
盛
Ⅱ
胴

痕
噸・Ｂ‐ｆ鵬・Ｃ‐醐

Ｗ
ＩＩ
ＩＩ
爛
用

冶

Ｈ

Ｉ Ｉ

日

日

四

聰

・Ｂ８ｃ

恥

ⅡＣｌ

醐

No366

1B8g
I層下位
I A2

日縁部

繰駕74
1A9g
撹乱
Ⅱ C2

胴部上半

hlo364

1B2c
I層中位
I Ale

月同著Б

Ⅵ
β
＝
日
燃
颯

８６７
Ａ９ｆ
乱

Ｃ３
部

配
Ｉ
撹

Ⅱ
胴

詢

――

‐―

町

導轟霞議戸‖
No371

1B2c
Ⅱ層中位
I Cl

月同言ト
痕

３７３
Ｂ‐ｆ
勝
Ｃ２
脚

血

Ⅱ
風

Ⅱ

口0         1:3        10cm

第97図 土器 (32)

-186-



〃

日
鞘
‐―
‐―
〃

痕

ん〃打Ｈ的的駒
・ｃ３醐

一 騨
No376

Ⅱ B2e

Ⅲ層直上

Ⅱ E2b

胴部

N0378

1 Blf

風倒木痕
I E2b

胴部

No377

Ⅱ Ble

覆土
Ⅱ E2b

胴部上半

鞠

~ll毯

位
Ⅲ

胴部

No380

1B10■

Ⅱ層
ⅢAユ

胴部上半 帝＼恥ηＨ川〃〃″知
剛吋ⅢＡ‐雌

位

　

半

Ｖ
ＩＩ
ＩＩ
＝

３８
Ａ‐Ｏｆ
乱
Ｅ
劇

血
Ｉ
境
Ⅲ
口”

辞

Ｈ
No385

Ⅱ E5e

Ⅱ層下位
ⅢE
口縁部

No383

1 Bld～ 2d

Ⅱ層
ⅢE
口縁部～胴

部

第98図 土器 (33)

-187-

No384

Ⅱ B2f

覆土
ⅢC3a①

日縁部

〔‖学警ζ～2d
IE
口縁部

0        1:3       10Cm

日
Ｈ
‐‐
瑠

位

３８‐
Ｂ３ｃ酎
Ａ２
脚

角形″Ｈ‐ザ、．^Ｗ［」けⅡ口



Ｋ

け

Ｋ
Ⅲ
い
颯

脚
――

氏

位

３９５
Ｅ６ｃ酌
Ｃ４ａ部

血
Ｉ
Ｉ
Ｉ
胴

『

No393

1E6d
撹乱

ⅢC3a①

口縁部～胴

部 0        1:3        10Cm

第99図 土器 (34)

-188-

３９４
Ｅ７ｂ
色
Ｃ３ａ鰯

陥
Ⅱ
里
ヽ
Ⅱ

口

副
刊



痕

３９８
Ｂ８ｃ跡
Ｃ３
部

配

Ｉ
風

Ⅲ
胴

Ｈ

ＩＩ

・
――

――

――

”

位

３９７
Ｂ８ｇ酎
Ｃ３

配
Ｉ

Ｉ

Ⅱ

山

一

‐‐

‐‐

灯

ｈ

同

一
‐ ｆ

Ｈ

日

嫡

］

・Ａ９ｇ
軸

ⅢＣ８

脚

胴部

３９６
Ａ９ｆ
乱
Ｃ３ａ①脚

血

Ｉ
境

皿

口

４０．
Ｂ‐ｆ
層

Ｃ３
部

血

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ
胴

山
Ｈ

＝

四

一

蜘・Ｅ６ｅ蜘ⅢＤ２①

磯 呻・Ａ９ｆ蜘ⅢＣ４Ｐ醐

Ｗ
ＩＩ

用
痕

４０４
Ｂ８ｃ跡
盟
脚

血

Ｉ
風

Ⅱ

日

恥
０

位

４０３
Ｂ‐ｄ
師
Ｃ３

配

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

胃

―Ｉ

Ц

ぃ

羽
″
Υ

Ⅷη檻
Ⅱ層

狙D塾②

口縁部

No411

1B8c
風倒木痕
Ⅲ D3

口縁部

Ц

ゝ

一
‐‐

〃

〃

日

川

日

爛

配406

1B8c
風倒木痕
Ⅲ D3

口縁部

第 100図 土器 (35)

-189-

力

灯

＝

‐―

嗽

撞?
口縁部



位

４‐６
Ｂ２ｅ酌
　
部

配

Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ
胴

一

４‐５

Ｂ‐ｄ

層

　

部

山
口
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
川
Ｈ
口
日
日
日
川
・！！日
日
日
Ｈ
Ｈ
日
日
Ｈ
日
日
Ｈ
日
！―、マ脚
』
孵
『
Ⅲ
胴

フ
ーー

＝

＝

＝

口

韻 H
hlo418

1B3c
I層中位
IB
月同言Б

No420

1B8J
I層下位
Ⅲ C5

日縁部～月Π都

No421

1B8c
風倒木痕
Ⅲ

胴部下半

′′　　聰
・Ｂ９ｉ郡
Ⅲ螂

４２２
噺
採
　
部

血
Ｉ
表

Ｉ
底

４２３
醜
採
　
部

配

Ｉ
表

Ⅲ
底

ヽ

0        1:3        10cm

第 101図 土器 (36)

-190-



′

Nα428

1B9h
風倒木痕

皿

底部

No429

Ⅱ D3a

表採
Ⅲ

底部

No432

1 Bld^-2d

I層
Ⅲ

底部

No430

1B10h
I層 中位
Ⅲ

底部

N0433

1C5f
Ⅱ層下位
Ⅲ

底都

４３‐
Ｂ９ｉ
採

　

部

陥

Ｉ
表

Ⅲ
底

No436

Ⅱ Bld

Ⅱ層
Ⅲ

底郡

No435

1 Ale

Ⅱ層
Ⅲ

底部

No434

1B8i

Ⅱ層上位
Ⅲ

底部
No437
1B10d
Ⅱ層
Ⅲ

底部

ヒ__」二三三サNo438 鵞
「

~|三
¬/謙

Ⅲ

底部

0        1:3       10cm

I B8c

風ll木反
Ⅲ

底部

No439

1B8c
風倒木痕
Ⅲ

底都

(37)第102図 土器

-191-



―

―

＼

、

ャ

卸
糀

聰躙盈卸

0         1:3        10Cm

第 103図 土製品 (1)

-192-



∩

日

ｕ

　

　

搬
　

　

　

∩

状

中
N髄49

S136

覆土

円盤状土製品

Ｂ

　
　
郷

‐（呻蝉］〕）工い一ｍ踊盈蹴

Π
Ｈ
Ｕ

上製品

N譴53

SK39
覆土中位
円盤状土製品

―

⑫

―

]

中
NQ454

SK39
覆土上位

円盤状土製品

にO
L ⊃ 鴨

風倒木痕

円盤状土製品

― NQ455

Ⅱ A2i

Ⅱ層
円盤状土製品

口
中

―鱒―□
∩
No457
1 Bld

I層
円盤状土製品

⑬鱒解7
覆土

熙寧元賀

1497

0     1:2     5cm

蔭慇鮎諄

一

に

―

]

[  〕
NQ447

SB4
覆上下位
円盤状土製品

第 104図 土製品 (2)・ 銭貨

-193-

0         1:3        10Cm



船

附

―――

―――

酬

咄

0         3:4        5cm

第 105図 石器 (1)

-194-



噸ＳЮ３盈
融
ⅡＡ貼

噛・Ａ９ｆ盈融
・Ｂ瑞

ｎ

ｌｌｌ

‐――

‐―ｌ

ｖ

◆

Ｍ
閉
盈
勅
ⅡＡ
酷

酌Ｍ斑勅
ⅡＡ瑞

Ｍ
Ｓ‐２‐
繭
融
ⅡＡ
賠

⇔
No465

Ⅱ Blf

風例木痕

石鏃
IA
頁岩

―ぬ一千△
Ａ
ＩＩＩ
川
―キー
硼
Ｖ

測

‐―

熾
院〈△

載
―――
――‐
川
円
Ｗ
陶
ｙ

一

No471

S134

床直上

石鏃
IA
頁岩

Noケ4

1 Bld～ 2d

石鏃
IA
頁岩

Ｍ
盟
繭
融
・Ｂ
貼

Ａ総螂躙靱脚卵
蜘
〉乳
勅
・ｃ．瑞

呻Ｍ盈融
・Ｃ‐賠

石鏃
Ⅱ Cl

頁岩

0        314        5cm

◇

△ -

瓢    ◇     灘上   ~    M8
1 Cl

石鏃                        覆土
買岩 I Cl                       石鏃

頁岩                        Ⅱ cl

頁岩

第 106図 石器 (2)

-195-



＝
― 懸燃硼幽鵬醐靭いい
］Ｓ‐３３盈
融
・Ｃ２財

No494

SX09
底面直上

石鏃
I Cl

頁岩

No495

SX10
覆土

看鏃
I Cl

頁岩

呻ＳＫ０５盈融
ｍ瑞

No499

1B3c
I層中位
石鏃
Ⅱ Cl

頁岩

No503

Ⅱ Bld～ 2d

覆上下位

石鏃
Ⅱ C2

頁岩

No504

1A
盛土

石鏃
E C2

頁岩

ハ

＝

Ｗ

Ｗ

ハ

ーーー

Ⅶ

リ

闘
Ｓ‐２７盈
融
ⅡＣ３酷

No509

SX10
覆土

石鏃
I C3

頁岩

No508

S127

床直上

石鏃
Ⅱ C3

珪質頁岩

0        3:4        5cm
|

第 107図 石器 (3)

-196-

◆ 蜘Ｓ‐２７盈
融
ⅡＣ３賂

今

◆



◇
0

No511

Ⅱ B2d

I層
石錐
I

珪質頁岩

雌Ｓ‐２７朧礎・Ａ４瑞

0                 2:3                 10cm

-

hlo515

S127

床直上

石匙
I A4

頁岩

Nα516

SX04
床面

石匙
I A4

頁岩

第 108図 石器 (4)

No514

S正27

床直上

石匙
I A4

買岩

No517

1B81～ I C9a

風倒木痕

石匙
I A4

頁岩

導

→

No518

1A2f
黒褐色土

石匙
I A4

頁岩

-197-



冊
悧
―――
―――
円
Ｖ

No520

S114

覆土

石匙
I B2

頁岩

Л

‐――

‐――

‐――

職

Ｎ

醒認繭
馳
‐Ｂ４瑞

ｍ

ｌｌ‐

――‐

Ｗ

Ц

印
那
腑
聰

ｎ
劇

‐―‐

¶

リ

No522

H13調査区

表採

石匙
I B2

頁岩

10cm

零走
I B4

赤色頁岩

第 109図 石器 (5)

-198-

-
⌒

⌒

◆

全

n



_Δ_法(
藝 岩

聰ＳＸ‐０雖礎・Ｂ‐棘

―

ｍＳ・３６雅
馳
・Ｂ４酷

募い嘲］嘲聰勁υ　］躙櫛勒・鵬

∩

螂
一＄

⇔

一

（郷
］
四蜘
爛
い〕
》
・　雌
ｓ‐２７盈
朋
‐財

Ａ

∪

鬱 1蛾
痕
嘲・Ｂ８ｃ鵬膨・醐

△
D罷

Ⅱ層

楔形
I

赤色頁岩

0                    2:3                    10Cm

第 110図 石器 (6)

-199-

D



スクレイパー類
IA
頁岩

類一

ｍＳ‐２７棘，・Ａ酷

詠
骸

ρ
ｌｌ
側
獣
Ⅶ

No543

S136

覆土
スクレイパー類
IA
頁岩

No542

S133

覆上下位
スクレイパー類
IA
頁岩

No544

SX03
床面
スクレイパー類
IA
頁岩

ぉ
〃
く

0                  2:3                  10Cm

第 111図 石器 (7)

-200-

Nc550

1 Blf

Ⅱ層
スクレイパー類
IA
頁岩

⌒

Nα549

1C10c
Ⅱ層
スクレイパー類
IA
頁岩

O

9



出
Ｍ

Ｍ

Ｖ

涌
―――
――
吼

Π
Ｈ
ＩＩＩ
Ｗ

浴
―――

咄

Nα556

S127

床直上
スクレイパー類
IB
頁岩

No559

S127

床直上
スクレイパー類
IB
頁岩

No562

S127

覆土
スクレイパー類

IB
頁岩

∩
潮

ツ

田
日
Ｖ

No564

S134

床面
スクレイパー類

IB
頁岩

No565

S133

覆上下位
スクレイパー類

IB
頁岩

10cm

第 112図 石器 (8)

-201-

一
D

金 今

0 ⌒

徊 _



Ｒ
Ⅵ
ＩＩＩ
Ｖ

ミ

-

No568

SX08
覆土上位
スクレイパー類
IB
頁岩

No567

S136

床面
スクレイパー類
IB
買岩

∩
門
Ｗ
リ

SK41
覆土
スクレイパー類

IB
買岩

0                  2:3                  10Cm

No580

S127

覆土
スクレイパー類

IC
頁岩

No572

Ⅱ A2h

Ⅱ層下位
スクレイパー類

IB
貢岩

第 113図 石器 (9)

-202-

4

→ 類一

一

一

¨

〕

一

〕

ち

ヵ

ＳＫ２７

盈

力

・Ｂ

財 季

No579

S127

覆土
スクレイパー類
IC
頁岩



ｍ
円
酬
ν

耐
冒
円
′

No589

S129

覆土
スクレイパー類
ⅡA
頁岩

Nd591

Ы18

覆土
スクレイパー類
IB
頁岩

◆
No594

S127

覆土
スクレイパー類
IB
頁岩

ｑ

ｌｌ‐

脚

籐

伊

◇酒
リ

Ю‐０

‐
Nお99

SЮ6

床面
二次加工

IA
赤色買岩

0                         2:3 10cm

第 114図 石器 (10)

-203-

→

ハ
‐―Ｉ
Ｕ

表採
スクレイパー類
ID
頁岩

⌒

∩
――

貯

ノ

I         NQ597

Ⅱ B2c

Ⅱ層
スクレイパー類
ⅡC
買岩

聰



ハ
Ｍ
四
∪

工

剛
Ｍ
　
致
・Ａ
瑞

屑
―――
凪
――‐
旧
胆

No611

S118

床直上
二次加工

IB
頁岩

_                 
貴著

Ю
Ｖ

吼

ｎ

・
――

螂

第 115図 石器 (11)

-204-

う
⌒

◆

俗



卸
Ⅵ
Ч

物
僻

∀

尚
脚
瑚
Ｍ
Ⅶ

∩

仰

リ
∩

側

出

胚
0                    2:3                    10Cm

第 116図 石器 (12)

-205-

曇

/1

れ

眸

分



幻

伊

７

為

No641

1B8c
風倒木痕
二次加工

ⅡA
頁岩

No639

S133

覆上下位
二次加工

ⅡA
頁岩

NQ636

S127

床直上
二次加工

ⅡA
頁岩

づ

AIo638

S133

覆土下位
二次加工

ⅡA

―

0                  2:3                  10cm

(13)

ハ
周
Ｈ
Ｕ

No649
S127

覆土
二次加工

IB
頁岩

No654

SX03
覆土上位
二次加工

IB
頁岩

No643

Ⅱ B2c
Ⅱ層
二次加工

ⅡA
頁岩

No651

SB3
覆上下位
二次加工

IB
鶏碧

第 117図 石器

-206-



問

爛
鬱 朔餞

NG717

1B2c
Ⅱ層中位

微細剥離痕
ⅡA
頁岩

No740

S136

床面

微細剥離痕
IB
頁岩

No744

Ⅱ B2d

I層
微細剥離痕
IB
頁岩

第 118図

I

⇒

0                  2:3                  10Cm

石器 (14)

207-

No662

SB3
覆上下位
二次加工

ⅡC
頁岩

ー
Nα655

1 Bld

Ⅱ層
二次加工

ⅡB
貢岩

No692

SB3
覆土下位

微細剥離痕
IB
頁岩

瓜

υ
S127

覆土

微細剥離痕
IB
頁岩

ー

鉢

彰 ワ▽
呻ＳＸ０９盈
所
・財

4

削
盈
所
・瑞



よ
琢ミ
今そこと争

、キヽ    キ

幾 |

命

No756

S118

覆土

石斧類
IB
頁岩

No755

釧Э3

覆土

石斧類
IC
ひん岩

Nα758

S127

床直上

石斧類
I―

頁岩

斑枢岩

No757

S121

覆土

石斧類
IA
頁岩

0        1:3       10Cm

〇

第 119図

( つ

No761

S136

覆土

石斧類
IE
砂岩

0      112     5cm

|

||
I

|||

|

郁

Ⅷ

甥偉

-208-



∩

No766

1B2f
撹舌L

石斧類

覆土上位

石斧類
IA
頁岩

0      1:2     5cm

端

Ａ

閃

Ｉ

角

ｎ

ｌｌｌ

ｌｌｌ

Ⅲ

ＩＩＩ

例

‐‐―

―キー

リ

峨閉盈襟・Ｆ瑞

0        1:3       10Cm

第 120図 石器 (16)

-209-

-

⇔



Ｒ

ＩＩＩ

ＩＩＩ‐

Ｍ

脚

Ｖ

∩
附
円
―――
円
Ｕ

ハ
＝
Ｈ
日
日
日
Ｈ
日
Ｈ
日
Ｕ

∩

Ｈ

川

円

Ｕ

- σ

Φ

Nα777

1D10h
I層

石斧類
ⅢA
ホルンフェルス

0        1:3        10Cm

第 121図 石器 (17)

一-210-一



01 あ

No790

S129

覆土

藤器類
IB
凝灰岩

0        1:3       10cm

ｍＳＸ０３獅孵弼孵

No797

1B2b
Ⅱ層中位

礫器類
IB
頁岩

第 122図 石器

一-211-―

(18)



鰍
醐
聰
酔
削

∩
日
――
――
――
――
旧
ｕ

３

　

　

類

剛
翻
盈
聯
ⅡＡ
瑞

濯
川
凧
‐―‐
‐―‐
期

６

　

上

類

嘲
〉
棘
盤
・Ｂ
酷

N4805

1 Bld～ 2d

I層中位
礫器類
IA
ホルンフェルス

∩
日
Ⅵ
留

0        1:9        10Cm

第 123図 石器 (19)

一…212-―

督 ら伸

鶴

§
的

C'

Φ



∵
ハ
‐
‐―
‐†
‐
，／

零

蝦
第
鞠
ｙ

Nd832

S109

床面

敲磨器類
IB
ホルンフェルス

Nc822

SK39
覆土

敲磨器類
IA
砂岩

No834

S110

炉

敲磨器類
IB
頁岩

隅

闊

周

鯵

９

第 124図 石器

-213-

No833

S109

床面

蔽磨器類
IB
頁岩

Nc840

S118

周溝覆土

敲磨器類
IB
礫岩

0        1:3       10cm
類

２
　

　

器

（
脚
〕
◎

(20)



（〔中中中中中中山中中山中山山〕）叫昭痢鰺‐Ｂ瞬

へい
旧
日
日
日
日
判
日
日
日
日
日
日
Ｗ
）
蜘ｓ‐２７朧
麟
・Ｂ賠

〔
腕
９
６

類

８
　

　

器

　

岩

Ｍ
路
緬
鰺
・Ｂ
腑◇ 株

頁岩

（ハ耐耐躙ｍ聞ｒｙ‐‐日日円）
噛シ盈
齢
・Ｂ瑞

倫
Ⅷ
∪
〇

第 125図 石器 (21)

一-214-一

0       1:9       10Cm類

３
　

　

器

躙
Ｓ‐２７
盈
鱗
‐Ｂ
酷

奪

鬱

く、4/



lt

ｍ

ｌｌｌｌ

υ

何
日
日
Ｕ類

（い旧田日日日日日日日日日日日日日日日〕）峨ｓｘｏ‐蛹鰐・Ｂ瞬

類

酌ＳＸ０３師鰯・Ｂ幌
類

噸ＳＸ０３繭鰐・Ｂ幌

0        1:3        10cm

第 126図 石器 (22)

-215-

い、__才´

甘宛



‐綸
瑚
劇
》
趨

（日日日日日日日日日日日〕）
蜘剛鰤麟
・Ｂ瑞

④
NQ873

SX04
底面

敲磨器類
IB
頁岩

第 127図 石器 (23)

-216-

凩

―――‐

―――

螂

∩

日

日

日

∪

”和和「〔中中中中【””一中中）
醜Ｓ‐‐８蜘麟・Ｃ瞬

0        1:3        10Cm

類

５
　

　

器

剛
趨
盈
緩
К
孵

(    |

12

∪



Ｏ

σ

′〉‐絋羽脚猷ヽ

了
Ｉ
Ｌ

No908

S133

床直上

蔽磨器類
IC
砂岩

No914

SXll
覆土

敲磨器類
IC
頁岩

NQ916

1A2g
Ⅲ層直上

蔽磨器類
IC
頁岩

No920

S正27

床直上

敲磨器類
I Al

デイサイト

類

一時的Ｐ阿Ⅳ的的朧鵡ⅡＢ．暁

ふ愚922

SI"
覆土

敲磨器類
Ⅱ Al

デイサイト

0        1:3       10cm

第 128図 石器 (24)

-217-

//｀

｀
く
ミ
ミ
ミ

ミ

ミ

７

ｔ



No930

S118

床面

敲磨器類
I Bl

砂岩

No931

S118

床直上

敲磨器類
ⅡBユ

砂岩

No933

S圧33

覆上下位

敲磨器類
I Bl

花尚閃緑岩

第 129図 石器

-218-

No935

SX04
底面

敲磨器類
Ⅱ Bl

砂岩

Nd944

S105

床面

敲磨器類
Ⅱ B2

頁岩

No955

S正 18

床直上

敲磨器類
I B3

凝灰岩

0        1:3        10Cm
|

S127

床直上

敲磨器類
Ⅱ B2

買岩

(25)



る
同
――Ｉ
Ｕ
⑬

勢
―
―
照 No961

S123

床面

敲磨器類
I Cl

頁岩

Nc960

S正20

床直上

敲磨器類
I Cl

No963

翌18

床直上

敲磨器類
ⅢBa
砂岩

No962

S131

覆土

敲磨器類
Ⅲ Aa

頁岩

0        1:3       10cm
No968

S131

覆土

敲磨器類
ⅢBa
頁岩

第 130図 石器

-219-

(26)



No981

SK39
覆上

敲磨器類
ⅢBa
凝灰岩

匈
0

No983

1A10d
盛土

敲磨器類
Ⅲ Ba

砂岩

No996

S圧36

床直上

敲磨器類
Ⅲ Bc

砂岩

Nd998

S110

床面

敲磨器類
Ⅳl

石英安山岩

No997

S109

床面

敲磨器類
Ⅳl

凝灰岩

No999

S110

床面

敲磨器類
Ⅳl

花尚閃緑岩

NolCll12

S121

床面

敲磨器類
Ⅳl

ひん岩

(27)

No1003

SI器

床面

敲磨器類
Ⅳl

頁岩

10cm0        1:3
I



⊂三正⊃ 熔
05

敲磨器類
Ⅳl

砂岩

血
hlo1007

S124

周溝覆土

敲磨器類
Ⅳl

頁岩

No102ユ

S正32

Ⅱ層直上

敲磨器類
Ⅳl

花尚閃緑岩

No1004

S123

床面

融磨器類
Ⅳl

砂岩

敲磨器類
Ⅳl

砂岩

No1016

S127

覆土

敲磨器類
Ⅳl

砂岩

Nα 1024

SX03
床面

蔽磨器類
Ⅳl

頁岩

N01049

SX09
覆土

敲磨器類
Ⅳl

礫岩

No1031

1B10d
I層下位
蔽磨器類
Ⅳl

0        1i3        10cm

第 132図 石器

O

-221-

(28)



No1064

S118

焼土

敲磨器類
Ⅳ3

凝灰岩

NQ1061

S102

覆土

敲磨器類
Ⅳ3

砂岩

No1065

S123

床面

敵磨器類
Ⅳ8

頁岩

ｎ
Ｈ
日
υ

③

も

⑨
〔
�
Ⅷ
鰻

（〔中山中山日日日日）
呻閉斑麟Ⅳ３酬

Nd1089

Ы21

床面

敲磨器類
Ⅵa

砂岩

第 133図 石器 (29)

-222-

hTo1084

Ы09

床面

敲磨器類
Ⅵa

砂岩

0        1:3       10cm

No1075

S127

床直上

敵磨器類
V la

砂岩

∩

∪

洒
―Ｉ

Ｈ

川

Ｄ

No1085

S113

床直上

敲磨器類
Ⅵa

頁岩

く デ ∠

＼  //



だ
⌒`
＼

こ

｀
、 ___´ ″ノ

ι
ケ

ン

ヽ

‐
，

(◇ ′
'＼ /

類

”
　

　

器

Ｍ
酬
雅
謗
Ⅵａ瞬

∩
日
日
日
Ｕ

Nol144

SK29
覆土

敲磨器類

Ⅵa

頁岩

0         1:3        10Cm

第 134図 石器 (30)

-223-

/‐
オ
心



Nol173

SX09
床直上

敲磨器類
Ⅵc

砂岩

阿
∨
Ｄ

NQl151

SR01

覆土上位
敲磨器類
Ⅵa

砂岩

Nol152

1A10d
覆層中位

敲磨器類
Ⅵa

貢岩

Nol170

S正27

床直上

敲磨器類
Ⅵc

砂岩

0        1:3        'Ocm

Noll猾

I Bld～ 2d

Ⅱ層中位
敲磨器類
Ⅶ

砂岩

第 135図 石器

-224-

令ぴ
釜

ヽ
―
‐
‐
―
ィ
ー
ー
ヤ
＼
、／

〃
芯
〃
／

＼
い

ヤFミ三三ここF三:三:三ささ
|＼

~ 
―

(31)



Nol181

S127

覆土

敲磨器類
Ⅷal

砂岩

Nα l184

1B9h
Ⅲ層直上

敲磨器類
ⅧAユ

閃緑岩

Nol190

S127

床直上

敲磨器類
ⅧAlα

砂岩

0        1:3       10Cm

Nol188

S118

床面

敲磨器類
ⅧAlα

砂岩

Nol193

SX04
床面

敲磨器類
ⅧAlα

砂岩

第 136図

Nol191

S127

床直上

敲磨器類
ⅧAla
砂岩

石器 (32)

-225-



hlol198

S118

床面

敲磨器類
ⅧA2α

砂岩

N01201

S127

床直上

敲磨器類
ⅧA2α

砂岩

（（い］い中‐‐ ‐‐
］̈］］］『い‐‐ ‐‐中］『〕〕）
呻
Ｓ‐０５
朧
坤
ⅧＢ２α幌

N01205

SX03
床面

敲磨器類
ⅧBla
頁岩

No1206

SX09
覆土

敲磨器類
ⅧBlα

砂岩

No1208

S127

床直上

敲磨器類
ⅧB2α

砂岩

0        1:3        10cm

第13フ図 石器 (33)

-226-



No1211

1B2d
Ⅱ層

敲磨器類
ⅧB2α

頁岩

No1209

S127

床直上

敲磨器類
ⅧB2α

デイサイト

Nα1218

S121

床面

敲磨器類
ⅧClα

砂岩

No1219

S127

床直上

敲磨器類

ⅧClα

砂岩〆iハ
。マ

|

ド

ー

ー

hlo1222

SK28
覆土

蔽磨器類
ⅧClα

砂岩

0         1:3        10cm

No1223

1B猜

層位不明

敲磨器類

ⅧCla
砂岩

第 138図 石器

-227-

(34)



イ
／
１
１

Na1229

1B8c
風倒木涙
敲磨器類
ⅧC2位

砂岩

第 139図 石器 (35)

-228-

0        1:3       10Cm



た 疑

}鞭覇試
ゼ
|/ p磐琴

キぽ
ド正多‐＼_/1No1259

S127

床直上

台石類
I

砂岩

No1262

S正29

覆土

台石類
I

砂岩

No1285

SB3
覆土

台石類
I

No133ユ

I Bld～ 2d

I層中位
台石類
Ⅱ

礫岩

0        1 14       10cm

第 140図 石器

-229-

(36)



ハ
日
日
Ｖ

守
　

上
錐

No1389

SX10
覆土

礫石錐 (礫器 ?)

I

買岩

錐

削
盈
鰯
Ⅱ
瑞

No1350

SKll
覆土

礫石錐
Ⅱ

頁岩

0

第 141図 石器 (37)

-230-

G

0

0

徐

Φ



鵡
緞
Ⅷ
Ｎ
Ⅷ
靭
鵜
Ⅷ
Ｍ
闇
闇
Ⅷ
Ⅷ
鰻
涸
〇
需

ハ

醐

脳

Ｍ

Ⅲ

Ｈ

Ｖ

No1468

S116

床面

石棒類
I

頁岩⇔

No1470

S正20

床面

石棒類
I

頁岩

No1476

S136

覆土

石棒類

I

頁岩

10cm

◆

⇔

⇔

第 142図 石製品 (1)

hlo1471

S127

覆土

石棒類
Ⅲ

頁岩

No1475

S132

覆土

石棒類
I

買岩

No1477

SK29
覆土

石棒類
Ⅱ

凝灰岩

No1472

S127

覆土

石棒類
Ⅲ

頁岩

N01474
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覆土

石棒頚
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3101478

SK48
覆土上位

石棒類
Ⅱ

頁岩

〇
〇
ｏ

No1480

1B8c
風倒木痕

石棒類
Ⅲ

砂岩

一

No1469
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覆上下位

石棒類
I

頁岩
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日
田
Ｈ
円
即

床面
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頁岩
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一

No1493
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風倒木痕
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頁岩

10cm

潮
円
日
日
日
埒

撹乱

石製垂飾

頁岩
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第
11
表
土
器
観
察
表

(1
)出
上
位
置
に
つ
い
て
は
、
遺
構
を
4分
害
1し
て
い
る
場
合
、
北
東
を
QN
E、
北
西
を
QN
W、
南
東
を
QS
E、
南
西
を
QS
Wで
示
し
て
い
る
。

(2
)法
量
に
つ
い
て
は
、
()
が
残
存
値
、
〔
〕が
推
定
値
で
表
示
し
て
い
る
。

― 〕 ω ト ー

掲
載
NO
図
血
写
No

出
土
地
尽

層
位
器
種
分
類
残
存
位
置

伝
量
(C
n,

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
・
施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面
備
考
登
録
No

種
別
番
号
位
置
(グ
リ
ン
ド
)

日
客
底
径
器
高
厚
さ

1
2
炉
埋
設
土
器

炉
深
鉢
Ⅲ
C5
底
部
′‐ ヤ
月 同
吉ヽ

下
半

10
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
R)

ナ
デ
。 被
熱

金
雲
母
・
白
色
粒

子
少

10
YR
4/
4

tl
B色

10
YR
4/
4

褐
色

11
3調
査

00
01

2
2

中
央

覆
土

深
鉢
Ⅱ
 C
2
日
縁
音ヽ

鋸
歯
状
沈
線
・
斜
縄
文
(R
L横
回
転
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

/歩

10
YR
4/
2

匠
き
楊
れ
に
ぶ
い
黄
11
3調
査

00
05

3
2

東
側

覆
土
深
鉢

日
縁
吉
[

(3
7)

粘
土
組
貼
付
(棒
状
工
具
に
よ
る
斜
刻
目
)
ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少

10
YR
3/
1

黒
褐
色
に
ぶ
い
黄

褐
色
H1
3調
査

00
07

4
2

東
側

覆
土

深
鉢
E 
C2
日
縁
吉
Б

沈
線
(横
位
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少
に
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄
11
3調
査

5
SI

2
東
側

覆
上
深
鉢

Ⅲ
底
部

(2
1)
12
木
薬
痕

ナ
デ
・
被
熱

金
雲
母
。 長
石
少
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
H1
3調
査

6
SI

覆
土
深
鉢
I 
C2
胴
部
上
半

(3
3)

鋸
歯
状
沈
線
(横
位
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
長
石

少

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
に
ぶ
い
黄

褐
色
H1
3調
査

00
09

7
SI
2

覆
上

深
鉢
Ⅱ
 C
2
胴
部
上
半

鋸
歯
状
沈
線
(横
位
)・
斜
縄
文
(R
L横
回
転
)
ナ
デ

黒
色
粒
子
・
長
石

か
イこ
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

8
2

覆
土
深
鉢
Ⅱ
 C
2
日
縁
部

(5
3)

鋸
歯
状
沈
線
(横
位
)・
日
唇
部
ナ
デ

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
10
YR
3/
2

黒
褐
色
H1
3調
査

00
03

9
2

覆
土
深
鉢
II
 C
2
日
縁
部

鋸
歯
状
沈
線
(横
位
。 2
重
),
日
唇
部
ナ
デ

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少
10
YR
3/
1

黒
褐
色

1こ
ぶ
�
黄ヽ
H1
3調
査

SI
2

覆
土
深
鉢
Ⅲ
Cl
胴
部
上
半

07
沈
線
・
磨
り
消
し
,斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

白
色
粒
子
・
長
石

少

10
YR
8/
6

黄
橙
色
に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

00
10

SI
2

覆
土
深
鉢

Ⅲ
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
Rl

ナ
デ

金
雲
母
・
長
石
少
10
YR
4/
4

掲
色

10
YR
4/
4

褐
色
H1
3調
査

SI
2

覆
土

深
鉢
Ⅲ
D2
C
日
縁
部

10
複
節
斜
縄
文
(R
LR
縦
回
転
)・
日
唇
部
ミ
ガ
キ
ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

′j
/N

10
YR
3/
1

黒
褐
色
に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

00
02

覆
土
深
鉢
Ⅲ
D2
C
日
縁
吉
F

(5
0)

複
節
斜
縄
文
(R
LR
縦
回
転
)

日
唇
部
ミ
ガ
キ
・
ナ
デ
黒
色
粒
子
・
石
英

少
1こ
ぶ
い
黄
に
ぶ
し
黄ヽ
H1
3調
査

00
06

SI
2

覆
土
深
鉢

Ⅲ
日
縁
吉
Б

(3
7)

沈
線
(横
位
)

ミ
ガ
キ

石
英
少

1こ
ぶ
い
黄
10
YR
3/
2

黒
褐
色
H1
3調
査

SI
2

覆
土
深
鉢

Ⅲ
底
部

14
ナ
デ

ナ
デ

金
雲
母
・
石
英
少
に
ぶ
ψ
黄ヽ

掲
色

5Y
R5
/6
り
可

赤
褐
色
H1
3調
査

SI
3

床
面
深
鉢
Ⅲ
D3
?

(3
2)

慕
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

石
英
・
長
石
少
に
ぶ
い
黄

明

５ＹＲ
５／６ 絶

H1
3調
査

SI
3
EW
^ミ
ル
ト
覆
土

深
鉢

Ⅲ
(5
3)

縦
位
縄
文
(L
R斜
回
転
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

′ 1
/・

10
YR
4/
2

匡
苦
拐
魯
イこ
ぶ
い
黄
H1
3調
査

北
側

覆
土
深
鉢

Ⅲ
底
都

ナ
デ

ナ
デ
・
炭
化
物

黒
色
粒
子
・
石
英

少

5Y
R5
/6
り
司

赤
褐
色
10
YR
5/
2

灰
黄
褐
色
H1
3調
査

SI
4

床
面
深
鉢
E 
C3
日
縁
吉
円

(3
2)

粘
土
紐
貼
付
(列
点
)・
斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)
ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石

英
・
砂
少

10
YR
3/
1

黒
褐
色
10
YR
3/
1

黒
褐
色
H1
3調
査

床
面
深
鉢

Ⅲ
胴
部
下
半

lユ
斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
10
YR
4/
1

楊
圧
れ
H1
3調
査

00
20

4
覆
土
深
鉢

底
部

(5
3)

尖
底
・
斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
少
10
YR
3/
1

黒
掲
色
10
YR
3/
1

黒
褐
色
H1
3調
査

00
18

SI
覆
土
深
鉢
I 
F3
胴
部
上
半

横
走
す
る
太
い
粘
土
組
隆
帯
+U
宇
状
貼
付

文
・
斜
縄
文
(R
し
縦
回
転
)

ナ
デ

石
英
少

に
ぶ
し
黄`

橙
５
Ｙ 在

H1
3調
査

5
南
西

覆
土
深
鉢

Ⅲ
(3
5)

斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

石
英
少

10
YR
6/
6

明
黄
褐
色
5Y
R5
/8
明

赤
褐
色
H1
3調
査



|

(や し
つ
い

|

掲
載
No
図
No
写
No

出
土
地
点

層
位

器
種
分
類
残
存
位
置

法
(c
ll
l)

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
・
施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面
備
考
登
録
No

種
別
番
号
位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

日
径
底
径
器
高
)享
さ

5
南
東

覆
土
長
胴
甕
V
胴
部
下
位

(1
28
)

上
→
下
に
縦
位
に
ケ
ズ
リ
が
入
る

10
YR
5/
1

褐
灰
色
10
YR
4/
1

掲
灰
色
H1
3調
査

00
22

38
・
8℃

5
北
東

覆
土
長
頸
瓶
V

(1
05
)
13
肩
の
張
り
が
少
な
い
。
頸
部
と
の
接
合
部
は
久

損
に
よ
り
不
明
。
調
整
は
粗
い
。

10
YR
5/
1

掲
灰
色

10
YR
4/
1

褐
灰
色
H1
3調
査

一 立
5

南
西

炉
直
上
長
顕
瓶
V

底
部

※
10
ィ
(7
7)
13
高
台
貼
付
で
、
断
面
形
は
逆
台
形
を
呈
す
る
。

胎
土
は
非
常
に
粗
く
、
砂
粒
が
多
い
。

10
YR
5/
1

褐
灰
色

10
YR
4/
1

褐
灰
色
H1
3調
査

00
26

27
6

床
面
深
鉢

Ⅱ
D

(4
5)

鋸
歯
状
沈
線
(横
位
)・
斜
縄
文
(R
し
横
回
転
)
ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少
イこ
ぷ
しヽ
黄

褐
色

10
YR
6/
6

明
黄
褐
色
H1
3調
査

6
QS
W

床
面
深
鉢

Ⅲ
日
縁
音
F

(2
6)

斜
縄
文
(0
段
多
条
L縦
回
転
)

ナ
デ

白
色
粒
子
少
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

6
北
東

覆
土
深
鉢
Ⅱ
 F
2a
日
縁
吉
【

(3
4)

日
唇
部
小
波
状
貼
付
文
(2
重
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

/1
/h

10
YR
4/
1

掲
灰
色

10
YR
4/
1

褐
灰
色
H1
3調
査

QN
W

覆
土
深
鉢
Ⅲ
D2
C

胴
部

(5
5)

沈
線
(枝
位
)・
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)
ナ
デ

金
雲
母
・
石
英
少
に
ぶ
い
責
5Y
R4
/6
明

赤
褐
色
H1
3調
査

6
東
側

覆
土
深
鉢

Ⅲ
日
縁
吉
匹

(3
1)
07
沈
線
(斜
位
)・
縄
文
(0
段
多
条
L縦
回
転
)
ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少

一 韓

色

中 に 褐
′こ
ア
ド
い
黄
H1
3調
査

00
31

SI
6
QN
W

覆
土

深
鉢
Ⅲ
D3
?

(3
3)

斜
縄
文
(R
L横
回
転
)・
末
端
処
理
(
Z)

オ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少
に
ぶ
し
黄`
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
H1
8調
査

00
32

東
側

覆
土
深
鉢
Ⅲ
D3
?
胴
部

斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

石
英
少

10
YR
7/
6

明
黄
褐
色
5Y
R6
/6
橙

れ
H1
3調
査

SI
6
QS
E

覆
土

深
鉢

Ⅲ
底
部

(6
7)

斜
縄
文
(0
段
多
条
R縦
回
転
)・
網
代
痕

ナ
デ

金
雲
母
・
石
英
少
1こ
ぶ
ヤ
黄ヽ
10
YR
3/
1

黒
褐
色
H1
3調
査

覆
土
深
鉢

Ⅲ
底
部

斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)・
木
葉
痕

ナ
デ

金
雲
母
。 石
英
少
に
ぶ
い
黄

褐
色

に
ぶ
ψ
黄ヽ
H1
3調
査

00
35

SI
QN
W

覆
土
深
鉢

Ⅲ
底
部

(1
3)

ナ
デ

ナ
デ

金
雲
母
・
砂
少
イこ
要
→
しヽ
黄
10
YR
5/
6

黄
褐
色
H1
3調
査

SI
7

床
面
深
鉢

Ⅲ
日
縁
部
～
胴

部
上
半
〔2
45
〕

(2
02
)

斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

白
色
粒
子
少
10
YR
3/
2

黒
褐
色
10
YR
5/
6

苦
楊
魯
H1
3調
査

00
37

SI
7
QS
W

覆
上
深
鉢

Ⅲ
胴
都

(5
0)

慕
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
・
石
英
・

砂
少

ぶ
い
赤
褐
2 
5Y
R4
/6

赤
褐
色
11
3調
査

00
38

QS
W

床
面
深
鉢

Ⅲ
月 同
吉
Б

(4
1)

斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
砂
少
に
ぶ
い
黄
10
YR
6/
6

明
黄
褐
色
11
3調
査

00
39

炉
埋
設
土
器

炉
深
鉢
皿
C3
a
①

胴
部
下
半
～

底
部
1/
2完
形

沈
線
・
磨
り
消
し・
斜
縄
文
(R
L横
回
転
)
ナ
デ
・
被
熟

金
雲
母
・
石
英
・

砂
少

2 
5Y
R4
/6

赤
褐
色

5Y
R4
/6
赤

褐
色
H1
8調
査

SI
W壁
際

覆
土

深
鉢

Ⅲ
底
部

(2
7)

辞
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
・
黒
色
粒

子
少

7 
5Y
R5
/6

明
褐
色
10
YR
6/
6

明
黄
褐
色
H1
3調
査

00
41

12
床
面
深
鉢

Ⅲ
月同
部

(4
5)

群
縄
文
(L
R縦
回
転
)・
末
端
処
理
(Z
)

ナ
デ
・
炭
化
物

石
英
少

イこ
ぶ
しヽ
黄
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
H1
3調
査

SI
12

床
面

深
鉢

□
胴
部

(3
1)

辞
縄
文
(L
R縦
回
転
)・
末
端
処
理
(Z
)

ナ
デ

石
英
少

10
YR
7/
6

明
黄
褐
色
に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

SI
12
QN
E

覆
土
深
鉢
Ⅲ
Bl
?
胴
部

(3
8)

並
行
す
る
沈
線
(3
条
)・
単
軸
絡
条
体
第
1類

(縦
位
・
L)

ナ
デ

石
英
・
砂
少

に
ぶ
い
黄
10
YR
6/
6

明
黄
褐
色
H1
3調
査

00
44

13
南
側
ベ
ル
ト
黒
褐
色
土
深
鉢
E 
C2
胴
部
上
半

(4
2)

鋸
歯
状
沈
線
(横
位
・
2条
)・
縄
文
(L
R縦
)
ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少
に
ぶ
乾
｀
黄
に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

00
46

覆
土
深
鉢

Ⅲ
胴
部
上
半

(1
36
)

斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

石
英
・
白
色
粒
子

少

5Y
R6
/6
橙

色

10
YR
4/
1

褐
灰
色
H1
3調
査

覆
土
深
鉢
Ⅲ
D2
①
胴
部
上
半

1/
2完
形
〔1
88
〕

(1
43
)

斜
縄
文
(R
L縦
回
転
),
日
縁
内
傾
ナ
デ

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少
2 
5Y
R4
/6

赤
褐
色

2 
5Y
R4
/8

赤
褐
色
H1
3調
査

00
47
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掲
載
No
図
l1
0
写
No

出
土
地
′ ξ

層
位
器
種
分
類
残
存
位
置

法
量
(c
n,

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
・
施
文
な
ど

胎
上

色
調
外
面
色
調
内
面

備
考
登
録
NO

種
別
番
号
位
置
(グ
リ
ッ
ド

日
径
底
径
器
高
サ享
さ

覆
土

深
鉢
皿
C4
a
胴
部
上
半

(8
3)

獲
帯
・
沈
線
・
磨
り
消
し
,単
軸
絡
条
体
第
1類

(縦
位
。 R
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少

10
YR
5/
2

灰
褐
色
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
H1
3調
査

00
48

覆
土
深
鉢

Ⅲ
(9
4)

斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
少

10
YR
3/
3

日菩
楊
イち
ヨ

10
YR
3/
1

里
拐
魯
11
3調
査

SI
覆
土
深
鉢

□
底
部

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)

ナ
デ

金
雲
母
少

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
10
YR
5/
6

黄
褐
色
11
3調
査

SI
床
面
深
鉢

I
日
縁
都

(3
1)
07
日
唇
部
指
頭
圧
痕

ナ
デ

石
英
少

イこ
ぶ
い
黄
10
YR
5/
2

灰
黄
褐
色
11
3調
査

SI
床
面

深
鉢
Ⅱ
 C
2
胴
都
上
半

(4
2)

鋸
歯
状
沈
線
(横
位
・
2条
)。
斜
縄
文
(R
L縦
回

転
)。
末
端
処
理
(Z
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少

10
YR
3/
1

黒
褐
色

11
3調
査

床
面
深
鉢

Ⅲ
C

胴
部

(4
5)

沈
線
(横
位
・
2条
)。
磨
り
消
し
・
斜
縄
文
(L
RL

縦
回
転
)

ナ
デ

石
英
少

に
ぶ
い
黄
イこ
ぶ
レヽ
黄
H1
3調
査

SI
中
央

床
面
深
鉢
Ⅲ
D2
①
2/
3完
形
29
2

(2
89
)

日
縁
部
無
文
帯
斜
縄
文
(L
R横
回
転
)

ナ
デ

白
色
粒
子
少

″
ヽ
黄

】 ぶ 名

一 に 基
1こ
ぶ
し
黄ヽ
H1
3調
査

SI
中
央

床
面
深
鉢
Ⅲ
C3
月 同
言
ト

(3
6)

沈
線
・
磨
り
消
し
,地
文
(R
LR
縦
回
転
)

ナ
デ

白
色
粒
子
少

一 攀

為

中 に 搭
に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

00
55

ベ
ル
ト
北

覆
土
深
鉢
Ⅲ
C3
日
縁
吉
[

(6
4)

沈
線
(区
画
)。
磨
り
消
し
,単
軸
絡
条
体
第
1類

(縦
位
・
L)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少

10
YR
3/
1

黒
褐
色

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
H1
3調
査

00
56

覆
土

深
鉢
Ⅲ
C3
a
日
縁
部

(4
1)
07
沈
線
(横
位
)・
斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

白
色
粒
子
多
2 
5Y
R3
/4

暗
赤
褐
色

2 
5Y
R3
/6

暗
赤
褐
色
H1
3調
査

00
57

QN
E

覆
土
深
鉢
Ⅲ
C3
胴
部
上
半

(7
4)

沈
線
・
三
日
月
状
装
飾
帯
・
隆
帯
に
伴
う
刺
突
・

黒
色
付
着
物

ナ
デ
・
被
熱

石
英
少
捧
ｗ に れ

1こ
ぶ
い
黄
H1
3調
査

00
58

QN
E

床
面

深
鉢
Ⅱ
 F
3
2/
3完
形

(2
31
)

格
子
状
粘
土
紐
貼
付
(X
・
人
形
?文
)・
斜
縄

文
(L
R横
回
転
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少
10
YR
3/
1

黒
褐
色

10
YR
3/
1

黒
褐
色
H1
3調
査

00
59

床
面
深
鉢

日
縁
音
ト

(6
6)

斜
縄
文
(L
R横
回
転
)。
日
唇
部
指
頭
圧
痕
ナ
デ

石
英
少
量
5Y
R5
/6
明

赤
褐
色
5Y
R6
/6
程

色
H1
3調
査

00
62

SI
床
面
深
鉢

(1
42
)

横
位
縄
文
(R
L斜
回
転
)

ナ
デ

石
英
少

ぶ
い
赤
褐
5Y
R4
/6
万

褐
色
H1
3調
査

71
床
面
深
鉢

Ⅲ
胴
部

(5
9)

複
節
斜
縄
文
(R
LR
縦
回
転
)

ナ
デ
・
被
熱

石
英
少

10
YR
6/
6

明
黄
褐
色
に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

床
面
深
鉢

Ⅲ
(5
6)

斜
縄
文
(L
R横
回
転
)。
末
端
処
理
(Z
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少
〕 韓 れ中 に 搭
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
H1
3調
査

00
65

71
QN
ヽ
ハ/
覆
上
下
位
深
鉢
Ⅱ
 F
2a
日
縁
著ヽ

(3
4)

日
唇
部
小
波
状
貼
付
文
(太
)

ナ
デ

石
英
中

10
YR
5/
1

褐
灰
色

10
YR
3/
1

黒
褐
色
H1
8調
査

71
QN
E
覆
上
下
位
深
鉢
Ⅲ
C4
a
日
縁
吉
ト

(3
7)

沈
線
(横
位
)・
斜
縄
文
(R
LR
縦
回
転
)

ナ
デ

石
英
少

10
YR
4/
1

褐
灰
色
10
YR
3/
1

黒
褐
色
H1
3調
査

00
67

71
束
周
溝

覆
土
深
鉢
Ⅱ
 E
2a
胴
部

(5
2)

小
波
状
貼
付
文
(横
位
・
2重
)。
斜
縄
文
(L
R横

回
転
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少
に
ぶ
鬱
黄ヽ
5Y
R5
/8
リ

赤
褐
色
H1
3調
査

71
覆
土
深
鉢

日
縁
音
F

斜
縄
文
(と
R槙
回
転
)・
末
端
処
理
(Z
)

ナ
デ

石
英
少

10
YR
4/
1

協
圧
魯

10
YR
4/
1

掲
灰
色
H1
3調
査

00
61

周
溝
底
面

覆
土
深
鉢

Ⅲ
底
部

〔1
38
〕
(4
0)

ナ
デ

ナ
デ

石
英
少

10
YR
5/
1

褐
灰
色
10
YR
2/
1

黒
色
H1
3調
査

西
側

覆
土
深
鉢
Ⅲ
Al
日
縁
音
Б

(8
4)

渦
巻
状
隆
帯
・
斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)・
波
状
日

縁
ナ
デ

金
雲
母
・
長
石
少
に
ぶ
い
黄
10
Y馳
/2

灰
黄
褐
色
H1
3調
査

QN
W

覆
土
深
鉢
Ⅱ
 E
2a
日
縁
都

(5
6)

日
唇
部
小
波
状
貼
付
文
・
ナ
デ

ナ
デ

石
英
少

10
YR
4/
1

褐
灰
色

〕 尋

秘

ｗ に 搭
H1
3調
査

床
面
深
鉢

日
縁
部

(5
4)

ナ
デ

ナ
デ

金
雲
母
少

イこ
お
ミ い
,驚
に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

00
72
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掲
載
No
図
No
写
No

出
土
地
点

層
位
器
種
分
類
残
存
位
置

法
量
(c
m)

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
・
施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面

備
考
埜
録
NO

種
別
番
号
位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

日
径
底
径
器
高
厚
さ

床
面
深
鉢

Ⅲ
日
縁
部

沈
線
(横
位
・
2重
)・
斜
縄
文
(R
L横
回
転
)
ナ
デ

白
色
粒
子
少
10
YR
3/
1

黒
褐
色
に
ぶ
い
黄
13
調
査

床
面
深
鉢
Ⅲ
C4
a
胴
部
上
半

九
線
・
磨
り
消
し・
斜
縄
文
(R
L横
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
・
石
英
少
に
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄
11
3調
査

00
73

中
央

床
面

深
鉢
Ⅲ
C3
b
日
縁
吉
Б

や1
突
を
伴
う
隆
帯
・
沈
線
(区
画
)・
磨
り
消
し
'単

曲
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
R)

ナ
デ

石
英
少

こ
ぶ
い
黄
イこ
ヂ
→
い
)争
11
3調
査

00
71

QS
E
床
面
直
上
深
鉢

Ⅲ
月同
部

辞
縄
文
(R
LR
縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
少
5Y
R5
/8
黄

褐
色

5Y
R4
/6
赤

褐
色

11
3調
査

00
74

南
ベ
ル
ト
床
面
直
上
深
鉢
Ⅲ
C8
月同
音
Б

(4
4)

沈
線
(区
画
)・
磨
り
消
し
。 斜
縄
文
(R
L縦
回

醇云
)

ナ
デ

金
雲
母
少

10
YR
6/
6

明
黄
褐
色

5Y
R6
/6
橙

色
H1
3調
査

77
南
ベ
ル
ト
床
面
直
上
深
鉢

□
胴
部

(4
0)

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)

ナ
デ

金
雲
母
多
10
YR
5/
2

灰
黄
褐
色
2 
5Y
R5
/8

明
赤
褐
色
H1
3調
査

QS
E

覆
土
深
鉢
Ⅲ
C4
a
日
縁
吉
焉

(5
1)

沈
線
(横
位
)。
斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
少

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

00
78

QS
W

覆
土

深
鉢
Ⅲ
C3
b
胴
部

(1
1

沈
線
(横
位
)・
磨
り
消
し
,単
軸
絡
条
体
第
1類

(縦
位
・
L)

ナ
デ

金
雲
母
・
石
英
少
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色

5Y
R4
/6
悸

色
H1
8調
査

QS
E

覆
土
深
鉢
Ⅲ
Bl
月同
吉
獨

(5
3)

沈
線
(区
画
)。
隆
帯
(区
画
)・
単
軸
絡
条
体
第
1

類
(斜
位
・
L)

ナ
デ

石
英
・
砂
少
10
YR
3/
3

暗
褐
色

10
YR
5/
2

灰
黄
褐
仲

,

H1
3調
査

00
81

床
面
深
鉢
E 
C2

胴
都

(5
4)

鋸
歯
状
沈
線
(横
位
・
2重
)・
斜
縄
文
(R
し
横
回

転
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少
10
YR
4/
2

灰
責
褐
色
に
ぶ
ラ
黄ヽ
H1
3調
査

00
85

床
面
深
鉢
Ⅲ
BI
日
縁
部

(4
1)

沈
線
(縦
位
)。
斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
砂
少
10
YR
4/
1

協
匠
魯

10
Y馳
/2

灰
黄
褐
色
H1
3調
査

QS
E

覆
土
深
鉢
I 
C2
日
縁
部

(6
3)

鋸
歯
状
沈
線
(横
位
)。
斜
縄
文
(L
R横
回
転
)
ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少
1こ
ぶ
い
黄

獲
色

10
YR
5/
2

灰
黄
褐
色
H1
3調
査

炉
覆
土

深
鉢
Ⅲ
D2
①
日
縁
言
焉

(6
0)

斜
縄
文
(R
LR
縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
少

に
ぶ
い
黄
10
YR
3/
3

海
苦
椿
得
H1
3調
査

72
QN
ヽ
お/
覆
上
下
位
深
鉢

II
l

底
部

(1
8)

ナ
デ

ナ
デ

金
雲
母
・
石
英
少
5Y
R7
/6
明

黄
褐
色

5Y
R7
/8
橙

色
H1
3調
査

00
82

北
ベ
ル
ト
覆
土
中
位
深
鉢

Ⅲ
底
部

(3
3)

ナ
デ

ナ
デ

石
英
少

10
YR
5/
1

協
庶
魯
に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

床
面
深
鉢
Ⅱ
 A
la
日
縁
部

(4
6)
07
斜
縄
文
(R
L横
回
転
)・
末
端
処
理
(Z
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

SI
床
面
深
鉢
I 
Al
a
胴
部

(1
17
)

斜
縄
文
(L
R横
回
転
)・
末
端
処
理
(
Z)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少
イこ
ぶ
い
ラ甕
10
YR
3/
1

黒
褐
色
H1
3調
査

SI
床
面
深
鉢
Ⅱ
 F
4

胴
部

(6
7)
10
斜
縄
文
(前
々
段
多
条
LR
横
回
転
)

ナ
デ
・
炭
化
物

黒
色
粒
子
・
石
英

少
に
ぶ
い
黄
10
YR
3/
1

黒
褐
色
H1
3調
査

SI
床
面
深
鉢
Ⅱ
 A
lo
月同
吉
Б

(6
2)

結
節
(L
横
回
転
)

ナ
デ

白
色
粒
子
多
7 
5Y
R6
/6

椿
魯

10
YR
3/
1

里
援
魯
H1
3調
査

00
91

覆
上
下
位

Ⅲ
底
部

(7
3)

ナ
デ

ナ
デ

石
英
少

10
YR
8/
4

溝
昔
搭
魯

10
YR
3/
1

黒
褐
色
H1
3調
査

00
92

北
東
P

覆
土
深
鉢

Ⅲ
底
部

ナ
デ

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少

10
VR
5/
3

1こ
ぶ
い
黄

10
YR
7/
4

1こ
ぶ
しヽ
黄
H1
3調
査

01
54

73
SI

覆
土
上
位
深
鉢
Ⅱ
 F
4
日
縁
音
Б

〔1
41
〕

斜
縄
文
(R
L横
回
転
)・
末
端
処
理
(Z
)。
日
唇

部
亥
1目
(爪
状
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
10
YR
6/
3

1こ
ぶ
しヽ
黄
H1
3調
査

01
55

SI
QS
ヽ
ハ /

床
面

深
鉢
I 
P5

日
縁
部

(1
15
)

ナ
デ
。
日
唇
部
指
頭
圧
痕

ナ
デ

石
英
・
砂
少
5Y
R6
/8
明

黄
掲
色
5Y
R6
/8
橙

色
11
3調
査

SI
中
央
部
覆
上
下
位
深
鉢
Ⅲ
A2
胴
部
上
半

(2
8)

ナ
デ
・
円
形
隆
帯

ナ
デ

砂
少

10
YR
3/
1

黒
褐
色

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
11
3調
査
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掲
載
No
図
NO
写
No

出
土
地
点

層
位

器
種
分
類
残
存
位
置

法
量
(c
ll
)

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
。 施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面
備
考

登
録
NO

種
別
番
号
位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

日
径
庇
径
器
高

壁
際
P9

深
鉢

辞
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

石
英
少

に
ぶ
い
黄
1こ
ぶ
し
黄ヽ
13
調
査

00
98

壁
際
P7

深
鉢

胴
部

辞
縄
文
(L
R横
回
転
)

ナ
デ

石
英
。 砂
少
10
YR
4/
1

褐
灰
色
10
YR
3/
1

黒
褐
色
11
3調
査

床
面

深
鉢
Ⅱ
 F
2b
日
縁
～
胴
都

1/
3

(2
45
)

ヨ
唇
部
小
波
状
貼
付
文
・
胴
部
上
半
小
波
状
貼
付

丈
(3
重
)+
ハ
ー
ト
形
文
・
斜
縄
文
(L
R横
回
転
)

ナ
デ

長
石
少
石
英

笏
に
ぶ
い
黄
10
YR
4/
1

協
圧
れ
14
調
査

20
22

床
面
深
鉢

胴
部
上
半

小
波
状
貼
付
文
+ハ
ー
ト
形
文
?・
斜
縄
文

(L
R横
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
石
英
少
イこ
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄
14
調
査

20
28

床
面
深
鉢
Ⅱ
 E
2b
ロ
ル
謙
～
月 同
吉
Б

上
半
〔1
96
〕

Jヽ
波
状
貼
付
文
(2
重
)+
ハ
ー
ト
形
文
・
単
軸

僑
条
体
第
1類

ナ
デ

石
英
・
黒
色
粒
子

少
イこ
お
ミ
い
黄
10
YR
3/
1

黒
褐
色
14
調
査

20
25

床
面

深
鉢

日
縁
音
Б

日
唇
部
小
波
状
貼
付
文
(C
宇
)・
斜
縄
文
(L
R

縫
回
転
)

ナ
デ

石
英
多
量
黒

色
粒
子
少
量
10
YR
4/
1

褐
灰
色
剛 髄
１
０ 里 ＾

14
調
査

床
面
小
形
深

鉢
Ⅱ
 F
5
2/
3完
形

73
ナ
デ

ナ
デ

長
石
・
石
英
少
必 湘
い 醇 盗

7 
5Y
R3
/1

黒
褐
色
14
調
査

20
41

六
面
深
鉢

胴
部

辞
縄
文
(0
段
多
条
縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
少

10
YR
3/
2

黒
褐
色

10
YR
2/
2

黒
褐
色
14
調
査

床
直
上
深
鉢
]A
la
日
縁
～
胴
部

上
半

斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)・
末
端
処
理

ナ
デ

長
石
。 石
英
少
に
ぶ
い
橙
に
ぶ
い
褐
14
調
査

床
直
上
深
鉢
Ⅱ
 A
la
日
縁
部

斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)・
末
端
処
理

ナ
デ

金
雲
母
少

7 
5Y
R7
/6

橙
色

7 
5Y
R2
/1

黒
色
H1
4調
査

床
直
上
深
鉢
I 
Al
a
日
縁
―
月同
常
焉

上
半

斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)・
末
端
処
理

ナ
デ

長
石
・
石
英
少
7 
5Y
R7
/6

橙
色

7 
5Y
R8
/8

黄
橙
色
H1
4調
査

20
04

SI
床
直
上
深
鉢
E 
Al
o

結
節
(L
R横
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
石
英
少
10
YR
7/
6

明
黄
褐
色
7 
5Y
R7
/6

笹
色
H1
4調
査

床
直
上
深
鉢
Ⅱ
Al
d/
1B

附
加
条
斜
縄
文
(R
L+
●
横
回
転
)

ナ
デ

長
石
少

に
ぶ
い
黄

褐
色

1こ
ぶ
い
黄
H1
4調
査

床
直
上
深
鉢
Ⅱ
 A
ld
/

1E
附
加
条
舛
縄
文
(R
Lt
tr
横
回
転
)・
末
端
処
理

(Z
)

ナ
デ

長
石
少

に
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

床
直
上
除
鉢
Ⅱ
 A
ld
/

Ⅱ
E

胴
部

(3
5)

附
加
条
斜
縄
文
(R
Lt
tr
横
回
転
)

ナ
デ

長
石
少

1こ
ぶ
ラ
黄ヽ

褐
色

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
H1
4調
査

11
1

SI
床
直
上
深
鉢
I 
Bl

単
軸
絡
条
体
第
3類
(S
字
状
連
鎖
沈
文
)

ナ
デ

長
石
・
黒
色
粒
子

少

7 
5Y
R6
/6

橙
色

7 
5Y
R3
/2

黒
褐
色
H1
4調
査

北
東

床
直
上
深
鉢
E 
Cl
日
縁
部

竹
管
円
文
・
沈
線
(縦
位
)

ナ
デ

長
石
・
石
英
・
海

綿
骨
針
少

7 
5Y
R5
/4

に
ぶ
い
褐
7 
5Y
R3
/1

黒
褐
色
H1
4調
査

SI
床
直
上
深
鉢
I 
Cl
日
縁
部

竹
管
円
文
・
沈
線
(横
位
)

ナ
デ

長
石
・
白
色
粒
子

少
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色

10
YR
6/
2

灰
黄
褐
色
H1
4調
査

SI
床
直
上
深
鉢

口
縁
吉「

日
唇
部
小
波
状
貼
付
文
・
鋸
歯
状
沈
線
(2
重
・

横
位
)・
斜
縄
文
(L
R横
)

ナ
デ

石
英
少

に
ぶ
い
黄

褐
色

に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

SI
中
央

床
直
上
深
鉢
Ⅱ
 C
2?
月同
吉
Б

半
裁
竹
管
に
よ
る
垂
下
す
る
鋸
歯
状
沈
線
・
単

軸
絡
条
体
第
1類

ナ
デ

長
石
・
黒
色
粒
子

少
に
ぶ
ヤ
黄ヽ
に
ぶ
い
黄
14
調
査

20
36

床
巨
上
深
鉢
I 
E2
b

07
小
波
状
貼
付
文
(2
重
)+
ハ
ー
ト
形
文
・
斜
縄

文
(L
R縦
)

ナ
デ

石
英
。 金
雲
母
少
10
YR
3/
2

黒
褐
色
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
14
調
査

床
直
上
台
付
鉢
EH
2/
3完
形

07
目
唇
部
小
波
状
貼
付
文
・
顕
部
小
波
状
貼
付
文

(2
重
連
結
)・
台
部
す
か
し
,斜
縄
文
(R
L斜
回
転
)

ナ
デ

石
英
・
黒
色
粒
子

少

10
YR
4/
1

傷
圧
魯

10
YR
3/
1

黒
褐
色
H1
4調
査

20
28

SI
中
央
南
床
直
上
深
鉢
Ⅱ
 E
2b

(7
3)

小
波
状
貼
付
文
(3
重
)+
斜
行
す
る
貼
付
文
・

斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
石
英
・
黒
・

白
色
粒
子
少
に
要
→
しヽ
黄

H1
4調
査

20
32

に
ぶ
い
黄

中
央

床
直
上
深
鉢
I 
E3

上
下
を
直
線
隆
帯
に
区
画
さ
れ
る
横
走
梯
子
状

隆
帯
・
附
加
条
斜
縄
文
(R
L+
r横
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
石
英
・
黒

色
粒
子
少

に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

20
34

こ
ぶ
い
黄
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掲
載
NO
図
NO
写
No

出
土
地
点

層
位
器
種
分
類
残
存
位
置

法
量
(c
ll
l)

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
・
施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面
備
考
登
録
No

種
別
番
号

日
径
底
径
器
高
厚
さ

12
0

床
直
上
深
鉢

II
 F
4
胴
部
～
底
剖

斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
多
量
石

英
少
量

7 
5Y
R6
/6

橙
色

7 
5Y
R4
/2

灰
褐
色
H1
4調
査

20
38

覆
土

深
鉢
Ⅱ
 A
la
日
縁
音
Б

(1
34
)

斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)。
末
端
処
理

ナ
デ

長
石
・
黒
色
粒
子

少

7 
5Y
R4
/1

褐
灰
色

こ
ぶ
い
褐
H1
4調
査

20
02

南
端
部

覆
土
深
鉢
Ⅱ
 A
le

胴
部

(6
3)

結
節
(R
横
回
転
・
Z)

ナ
デ

長
石
・
石
英
少
10
YR
4/
1

褐
灰
色
10
YR
4/
1

褐
灰
色
H1
4調
査

20
07

南
端
部

覆
土
深
鉢
Ⅱ
 A
lc

胴
部

(1
05
)

羽
状
縄
文
(R
L+
RL
横
回
転
・
結
束
第
1種
)

碁
形
文

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
10
YR
8/
2

灰
白
色

10
YR
8/
3

湾
き
椿
侮
H1
4調
査

SI
覆
土

深
鉢
Ⅱ
 A
lb

胴
部

(5
0)

単
軸
絡
条
体
第
5類

ナ
デ

長
石
多

10
YR
6/
6

明
責
褐
色
10
YR
3/
2

黒
褐
色
H1
4調
査

覆
上
1層
深
鉢
I 
Al
a
胴
部

(1
25
)

縄
文
(0
段
多
条
LR
斜
)・
末
端
処
理

ナ
デ

長
石
・
石
英
少
に
ぶ
い
褐
に
ぶ
い
橙
H1
4調
査

20
05

中
央
西

覆
土

深
鉢

胴
部

(5
4)
11
粘
上
紐
貼
付
(点
列
)・
単
軸
絡
条
体
第
3類

ナ
デ

長
石
少

7 
5Y
R6
/6

橙
色

7 
5Y
R5
/6

明
褐
色
H1
4調
査

20
14

覆
土
深
鉢
I 
B2

胴
部

(3
0)

単
軸
絡
条
体
第
5類

ナ
デ

長
石
少

IO
YR
5/
4

1こ
ぶ
し
黄ヽ
10
YR
6/
6

明
黄
褐
色
H1
4調
査

20
37

SI
南
端
部

覆
土
深
鉢
Ⅱ
 C
2
日
縁
言
ト

(5
5)

鋸
歯
状
沈
線
(横
位
)・
斜
縄
文
(R
と
横
回
転
)
ナ
デ

石
英
・
黒
色
粒
子

少
に
ぶ
い
黄

褐
色

10
YR
2/
2

黒
褐
色
H1
4調
査

20
18

覆
±
1層
深
鉢
Ⅱ
 C
2
日
縁
音
る

(7
1)

段
上
突
起
・
鋸
歯
状
沈
線
(横
位
)・
沈
線
(横

位
)

す
デ

長
石
・
石
英
少
10
YR
3/
2

黒
褐
色
10
YR
4/
1

褐
灰
色
H1
4調
査

20
17

南
端
部

覆
土

深
鉢

Ⅱ
D
日
縁
部

(1
01
)

日
縁
部
太
い
隆
帯
の
貼
付
文
(棒
状
工
具
に
よ
る
斜
力

目
)・
細
隆
帯
に
よ
る
貼
付
文・
斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ミ
ガ
キ

石
英
・
黒
色
粒

子
・
金
雲
母
少
に
ぶ
い
黄
10
YR
3/
2

黒
褐
色
H1
4調
査

20
33

SI
南
端
部

覆
土
深
鉢

日
縁
都

(7
7)

日
唇
部
小
波
状
貼
付
文
・
鋸
歯
状
沈
線
(横

位
)・
斜
縄
文
(L
R横
)

ナ
デ

長
石
・
石
英
少
7 
5Y
R6
/6

橙
色

7 
5Y
R7
/6

明
黄
褐
色
H1
4調
査

20
20

覆
土
深
鉢

日
縁
吉
Б

(6
2)
07
弱
歯
状
沈
線
(2
重
・
横
位
)・
斜
縄
文
(L
R横
回

鏃
Ⅲ

ナ
デ

長
石
多
白
・
黒

色
粒
子
少

10
YR
3/
1

黒
褐
色

に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

20
21

南
端
部

覆
上
深
鉢
I 
Fl

胴
部

(6
0)

半
裁
竹
管
に
よ
る
垂
下
す
る
鋸
歯
状
沈
線
・
斜

縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
黒
色
粒

子
・
海
綿
骨
針
少
10
YR
4/
1

褐
灰
色

10
YR
5/
2

灰
黄
褐
色
H1
4調
査

20
35

77
覆
土
深
鉢
Ⅱ
 F
2b
胴
部
上
半

1)
07
小
波
状
貼
付
文
(2
重
)+
ハ
ー
ト
形
文
,単
軸

絡
条
体
第
1類

ナ
デ

長
石
多
石
英

少
弊 澄
付 盛 岳

7 
5Y
R4
/1

褐
灰
色
H1
4調
査

20
24

77
SI

覆
土
上
位

～
中
位
深
鉢
II
 E
2b

(1
43
)

小
波
状
貼
付
文
(2
重
)+
ハ
ー
ト
形
文
・
斜
縄

文
(R
L横
回
転
)

ナ
デ

石
英
多

10
YR
3/
2

黒
褐
色

に
ぶ
い
黄

褐
色
H1
4調
査

20
40

77
南
端
部

覆
土
深
鉢
Ⅱ
 E
2a
日
縁
部

(6
8)

日
唇
部
内
面
及
び
胴
部
小
波
状
貼
付
文
(2

重
)・
0段
多
条
(R
L斜
回
転
)

ナ
デ

石
英
・
黒
色
粒
子

少

10
YR
2/
2

黒
褐
色
10
YR
2/
1

黒
色
H1
4調
査

20
29

77
南
端
部

覆
土
深
鉢
Ⅱ
 E
2b
日
縁
部
～
月 F

部
上
半

(1
18
)

日
唇
部
小
波
状
貼
付
文
(2
重
),
胴
言I
並
行
す
条
縄
文
(L
I

る
4童
の
貼
付
文
と
連
結
す
る
3角
形
文
・
附
加
十
R縦
回
転
|
ナ
デ

長
石
・
石
英
・
黒

色
粒
子
少

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
H1
4調
査

77
南
端
部

覆
土

深
鉢
Ⅱ
 E
3
胴
部
上
半

(7
2)
07
横
走
す
る
直
線
的
隆
帯
の
上
下
に
小
波
状
隆

帯
が
並
走
・
斜
縄
文
(L
R丼
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
石
英
・
白

色
粒
子
少

10
YR
2/
2

黒
褐
色

に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

20
31

埋
設
上
器

床
面

深
鉢
Ⅲ
D2
ほ
ぼ
完
形

(日
縁
常
Бな
し

(4
37
)

辞
縄
文
(L
R縦
回
転
)・
底
面
木
葉
痕

ナ
デ

白
色
粒
子
多

金
雲
母
少

】 寵
０ 盛 色

7 
5Y
R6
/6

橙
色
H1
4調
査

20
52

77
SI

覆
土
深
鉢
Ⅲ
D2
C
日
縁
吉
F

(4
6)
07
斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
少
金
雲

母
多

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
10
YR
5/
2

席
苦
楊
魯
H1
4調
査

20
53

77
覆
土

深
鉢
Ⅲ
D3
日
縁
部

(4
2)

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
LR
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
少

に
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄

桂
色
H1
4調
査

20
54

77
SI

覆
土
深
鉢
Ⅲ
D3

(4
3)

単
軸
絡
条
体
毎
1類
(縦
位
・
L)

ナ
デ

白
色
粒
子
・
金
雲

母
少

に
ぶ
い
橙
7 
5Y
R8
/4

溝
苦
搭
魯
H1
4調
査

20
56

77
埋
設
土
器
付
近
覆
土

深
鉢
Ⅲ
C6

(4
8)

節
目
文
(維
位
)

ナ
デ

長
石
少
白
色

粒
子
多

7 
5Y
R6
/6

橙
色

に
ぶ
い
褐
H1
4調
査

20
55
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掲
載
No
図
h1
0
写
NO

出
土
地
点

層
位
器
種
分
類
残
存
位
置

法
量
(c
ll
l,

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
・
施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面
備
考
登
録
hl
o

種
別
番
号
位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

日
径
底
径
器
高
厚
さ

14
4
77

SI
覆
土
深
鉢

Ⅲ
底
部

(1
底
面
網
代
痕

ナ
デ

黒
色
粒
子
少

に
ぶ
い
橙
イこ
ぶ
い
橙
H1
4調
査

20
57

SI
床
面
深
鉢

Ⅲ
胴
部

(1
10
)

斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

オ
デ

金
雲
母
少

7 
5Y
R6
/4
5Y
R7
/6
橙

為
H1
4調
査

20
59

床
面

深
鉢

Ⅲ
胴
部

慕
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
黒
色
粒
子

少

7 
5Y
R5
/6

明
褐
色

■ に 為

5Y
R7
/4

賞
ド
い
れ
魅
H1
4調
査

SI
覆
±
1層
深
鉢

Ⅲ
E
日
縁
部

(7
9)

中
空
突
起
(把
手
状
装
飾
帯
)

ナ
デ

白
色
粒
子
・
全
雲

母
少

” 器

魯

側 に 港
に
ぶ
い
黄
14
調
査

20
70

SI
覆
土
深
鉢
Ⅲ
C3
a
④

日
縁
部

(6
3)

把
手
状
装
飾
帯
・
山
形
突
起
の
下
部
に
刺
突
充

填
区
画
・
沈
線
・
ミ
ガ
キ

ナ
デ

石
英
。 金
雲
母
少
7 
5Y
R6
/6

搭
魯

7 
5Y
R7
/6

橙
色
H1
4調
査

20
71

覆
土

深
鉢
Ⅲ
C3
a

④
日
縁
部

07
山
形
突
起
の
下
部
に
刺
突
充
填
区
画
・
沈
線
・

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
・
内
面
黒
色
付

着
物
あ
り

石
英
・
金
雲
母
極

少

10
YR
5/
2

灰
黄
褐
色
に
ぶ
い
黄
H1
4調
全

20
63

QN
E

覆
上
深
鉢
Ⅲ
C3

(5
3)

辞
縄
文
(L
R縦
回
転
)・
沈
線
・
磨
り
消
し

ナ
デ

全
雲
母
少

7 
5Y
R7
/4

に
ぶ
い
雑
7 
5Y
R3
/1

黒
褐
色
H1
4調
査

20
65

覆
±
1層
深
鉢
Ⅲ
C3

(6
0)

斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)。
沈
線
・
磨
り
消
し

ナ
デ

金
雲
母
少

7.
5Y
R3
/1

黒
褐
色

（ 橙
い 盛 魯

H1
4調
査

20
67

覆
土

浅
鉢
Ⅲ
D3
1/
2完
形

斜
縄
文
(と
R縦
・
斜
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
少

10
YR
4/
2

圧
苦
協
魯

10
YR
5/
2

灰
黄
tl
B色
H1
4調
査

20
72

覆
土
深
鉢
Ⅲ
D2
①
日
縁
～
胴
罰

上
半

(1
78
)

斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
7 
5Y
R6
/4

に
ぶ
い
橙
5Y
R6
/6
橙

色
H1
4調
査

覆
土
深
鉢
Ⅲ
D2
①
日
縁
吉
F

(6
9)

斜
縄
文
(R
し
縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
少
5Y
R7
/8
橙

魯

5Y
R7
/4
1こ

ぶ
い
橙
色
H1
4調
査

覆
±
1層
深
鉢
Ⅲ
C3

(2
3)

斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)・
連
続
刺
突
文
(横
位
)
ナ
デ

百
英
少

7 
5Y
R3
/1

黒
褐
色
7 
5Y
R6
/2

灰
褐
色
H1
4調
査

覆
土
深
鉢
Ⅲ
C4
a
日
縁
吉ヽ

(4
8)

縄
文
(0
段
多
条
Rし
斜
回
転
)・
沈
線

ナ
デ

黒
色
粒
子
金

雲
母
少

10
YR
5/
2

灰
褐
色

に
ぶ
い
資
H1
4調
査

20
61

SI
QS
E

覆
土

深
鉢
皿
C6
日
縁
部

(5
7)

櫛
目
文
鰍
粒
)

ナ
デ

白
色
粒
子
金

雲
母
少

10
YR
4/
2

灰
褐
色

10
YR
6/
2

灰
黄
褐
色
H1
4調
査

20
62

SI
QN
E

覆
土
深
鉢

Ⅲ
胴
部

(2
0)

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
。 R
)

ナ
デ

長
石
少

10
YR
2/
1

黒
色

7 
5Y
R6
/6

藩
魯
H1
4調
査

覆
土
深
鉢

Ⅲ
胴
部

(5
1)

単
軸
絡
条
体
第
5類

ナ
デ

長
石
少

に
ぶ
し
黄ヽ
10
YR
8/
4

浅
黄
橙
色
H1
4調
査

20
69

覆
土

深
鉢

Ⅲ
底
部

(4
4)

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)
・
底
面
ミ
ガ
キ
ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
10
YR
6/
4

1こ
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄
14
調
査

20
74

83
・

10
1

覆
土
深
鉢

Ⅲ
底
部

(3
3)

網
代
痕

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
10
YR
7/
6

明
黄
褐
色
10
YR
8/
4

浅
黄
橙
色
14
調
査

炉
埋
設
土
器

炉
深
鉢
Ⅲ
D3
2/
3完
形

(3
25
)

辞
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
少

7 
5Y
R7
/6

椿
れ

7 
5Y
R7
/6

藩
再

14
調
査

床
面

壼
Ⅲ
F

完
形

ナ
デ

ナ
デ

金
雲
母
多

に
ぶ
い
橙
7 
5Y
R3
/2

黒
褐
色
14
調
査

20
92

75
床
面
深
鉢
Ⅲ
C3
a

②

1/
2月
同
部
上
半
〔3
03
〕

(2
77
)

;宇
状
文
様
帯
・
鰭
状
突
起
・
斜
縄
文
(L
R縦
回

D。
沈
線
・
磨
り
消
し

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
全
雲

母
少

5Y
R6
/4
1こ

ぶ
い
縛
角

5Y
R6
/6
橙

れ
14
調
査

床
面

深
鉢

Ⅲ
E
日
縁
言
Б

(8
1)

中
空
突
起
・
隆
帯
に
沿
う
刺
突
・
沈
線
・
磨
り
消

し
。 単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)

ナ
デ

長
石
・
石
英
'金

雲
母
少

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
7 
5Y
R6
/6

橙
色
H1
4調
査

床
面

深
鉢
Ⅲ
D2
②
日
縁
部

(6
4)

鰭
状
突
起
・
隆
帯
・
沈
線
。 磨
り
消
し
,単
軸
絡
条

体
第
1類
(縦
位
。 L
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
。 金
雲

母
少

7 
5Y
R3
/1

黒
褐
色

に
ぶ
い
橙
H1
4調
査

91
床
面
深
鉢

Ⅲ
胴
都

(8
2)

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
D

ナ
デ

長
石
・
全
雲
母
少
7 
5Y
R6
/6

桂
色

7 
5Y
R5
/6

明
褐
色
H1
4調
査

20
84
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掲
載
NO
図
NO
写
ll
lo

出
土
地
点

層
位
器
種
分
類
残
存
位
置

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
・
施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面

備
考
登
録
No

種
丹
J
沓
■
位
擢
郭
グ
リ
ッ
ド
)

日
径
底
径
器
高
厚
さ

床
面

深
鉢

Ⅲ
月同
音
Б

(4
0)

単
軸
絡
条
体
第
1類
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

石
英
少

に
ぶ
い
褐
7 
5Y
R5
/6

朗
楊
魯
11
4調
査

床
面
深
鉢

Ⅲ
底
部

(5
7)

斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)。
ナ
デ

ナ
デ

長
石
。 金
雲
母
少
7 
5Y
R4
/6

褐
色

7 
5Y
R4
/6

褐
色
H1
4調
査

SI
QS
W

覆
土

深
鉢
Ⅲ
C4
b
日
縁
言
Б

(6
7)

墜
帯
・
刺
突
文
・
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
|
ナ
デ

長
石
少
金
雲

母
多

10
YR
6/
6

明
苦
梱
れ
1こ
ぶ
し
黄ヽ
H1
4調
査

20
77

覆
土

深
鉢
Ⅲ
D5

日
縁
音
Б

(7
9)

躊
状
把
手
・
並
行
す
る
隆
帯
・
沈
森
・
充
填

(前
々
段
多
条
RL
斜
回
転
)

ナ
デ

長
石
。 金
雲
母
少
10
YR
7/
6

明
黄
褐
色

10
YR
6/
6

橙
色
H1
4調
査

20
78

覆
土
深
鉢

Ⅲ
E
日
縁
部

(7
8)

中
空
突
起
・
隆
帯
に
沿
う
刺
突
・
沈
線

ナ
デ

白
色
粒
子
金

雲
母
少

に
ぶ
い
黄
10
YR
6/
6

明
黄
褐
色
H1
4調
査

20
79

覆
土
深
鉢

Ⅲ
E
日
縁
～
胴
部

9〕
(3
46
)

中
空
突
起
(4
単
位
)・
沈
線
・
磨
り
消
し
・
隆
帯
・

斜
縄
文
(R
L斜
回
転
)。
ノ
宇
状
装
飾
帯

ナ
デ

金
雲
母
多
量

に
ぶ
い
褐
5Y
R6
/6
椙

色
H1
4調
査

91
覆
土

深
鉢
Ⅲ
C3

日
縁
部

(4
2)

鰭
状
突
起
・
沈
線
・
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦

位
・
L)
・
黒
色
付
着
物

ナ
デ

石
英
少

7 
5Y
R3
/1

黒
褐
色

7 
5Y
R6
/6

橙
色
H1
4調
査

20
82

QS
W

覆
土
深
鉢
Ⅲ
C4
a
胴
部

(5
1)

鰭
状
突
起
・
沈
線
・
斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

石
英
・
金
雲
母
少
に
ぶ
い
黄

`こ

ぶ
�ヽ
黄
H1
4調
査

20
86

覆
土
深
鉢
Ⅲ
C3
月同
部

(3
5)

充
填
(斜
縄
文
RL
縦
回
転
)。
沈
線

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
10
YR
4/
2

圧
苦
桐
れ

10
YR
4/
2

匠
苦
拐
魯
H1
4調
査

20
85

覆
土
深
鉢

Ⅲ
底
部

(4
5)

斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
多

7 
5Y
R4
/6

褐
色

7 
5Y
R5
/6

明
褐
色
H1
4調
査

20
87

QS
ヽ
ハ/

覆
土
深
鉢
Ⅲ
D3
日
縁
部

(7
4)

斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

白
色
粒
子
・
金
雲

母
少

5Y
R5
/6
ワ
可

赤
掲
色
5Y
R4
/6
赤

褐
色
H1
4調
査

20
89

覆
土
深
鉢
Ⅲ
D3
胴
部
上
半

(8
0)

斜
縄
文
(R
L斜
回
転
)。
補
修
子
L

ナ
デ

1こ
ぶ
ψ
黄ヽ
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

20
98

覆
土

深
鉢

Ⅲ
底
部

(1
22
)
07
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)

ナ
デ

長
石
多
黒
色

粒
子
少

に
ぶ
い
褐
7 
5Y
R3
/1

里
楊
れ
H1
4調
査

覆
土
上
位
深
鉢
Ⅲ
C4
a
日
縁
部

(7
1)

沈
線
・
磨
り
消
し・
斜
縄
文
(0
段
多
条
LR
縦
回

転
)・
波
状
日
縁

ミ
ガ
キ

石
英
極
少

に
ぶ
い
黄
10
YR
3/
2

黒
褐
色
H1
4調
査

覆
土
深
鉢

Ⅲ
胴
部

(6
0)
07
斜
縄
文
(0
段
多
条
LR
縦
回
転
)

ナ
デ

白
色
粒
子
・
金
雲

母
多

5Y
R6
/6
橙

魯

5Y
R5
/8
明

未
楊
れ
H1
4調
査

炉
付
近

覆
土
深
鉢

Ⅲ
胴
部

(4
8)
07
斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
金
雲

母
少

に
ぶ
レヽ
】甕
1こ
ぶ
ヤ
黄ヽ
H1
4調
査

20
95

覆
土
深
鉢

Ⅲ
(6
2)

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)

ナ
デ

石
英
・
金
雲
母
少
に
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

20
96

炉
付
近

覆
土

深
鉢

Ⅲ
(7
9)

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)

ナ
デ

白
色
粒
子
多

金
雲
母
少

7 
5Y
R4
/2

灰
褐
色

7 
5Y
R4
/2

灰
褐
色
H1
4調
査

84
・

10
1
SI

炉
付
近

覆
上
深
鉢

Ⅲ
底
部

(2
8)

木
葉
痕

ナ
デ

長
石
少
金
雲

母
多

に
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

20
99

SI
炉
内
床

炉
深
鉢
Ⅲ
C3
a
③
1/
2胴
部
上

半
29
3

(3
55
)

8字
状
文
様
帯
・
沈
線
・
磨
り
消
し
。 斜
縄
文
(R
L

斜
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
少
10
YR
6/
6

明
黄
褐
色
7 
5Y
R7
/6

橙
色
H1
4調
査

21
00

炉
埋
設
土
器

炉
深
鉢
Ш
C2
a
∩
ほ
ぼ
完
形
〔2
71
〕

44
2

山
形
突
起
'日
縁
部
束
1突
'U
字
状
文
様
帯
・
沈
線
・

磨
り
消
し・
鰭
状
突
起
・
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
ビ
ナ
デ

金
雲
母
多

2 
5Y
R6
/6

搭
れ
5Y
R7
/6
橙

魯
H1
4調
査

21
08

炉
内

炉
深
鉢
Ⅲ
C3

胴
都

沈
線
・
磨
り
消
し
,単
軸
絡
条
体
第
1類
(L
)

ナ
デ

長
石
・
石
英
少
10
YR
4/
2

匡
苦
楊
魯
に
ぶ
い
黄
14
調
査

21
22

SI
床
面

深
鉢
Ⅲ
D4
日
縁
吉
Б

(1
88
)

日
縁
部
磨
り
消
し
,ノ
字
状
文
様
帯
・
沈
線
・
磨
り

消
し
,斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
多
金
雲

母
み

に
PS
― ・
しヽ
黄
10
YR
3/
1

黒
褐
色
H1
4調
査

21
37

34
・
3C

床
直
上
深
鉢

Ⅲ
?
日
縁
～
胴
部

鋸
歯
状
沈
線
(2
重
。 維
位
)。
沈
線
内
部
磨
り
消

し
。 異
条
縄
文

ナ
デ

長
石
・
石
英
少
5Y
R7
/6
橙

色
ぶ
い
赤
褐
H1
4調
査

21
05
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掲
載
No
図
No
写
No

出
土
地
尽

層
位
器
種
分
類
残
存
位
置

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
・
施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面

備
考
登
録
No

種
別
番
号
位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

日
径
底
径
器
高
)享
さ

19
2

床
直
上
深
鉢

Ⅱ
日
縁
部

(6
7)

半
裁
竹
管
に
よ
る
波
状
沈
線
(縦
・
斜
位
)・
隆
帝

及
び
そ
れ
に
伴
う
刺
突
・
横
位
縄
文
(R
L斜
回
転

;

ナ
デ

長
石
多

に
ぶ
い
黄
10
YR
6/
6

HH
苦
楊
れ
H1
4調
査

床
直
上
深
鉢
E 
Al
e
日
縁
～
胴
部

上
半

(1
68
)
07
結
節
・
異
条
縄
文

ナ
デ

長
石
少

5Y
R6
/6
橙

色

7 
5Y
R4
/3

褐
色
H1
4調
査

床
直
上
深
鉢
Ⅲ
Dl
ほ
ぼ
完
形
22
3

28
5

波
状
口
縁
・
口
縁
部
刺
突
‐
山
形
突
起
の
下
部

に
刺
突
充
填
区
画
・
沈
線
・
磨
り
消
し
・
三
日

月
状
隆
帯
・
斜
組
文
(前
々
段
多
条
RL
縦
回
ナ
デ

長
石
・
石
英
・
金

雲
母
少

密
い 盛 盗

7 
5Y
R3
/1

黒
褐
色
H1
4調
査

床
直
上
深
鉢
Ш
C3
b
1/
2月
同
吉
下上

半
(2
50
)
07
S字
状
文
様
帯
・
斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)・
沈
線
・

磨
り
消
し

ナ
デ

長
石
少

5Y
R6
/6
橙

色

5Y
R6
/8
橙

れ
H1
4調
査

床
直
上
深
鉢
Ⅲ
Dl
日
縁
吉
Б

波
状
日
縁
・
キ
ャ
リ
パ
ー
形
,日
縁
部
刺
突
・
沈

線
・
舟
縄
文
(0
段
多
条
Rし
縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
1こ
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

床
直
上
深
鉢
Ⅲ
D4
日
縁
吉
F

(9
7)

ノ
字
状
文
様
帯
・
沈
線
。 磨
り
消
し
。 斜
縄
文
(L
R

縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
に
ぶ
い
黄
10
YR
3/
2

黒
褐
色
H1
4調
査

床
直
上
深
鉢
Ⅲ
D4
a
日
縁
吉
Б

沈
線
・
磨
り
消
し
'斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
少

イこ
ぶ
い
黄
10
YR
7/
6

明
黄
褐
色
H1
4調
査

77
床
直
上
深
鉢
Ⅲ
C4
c
1/
2月
同
音
卜上

半
(2
36
)

斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)。
日
縁
ナ
デ

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
に
ぶ
い
褐
7 
5Y
R6
/6

搭
れ
H1
4調
査

床
直
上
深
鉢
Ⅲ
C5
日
縁
―
月同
菩
Б

(3
44
)

斜
縄
文
(L
R斜
回
転
)・
末
端
処
理
(Z
)

ナ
デ

長
石
・
白
色
粒
子

少

7 
5Y
R6
/6

橙
色

7 
5Y
R4
/2

灰
褐
色
H1
4調
査

QN
W
床
直
上
深
鉢

Ⅲ
日
縁
音
Б

棒
状
工
具
に
よ
る
長
い
連
続
刺
突
・
斜
縄
文

(L
R維
回
転
)

ミ
ガ
キ

石
英
多

イこ
ぶ
しヽ
黄
10
YR
3/
1

里
楊
れ
H1
4調
査

21
21

床
直
上
深
鉢

Ⅲ
G
日
縁
吉
Б

(3
0)

連
続
穿
孔

ナ
デ

石
英
・
黒
色
粒
子

少
に
ぶ
い
橙
7 
5Y
R7
/6

橙
色
H1
4調
査

中
央
南
覆
上
下
位
深
鉢

Ⅲ
E
口
縁
吉ヽ

07
把
手
状
装
飾
帯
・
中
空
突
起

ナ
デ

長
石
・
白
色
粒

子
・
金
雲
母
少

7 
5Y
R7
/6

搭
名

に
ぶ
い
橙
H1
4調
査

21
28

覆
上
下
位
深
鉢
Ⅲ
D4
a
日
縁
=呂

沈
線
・
磨
り
消
し
,単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・

R)
ナ
デ

長
石
・
石
英
少
10
YR
4/
1

褐
灰
色
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
H1
4調
査

覆
上
下
位
深
鉢
Ⅲ
Dl
日
縁
言
Б

波
状
日
縁
・
沈
線
・
鰭
状
突
起
・
磨
り
消
し
,単
軸

絡
条
体
第
1類
(斜
・
R)

ナ
デ

長
石
少

に
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

中
央
南
覆
上
下
仙
深
鉢
Ⅲ
C3

(4
2)

沈
線
・
磨
り
消
し・
斜
縄
文
(前
々
段
多
条
RL
縦

回
転
)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
1こ
ぶ
レ
黄ヽ
7 
5Y
R6
/8

搭
れ
H1
4調
査

中
央
北
覆
上
下
位
深
鉢
Ⅲ
C3
a

④
日
縁
言
F

山
形
突
起
。
日
縁
部
刺
突
・
沈
線
・
磨
り
消
し・
烈

縄
文
(0
段
多
条
RL
縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
7 
5Y
R6
/6

藩
魯

7 
5Y
R3
/1

黒
楊
存̀
H1
4調
査

21
29

中
央
北
覆
上
下
位
深
44
Ⅲ
Ｃ
３
④

日
縁
音
Б

山
形
突
起
・
日
縁
部
刺
突
・
沈
線
・
磨
り
消
し・
余

縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
少

7 
5Y
R7
/8

音
/O
k侮

7 
5Y
R7
/6

橙
色
H1
4調
査

中
央
覆
上
下
位
深
鉢
Ⅲ
C3

沈
線
・
充
填
・
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
R)
ナ
デ

金
雲
母
少

7 
5Y
R5
/1

楊
圧
魯

に
ぶ
い
紹
H1
4調
査

覆
上
下
位
深
鉢
Ⅲ
C5
月同
部
下
半
～

底
部

(1
55
)

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)

ナ
デ

長
石
・
石
英
少
5Y
R5
/6
明

赤
褐
色
5Y
R6
/6
橙

色
H1
4調
査

SI
覆
上
下
位
深
鉢

Ⅲ
底
部

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
R)

ナ
デ

長
石
・
石
英
少
10
YR
4/
2

天
黄
褐
色
に
ぷ
い
】甕
H1
4調
査

QN
E
覆
土
下
位
深
鉢

Ш
底
部

(2
1)
07
ナ
デ

ナ
デ

白
色
粒
子
多

金
雲
母
少

橙
５
Ｙ 色

5Y
R5
/6
,日

赤
褐
色
H1
4調
査

覆
土

深
鉢
Ⅲ
Bl

日
縁
部

(5
6)

沈
線
・
渦
巻
き
状
文
様
帯
・
斜
縄
文
(
LR
縦
回

転
)

ナ
デ

長
石
・
石
英
少

`こ

ぷ
しヽ
黄
10
YR
6/
6

明
苦
楊
再
H1
4調
査

SI
QS
E

覆
土
深
鉢
Ⅲ
C3
a
日
縁
部

沈
線
・
磨
り
消
し
・
斜
縄
文
(R
し
縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
。 金
雲
母
少
イこ
ぶ
しヽ
黄
10
YR
6/
4

に
が
い
黄
H1
4調
査

SI
QS
E

覆
土
深
鉢
Ⅲ
C3

(1
30
)

沈
線
・
磨
り
消
し・
三
日
月
状
装
飾
帯
・
舟
縄
文

(前
々
段
多
条
RL
縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
10
YR
6/
6

明
黄
褐
色
7 
5Y
R6
/6

橙
色
H1
4調
査
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囀 ト し
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掲
載
bl
o
図
No
写
No

出
土
地
点

層
位

器
種
分
類
残
存
位
置

法
量
(c
m)

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
・
施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面

備
考

登
録
NO

種
別
番
号
位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

日
径
底
径
器
高
サ享
さ

SI
QS
E

覆
土
深
鉢
Ⅲ
Dl

日
縁
音
Б

(5
9)

波
状
日
縁
。 沈
線
・
磨
り
消
し
,斜
縄
文
(R
し
縦

回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
少

10
YR
5/
2

灰
黄
褐
色
7 
5Y
R6
/6

橙
色
H1
4調
査

21
38

21
7

SI
覆
土

深
鉢
Ⅲ
D2
C
日
縁
―
月 同
言
Б

上
半

(2
30
)

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)
・
沈
線
(日
縁
部

横
位
)

ナ
デ

白
色
粒
子
多

金
雲
母
少

5Y
R6
/6
橙

色
5Y
R6
/8
櫂

色
H1
4調
査

21
09

SI
バ
ミ ル
ト

覆
土
深
鉢

Ⅲ
底
部

(6
9)
07
複
節
異
条
縄
文
(縦
位
・
Lt
tR
)

ミ
ガ
キ

金
雲
母
多

に
ぶ
い
黄
10
YR
3/
2

黒
褐
色
H1
4調
査

21
20

SI
33
・
3〔

覆
土
深
鉢
Ⅱ

Al
a?
日
鬱
帝`
ヤ 月
同
吉
Б

(2
58
)

斜
縄
文
(0
段
多
条
RL
斜
回
転
)・
末
端
処
理

(Z
)

ナ
デ

長
石
・
黒
色
粒
子

少

5Y
R6
/6
橙

色
5Y
馳
/2
灰

褐
色
H1
4調
査

21
07

SI
^ミ
ル
ト

覆
土

深
鉢

Ⅲ
目
縁
部

(5
1)

斜
縄
文
(L
R槙
回
転
)・
末
端
処
理
(Z
)

ナ
デ

長
石
少
金
雲

母
多

1こ
_t
l・
い
黄

褐
色

一 韓
色

・
υ に 橙

H1
4調
査

21
26

SI
覆
±
1層
深
鉢
Ⅲ
C2
ほ
ぼ
完
形

20
3

卜
宇
状
文
様
帯
・
沈
線
・
三
日
月
状
装
飾
符
・
磨

り
消
し
・
斜
網
支
(O
段
多
条
LR
縦
回
転
)・
胴
兵
ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
醜
尊 ぶ 布

5Y
R4
/2
灰

掲
色
H1
4調
査

21
88

22
2

SI
覆
±
1層
深
鉢
Ⅲ
D2
C
日
ね表
一
月同
音
Б

上
半

(2
48
)

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
。 し
)。
沈
線
(日
縁
部

横
位
)

ナ
デ

白
色
粒
子
・
金
雲

母
勿

5Y
R5
/8
明

赤
褐
色
5Y
R4
/8
方

褐
色
H1
4調
査

21
10

SI
(S
K4
0)

覆
±
1層
深
鉢

Ⅲ
C

胴
部

(8
4)

沈
線
・
沈
線
区
画
内
に
連
続
刺
突
・
充
填
・
斜
網

文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
〕 攀 郷Ｎ に 搭

に
ぶ
乾
ヽ
黄

褐
色
H1
4調
査

21
23

87
SI

(S
K4
0)

覆
±
1層
深
鉢
Ⅲ
C8

胴
部

(9
8)

沈
線
・
充
填
・
斜
縄
文
(0
段
多
条
LR
縦
回
転
)
ナ
デ

金
雲
母
少

に
ぶ
い
黄

中 韓
色

中 に 橙
H1
4調
査

21
25

SI
(S
K4
0)

覆
±
1層
深
鉢
Ⅲ
C3

日
縁
部

(3
7)

並
行
す
る
2列
の
刺
突

ナ
デ

金
雲
母
多

10
YR
4/
2

灰
黄
tl
B色

鴻
中 ぶ 色

中 に 橙
H1
4調
査

21
24

炉
埋
設
土
器

炉
深
鉢
Ⅲ
C3
b
胴
部
下
半

(2
20
)

S字
状
文
様
帯
・
沈
線
・
磨
り
消
し
,斜
縄
文
(L
R

縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
少
金
雲

母
多

7 
5Y
R6
/6

搭
魯

7 
5Y
R6
/6

橙
色
H1
4調
査

21
42

炉
埋
設
土
器

炉
深
鉢

Ⅲ
月同
吉
獨

(4
7)

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
R)

ナ
デ

長
石
少

濃
い が 色

中 に 褐

10
YR
6/
6

橙
色
H1
4調
査

21
50

SI
炉
跡
内

炉
小
形
深
鉢
Ⅲ
C5
胴
部
下
半
～

底
部

(7
5)

斜
縄
文
(前
々
段
多
条
と
R縦
回
転
)・
底
部
磨
り

消
し

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
に
ぶ
い
褐
7 
5Y
R3
/1

黒
褐
色
H1
4調
査

21
40

SI
床
面
深
鉢
Ⅲ
C3
a
①
日
縁
部
～
胴

部
上
半

(2
93
)

ノ
宇
状
文
様
帯
・
沈
線
・
三
日
月
状
装
飾
帯
・
磨

り
消
し・
斜
縄
文
(0
段
多
条
L縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
5Y
R6
/6
橙

色
5Y
R4
/2
灰

褐
色
H1
4調
査

21
41

SI
床
面

深
鉢
Ⅲ
D2
C
日
縁
吉
,～
月同

部
上
半

(1
95
)
07
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)

ナ
デ

長
石
・
石
英
・
金

雲
母
少

7 
5Y
R6
/6

桂
色

7 
5Y
R6
/6

橙
色
H1
4調
査

21
48

SI
中
央
西

床
直
上
深
鉢
Ⅲ
C3
a
日
縁
部

(3
4)
07
沈
線
・
充
填
・
斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
多
10
YR
3/
2

黒
褐
色
に
ぶ
い
黄

褐
色
H1
4調
査

21
55

覆
±
3層
深
鉢
Ⅲ
Ｃ
３
①
ほ
ぼ
完
形

21
 5

ノ
字
状
文
様
帯
・
沈
線
・
磨
り
消
し・
斜
縄
文

(前
々
段
多
条
RL
縦
回
転
)。
三
日
月
状
装
飾
帯
オ
デ

長
石
・
石
英
・
金

雲
母
少

に
ぶ
い
褐
7 
5Y
R3
/2

黒
褐
色
H1
4調
査

21
39

SI
覆
上
3層
深
鉢
Ⅲ
C3
a
④

(5
7)

沈
線
・
磨
り
消
し・
刺
突
充
填
円
形
区
画
・
縦
位

縄
文
(R
L斜
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
少

7 
5Y
R4
/3

褐
色

7 
5Y
R7
/6

橙
色
H1
4調
査

21
48

SI
覆
±
3層
深
鉢
mC
3a

日
縁
音
Б

沈
線
・
日
縁
部
磨
り
消
し
。 縦
位
縄
文
(R
L斜
回

転
)

ナ
デ

金
雲
母
少

に
ぶ
レ
黄ヽ
に
ぶ
い
責
H1
4調
査

21
49

SI
覆
±
3層
深
鉢
Ⅲ
C4
b
日
縁
吉
Б

(4
5)
07
刺
突
を
伴
う
隆
帯
・
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦

位
・
L)

ナ
デ

長
石
。 金
雲
母
少
7 
5Y
R4
/3

褐
色

7 
5Y
R4
/2

灰
褐
色
H1
4調
査

21
47

P
覆
土
深
鉢
Ⅲ
C4
b
日
縁
苫
Б

(4
8)

刺
突
を
伴
う
隆
帯

ナ
デ

長
石
。 金
雲
母
少
10
YR
7/
6

明
黄
褐
色
1こ
ぶ
�
黄ヽ

橙
色
H1
4調
査

21
46

SI
覆
土
深
鉢
Ⅲ
C4
b
日
縁
吉
ト

(4
2)

並
行
す
る
2列
の
刺
突
・
日
唇
部
外
反

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
bY
R6
/6
種

色

5Y
R6
/6
程

色
H1
4調
査

21
51

覆
土
深
鉢
Ⅲ
C3

胴
部

(4
1)

沈
線
・
充
填
・
斜
縄
文
(し
R縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少

綸
虫 ぶ 名

5Y
R6
/6
橙

色
H1
4調
査

21
52

SI
^ミ
ル
ト

覆
土
深
鉢
Ⅲ
C?
胴
部
下
半
～

底
部

(2
45
)

革
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少

白
色
粒
子
多

5Y
R6
/6
橙

色

5Y
R5
/6
破

赤
褐
色
H1
4調
査

21
44



|

ぶ
つ
ト ト

|

掲
載
No
図
No
写
NO

出
土
地
点

層
位
器
種
分
類
残
存
位
置

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
・
施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面

備
考

登
録
NO

種
男
可
番
号
位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

日
径
底
径
器
高
厚
さ

覆
土
深
鉢

Ⅲ
胴
部
下
半

(1
00
)

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
R)

ミ
ガ
キ

白
色
粒
子
・
金
雲

母
少

F5
YR
4/
2

天
褐
色

7 
5Y
R2
/1

黒
色

14
調
査

21
45

覆
土

深
鉢

Ⅲ
月同
吉
F

(4
2)

単
軸
絡
条
体
第
1類
齢
障
立・
R)

ナ
デ

石
英
。 金
雲
母
少

白
色
粒
子
多

10
YR
3/
1

黒
掲
色

10
YR
3/
1

黒
褐
色
H1
4調
査

21
54

ベ
ル
ト

覆
土
深
鉢
Ⅲ
D3
日
縁
吉
ト

(5
9)

斜
縄
文
(0
段
多
条
RL
横
回
転
)・
末
端
処
理

(Z
)

ナ
デ

長
石
・
石
英
少
「
5Y
R4
/2

〒
拐
魯
に
ぶ
い
褐
H1
4調
査

21
53

覆
土
深
鉢

Ⅲ
日
縁
～
胴
部

下
半
24
7
〔1
14
〕
27
5

斜
縄
文
(0
段
多
条
LR
縦
回
転
)・
末
端
処
理

(Z
)・
な甫
れ多
7し

ナ
デ

長
石
多

5Y
R7
/6
橙

色
ぶ
い
赤
褐
H1
4調
査

21
57

ム
ミ ル
ト

覆
土

深
鉢
Ⅲ
D2
①
月同
吉
Б

(3
2)

斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

に
ぶ
鬱
黄ヽ
に
ぶ
い
責
H1
4調
査

21
56

覆
土
深
鉢
Ⅲ
C3

胴
都

(5
5)

沈
線
・
磨
り
消
し
,単
軸
絡
条
体
第
1類
(R
L?

縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
に
ぶ
い
橙
7 
5Y
R7
/6

橙
色
H1
4調
査

21
59

覆
土
深
鉢
Ⅲ
C3

胴
部

(2
9)

沈
線
・
磨
り
消
し
・
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・

L)
ナ
デ

長
石
・
石
英
少
7 
5Y
R6
/6

橙
色

7 
5Y
R7
/6

橙
色
H1
4調
査

21
60

覆
土
上
位
深
鉢
Ⅲ
C5
日
縁
～
月同
音
焉

下
半

(1
77
)

斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
少
金
雲

母
多

7 
5Y
R6
/6

橙
色

7 
5Y
R4
/2

灰
褐
色
H1
4調
査

21
58

炉
埋
設
土
器

床
面
深
鉢
Ⅲ
C3

(7
0)
07
沈
線
。 磨
り
消
し
,斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)・
被
熱
ナ
デ
・
被
熱

黒
色
粒
子
・
白
色

粒
子
・
金
雲
母
少

7 
5Y
R6
/6

橙
色

7 
5Y
R7
/6

橙
色
H1
4調
査

21
61

覆
土
深
鉢
Ⅲ
C3

沈
線
・
磨
り
消
し
・
斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
7 
5Y
R7
/6

橙
色

7 
5Y
R6
/6

橙
色
H1
4調
査

21
63

覆
土
深
鉢
Ⅲ
C3
a
の

胴
部

(2
6)
07
刺
突
充
填
区
画

ナ
デ

金
雲
母
少

7 
5Y
R7
/6

橙
色

7 
5Y
R8
/6

浅
黄
橙
色
H1
4調
査

21
64

覆
土
深
鉢
Ⅲ
C4
a
日
縁
苫
馬

(4
2)

刺
突
に
伴
う
隆
帯
(横
位
)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
7 
5Y
R4
/2

灰
褐
色
5Y
R5
/6
明

示
褐
色
H1
4調
査

21
62

SI
覆
上
深
鉢

Ⅲ
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)

ナ
デ

白
色
粒
子
・
金
雲

母
少

7 
5Y
R6
/6

橙
色

7 
5Y
R5
/6

明
褐
色
H1
4調
査

21
65

85
・

10
1
SI

炉
埋
設
土
器
床
面
深
鉢

Ⅲ
底
部

〔9
0〕
(1
6)

木
葉
痕

ナ
デ

長
石
・
石
英
少
7 
5Y
R6
/6

橙
色

5Y
R6
/6
橙

色
14
調
査

21
66

85
・

10
1
SI

炉
埋
設
土
器
床
面
深
鉢

Ⅲ
底
部

木
葉
痕
・
被
熱

ナ
デ
・
被
熱

子
・
白
色
粒
子
少

邪 権
い 騨 魯

7 
5Y
R7
/6

橙
色

14
調
査

21
67

25
5

1
底
面

深
鉢
Ⅲ
Bl
?
胴
部

(3
5)

半
裁
竹
管
小
波
状
沈
線
(縦
位
)・
縄
文
(0
段

段
多
条
LR
横
回
転
)

ナ
デ
・
被
熱

石
英
少

に
ぶ
い
黄

舟
ヽ
黄
小 莉 海

・
υ に 狭

H1
3調
査

01
00

1
底
面

深
鉢
Ⅲ
C3
a
日
縁
吉
Ь

(3
5)

沈
線
(区
画
)・
斜
縄
文
(R
し
縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
・
砂
少
10
YR
5/
6

黄
褐
色

10
YR
5/
6

黄
褐
色
H1
3調
査

25
7

1
底
面

深
鉢
皿
Bl
?
月同
吉
Б

沈
線
(区
画
)・
斜
縄
文
(R
L横
回
転
)

ナ
デ

砂
少

5Y
R5
/8
明

赤
褐
色
に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

01
01

25
8

SX
1

南
東

覆
土

深
鉢
Ⅲ
C5

日
縁
音ヽ

(5
7)

辞
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
・
砂
少
10
YR
6/
6

明
黄
褐
色
10
YR
6/
6

明
黄
褐
色
H1
3調
査

01
02

SX
|
QS
E

覆
土
深
鉢

Ⅲ
胴
部
下
半

単
軸
絡
条
体
第
1類
(横
位
・
R)

ナ
デ

白
色
粒
子
・
砂
多
7 
5Y
R6
/6

橙
色

に
I・
い
橙
H1
3調
査

01
03

2
底
面

深
鉢
Ⅲ
C3
a
日
縁
都

沈
線
(区
画
)・
磨
り
消
し
・
斜
縄
文
(R
L縦
回

藍巧
ミ
Ⅲ

ナ
デ

金
雲
母
・
砂
少
10
YR
5/
2

灰
黄
褐
色
に
ぶ
い
黄

褐
色
H1
3調
査

01
05

SX
2

底
面
深
鉢

Ш
胴
部

(1
05
)

斜
縄
文
(0
段
多
条
L縦
回
転
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
砂
少
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
10
YR
6/
6

明
黄
褐
色
H1
3調
査

01
06

26
2

SX
2

中
央

底
面
深
鉢

Ⅲ
(4
1)
11
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
。 L
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
金
雲

母
少

2 
5Y
R5
/6

明
赤
褐
色
に
ぶ
い
赤
H1
3調
査

01
07

2
QN
W

覆
士
深
鉢
Ⅲ
C5

日
縁
部

(2
.4
)
07
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)

ナ
デ

石
英
少

10
YR
4/
2

灰
責
褐
色

5Y
R4
/6
赤

褐
色

13
調
査

01
08



― ― ］ 卜 ９ １

掲
載
bl
o
図
NO
写
NO

出
土
地
点

層
位
器
種
分
類
残
存
位
置

伝
量
(C
m,

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
・
施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面

備
考
登
録
NO

種
別
番
号
位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

日
径
底
径
器
高
厚
さ

2
覆
土
深
鉢
Ⅲ
C4
b

隆
帯
に
伴
う
刺
突
・
沈
線
(区
画
)

ナ
デ

金
雲
母
少

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

01
09

3
底
面
深
鉢

Ⅲ
斜
縄
文
(R
LR
縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
少

イこ
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
責
H1
3調
査

3
底
面
深
鉢

Ⅲ
胴
部

斜
縄
文
(R
L横
回
転
)・
末
端
処
理
(Z
)

ナ
デ

金
雲
母
少

1こ
ぶ
し
黄ヽ
10
YR
2/
1

黒
色
H1
3調
査

3
底
面

深
鉢
Ⅲ
 C
4
日
縁
部

(5
1)

ナ
デ

ナ
デ

黒
色
粒
子
少
10
YR
4/
1

楊
圧
魯

10
YR
4/
1

楊
圧
れ
H1
3調
査

3
底
面
深
鉢
Ⅲ
C4

底
部

ナ
デ

ナ
デ

石
英
少

10
YR
6/
1

褐
灰
色
10
YR
4/
1

褐
灰
色
H1
3調
査

4
QN
E

覆
土

深
鉢
ID

日
縁
吉
F

粘
土
紐
貼
付
(ア
U点
)・
斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)
ナ
デ

石
英
少

10
YR
3/
2

黒
褐
色

嚇 弾
ｂ
Ｙ ぶ 忠

H1
3調
査

4
QN
V7

覆
土
深
鉢
]
日
縁
吉
F

縄
文
(L
R縦
)・
末
端
処
理

ナ
デ

白
色
粒
子
・
砂
多
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
10
YR
4/
1

褐
灰
色
H1
8調
査

SX
5

底
面

深
鉢
Ⅲ
C5
2/
3完
形
(底

部
欠
)

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)

ナ
デ

石
英
・
砂
多
25
Y馳
/8

赤
褐
色

2 
5Y
R5
/8

明
赤
褐
色
H1
3調
査

SX
6

底
面
深
鉢
I 
E2
a
日
縁
吉
Б

日
唇
部
小
波
状
貼
付
文
(C
宇
)。
日
唇
部
折
り

返
し
(外
面
へ
)

ナ
デ

石
英
・
砂
少
10
YR
3/
1

里
楊
得

10
YR
3/
1

黒
褐
得

,

H1
3調
査

SX
6

底
面
深
鉢
Ⅲ
C4
b
胴
部
上
半

墜
帯
に
伴
う
刺
突
・
磨
り
消
し
,舟
縄
文
(R
L横

回
転
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
。 砂
少
に
ぶ
い
黄
1こ
ぶ
�
黄ヽ
H1
3調
査

SX
9

底
面

深
鉢
I 
C2

日
縁
部

半
裁
竹
管
に
よ
る
並
行
鋸
歯
状
沈
線
(2
重
・
横

位
)

ナ
デ

長
石
・
黒
色
粒
子

少
に
ぶ
い
黄

H1
4調
査

こ
ぷ
し
貢`

B魯

9
覆
上
1層
深
鉢

胴
部

粘
土
組
貼
付
文
・
斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
黒
色
粒
子

少

10
YR
3/
2

里
拐
魯

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
俸̀
14
調
査

27
6

9
覆
±
1層
深
鉢

日
縁
著
Б

ド
ー
ナ
ツ
形
装
飾
帯
。
日
縁
折
り
返
し
(内
苗
側

へ
)。
ナ
デ

ナ
デ

黒
色
粒
子
少

雲
母
多

に
ボ
い
褐
7 
5Y
R7
/6

桂
色

14
調
査

20
46

27
7

9
覆
±
1層
深
鉢

Ⅱ
日
糸象
一
月同
音
円

上
半

斜
縄
文
(前
々
段
多
条
LR
横
回
転
)・
末
端
処

理
(S
)

ナ
デ

長
石
少
白
色

粒
子
多

に
ぶ
立
黄ヽ
7 
5Y
R7
/6

格
侮

.

14
調
査

9
覆
±
1層
深
鉢

Il
単
軸
絡
条
体
第
1類

ナ
デ

長
石
・
白
色
粒
子

少
に
ぶ
い
橙
に
ぶ
い
橙
14
調
査

底
面

深
鉢
I 
E2
a
日
縁
音
Б

(4
7)

日
唇
部
太
い
小
波
状
貼
付
文
・
ド
ー
ナ
ツ
形
装

飾
帯
。 ナ
デ

ナ
デ

長
石
少

7 
5Y
R6
/6

橙
色

に
ぶ
い
橙
14
調
査

10
覆
±
1層
深
鉢
]G
日
わ
癸
一
月周
音

“
上
半
H3

日
唇
部
小
波
状
貼
付
文
(渦
巻
文
)・
胴
部
小

波
状
貼
付
文
(4
重
)。
ハ
ー
ト
形
文
・
輪
積
痕
ミ
ガ
キ

長
石
。 石
英
・
黒

色
粒
子
少

に
ぶ
い
黄
10
YR
3/
2

黒
褐
色
H1
4調
査

覆
±
1層
深
鉢
Ⅱ
E―
G
胴
部

07
小
波
状
貼
付
文
(2
重
)

ナ
デ

長
石
少
石
英

多
に
ぶ
い
橙
に
ぶ
い
橙
H1
4調
査

20
50

28
2

覆
±
1層
深
鉢

II
胴
部

07
斜
縄
文
(R
L横
回
転
)・
末
端
処
理
(Z
)

ナ
デ

長
石
少

10
YR
3/
2

黒
褐
色
H1
4調
査

覆
±
1層
深
鉢

El
日
縁
部

07
斜
縄
文
(R
L横
回
転
)・
末
端
処
理
(Z
)

ナ
デ

色
白
多 少
石 子

長 粒
7 
5Y
R7
/6

橙
色

に
ぶ
い
橙
H1
4調
査

覆
土
深
鉢
Ⅲ
D4

沈
線
・
充
填
・
斜
縄
文
(L
R積
回
転
)

ナ
デ

白
色
粒
子
・
金
雲

母
少

5Y
R5
/6
明

赤
褐
色
5Y
R6
/8
橙

色
H1
4調
査

覆
土

深
鉢

Ⅲ
日
縁
部

(7
5)

挙
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
。 し
)

ナ
デ

長
石
・
石
英
少
量
5Y
R5
/6
明

赤
褐
色
7 
5Y
R6
/6

橙
色
H1
4調
査

/1
C上
深
鉢

Ⅲ
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
。 L
)

ナ
デ

金
雲
母
少

に
ぶ
い
黄
1こ
ぶ
い
黄
H1
4調
査

覆
土
上
位
深
鉢
I 
Al
日
縁
吉
Б

貝
殻
腹
縁
文
・
爪
形
文
・
黒
色
付
着
物

ナ
デ

長
石
・
石
英
少
10
YR
3/
]

黒
褐
色
10
YR
4/
1

楊
庁
魯
H1
4調
査
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掲
載
No
図
NO
写
No

出
土
地
瀬

層
位
器
種
分
類
残
存
位
置

法
量
(c
ll
l)

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
・
施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面
備
考
登
録
NO

種
別
番
号
位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

日
径

器
高
厚
さ

SX
12

覆
上
上
位
深
鉢
I 
Al

(7
3)
07
貝
殻
腹
縁
文

ミ
ガ
キ
・
内
面
黒
色
付

着
物
あ
り

金
雲
母
少
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色

10
YR
2/
2

黒
褐
色
H1
4調
査

21
72

覆
土
上
位
深
鉢
I 
A2
胴
部

(5
0)

貝
殻
腹
縁
移
動
波
状
圧
痕
文

ナ
デ

長
石
多
金
雲

母
少
量

7 
5Y
R6
/6

橙
色

7 
5Y
R3
/1

黒
褐
色
H1
4調
査

21
73

SK
2
南
西
側
壁
面
覆
土
深
鉢

Ⅲ
底
部

(5
4)

ナ
デ

ナ
デ

石
英
少

ぶ
い
赤
褐

鵜
“ ぶ 魯

H1
3調
査

01
19

SK
5

覆
土
深
鉢

皿
底
部

〔8
4〕
(4
2)

斜
縄
文
(R
と
横
回
転
)

ナ
デ

白
色
粒
子
少
5Y
R4
/6
赤

褐
色

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
11
3調
査

01
56

SK
5

北
側

覆
土

深
鉢

Ⅲ
底
部

〔1
04
〕
(6
7)

ナ
デ

ナ
デ

石
英
少

に
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

01
21

SK
5

覆
±
1(
黒

褐
色
)

深
鉢

Ⅲ
底
言
Б

(7
1)

隠
文
(R
L縦
?)
・
網
代
痕

ナ
デ

石
英
少

10
YR
6/
8

明
黄
褐
色
10
YR
3/
2

黒
褐
色
H1
3調
査

01
20

SK
8
底
面
直
上
覆
土
(焼

土
層
)

深
鉢

Ⅳ
日
縁
音
焉
〔3
22
〕

(1
02
)

斜
縄
文
(L
R横
回
転
)。
日
縁
内
傾
・
側
面
圧
痕

(L
Rl
・
磨
り
消
し

ナ
デ

白
色
粒
子
多

に
ぶ
い
黄
5Y
R6
/8
橙

色
H1
3調
査

01
22

8
北
東
覆
土
中
位
深
鉢

Ⅳ
日
縁
吉
Б

(3
6)

側
面
圧
痕
(L
R)
・
磨
り
消
し

ナ
デ

白
色
粒
子
少

に
ぶ
い
黄

褐
仲

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
H1
3調
査

01
23

29
6

覆
土
中
位
深
鉢
I 
E2
a
胴
部
上
半

(9
4)

横
走
す
る
小
波
状
貼
付
文
(横
位
・
2重
)・
斜
縄

文
(L
R横
回
転
。 太
)

ナ
デ

石
英
少

10
YR
3/
1

黒
褐
色
10
YR
3/
1

黒
褐
色
H1
3調
査

01
25

29
7

11
西
側
覆
土
中
仙
深
鉢

月同
吉
F

(1
89
)

斜
縄
文
(R
L横
回
転
)。
末
端
処
理
(Z
)

ナ
デ

金
雲
母
・
石
英
少
と
5Y
R5
/6

月
赤
褐
色

10
YR
3/
2

黒
褐
色
13
調
査

01
24

SK
11

覆
上
中
付
深
鉢

胴
部

(6
8)

辞
縄
文
(L
R横
回
転
)

ナ
デ

石
英
少

に
ぶ
い
黄

獲
色

10
YR
6/
6

明
黄
褐
色
11
3調
査

01
26

SK
南
東

覆
土
深
鉢

Ⅲ
胴
部
上
半

尤
線
(横
位
・
2重
)・
斜
縄
文
(0
段
多
条
し
R横

コ
転
)

ナ
デ

金
雲
母
・
石
英
少
10
YR
3/
1

具
褐
色
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
11
3調
査

01
29

SK
南
東

覆
土

深
鉢

Ⅲ
胴
部

(7
0)

附
加
条
縄
文
(L
R+
L横
回
転
)。
末
端
処
理

(Z
)

ナ
デ

白
色
粒
子
少
10
YR
4/
2

灰
黄
禍
色
に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

01
30

SK
ベ
ル
ト
西
側
暗
褐
色
土
層

深
鉢

Ⅲ
日
縁
音
Б

(5
4)

沈
線
(横
位
)・
斜
縄
文
(L
R横
回
転
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

/う

10
YR
4/
1

褐
灰
色

10
YR
5/
2

灰
黄
褐
色
H1
3調
査

01
27

SK
ベ
ル
ト
西
側
暗
褐
色
土

層
深
鉢

Ⅲ
胴
部
上
半

(8
0)
10
斜
縄
文
(L
R横
回
転
)・
末
端
処
理
(Z
)

ナ
デ

金
雲
母
・
長
石
少
5Y
R5
/6
ワ
可

赤
褐
色
ぶ
い
赤
褐
H1
3調
査

01
28

19
黒
褐
色
深
鉢

Ⅲ
胴
部

(3
9)

斜
縄
文
(L
R横
回
転
)

ナ
デ

石
英
・
砂
少

に
ぶ
い
,甕
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
H1
3調
査

01
33

南
側
ベ
ル
ト
覆
土
上
位
深
鉢

Ⅲ
(4
4)
10
斜
縄
文
(R
L横
回
転
)。
末
端
処
理
(Z
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少
に
ぶ
い
黄
に
ぶ
レ
黄ヽ

橙
色
H1
3調
査

01
31

南
側
ベ
ル
ト
覆
土
上
位
深
鉢

Ⅲ
胴
部

(4
6)
11
斜
縄
文
(L
R横
回
転
)

ナ
デ

石
英
少

10
YR
7/
6

明
黄
褐
色
10
YR
3/
1

黒
褐
色
H1
3調
査

01
82

QS
E
覆
土
上
位
深
鉢

皿
底
部

(3
3)

ナ
デ
・
網
代
痕

ナ
デ

石
英
少

に
ム
ミ
い
黄

褐
色

10
YR
2/
1

黒
色
H1
3調
査

01
34

覆
上
下
位
深
鉢
Ⅲ
D8
日
縁
吉
Б

(3
2)

斜
縄
文
(0
段
多
条
Rし
縦
回
転
)・
波
状
日
縁
・

穿
孔

ナ
デ

長
石
少

5Y
R5
/6
明

赤
褐
色
聴
“ ぶ 名

H1
3調
査

01
35

SK
覆
上
下
位
深
鉢
Ⅲ
Bl
日
縁
音
Б

(3
0)

沈
線
・
隆
桔
・
磨
り
消
し
'斜
縄
文
(L
R
横
回
転
)
ナ
デ

石
英
・
白
色
粒
子

少
に
ぶ
い
黄
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
11
3調
査

01
39

85
。
9C

覆
上
下
位
深
鉢
Ⅲ
Al

底
部

(3
7)
07
沈
線
(縦
位
)・
斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ミ
ガ
キ

金
雲
母
少
10
YR
6/
6

明
黄
褐
色

10
YR
5/
2

灰
黄
褐
色
H1
3調
査

01
47

SK
覆
土
中
位
深
鉢

Ⅲ
底
部

〔9
8〕
(2
9)

木
葉
痕
・
ナ
デ

ナ
デ

砂
多

10
YR
5/
2

吹
黄
褐
色

10
YR
5/
6

黄
褐
色
H1
3調
査

01
48

黒
掲
色
深
鉢
Ⅲ
D3
日
縁
部

(9
0)

縦
位
縄
文
(0
段
多
条
RL
斜
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
・
石
英
少
ぶ
い
赤
褐

色

5Y
R4
/8
赤

楊
魯
H1
3調
査

01
36
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掲
載
NO
図
h
写
ll
o

出
土
地
点

層
位
器
種
分
類
残
存
位
置

法
量
(c
m)

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
・
施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面

備
考
登
録
NO

番
号
イ立
営
(グ
リ
ッ
ド
)

日
径
底
径
器
高
厚
さ

攪
乱
覆
土
上
位
深
鉢
I 
Fl
胴
部
上
半

(6
7)

鋸
歯
状
沈
線
(横
位
・
2重
)・
斜
縄
文
(L
R横
回

転
)。
末
端
処
理
(Z
)

ナ
デ

石
英
少

に
お
ミ
ぃ
黄
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
H1
3調
査

攪
乱
覆
土
上
他
深
鉢

(1
04
)
10
斜
縄
文
(R
L横
回
転
)・
末
端
処
理
(Z
)

ナ
デ

金
雲
母
少

1こ
ぶ
し
黄ヽ
に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

覆
土
深
鉢

Ⅲ
日
縁
吉
Б

10
ナ
デ

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
金
雲

母
少

10
YR
3/
1

黒
褐
色
10
YR
4/
2

圧
普
楊
れ
H1
3調
査

SK
覆
土
深
鉢

Ⅲ
日
縁
吉
Б

沈
線
(横
位
)・
斜
縄
文
(0
段
多
条
L縦
回
転
)
ナ
デ

金
雲
母
・
砂
少
10
YR
4/
2

吹
黄
褐
色
に
ぶ
い
芸
H1
3調
査

SK
覆
土
深
鉢
Ⅲ
Al
胴
部
上
半

沈
線
・
隆
帯
・
磨
り
消
し・
斜
縄
文
(
RL
縦
回
転
)
ナ
デ

白
色
粒
子
少
10
YR
4/
1

褐
灰
色
10
YR
3/
2

黒
褐
色
H1
3調
査

SK
覆
土

深
鉢

Ⅲ
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
。 R
)

ナ
デ

長
石
多

7 
5Y
R6
/6

怒
れ

に
ぶ
い
橙
H1
4調
査

SK
覆
土
深
鉢
Ⅲ
D3
日
縁
部

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)

ナ
デ

長
石
少
石
英

多
イこ
メ
ド
い
黄
イこ
娑
ド
い
黄
H1
4調
査

SK
覆
土
下
位
深
鉢
Ⅲ
D2

日
縁
部

連
続
す
る
竹
管
刺
突
文
(横
位
)

ミ
ガ
キ

金
雲
母
多

〕 坤

４

１
。 に 拐

10
YR
3/
2

黒
褐
色
H1
4調
査

SK
覆
上
下
位
深
鉢
Ⅲ
A・
B

単
軸
絡
条
体
第
5類

ナ
デ

白
色
粒
子
・
金
雲

母
少

10
YR
7/
6

明
黄
褐
色
ヤこ
ぷ
い
黄
H1
4調
査

覆
土
深
鉢
Ⅲ
E?

日
縁
部

山
形
突
起
・
刺
突
に
伴
う
隆
帯
(横
位
)。
沈
線

(縦
位
)

隆
帯
(横
位
)・
ナ
デ
長
石
少
石
英

塚
に
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

覆
土

深
鉢
Ⅲ
E?
日
縁
吉
焉

沈
線
・
刺
突
・
磨
り
消
し
・
単
軸
絡
条
体
第
1類

(縦
位
・
L)

ナ
デ

長
石
・
石
英
・
金

雲
母
少

に
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

SK
覆
土
深
鉢
Ⅲ
D2
②
日
縁
部

(5
1)

刺
突
に
伴
う
隆
帯
(横
位
)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
10
YR
6/
6

明
黄
褐
色

10
YR
4/
3

イこ
ぶ
しヽ
黄
H1
4調
査

SK
覆
土
深
鉢

Ⅲ
斜
縄
文
(0
段
多
条
RL
斜
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
白
色
粒
子

少
金
雲
母
多
に
ぶ
い
黄
に
ぶ
し
黄ヽ
H1
4調
査

SK
覆
土
上
～

中
位

際
鉢

Ⅲ ３
ａ
Ｃ

日
縁
吉
F

沈
線
で
区
画
さ
れ
た
日
縁
部
に
並
列
す
る
刺
突

文
を
充
填

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
に
ぶ
い
黄
10
YR
7/
6

明
黄
褐
色
H1
4調
査

SK
覆
土
上
～

中
位

深
鉢
皿
A・
B

単
軸
絡
条
体
第
5類

ナ
デ

長
石
少
金
雲

母
多

7 
5Y
R6
/6

橙
色

に
ぶ
い
褐
H1
4調
査

SK
覆
土
深
鉢
Ⅲ
C3
a
の

日
縁
音
Б

沈
線
・
磨
り
消
し・
刺
突
充
填
円
形
区
画
・
単
軸

絡
条
体
第
1頚
(縦
位
・
L)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
H少
7 
5Y
R5
/6

明
褐
色
7 
5Y
R6
/6

橙
色
H1
4調
査

覆
土

深
鉢
ll
IC
6
胴
部

櫛
目
文
(縦
位
)

ナ
デ

長
石
少

5Y
R5
/6
ワ
ヨ

末
楊
魯

5Y
R5
/6
リ
ヨ

末
協
魯
H1
4調
査

SK
覆
土
深
鉢

Ⅲ ３
ａ
Ｃ

日
縁
部

沈
線
で
区
画
さ
れ
た
日
縁
部
に
連
続
す
る
刺
突

文
を
充
填

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
に
ぶ
い
黄
10
YR
5/
2

灰
黄
褐
色
H1
4調
査

覆
上
深
鉢
Ⅲ
C3

胴
部

(3
9)

沈
線
・
磨
り
消
し
,斜
縄
文
(0
段
多
条
LR
縦
回

草互
ミ)

ナ
デ

長
石
・
石
英
・
全

雲
母
少

10
YR
6/
6

羽
昔
協
魯
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

覆
土
深
鉢
Ⅲ
D3

胴
部

拇
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
7 
5Y
R6
/6

橙
色
5Y
R5
/6
明

赤
褐
色
H1
4調
査

覆
±
1層
深
鉢
田
D3
日
縁
吉

“

料
縄
文
(0
段
多
条
RL
縦
回
転
)

ミ
ガ
キ

長
石
・
白
色
粒

子
。 金
雲
母
少

`こ

ぶ
い
黄
10
YR
6/
6

明
黄
tl
B色
H1
4調
査

SK
覆
±
1層
深
鉢

Ⅲ
日
縁
音
焉

斜
縄
文
(0
段
多
条
Rと
縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少

白
色
粒
子
多
5Y
R4
/6
赤

掲
色
5Y
R4
/8
赤

褐
色
H1
4調
査

SK
覆
土
中
位
深
鉢

Ⅲ
単
軸
絡
条
体
第
1類
(横
位
・
R)

ナ
デ

7 
5Y
R5
/6

朋
楊
れ
7 
5Y
R3
/2

黒
褐
侮
H1
4調
査

SK
覆
土
中
位
除
鉢
Ⅲ
C6

櫛
目
文
(縦
位
)

ナ
デ

白
色
粒
子
多

金
雲
母
少

7 
5Y
R6
/6

橙
色

7 
5Y
R7
/6

橙
色
H1
4調
査
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掲
載
No
図
No
写
NO

出
土
地
′■

層
位
器
種
分
類
残
存
位
置

法
量
(c
ll
l)

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
・
施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面

備
考

登
録
No

種
男
り
番
号
位
置
(グ
リ
ン
ド
)

日
客
底
径

SK
底
部
付
近
覆
上
下
位
深
鉢
Ⅲ
D4
日
縁
吉
Б

(3
5)

沈
線
・
磨
り
消
し
,斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
7 
5Y
R6
/6

橙
色

7 
5Y
R3
/3

陪
褐
侮

,

14
調
査

21
97

SK
覆
土
深
鉢

Ⅲ
胴
部
下
半

(4
3)
07
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
R)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
7 
5Y
R3
/3

日孝
親
れ
に
ぶ
い
褐
14
調
査

21
98

SK
覆
土
深
鉢

Ⅲ
底
部

(4
3)

斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
金
雲
母
少
こ
ぶ
い
黄
に
ぶ
ウ
黄ヽ
11
4調
査

21
99

SK
覆
土
中
位
深
鉢

Ⅲ
C
日
縁
吉
F

(5
6)

山
形
突
起
・
刺
突
に
伴
う
隆
帯
(縦
位
)。
沈
線
・

磨
り
消
し
・
斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

白
色
粒
子
多

金
雲
母
少
5Y
R4
/6
赤

掲
色
5Y
R3
/3
暗

赤
褐
色
H1
4調
査

22
02

SK
覆
土
中
位
深
鉢
Ⅲ
C4
b
日
縁
言
Б

(4
4)

刺
突
に
伴
う
隆
特
(横
位
)・
沈
線
(冷
障
立
)・
斜

紹
寸
rT
 P
締
同
候
Ⅲ

ナ
デ

長
石
少
白
色

粒
子
・
金
雲
母
多

;Y
R5
/6
FJ
l

k楊
魯
5Y
R3
/1
黒

楊
魯
H1
4調
査

22
01

SK
覆
土
中
位
深
鉢

Ⅲ
(5
5)

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
IR
)

ナ
デ

長
石
・
石
英
少

白
色
粒
子
多

7 
5Y
R5
/4

に
ぶ
い
褐
］ 澄
籍 盛 ち

H1
4調
査

SK
覆
土
深
鉢
I 
C3
日
縁
部

(4
0)
07
半
裁
竹
管
に
よ
る
沈
線
・
隆
帯
及
び
そ
れ
に
伴

う
刺
突
・
単
軸
絡
条
体
第
1類
(斜
位
・
L)

ナ
デ

長
石
少

10
YR
3/
2

黒
褐
色

7 
5Y
R7
/6

椿
魯
H1
4調
査

22
04

SK
覆
土
深
鉢

Ⅲ
(6
4)

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
Rl

ナ
デ

長
石
'金
雲
母
少

白
色
粒
子
多
5Y
R5
/6
明

赤
褐
色

ぶ
い
赤
褐
H1
4調
査

22
05

SK
覆
土
上
位
深
鉢
Ⅲ
C5
?
底
部

(1
18
)

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)

ナ
デ

長
石
・
石
英
・
白
窪

粒
子
・
全
雲
母
少
;Y
R6
/6
橙

邑
5Y
R7
/6
橙

れ
H1
4調
査

SK
覆
土

深
鉢

Ⅲ
(6
1)

吋
加
条
斜
縄
文
(R
+●
・
縦
回
転
)

ナ
デ

石
英
少

イこ
ボ
しヽ
黄
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

22
06

SK
覆
土
深
鉢

皿
底
部

(3
4)
07
式
面
指
頭
圧
痕
・
上
げ
底

ナ
デ

白
色
粒
子
・
金
雲

母
少

5Y
R4
/4
1こ

ぶ
い
赤
褐
5Y
R4
/2
灰

褐
色
H1
4調
査

22
07

SK
覆
土
深
鉢

Ⅲ
胴
都

(4
9)

辞
縄
文
(L
R縦
回
転
)

斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)
長
石
少

7 
5Y
R7
/6

怒
名

7 
5Y
R4
/2

灰
掲
杵
H1
4調
査

22
08

SK
覆
土

深
鉢

Ⅲ
胴
部

(3
3)
05
ノ
字
状
文
様
帯
・
沈
線
・
磨
り
消
し・
単
軸
絡
条

体
第
1類
(縦
位
・
L)

ナ
デ

長
石
・
石
英
少

1こ
ぶ
い
黄
10
YR
3/
2

黒
褐
色
H1
4調
査

22
09

SK
覆
土
上
位
深
鉢
I 
A2
月同
吉
F

(6
2)

貝
殻
腹
縁
移
動
波
状
圧
痕
文

ナ
デ

長
石
・
白
色
粒

子
・
金
雲
母
少
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
10
YR
3/
2

黒
褐
色
H1
4調
査

22
10

SK
覆
土
上
位
深
鉢
Ⅲ
C6
ほ
ぼ
完
形

12
2

節
目
文
(縦
位
)

ナ
デ

長
石
・
石
英
少

白
色
粒
子
多

イこ
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

22
11

81
1
埋
設
土
器

底
面
深
鉢
Ⅲ
C5
?
1/
2完
形
胴

部
下
半

(2
22
)

付
加
条
縄
文
(R
+R
●
横
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
。 長
石
少
5Y
R5
/6
明

赤
褐
色

10
YR
5/
2

灰
黄
褐
色
H1
3調
査

01
49

1
底
面

深
鉢

Ⅳ
胴
部
上
半

(2
79
)

瞭
位
縄
文
(L
R斜
回
転
)

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
金
雲

母
少

10
YR
3/
1

里
拐
魯

に
ぶ
い
責
H1
3調
査

01
50

l
覆
上
上
位
深
鉢

Ⅳ
日
縁
吉
Б

07
斜
縄
文
(L
R横
回
転
),
日
縁
内
傾
。 側
面
圧
痕

(L
R)
。
磨
り
消
し

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

/1
/・

10
YR
6/
6

明
音
楊
俸
10
YR
6/
6

明
黄
褐
色
H1
3調
査

01
51

1
埋
設
土
器
西
側
覆
土
上
位
深
鉢

Ⅲ
底
言
Б

(6
2)

斜
縄
文
(L
R横
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
少
F5
YR
5/
6

羽
楊
魯
に
ぶ
い
橙
H1
3調
査

01
52

1
覆
土
上
位
深
鉢

Ⅲ
底
部

(5
1)
11
ナ
デ

ナ
デ

石
英
少

10
YR
3/
1

里
楊
れ
10
YR
3/
1

黒
褐
色
H1
3調
査

01
53

I 
B3
c
Ⅱ
層
中
位
深
鉢
I 
Al
月同
吉
Б

(4
7)
07
貝
殻
押
し
引
き
文
?

ナ
デ

金
雲
母
少

に
ぶ
い
褐
7 
5Y
R3
/1

里
楊
れ
H1
4調
査

22
2]

I 
B2
f
攪
乱
上
位
深
鉢
I 
A2
月同
部
下
半

(3
9)

貝
殻
腹
縁
移
動
波
状
圧
痕
文

ミ
ガ
キ

金
雲
母
少

に
ぶ
い
黄
10
YR
3/
2

黒
褐
色
H1
4調
査

22
12

E 
B2
f
攪
乱
上
位
深
鉢
I 
A2
月
同
部
下
半

貝
殻
腹
縁
移
動
波
状
圧
痕
文

ナ
デ

白
色
粒
子
少
5Y
R6
/6
橙

俸
,

ぶ
い
赤
褐
H1
4調
査

22
18

I 
A2
f

覆
土
深
鉢

日
縁
吉
F

(5
8)
(0
4)
斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)・
日
唇
部
指
頭
圧
痕
斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)
長
石
少

1こ
傘
�
黄ヽ
10
YR
8/
4

浅
黄
橙
色
H1
4調
査

22
14
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掲
載
bl
o
図
No
写
31
o

出
土
地
点

層
位
器
種
分
類
残
存
位
置

法
量
(c
n)

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
。 施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面

備
考
登
録
hl
o

種
別
番
号
位
置
(グ
リ
ッ
ド

日
径
底
径
器
高
厚
さ

I 
B3
d
I層

深
鉢
Ⅱ
 A
lc
月同
音
下

(9
3)

羽
状
縄
文
(R
LR
横
+0
段
多
条
L・
非
結
束
)
ナ
デ

長
石
・
石
英
少
に
ぶ
い
黄

褐
色

10
YR
5/
2

灰
黄
褐
色
H1
4調
査

22
57

Ⅱ
 B
2c
 
北
西
I層

深
鉢
Ⅱ
 A
lc

月周
言
[

(5
3)

羽
状
縄
文
(前
々
段
多
条
LR
+前
々
段
多
条

Rと
'非
結
束
)。
菱
形
文

ナ
デ

繊
維
多

に
ぶ
い
】驚
1こ
ぶ
い
黄
H1
4調
査

22
58

Ⅱ
 A
9g

攪
乱
深
鉢
Ⅱ
 A
lb
月同
音
Б

(9
5)

単
軸
絡
条
体
第
5頬

ナ
デ

石
英
少

10
YR
6/
6

明
苦
親
榔

10
YR
4/
2

圧
苦
楊
穐
H1
4調
査

22
18

Ⅱ
 A
lg

盛
上
深
鉢
E 
Al
b
日
縁
吉
躊

単
軸
絡
条
体
第
5類

ナ
デ

長
石
・
石
英
多
に
ぶ
い
黄
10
YR
4/
2

匠
苦
楊
侮
H1
4調
査

22
64

Ⅱ
 B
2e

Ⅱ
層
中
位
深
鉢
I 
Al
e
月
同
音
Б

借
節
(R
横
回
転
)Z
宇
状

ナ
デ

長
石
多
量
。 石
英

少
に
ぶ
▼
黄ヽ
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

22
16

Ⅱ
 B
2e
Ⅱ
層
中
位
深
鉢
Ⅱ
Al
e
月同
吉
Б

(4
1)

借
節
(L
横
回
転
)Z
学
状

ナ
デ

長
石
少

に
ぶ
ラ
黄ヽ
10
YR
4/
2

匠
苦
拐
魯
H1
4調
査

22
17

I 
B8
g
I層
下
位
深
鉢
I 
A2

日
縁
部

(4
1)
07
節
歯
状
工
具
に
よ
る
沈
線
文
・
口
唇
部
外
反
ナ
デ

長
石
・
石
英
少
に
ぶ
い
黄
`こ

ぶ
い
黄
H1
4調
査

22
72

I 
A9
f

攪
乱
深
鉢
Ⅱ
 C
3
月同
吉
ト

(5
3)

刻
み
目
を
付
す
並
行
す
る
隆
帯
・
斜
縄
文
(R
L「

横
回
転
)・
末
端
処
理
(S
)

ミ
ガ
キ

長
石
少

10
YR
4/
2

序
苦
楊
名

10
YR
6/
2

圧
苦
協
れ
H1
4調
査

22
22

Ⅱ
Bl
f 
QN
W
風
倒
本
痕
深
鉢
Ⅱ
 C
l
日
縁
部

(8
0)

半
裁
竹
管
円
文
・
沈
線
・
単
軸
絡
条
体
第
3類
ナ
デ

長
石
多
・
金
雲
母

少

10
VR
5/
3

に
ぶ
い
貴

10
VR
6/
3

に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

22
28

Ⅱ
 B
2c
北
西
Ⅱ
層

深
鉢
E 
Cl

日
縁
部

山
管
円
文
。 沈
線
(横
位
)・
斜
縄
文
(と
R縦
回

鏃
)

ミ
ガ
キ

石
英
・
金
雲
母
少
に
ぶ
鬱
黄ヽ
10
YR
4/
2

圧
昔
協
為
H1
4調
査

22
24

I 
A2
g

Ⅱ
層
深
鉢
I 
Cl
胴
部
上
半

(4
8)

竹
管
円
文
・
沈
線
・
斜
縄
文
(0
段
多
条
L縦
回

転
)

ナ
デ

白
色
粒
子
多
・
長

石
少

10
YR
5/
3

に
ぶ
い
黄
10
YR
5/
2

匠
苦
楊
魯
H1
4調
査

22
26

I 
B2
c
I層
中
位
深
鉢
I 
Cl
月 同
=ト

(3
2)

竹
管
円
文
・
鋸
歯
状
沈
線
・
斜
縄
文
(前
々
段

多
条
し
R縦
回
転
)

ミ
ガ
キ

石
英
・
長
石
少
10
YR
4/
2

庁
昔
堰
為

10
YR
3/
2

里
楊
侮
H1
4調
査

22
27

I 
B8
c
風
倒
木
痕
深
鉢
Ⅱ
 C
l
日
縁
音
Б

(4
8)

竹
管
円
文
・
沈
線
(横
位
)

ナ
デ

石
英
多
・
長
石
少
に
ぶ
い
黄
1こ
ぶ
い
黄
H1
4調
査

22
25

I 
Bl
f
風
倒
木
痕
深
鉢
Ⅱ
 C
2
日
縁
吉
Б

(9
1)
07
3条
の
並
行
す
る
鋸
歯
状
沈
線
(横
位
),
斜
縄

文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

石
英
・
長
石
少
7 
5Y
R6
/6

搭
れ

7 
5Y
R6
/6

閉
苦
楊
魯
H1
4調
査

I 
A9
8

攪
乱
深
鉢
Ⅱ
 C
2
胴
部
上
半

(3
5)

鋸
歯
状
沈
線
(横
位
)・
斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)
ナ
デ

石
英
・
白
色
粒
子

少

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
イこ
ぶ
ヤヽ
黄
H1
4調
査

22
80

I 
Bl
f
風
倒
木
痕
深
鉢
I 
C3
日
縁
吉
Б

07
並
行
す
る
粘
土
紐
に
左
傾
す
る
刻
み
目
文
(大

本
4式
へ
の
移
行
)

ミ
ガ
キ

石
英
多
量
・
長
石

少
に
ぶ
い
黄
10
YR
3/
1

里
惑
名
H1
4調
査

22
28

Ⅱ
 B
2o
南
西
Ⅲ
層
直
上
深
鉢
I 
E2
b
月 同
吉
Б

(2
4)

小
波
状
貼
付
文
(横
位
・
2重
)・
斜
縄
文
(L
R縦

回
転
)

ナ
デ

石
英
多

7 
5Y
R5
/4

に
ぶ
い
褐
7 
5Y
R4
/2

「

楊
魯
H1
4調
査

22
31

37
7

I 
Bl
e

覆
上

深
鉢
Ⅱ
 E
2b
胴
部
上
半

(1
75
)

小
波
状
貼
付
文
か
ら
垂
下
す
る
蔦
状
貼
付
文
・

単
軸
絡
条
体
第
1類
(斜
位
・
R)
・
末
端
処
理
(Z
)
ナ
デ

長
石
少

5Y
R6
/6
橙

名

5Y
R6
/6
橙

れ
H1
4調
査

22
38

Ⅱ
 B
lf
風
倒
木
痕
深
鉢
E 
E2
b
月同
音
Б

横
走
す
る
直
線
的
隆
帯
の
上
下
に
小
波
状
隆

帯
が
並
走
・
ハ
ー
ト
形
文
。 垂
下
し
て
連
結
す
る

隆
帯
・
斜
縄
文
(し
R縦
回
転
)

ナ
デ

石
英
・
白
色
粒
子

少

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色

10
YR
3/
2

黒
褐
色
H1
4調
査

22
32

I 
B2
d
Ⅱ
層
中
位
深
鉢

皿
月同
音
Б

(3
5)

ボ
タ
ン
状
貼
付
文
・
沈
線
・
斜
縄
文
(
Rし
縦
回

転
)

ナ
デ

長
石
少

5Y
R5
/6
ワ
ヨ

未
楊
名

5Y
R3
/2
H者

未
楊
れ
H1
4調
査

I 
B1
0h

Ⅱ
層
深
鉢
Ⅲ
Al
胴
部
上
半

(4
4)

沈
線
・
渦
巻
き
状
文
様
帯
。 単
軸
絡
条
体
第
1類

(斜
位
。 し
)・
キ
ャ
リ
パ
ー
形

ミ
ガ
キ

白
色
粒
子
少
5Y
R6
/6
橙

魯
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

Ⅱ
 B
3c
I層
下
位
深
鉢
Ⅲ
A2
日
縁
吉
Б

円
形
隆
帯
・
中
空
突
起
・
沈
線
・
刺
突

ナ
デ

金
雲
母
・
白
色
粒

子
少

1こ
ぶ
�
黄ヽ
10
YR
7/
6

明
黄
褐
色
H1
4調
査

22
35

38
2

I 
C9
f
Ⅱ
層
下
位
深
鉢
Ⅲ
Al
胴
部
上
半

渦
巻
状
文
様
帯
・
斜
縄
文
(L
R横
回
転
)・
穿

子七
・
キ
ャ
レ
く ―
形

ナ
デ

長
石
・
白
色
粒
子

少
10
YR
3/
1

黒
褐
色

10
YR
2/
1

里
魯
H1
3調
査

01
59

I 
Bl
d-
2d
I層

深
鉢

Ⅲ
E
日
縁
音
社～
月同

部
上
半

(1
04
)
07
中
空
突
起
・
山
形
突
起
・
沈
線
・
隆
帯
・
磨
り
消
し
,

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
R)
。
三
日
月
状
装
飾
帯
ナ
デ

金
雲
母
少
5Y
R6
/6
橙

色
5Y
R6
/6
橙

色
H1
4調
査

22
46
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掲
載
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図
陥
写
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出
土
地
点

層
位
器
種
分
類
残
存
位
置

法
量
(c
m)

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
・
施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面

備
考
登
録
No

種
別
番
号
位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

日
符
庇
径
器
高
厚
さ

】ヒ
半
覆
土
深
鉢
Ⅲ
C3
a
①
日
縁
吉
Б

中
空
突
起
ツ
字
状
文
様
帯
・
沈
線
・
磨
り
消
し
,

斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ミ
ガ
キ

金
雲
母
。 長
石
少
′こ
ぶ
い
黄
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
14
調
査

Ⅱ
 E
5e
Ⅱ
層
下
位
深
鉢

皿
E
日
縁
吉
Ъ

(7
2)

'E
手

状
装
飾
帯
。 沈
線
・
磨
り
γ肖
し
?・
単
軸
絡

条
体
毎
1類
(縦
位
・
L)

ミ
ガ
キ

金
雲
母
・
石
英
少
7 
5Y
R5
/4

1こ
ぶ
聰
褐ヽ
7 
5Y
R4
/2

灰
褐
色
14
調
査

I 
A1
0f

攪
乱
深
鉢

Ⅲ
E
日
縁
吉
Б

06
把
手
状
装
飾
帯
・
沈
線
・
磨
り
消
し
'隆
帯
に
伴

う
刺
突
・
斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

石
英
・
長
石
少
10
YR
3/
2

里
楊
魯

に
ぶ
い
黄
14
調
査

Ⅱ
 B
ld
-2
d
下

Ⅱ
層
深
鉢

Ⅲ
E
日
縁
=ト

把
手
状
装
飾
帯
(三
角
形
)・
隆
常
に
伴
う
刺
突

(為
曲
立
)

ナ
デ

金
雲
母
少

1こ
ぶ
ψ
大ヽ
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

Ⅱ
 E
7b

Ⅱ
層
深
鉢
Ⅲ
D2
C
日
縁
音
Б

(7
1)

墜
帯
に
連
続
す
る
蒸
1突
文
(横
位
)・
刻
み
目
・

辞
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
。 長
石
少
イこ
ぶ
い
大

栓
色

に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

I 
Bl
d-
2d
下

Ⅱ
層

深
鉢
Ⅲ
C3
b

胴
部

(2
70
)

沈
線
・
磨
り
消
し
'三
日
月
状
装
飾
常
・
単
軸
絡

条
体
第
1類
(縦
位
・
L)

ナ
デ

全
雲
母
少

に
ぶ
い
rr
5
7 
5Y
R7
/6

橙
色
H1
4調
査

22
55

Ⅱ
 E
6d
I層
下
位
深
鉢
Ⅲ
C3
b

沈
線
・
磨
り
消
し
・
鰭
状
突
起
・
維
位
縄
文
(R
LR

斜
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
少

10
YR
3/
2

里
親
れ
弊 橙ヽ
籍 盛 み

H1
4調
査

Ⅱ
 B
lf
風
倒
木
痕
深
鉢
Ⅲ
C3

沈
療
・
磨
り
消
し
,鰭
状
突
起
・
斜
縄
文
(前
々
段

多
条
RL
縦
回
転
)。
斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
・
長
石
少
7 
5Y
R6
/6

椿
魯

7 
5Y
R6
/6

橙
色
H1
4調
査

22
59

I 
A9
g

攪
乱
深
鉢
Ⅲ
C3
a
の
日
縁
部

S字
状
文
様
帯
?・
隆
常
に
伴
う
刺
突
・
沈
線
・

磨
り
消
し
,単
軸
絡
条
体
第
1類
(斜
位
・
R)

ナ
デ

金
雲
母
・
白
色
粒

子
少

7 
5Y
R6
/6

橙
色

に
ぶ
し
黄`
H1
4調
査

22
36

Ⅱ
 E
6d

攪
乱
深
鉢
Ⅲ
C3
a
①
日
縁
音ヽ
～
月同

部
上
半

(1
29
)

沈
線
・
隆
帯
に
伴
う
刺
突
・
磨
り
消
し
'沈
線
に
伴

う
隆
帯
・
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)

ミ
ガ
キ

金
雲
母
・
長
石
少
7 
5Y
R6
/6

橙
色
5Y
R6
/6
橙

色
H1
4調
査

Ⅱ
 E
7b

黒
色
土
深
鉢
Ⅲ
C3
a
日
縁
部

日
唇
部
磨
り
消
し
,隆
帯
。 斜
縄
文
(R
L縦
回

鉱
)

ナ
デ

金
雲
母
・
白
色
粒

子
少

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
1こ
ぶ
ヤ
黄ヽ
H1
4調
査

22
80

Ⅱ
 E
6c
I層
中
位
深
鉢
Ⅲ
C4
a
胴
都

(1
03
)

沈
線
・
磨
り
消
し・
単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・

L)
ナ
デ

金
雲
母
多

7 
5Y
R6
/6

搭
魯

7 
5Y
R7
/6

搭
魯
H1
4調
査

22
61

I 
A9
f

攪
乱
深
鉢
Ⅲ
C3
a
①

日
縁
吉
る

沈
線
・
磨
り
消
し
,単
軸
絡
条
体
第
1
類
(縦
位
・

LR
)

ナ
デ

長
石
・
石
英
少
10
YR
6/
6

明
黄
褐
色
に
ぶ
い
黄

橙
色
H1
4調
査

22
52

I層
下
位
深
鉢
Ⅲ
C8

沈
線
・
磨
り
消
し
,斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
少

に
ぶ
い
黄
7 
5Y
R6
/6

搭
魯
H1
4調
査

風
倒
木
痕
深
鉢
Ⅲ
C3

胴
部

(1
39
)

沈
線
・
磨
り
消
し
,斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

す
デ

長
石
少
金
雲
月

母
多

7 
5Y
R6
/6

橙
色

7 
5Y
R4
/3

褐
色
H1
4調
査

21
75

10
0

I 
A9
g

攪
舌
L
深
鉢
Ⅲ
 C
3
月同
音
Б

沈
線
・
磨
り
消
し・
斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
多

7 
5Y
R6
/6

搭
魯

5Y
R6
/6
'瞳

侮
H1
4調
査

Ⅱ
 E
6e
[層
中
位
深
鉢
Ⅲ
D2
C
日
縁
部

(1
31
)
07
日
唇
部
磨
り
消
し
,斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
・
白
色
粒

子
少

に
ぶ
い
黄
10
YR
7/
6

明
黄
褐
色
H1
4調
査

22
53

Ⅱ
 B
lf

Ⅱ
層
深
鉢
Ⅲ
C8

沈
線
・
充
填
・
斜
縄
文
(R
し
縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
。 長
石
少
ぷ
い
黄
1こ
ぶ
い
大
H1
4調
査

22
68

Ⅱ
 B
ld

Ⅱ
層
小
形
深
鉢
?
Ⅲ
D2
C
日
縁
音
Б

沈
線
・
単
軸
絡
条
体
第
1類
(斜
位
。 R
)

ナ
デ

金
雲
母
・
白
色
粒

子
少

5Y
R6
/6
橙

色

5Y
R5
/6
明

赤
褐
色
H1
4調
査

22
6(
)

Ⅱ
 B
ld
 
嘉
ヒ
頁
Ⅱ
層
下
位
深
鉢
Ⅲ
C3
日
縁
常
Б

(6
3)
07
隆
帯
に
伴
う
刺
突
・
日
唇
部
刺
突

ナ
デ

金
雲
母
少

イこ
ぶ
し
黄ヽ

傷
伸

イこ
ぶ
しヽ
黄
H1
4調
査

22
37

風
倒
木
痕
深
鉢
Ⅲ
C4
?
日
縁
音
Б

隆
帯
に
伴
う
刺
突
。
日
唇
部
外
反
・
沈
線

隆
帯
(横
位
)・
ナ
デ
石
英
多

10
YR
3/
2

黒
褐
色

1こ
ぶ
い
黄

橙
色
H1
4調
査

22
39

I 
A9
f

攪
乱
深
鉢
Ⅲ
C4
?
日
縁
音
ト

(4
1)

隆
帯
に
伴
う
刺
突
(横
位
)・
斜
縄
文
(L
R縦
回

転
)

ナ
デ

金
雲
母
・
長
石
少
に
ぶ
い
黄
`こ

ぶ
い
黄
H1
4調
査

風
倒
木
痕
深
鉢
Ⅲ
Ｃ
３

の
日
縁
部

刺
突
円
形
充
填
区
画
・
沈
線
・
斜
縄
文
(R
L縦

回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
・
長
石
少
7 
5Y
R5
/6

明
拐
魯

7 
5Y
R5
/6

口月
‡風
れ
H1
4調
査

22
38

I 
B2
f

攪
乱
深
鉢
Ⅲ

C3
a?
日
縁
音「

日
唇
部
に
連
続
す
る
刺
突
文
・
沈
線
(横
位
)
ナ
デ

金
雲
母
・
白
色
粒

子
少

10
YR
4/
2

F苦
/f
4葎

10
YR
3/
2

黒
tl
l色
H1
4調
査

22
40
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掲
載
No
図
NO
写
No

出
土
地
′ ξ

層
位

器
種
分
類
残
存
位
置

法
量
(c
m)

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
・
施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面
備
考
登
録
NO

種
別
番
号
位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

日
径
底
径
器
高
サ享
さ

南
西
Ⅱ
層
深
鉢

Ⅲ ３
ａ
Ｃ

日
縁
音
Б

(3
8)

日
唇
部
に
連
続
す
る
床
1突
文
(2
重
)

ナ
デ

金
雲
母
・
長
石
少
に
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

22
42

I 
B2
f

攪
乱

深
鉢

Ⅲ

３
ａ
Ｃ

口
縁
部

届
曲
部
に
連
続
す
る
刺
突
文

ナ
デ

金
雲
母
・
白
色
粒

子
多

10
YR
4/
2

帝
苦
楊
れ
10
YR
3/
2

黒
褐
色
H1
4調
査

E 
Bl
d

Ⅱ
層
深
鉢
Ⅲ
C6

胴
部

節
目
文
(縦
位
)

ナ
デ

金
雲
母
・
白
色
粒

子
少

10
YR
6/
3

1こ
ぶ
ヤヽ
黄
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

I 
B8
c
風
倒
木
痕
深
鉢
Ⅲ
D3
日
縁
音
ト

山
形
突
起
・
沈
線
・
斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)
ナ
デ

石
英
少

10
YR
4/
2

圧
昔
楊
魯
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

Ⅱ
 A
lf

盛
土
深
鉢

Ⅲ
胴
部

11
崎
加
条
斜
縄
文
(R
tt
RL
・
縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
石
英
少
7 
5Y
R6
/6

橙
色

7 
5Y
R6
/8

橙
色
H1
4調
査

22
62

10
0

I 
B8
c
風
倒
木
痕
深
鉢

Ⅲ
辞
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
少
白
色

粒
子
・
金
雲
母
多
に
ぶ
い
橙
7 
5Y
R6
/6

搭
為
H1
4調
査

Ⅱ
 A
lg

盛
土
深
鉢

Ⅲ
斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
・
白
色
粒

子
少

に
ぶ
い
黄
イこ
芸
→
レ
黄ヽ
H1
4調
査

I 
Bl
d｀
V2
d

Ⅱ
層
深
鉢

Ⅲ
辞
縄
文
(R
L斜
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
・
白
色
粒

子
少

5Y
R6
/6
橙
5Y
R5
/6
明

未
楊
れ
H1
4調
査

22
56

lI
 B
2e

Ⅱ
層
中
位
深
鉢

Ⅲ
辞
縄
文
(R
L横
回
転
)。
末
端
処
理
(Z
)

ナ
デ

金
雲
母
・
長
石
少
10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

Ⅱ
 A
lf

I層
深
鉢

日
縁
吉
Б

辞
縄
文
(L
R横
回
転
)・
末
端
処
理
(Z
)

ナ
デ

長
石
少

イこ
要
→
い
黄
10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
14
調
査

Ⅱ
 B
3c
Ⅱ
層
中
村
深
鉢
IB

蠅
文
(0
段
多
条
多
条
RL
)端
部
圧
痕
?

ナ
デ

金
雲
母
少

7 
5Y
R6
/6

椿
停

7 
5Y
R3
/1

黒
褐
色
14
調
査

22
20

I 
E5
e
Ⅲ
層
直
上
深
鉢
Ⅲ
D3
日
縁
部
～
胴

部
上
半

単
軸
絡
条
体
第
1類
(維
位
。 L
R)
・
末
端
処
理
ナ
デ

金
雲
母
少

こ
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄
14
調
査

22
54

I層
下
位
深
鉢
Ⅲ
C5
日
縁
部
～
胴
部

(1
02
)

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
L)

ナ
デ

金
雲
母
。
白
色
粒

子
多

5Y
R4
/6
赤

掲
色
5Y
R3
/1
黒

褐
色

14
調
査

風
倒
木
痕
深
鉢

Ⅲ
胴
部
下
半

単
軸
絡
条
体
第
1類
(縦
位
・
Rl

ナ
デ

金
雲
母
少

′
5Y
R7
/6

さ
れ

に
ぶ
い
橙
14
調
査

22
67

表
採
深
鉢

Ⅲ
底
部

(9
3)

斜
縄
文
(L
R縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
白
色
粒
子

少

10
YR
5/
6

黄
褐
色

に
ぶ
し
黄ヽ
13
調
査

表
採
深
鉢

Ⅲ
底
部

舟
縄
文
(R
L縦
回
転
)・
網
代
痕

ナ
デ

長
石
・
白
色
粒
子

′
1/
・

イこ
ぶ
しヽ
黄
10
YR
3/
2

黒
褐
色
H1
3調
査

表
採
深
鉢

Ⅲ
底
部

斜
縄
文
(R
と
縦
回
転
)

ナ
デ

長
石
・
白
色
粒
子

少

;Y
R6
/8
橙

名

10
YR
3/
1

黒
褐
色
13
調
査

I 
Bl
d

Ⅱ
層
深
鉢

Ⅲ
底
部

斜
縄
文
(前
々
段
多
条
RL
縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
・
石
英
少
;Y
R6
/6
橙

名
ぶ
い
赤
掲
H1
4調
査

Ⅱ
 B
ld

Ⅱ
層
深
鉢

Ⅲ
底
部

斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

金
雲
母
・
白
色
粒

子
多

7 
SY
R6
/4

に
ぶ
い
橙
に
ぶ
い
橙
H1
4調
査

22
82

I 
B1
0h
I層
下
位
深
鉢

Ⅲ
底
部

網
代
痕

ナ
デ

金
雲
母
・
長
石
少
に
ぶ
鬱
黄ヽ
10
YR
6/
6

明
黄
褐
色
H1
4調
査

22
79

風
倒
本
痕
深
鉢

Ⅲ
底
部

網
代
痕

ナ
デ

長
石
・
白
色
粒
子

少

5Y
R4
/6
赤

楊
魯

5Y
R5
/6
明

未
楊
れ
H1
3調
査

84
・

10
1

II
 D
3a

表
採
深
鉢

Ⅲ
底
部

ナ
デ
・
網
代
痕

ナ
デ

黒
色
粒
子
・
石
英

少

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
IO
YR
5/
4

に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

I 
B1
0h
Ⅱ
層
中
位
深
鉢

Ⅲ
底
部

ナ
デ
・
網
代
痕

ナ
デ

長
石
・
白
色
粒
子

少

10
YR
4/
1

傷
灰
色

に
ぶ
い
黄
H1
3調
査

表
採

深
鉢

Ⅲ
底
都

ナ
デ
・
木
葉
痕

ナ
デ

長
石
・
白
色
粒
子

′ 1
/N

10
YR
5/
4

に
ぶ
い
黄
10
YR
7/
6

HF
t苦
楊
名
H1
3調
査
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掲
載
No
図
No
写
NO

出
土
地
点

層
位
器
種
分
類
残
存
位
置

法
量
(c
l 
l)

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
・
施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面
備
考
登
録
血

種
別
番
号
石
症
置
(グ
リ
ッ
ド
)

日
径
底
径
器
高

'享

さ

84
・

10
1

Ⅱ
 B
ld
-2
d

下
[層

深
鉢

Ⅲ
底
部

(3
6)

木
案
痕

ナ
デ

金
雲
母
・
白
色
粒

子
少

5Y
R5
/6
明

赤
褐
色

5Y
R4
/6
赤

褐
色
H1
4調
査

84
・

10
1

I 
C5
f
Ⅱ
層
下
位
深
鉢

Ⅲ
底
部

(3
5)

ナ
デ

ナ
デ

長
石
・
白
色
粒
子

少
捧
・
υ に 姐

10
YR
3/
1

黒
褐
色
H1
3調
査

01
60

84
・

10
1

I 
B8
i
I層
上
位
深
鉢

Ⅲ
底
部

〔1
14
〕
(4
5)
08
ナ
デ

ナ
デ

石
英
・
白
色
粒
子

少

10
YR
6/
6

明
黄
褐
色

10
YR
4/
1

褐
灰
色
H1
3調
査

01
58

Ⅱ
Al
e

Ⅱ
層
深
鉢

Ⅲ
底
部

〔1
26
〕
(4
.1
)

ナ
デ

ナ
デ

長
石
・
石
英
多
に
ぶ
い
黄
に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

84
・

10
〕

Ⅱ
Bl
d 
Jヒ
西

Ⅱ
層
深
鉢

Ⅲ
底
部

(2
.9
)

ナ
デ

ナ
デ

金
雲
母
・
白
色
粒

子
多

5Y
R6
/6
橙

色

5Y
R5
/6
明

本
褐
色
14
調
査

22
77

I 
B1
0d

Ⅱ
層
深
鉢

Ⅲ
底
部

(3
2)

ナ
デ

ナ
デ

長
石
少

;Y
R6
/6
橙

色
5Y
R6
/6
橙

色
14
調
査

I 
B8
c
風
倒
木
碁
深
鉢

Ⅲ
底
部

(1
4)

ナ
デ

ナ
デ

白
色
粒
子
多

争
三
母
/1
/・

こ
ぶ
い
黄

〕 券

為

・
υ に 癌

14
調
査

21
76

43
9

I 
B8
c
風
倒
木
痕
深
鉢

Ⅲ
底
部

(1
5)

ナ
デ

ナ
デ

量
白
色
粒
子

〕 攀

為

型 に 協
に
ぶ
い
黄
11
4調
査

21
77

E 
C3
g

攪
乱
深
鉢

Ⅲ
底
部

(2
7)

ナ
デ

ナ
デ

白
色
粒
子
金

雲
母
少

ぶ
い
赤
褐
5Y
R5
/6
明

赤
褐
色
H1
3調
査

01
68

I 
B9
i
Ⅱ
層
下
位
深
鉢

Ⅳ
日
縁
部
〔4
02
〕

(1
49
)

姿
帯
・
磨
り
消
し
,斜
縄
文
(R
L縦
回
転
)

ナ
デ

白
色
粒
子
金

雲
母
少

10
YR
4/
2

圧
普
楊
魯

5Y
R4
/6
赤

楊
得
H1
3調
査

01
67

44
2

I 
B2
b南
西
Ⅱ
層
中
位
注
目

Ⅳ
注
目

ミ
ガ
キ

ナ
デ

長
石
・
石
英
少
そこ
ぶ
い
黄
10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
H1
4調
査

22
88

I 
A9
f

攪
乱

深
鉢

Ⅳ
日
縁
部

(4
1)

日
唇
貼
瘤
・
突
起
日
隆
帯
貼
付
・
沈
線
・
貝 占
瘤

(工
字
文
)

隆
帯
(横
位
)・
ミ
ガ
キ
金
雲
母
少

7 
5Y
R7
/6

播
侮̀

7 
5Y
R8
/6

遊
苦
搭
れ
H1
4調
査

22
74



第
12
表
土
製
品
観
察
表

(1
)備
考
欄
に
重
量
を
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
()
は
欠
損
の
た
め
、
残
存
値
で
あ
る
こ
と
を
表
示
し
て
い
る
。

‐ ‐ ］ ９ ∞ ‐ ‐

掲
載
NO
図
NO
写
hl
o

出
土
地
尽

層
位

器
種

器
形
残
存
位
置

外
面
調
整
・
施
文
な
ど

内
面
調
整
・
施
文
な
ど

胎
土

色
調
外
面
色
調
内
面

備
考

登
録
No

種
別
番
号
位
置
ワ
リ
ッ
ド
)

44
4

SI
覆
土

土
偶

胴
部
上
半
・
下
半
刺
突
文

金
雲
母
・
白
色
物
質

′ 歩
に
ぶ
い
褐

(4
14
62
)g
 H
14
調
査

22
84

44
5

I 
B2
営
覺
舌
L
黒
褐
色
土

耳
飾

滑
車
形
・
刺
突

金
雲
母
・
白
色
物
質

′ 少

10
YR
4/
2

灰
褐
色

14
65
)g
 H
14
調
査

22
85

覆
土
円
盤
状
土
製
品
円
形

土
器
片
転
用
健
文
(L
RL
)

ナ
デ

金
雲
母
。 長
石
少
10
YR
3/
2

黒
褐
色
5Y
R6
/8
橙

色
打
ち
欠
き
,1
2 
13
g 
H1
4調
査
22
86

QS
W
覆
上
下
位
円
盤
状
土
製
品
円
形
土
器
片
転
用
健
文
(L
R)

ミ
ガ
キ

金
雲
母
・
長
石
少

に
ぶ
い
黄
5Y
R4
/8
赤

掲
色

打
ち
久
き・
6 
46
g 
H1
4調
査
22
87

覆
上
下
位
円
盤
状
土
製
品
円
形
土
器
片
転
用
絡
条
体
圧
痕
文
(R
撚
)

ナ
デ

金
雲
母
・
石
英
少

に
ぶ
い
黄
イこ
ぶ
聰ヽ
赤
打
ち
欠
き
。 8
 4
3g
 H
14
調
査

^ミ
ル
ト

覆
土
円
盤
状
土
製
品
円
形
土
器
片
転
用
絡
条
体
圧
痕
文
(R
撚
)

ミ
ガ
キ

金
雲
母
・
長
石
少
7 
5Y
R6
/6

橙
色

7 
5Y
R6
/6

橙
色
打
ち
久
き・
8 
15
g 
H1
4調
査
22
89

SI
か
ミ ァ
レ
ト

覆
士
円
盤
状
土
製
品
円
形
土
器
片
転
用
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

石
英
少

5Y
R4
/4
11
B

色
5Y
R6
/6
橙

色
打
ち
大
き
。
12
 8
7g
 H
14
調
査
22
90

ベ
ル
ト

覆
土
円
盤
状
土
製
品
円
形
土
器
片
転
用
縄
文
(R
Ll

ナ
デ

石
英
少

10
YR
7/
6

明
黄
褐
色
5Y
R6
/6
橙

色
打
ち
欠
き
,7
 1
8g
 H
14
調
査
22
91

覆
土
円
盤
状
土
製
品
円
形
上
器
片
転
用
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

金
雲
母
・
白
色
物
質

歩

2 
5Y
R5
/6

明
赤
褐
色

5Y
R3
/4
1吉

赤
褐
色
打
ち
欠
き
,9
 9
8g
 H
14
調
査
22
92

10
2

覆
土
中
位
円
盤
状
土
製
品
円
形
土
器
片
転
用
沈
線
・
縄
文
(L
R)

ナ
デ

金
雲
母
・
黒
色
物
質

少
に
ぶ
い
黄
10
YR
3/
2

黒
褐
色
打
ち
欠
き
・
12
 4
7g
 H
14
調
査

覆
土
上
位
円
盤
状
土
製
品
円
形
土
器
片
転
用
縄
文
(0
段
多
条
Rし
)

ナ
デ

金
雲
母
少

10
YR
4/
2

灰
黄
褐
色
10
YR
3/
1

黒
褐
色
打
ち
欠
き
・
5 
94
g 
H1
4調
査

I 
A2
i

Ⅱ
層
円
盤
状
土
製
品
円
形

土
器
片
転
用
沈
線
・
縄
文
(L
Rl

ナ
デ

金
雲
母
少

に
ぶ
し
黄ヽ
2 
5Y
R5
/6

明
赤
褐
色
打
ち
久
き・
8 
93
g 
H1
4調
全
22
95

10
2

Ⅱ
 A
2i

Ⅱ
層
円
盤
状
土
製
品
円
形
土
器
片
転
用
縄
文
(L
R)

ナ
デ

金
雲
母
少

に
ぶ
い
黄
ぶ
い
赤
褐
打
ち
欠
き
。 6
 4
6g
 H
14
調
査

IB
ld
 J
ヒ
西

Ⅱ
層
円
盤
状
土
製
品
円
形
土
器
片
転
用
絡
条
体
圧
痕
文
(L
撚
)

ナ
デ

長
石
。
白
色
物
質
少
10
YR
6/
6

明
黄
褐
色
に
ぶ
い
黄
打
ち
欠
き
。 4
 9
2g
 H
14
調
査
22
97

10
2

I 
B8
c風
倒
木

痕
Ⅱ
層
円
盤
状
土
製
品
円
形
土
器
片
転
用
縄
文
(R
り

ナ
デ

金
雲
母
多

に
ぶ
い
黄
10
YR
6/
8

明
黄
褐
色
打
ち
欠
き・
8 
52
g 
H1
4調
査
22
98



第
13
表
剥
片
石
器
観
察
表

(1
)法
量
の
記
載
に
つ
い
て
、
()
は
欠
損
部
分
で
あ
り
残
存
値
を
表
示
し
て
い
る
。

(2
)刃
部
の
記
載
に
つ
い
て
、
形
状
は
尖
頭
器
・
石
鏃
・
石
錐
な
ど
の
先
端
部
を
有
す
る
も
の
は
「
先
」と
し
、
先
端
角
を
表
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
は
片
・
両
刃
の
形
状
を
記
載
し
、
刃
部
角
度
を
3ヵ
所
以
上
計
測
し
た
平
均
値
を
表
示
し
て
い
る
。

(3
)そ
の
ほ
か
の
特
記
事
項
に
つ
い
て
は
、
特
徴
欄
に
記
載
し
て
い
る
。

― 〕 ９ 卜 ‐ ‐

瓢
隔
w

出
土
地
点

層
位

器
種

分
類

石
材
石
材
産
地

依
  
量

刃
部

特
徴

欠
損
自
然
面
疲
熱
。 折
臣
備
考

登
録
hl
o

種
別
番
号
位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

重
さ
(c
m
lE
(c
m)
享
さ
(c
r
童
量
(a
形
状
角
度
(°

北
東
端

床
直
上

尖
頭

買
岩

北
上
山
地
5 
13

先
56
0

H
4調
査

SX
12

覆
上
上
位

尖
頭

頁
岩

北
上
山
地

18
42

74
「

H
4調
否

30
02

SK
覆
土

尖
頭

癖
灰
岩
北
上
山
tl
t

11
5

41
H
4訓
否

I 
C9
e南
東

I層
尖
頭

頁
井

奥
羽
山
脈

17
5

52
5

○
H
8調
査

I 
Bl
h

Ⅱ
層
下
位

尖
政

買
岩

北
上
山
地

23
88
先

H
4調
査

30
05

IA
区

I層
尖
頭

買
岩
奥
羽
山
脈
?

16
65
先

○
H
4調
査

30
06

Ⅱ
 B
lf

風
倒
木
痕

石
鏃

IA
頁
岩

北
上
山
地

井
27
0

H
4E
l訂
否

30
35

I 
A9
f

盛
土

石
鏃

IB
頁
岩

北
上
山
地

先
ぐ

H
4調
査

3
I 
Cl
f

覆
土

石
鏃

Ⅱ
A

買
岩

奥
羽
山
脈

先
平

H
3調
査

床
面

石
鏃

Ⅱ
A

買
岩

奥
羽
山
脈

先
平

H
3調
否

中
央
東

覆
±
1層
中
位

石
鏃

IA
頁
岩
】
ヒ
上
山
ll
lj

先
半

H
4調
査

炉
付
�

石
土

石
鏃

IA
買
岩

北
上
山
地

先
平
凹

○
H
4調
査

4
床
直
上

石
鏃

Ⅱ
A

頁
岩

北
上
山
地

22
3

53
5
先
46
0
平
凹

H
4ヨ
司
▼野

30
22

SK
覆
土

石
鏃

Ⅱ
A

貢
岩

北
上
山
地

先
平

H
4調
査

30
28

I 
B9
i

Ⅲ
層
上
面

石
鏃

Ⅱ
A

買
岩

22
8

先
平

○
H
3調
査

I 
Bl
d-
2d

石
鏃

Ⅱ
A
頁
岩

北
上
山
地

先
平

H
4調
査

30
32

床
而

石
鏃

Ⅱ
B

頁
岩

奥
羽
山
脈

先
円

H
3訓
否

中
央
東

覆
■
1層

石
鏃

Ⅱ
B

頁
岩

北
上
山
地
30
7
23
7

先
57
5
円

H
4調
査

QN
E

覆
土

石
鏃

IB
頁
岩

北
上
山
地

1 
56

円
H
4調
査

cム
ミ ル
ト
E

覆
土

石
鏃

Ⅱ
B

頁
岩

北
上
山
lT
I
37
2

先
89
0
円

H
4調
査

30
26

覆
土
上
位

石
鏃

Ⅱ
B

頁
井

奥
羽
山
脈
22
2
17
1

先
11
90
円

H
3調
査

覆
士

石
|

IB
買
岩

北
上
山
地

25
8

先
11
50
円

H
4訓
否

I 
B2
c北
西

I層
石

|
IB

頁
岩

北
上
山
地

23
3
05
7

先
10
50
円

■
4調
査

30
86

Ⅱ
Bl
F 
QN
W
風
倒
木
痕

名
IB

頁
岩

北
上
山
地
(3
28

03
7
19
7

円
H
4調
査

30
34

不
明

石
鏃

IB
頁
岩

北
上
山
地

08
2

先
円

H
4調
査

2
覆
土

石
鏃

I 
Cl

頁
岩

奥
羽
山
脈
28
2

18
3
先

凹
H
3調
査

00
2

6
QS
W

覆
士

石
鏃

I 
Cl

頁
岩

奥
羽
山
月F
k

先
凹

H
3調
査

床
直
上

石
鏃

I 
Cl
頁
岩
奥
羽
山
脈

29
0

先
凹

H
3調
査

I 
C9
9-
Ⅱ
 C
3a
風
倒
木
痕

石
鏃
IC
]

頁
岩

奥
羽
山
脈

10
7
先

凹
H
3調
査

48
8

壁
際

稜
土

石
鏃

IC
」

買
岩

奥
羽
山
脈

先
凹

H
3調
査

II
 B
le

覆
土

石
鏃
Ⅱ
C〕
買
岩
北
上
山
地

03
3

先
55
5
凹

H
4調
査

北
東

覆
土

石
鏃

I 
Cl

頁
岩

北
上
山
地

先
Щ

H
4調
査

30
09

中
央
西

覆
±
1層

石
鏃

I 
Cl

頁
岩
北
上
山
地

先
凹

H
4a
lF
r否

30
12

中
央
西

覆
±
1層

石
鏃

I 
Cl

買
岩

北
上
山
地
(2
60
)

17
先

凹
0

H
4調
査

30
13

北
東

覆
十

石
鏃
Ⅱ
 C
l
頁
岩

北
上
山
地

井
H
4調
査

30
15

9
巨
上

石
鏃
IC
l

頁
岩

北
上
山
地

凹
H
4調
査

30
18

覆
±
1層

石
鏃

IC
」

頁
岩

北
上
山
地
28
2

凹
H
4調
査

30
19

5
北
側

覆
土

石
鏃
Ⅱ
Cl

頁
岩

奥
羽
山
脈

先
凹

H
3調
杏

Ⅱ
 B
lc

Ⅲ
層
直
上

石
鏃
Ⅱ
 C
I
頁
岩

北
上
山
地
(2
75
;

先
凹

O
H
4R
la
l査

49
8

II
 B
2c

Ⅱ
層
中
位

石
鏃
Ⅱ
Cl

頁
岩

北
上
山
地

51
劣

』
H
4調
査

E 
B3
c

Ⅱ
層
中
位

石
鏃

I 
Cl

頁
岩

北
上
山
地

先
凹

H
4調
査

30
38

不
明

石
鏃

I 
Cl

頁
岩

北
上
山
地

先
平
凹

H
4調
査

30
40

QS
W

覆
上
下
位

石
鏃
I 
C2

頁
岩

北
上
山
地
16
1

1
07
0
先

凹
○

H
4調
査

30
23

QN
E

覆
土

石
鏃
I 
C2

頁
岩

北
上
山
地
(2
7f

02
9

先
凹

○
H
4調
査

30
25

I 
Bl
d～
2d

覆
上
下
位

石
鏃
I 
C2

頁
岩
北
上
山
地
(2
19

02
7

先
凹

○
H
4g
lF
I否

IA
区

盛
土

石
鏃
I 
C2

真
岩

北
上
山
地

先
37
5
凹

H
4調
査

30
39
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島
載
N

出
土
地
点

層
位

器
種

分
類

石
材
石
材
産
地

法
  
量

刃
部

特
徴

欠
損
自
然
面
夜
熱
・
折
断
備
考
登
録
Nt
l

種
男
」
番
号
位
置
(グ
ツ
ッ
ト

三
さ
(c
m
幅
(c
m)
軍
さ
(c
ml
竜
量
(質
)
形
状
角
度
(°

IA
区

騒
土

石
鰊
I 
C2

北
上
山
ll
lj

04
2

先
凹

1
4調
査

QS
W

稜
土
上
位

石
鏃
I 
C8

興
羽
山
‖爪

1 
71
先

平
凹

○
H
i3
調
査

1
1

50
6

Jヒ
東

覆
上

石
鏃
I 
C8

頁
岩

北
上
山
地

05
6

井
平
凹

H
4調
査

30
10

27
北
西
端

覆
±
1層

石
鏃
I 
C3

頁
岩

北
上
山
地

06
0
32
7
先

平
凹

H
4調
査

SI
中
央
西

床
直
上

石
鏃
I 
C3
珪
管
頁
岩
奥
羽
山
脈
?

先
平
凹

H
4調
否

SX
覆
上
1層

石
鏃
Ⅱ
 C
3
頁
岩
北
上
山
地
25
4

1 
67
先

凹
H
4調
査

0
Ⅱ
 A
2寅

Ⅱ
層
中
位

石
鏃
Ⅱ
 C
3
買
岩

北
上
山
地
17
6

04
2
先

平
凹

C
H
4調
査

Ⅱ
 B
2d
南
西

Ⅱ
層

石
錐

I
葬
質
頁

北
上
山
地
50
6

1 
10

先
H
4調
査

2
IC
9a
 N
E

稜
土
中
位

石
匙

A4
頁
岩

奥
羽
山
脈
89
0

12
09
両

維
/.
l

H
3調
査

3
SI

南
東

床
直
上

石
匙

A4
貢
岩

北
上
山
地

10
88
両

碇
型

H
4調
脊

30
43

4
中
央
西

床
直
上

石
匙

A4
貢
岩

北
上
山
地

60
8
両
53
0
碇
型

H
4調
査

5
27

勇
竹
ラ
尾

霧
十

石
註

A4
頁
岩

北
上
山
地

06
3
67
6
両

碇
型

H
4調
査

30
45

6
SX

4
床
面

石
出

A4
自
井

璧
羽
山
服

12
0
25
42
両
57
5
縦
型

H
3調
査

7
I 
B8
j～
I 
C9
a
風
倒
木
反

石
匙

A4
買
岩

奥
羽
山
脈
59
0

55
2

鮮
即

H
3調
査

8
Ⅱ
 A
2f

黒
褐
色
土

石
匙

A4
買
岩

北
上
山
地
(1
26
4)
27
3
09
4
31
34
両

確
型

H
4司
轟
=野

9
Ⅱ
 B
lf

風
倒
木
痕

石
匙

A4
買
岩

北
上
山
地
57
1

77
2
両

縦
型

H
4調
査

西
壁
際

覆
土

石
匙

頁
岩

奥
羽
山
脈

17
7
片

縦
型

○
3調
査

SK
霜
十

石
是
ヒ

頁
岩

北
上
山
ll
ll

28
6

片
横
型

4調
査

52
2

H1
3訓
否
区

乗
楔

石
註

甕
井

封
ヒ
ト
山
l 
lJ
7

絡
型

4H
l司
否

30
54

不
明

石
匙

買
岩

北
上
山
地
37
7

13
83
片

4訓
否

30
55

〕ヒ
ベ
ル
ト

覆
上
上
位

石
匙

頁
岩

奥
羽
山
脈

36
0
11
0
26
88
両

縦
型

3調
査

床
面

石
匙

買
岩

奥
羽
山
脈

両
縦
型

3調
査

SX
9

覆
±
1層

石
匙

赤
色
買
岩
北
上
山
地

(2
29
)

両
縦
型

○
14
調
査

I 
Bl
d

Ⅱ
層

石
是
ヒ

頁
北
上
山
地
(5
92

1 
10
13
99

両
維
型

49
電
写葺

30
52

0
SX

OS
E

霧
+1
層

石
触

赤
れ
百
岩

Jヒ
上
山
ll
l

4調
否

52
9
0

覆
土

石
匙

頁
岩

北
上
山
地
42
2

10
59
両

頂
型

4調
査

30
46

0
覆
土

石
匙

頁
岩

北
上
山
地

10
01
両

蹟
型

4調
査

30
49

0
北
西
端

床
直
上

石
箆

Ⅱ
A

頁
岩
奥
羽
山
脈
?

11
7
38
03
片

4調
査

北
西
端

床
直
上

石
箆

IB
貢
岩
北
上
山
地

19
38
片

4調
査

30
56

0
中
央
西

覆
土

楔
形

I
頁
岩

北
上
山
地

12
0

折
4調
査

3

0
OS
駒

層
十
下
位

楔
形

幕
灰
井
ヤ
L 
tt
14
M

4調
杏

3

0
SX

9
覆
±
1層

楔
形

I
頁
岩
奥
羽
山
脈
?

17
5
15
8
11
93

折
4調
査

3
|

0
I 
B8
c

風
倒
木
痕

楔
形

I
馬
鴫

北
上
山
地

4調
査

3

0
Ⅱ
 A
2f

Ⅱ
層

楔
形

I
赤
色
頁
岩
北
上
山
地

1 
77

4調
査

3

Ⅱ
 D
5a

覆
上
下
位
ス
ク
レ
イ
パ
ー
舞
IA

買
岩

奥
羽
山
脈

片
3調
査

53
9

床
直
上
ス
ク
レ
イ
パ
ー
糧
IA

頁
井
】
ヒ
Lt
tl
fl

17
85
片

4調
査

南
吏

床
巨
上
ス
ク
レ
イ
―ヾ
好
IA

買
岩

北
上
山
地

20
8
07
0

片
4調
査

30
62

床
面

ス
ク
レ
イ
パ
ー
碁
[A

頁
岩

北
上
山
地

14
6
30
50
片
72
0

○
4調
査

QS
ヽ
ハ/

覆
上
下
位
ス
ク
レ
イ
パ
ー
毒
IA

買
岩

北
上
山
地

23
19
片

4調
査

覆
土
ス
ク
レ
イ
パ
ー
舞
[A

買
岩

北
上
山
地
72
2
28
0
13
2
27
46
片

C
4調
査

30
83

SX
3

床
面
ス
ク
レ
イ
―
舞
IA

頁
岩

奥
羽
山
脈

35
0

16
55
片

3調
査

SX
4
QS
W

覆
土
ス
ク
レ
イ
―ヾ
雑
【
A

頁
岩

奥
Σ
B山
脈

片
の

3訥
否

SK
藩
土
中
位
ス
ク
レ
イ
″
く
―
疑
IA

頁
岩

真
羽
山
脈

18
96

C
3調
査

百
更

Ⅱ
層

ス
ク
レ
イ
パ
ー
好
IA

買
岩

奥
羽
山
脈

25
1

26
31
片

3調
査

I 
C9
a

風
倒
本
反
ス
ク
レ
イ
パ
ー
碁
IA

頁
岩

奥
羽
山
脈

11
7
46
81
片
70
0

○
3調
査

I 
C1
0c

Ⅱ
層
ス
ク
レ
イ
く
―
舞
IA

頁
岩

奥
羽
山
脈

19
90
片

3調
査

I 
Bl
f

Ⅱ
層

ス
ク
レ
イ
ノ
く
―
荘
IA

百
崇

北
Lt
tl
ll

22
 1
2
片

4調
査

Ⅱ
 B
2a

Ⅱ
層
ス
ク
レ
イ
パ
ー
舞
IA

凝
灰
岩
北
上
山
地

19
1

片
4調
査

55
2

床
面

ス
ク
レ
イ
パ
ー
轟

百
婆

輿
羽
山
脈

片
侠
り
部
有

H
8訓
否

10
29
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畝
肺
籠
写
図
Nl

出
土
地
点

層
位

器
種

分
類

石
材
石
材
産
地

依
  
量

刈
日
∫

特
徴

欠
損
自
然
面
被
熱
・
折
断

備
考
登
録
bl
o

種
男
螂
番
号
イヱ
直
(ク
ツ
ツ
ド
リ

髭
さ
(c
m
幅
(c
m)
享
さ
(c
mi
重
量
ω
形
状
亀
度
(°

覆
土
ス
ク
レ
/パ
ー

B
百
井

北
上
山
ll
VI
60
3

15
74
片

Э
H
4調
査

SI
床
直
上
ス
ク
レ
イ
パ
ー
媛
B

頁
岩

北
上
山
地
87
8

99
84
片

○
H
4調
査

27
床
直
上
ス
ク
レ
イ
パ
ー
壕
B

頁
岩

北
上
山
地

05
9
26
6
片

H
4調
査

55
6

北
西

床
直
上
ス
ク
レ
イ
パ
ー
舞
B

頁
岩

北
上
山
地
56
8

16
1
25
95
片

H
4調
査

30
63

北
西

床
直
上
ス
ク
レ
イ
パ
ー
雑
B

貢
岩

北
上
山
地
(1
89
25
7

片
H
4ユ
乱
=野

30
64

55
8

27
仄

ス
ク
レ
イ
パ
ー
舞
B

頁
岩

北
上
山
地
56
8
22
2

14
46
片

H
4調
査

27
中
央
東

灰
ス
ク
レ
イ
ノ`
―

B
貢
岩

北
上
山
地

15
95
片

H
4調
査

30
66

床
ス
ク
レ
/ノ
ミ ー

B
上
山
地

H2
9
片

H
4調
査

中
央
西

床
直
上
ス
ク
レ
イ
パ
ー
讐
B

買
岩

L 
tt
 l
ll

24
63
片

折
H
4調
査

北
東

覆
±
1嬉

ス
ク
レ
イ
パ
ー
好
B

頁
岩

北
上
山
地
42
4

4調
査

30
69

SI
覆
土
ス
ク
レ
イ
パ
ー
舞
B

買
岩

北
上
山
地

15
7
26
17
片

4訓
査

床
面

ス
ク
レ
イ
パ
ー
軽
B

頁
北
上
山
地

22
3

片
折

4調
査

覆
上
下
位
ス
ク
レ
イ
パ
ー
難
B

真
岩
北
上
山
地
36
2

11
11
片

O
43
1∠
蟹

56
6

QS
ヽ
ハ/

覆
土
ス
ク
レ
イ
パ
ー
舞
B

買
岩

北
上
山
地

28
7

70
6
片

4調
査

56
7

床
面

ス
ク
レ
イ
パ
ー
瑳

頁
岩

Jヒ
上
山
地

09
0
16
58
片

折
4調
査

30
82

SX
8
QN
W

覆
土
上
位
ス
ク
レ
イ
パ
ー
好
B

頁
岩

奥
羽
山
Vl

片
3調
査

SK
覆
±
1層
ス
ク
レ
イ
パ
ー
瑶
B

頁
岩

北
上
山
地

皿
64
片

4前
査

30
84

SK
覆
土

ス
ク
レ
イ
パ
ー
毒
B

頁
岩

北
上
山
地

07
2

片
4調
査

30
85

11
3

SK
藩
十

ス
ク
レ
イ
パ
ー
轟
B

頁
岩
封
ヒ
上
山
tl
 j
52
7

片
14
調
査

30
86

57
2

Ⅱ
 A
2h

I層
下
位
ス
ク
レ
イ
パ
ー
碁
B

頁
岩

化
上
山
地
13
02

4a
l司
否

30
87

Ⅱ
 B
2a

Ⅱ
層

ス
ク
レ
イ
パ
ー
弄
B

頁
岩

1ヒ
上
山
地

84
9
片

①
4訥
否

Ⅱ
 B
2a

Ⅱ
層
ス
ク
レ
イ
パ
ー
舞
B

頁
岩

北
上
山
地

07
9

片
折

4調
査

30
92

Ⅱ
 B
3c

Ⅱ
層
下
位
ス
ク
レ
イ
パ
ー
舞
B

買
岩

北
上
山
地

片
4調
査

30
95

57
6

I 
C5
b

1毒
舌
と
ス
ク
レ
イ
パ
ー
轟
B
珪
質
頁
岩
奥
羽
山
脈

07
3
18
32
片

3調
査

示
明

表
採

ス
ク
レ
イ
パ
ー
窪
B

頁
岩
】
ヒ
上
山
ll
lj

片
C

4調
否

30
98

57
8

不
明

ス
ク
レ
/r
′

B
頁
岩

化
上
山
地

1 
31
22
 1
8
片

4訓
否

11
8

中
央
百

覆
±
1層

ス
ク
レ
イ
パ
ー
秀
C

頁
岩

1ヒ
上
山
地

両
4調
査

30
70

58
0
13

雨
東

覆
土

ス
ク
レ
イ
パ
ー
舞
C

頁
岩

北
上
山
地

05
9

両
4調
査

I 
B9
h

ス
ク
レ
イ
パ
ー
舞
C

頁
岩

奥
羽
山
脈

14
00
両

折
3調
査

I 
C1
0f

攪
乱
ス
ク
レ
イ
―
寿
C

買
岩

奥
羽
山
脈

31
64
両

3調
査

58
3

3
^ミ
ル
ト

ス
ク
レ
イ
―
轟
D

頁
岩

奥
羽
山
脈

17
1

両
折

3訓
否

風
倒
木
痕
ス
ク
レ
イ
ノ

D
頁
岩

耳ヒ
上
山
地
53
5

80
5
両

4調
査

P1
2イ
寸
近

床
直
上
ス
ク
レ
イ
寿
D

頁
岩

Hヒ
上
山
地

両
4調
査

30
76

58
6

I 
B8
c

風
倒
木
痕
ス
ク
レ
イ
―
類
D

頁
岩

北
上
山
地
14
40

47
02
両

○
4調
査

11
4

IA
区

盛
土

ス
ク
レ
イ
パ
ー
類
D

頁
岩

北
上
山
地

29
0

16
15
両

4調
否

IA
区

表
採
ス
ク
レ
イ
/
―
類
D
頁
岩

1ヒ
上
山
地

11
36
両

4調
査

30
97

覆
±
1層
ス
ク
レ
イ
―
霧
Ⅱ
A

頁
岩

北
上
山
地

20
47
片

4調
査

30
75

I 
B2
c

Ⅱ
層
中
位
ス
ク
レ
イ
ノ
―
類
Ⅱ
A

頁
井
】監
Lt
tl
ll

12
61
片

C
4調
査

覆
土
ス
ク
レ
イ
―
類

頁
岩

奥
羽
山
脈

27
5

片
○

3調
査

59
2

Ⅱ
 D
5a

覆
上
下
位
ス
ク
レ
イ
―
類

頁
岩

奥
羽
山
脈

片
3調
査

中
央

覆
土
ス
ク
レ
イ
パ
ー
類

頁
岩

北
上
山
地
3 
71
27
4

片
4調
査

30
72

中
央

覆
土
ス
ク
レ
イ
ノ
く ―
類

頁
岩

北
上
山
地

片
4調
査

30
73

QS
E

覆
土

ス
ク
レ
イ
パ
ー
類
IC

頁
岩

囃
羽
山
ЛF
K

26
6

折
3調
否

藩
十
L4
笠
ス
ク
レ
イ
パ
ー
類
IC

頁
岩

奥
羽
山
脈
25
7

10
2
97
7
両
77
0

○
折
H
13
調
査

I 
B2
c

Ⅱ
層

ス
ク
レ
イ
パ
ー
類
Ⅱ
C

頁
岩

北
上
山
地
87
9

両
折
H
4調
査

30
93

59
8

Ⅱ
 B
lf

Ⅱ
層

ス
ク
レ
イ
パ
ー
類

頁
岩

北
上
山
地

13
35
両

H
4調
査

30
88

6
床
面

二
次
加
工
IA
赤
色
頁
岩
奥
羽
山
脈

片
67
0
錐
?

H
3調
査

10
38

QN
私
′

覆
上
下
位

二
次
加
工
IA

頁
岩

奥
羽
山
脈

22
4
07
3

片
○

H
3調
査

北
東
付
近

床
直
上

二
次
加
工
IA

買
岩

北
上
山
地

17
6

10
09
片

H
4調
否
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掲
載
hl
o

出
土
地
点

層
位

器
種

分
類

石
材
石
材
産
地

法
  
量

刃
部

特
徴

欠
損
自
然
面
袋
熟
・
折
W
備
考
登
録
NO

種
別
番
号
位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

幅
(c
r
さ
(C
正
言
畳
(0
形
状
働
度
(°

南
端

二
次
加
工
A

頁
岩

北
上
山
地
22
9

片
H
調
査

17

床
面

二
次
加
工
A

頁
岩

北
上
山
地

28
58
片

H
調
否

QS
ヽ
ハ′

覆
上
下
位

二
次
加
工
A

頁
岩

北
上
山
地
20
8

片
1
4ヨ
剤
率⊆

I 
B8
c

風
倒
本
痕

二
次
カ
ロ
エ
A

頁
岩

北
に
山
ll
l

片
○

→
4調
査

I 
B2
c

Ⅱ
層
中
位

二
次
加
工
A

頁
岩

北
上
山
地

11
58
片

○
4調
査

31
40

I 
B2
d】
ヒ
西

Ⅱ
層

二
次
加
工
A

頁
岩

北
上
山
地

○
→
4調
査

31
52

Ⅱ
 B
3c

Ⅱ
層
中
位

二
次
加
工
A

頁
岩

北
上
山
地
55
1

片
H
4調
査

31
45

5
11

覆
土

二
次
加
工

B
買
岩

奥
羽
山
脈

20
63
片
50
0

H
3調
査

5
ベ
ル
ト
東

霧
土

二
次
加
工

頁
岩

奥
羽
山
脈

13
78
片
48
0

3訥
否

6
5

床
直
上

二
次
力
日
工

頁
岩

奥
羽
山
脈

片
H
3調
査

6
2
15

床
面

二
次
加
工

B
百
岩

真
】
ヌ
山
ЛF
Fk

09
0
22
02
片
58
0

○
日
3調
査

6
3

北
買
端

床
巨
上

二
次
刀
日
工

B
凝
灰
岩
北
上
山
地

13
5

片
Э

H
4調
査

6
4

北
西

床
直
上

二
次
カ
ロ
エ

B
頁
岩

北
上
山
地

28
9

片
司
4調
杏

6
5

中
央
西

床
直
上

二
次
加
工

B
頁
岩

北
上
山
地

25
3

片
H
4調
査

31
08

北
西
端

床
直
上

二
次
加
工
B
頁
岩
北
上
山
地

10
44
片

H
4調
査

3
0

61
7

北
西
端

床
直
上

二
次
加
工

B
頁
岩
奥
羽
山
脈
?

1 
13
18
48
片
53
0

4調
否

3

二
次
加
工
B

頁
岩

北
上
山
地

17
21
片

H
4調
査

3
3

二
次
加
工
B

頁
岩
】ヒ
上
山
地

09
6
97
2
片
46
0

○
H
4調
査

3

62
0

覆
土

二
次
加
工
B

頁
岩

北
上
山
地
31
3

11
7

片
H
4調
否

3
6

SI
床
面

二
次
加
工
B

頁
岩
奥
羽
山
脈
?

09
8
15
03
片
49
0

H
4調
査

3

SI
QS
W

覆
上
下
位

二
次
加
工
B

頁
岩

北
上
山
地

片
52
0

〇
H
4調
査

31
25

SI
霧
十

二
次
加
工
B

頁
岩

北
上
山
ll
t

06
3

片
H
4調
査

猪
十

二
次
加
工
B

面
井

司
ヒ
ト
山
ll
r

H
4調
否

62
5

SI
疫
土

二
次
カ
ロ
エ
B

頁
岩

北
上
山
地

29
22
片

H
4調
査

62
6
16

覆
±
1層

二
次
加
工
B

買
岩

北
上
山
地
52
6

19
79
片
33
5

H
14
調
査

31
18

E 
Bl
e

Ⅱ
層

二
次
加
工
B

頁
岩

北
上
山
地

56
7
片

H
4調
査

31
47

62
8

Ⅱ
 B
ld

[層
下
位

二
次
加
工
B

頁
岩

北
上
山
地
25
5

07
8

片
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
付
着

H
4調
査

31
50

62
9

Ⅱ
 B
2c
北
西

Ⅱ
層

二
次
力
日
工
B

頁
岩

北
上
山
地

21
23
片
55
0

○
H
4調
査

EI
 B
2c
ヨ
ヒ
ロξ

Ⅱ
層

二
次
加
工
B

頁
岩

北
上
山
地

11
00
片

Э
H
4調
否

I 
B2
d北
東

Ⅱ
層

二
次
加
工
B

頁
岩

北
上
山
地

片
H
4調
否

Ⅱ
 B
3c

Ⅱ
層
中
位

二
次
加
工
B

百
井

北
上
山
地

14
7
28
84
片

9
H
4調
査

lA
区

騒
土

二
次
加
工
B

頁
岩

北
上
山
地

1 
12
10
85
片

○
H
4調
査

SX
4

〕
ヒ̂
ミ
ル
ト

覆
土

二
次
加
工
D

頁
岩

奥
羽
山
脈

両
53
5

○
H
3調
査

SX
底
面

二
次
加
工

頁
岩

奥
羽
山
脈

05
7

調
整
剥
片
?

H
3調
査

63
6

北
吏
端

床
直
■

二
次
力
日
工

Ⅱ
A
頁
岩
北
上
山
地

52
2

11
15
片

H
4調
査

63
7

SI
中
央

覆
上
下
位

二
次
加
工

Ⅱ
A

頁
岩

北
上
山
地

片
10
40

H
4調
査

11
7

QS
W

覆
土
下
位

二
次
加
工

Ⅱ
A

頁
岩

北
上
山
地
44
8

25
47
片

O
H
4調
査

68
9
11
7

SI
QS
W

覆
土
下
位
二
次
加
工

Ⅱ
A
頁
岩

北
上
山
地

12
20
03
中

H
4調
査

64
0

SK
覆
土

二
次
加
工

Ⅱ
A

頁
岩

北
上
山
地
39
2

片
H
4調
査

I 
B8
c

風
倒
木
痕

二
次
加
工

Ⅱ
A

買
岩

北
上
山
地
30
5

08
8
69
8
片

H
4調
否

64
2

I 
Bl
d-
2d

Ⅱ
層

二
次
加
工

Ⅱ
A
海
匠
碧
北
上
山
14
J

5 
15
片

H
4ヨ
歳
=野

11
7

II
 B
2c
封
ヒ
西

Ⅱ
層

二
次
加
工

Ⅱ
A

百
封
ヒ
ヒ
山
ll
r

13
68

①
H

Ⅱ
 B
8e

Ⅱ
層
下
位

二
次
加
工

Ⅱ
A

引
ヒ
L山
鮒

26
9

H

64
5

Ⅱ
A区

猛
土
中

二
次
力
日
工

Ⅱ
A

頁
岩

北
上
山
地
23
7

34
6
甘

H
4調
査

13
覆
土

二
次
力
日
工

Ⅱ
B

頁
岩

北
上
山
地
50
2

26
7〕

片
H
4調
査

11
7

床
直
上

二
次
加
工
IB

貢
北
上
山
地
27
5

56
3
片

H
4ヨ
電
=野

中
央
西

床
直
L

二
次
加
工
IB

賞
井

北
上
山
地

市
H
4訓
否

31
09

11
7

SI
珂
ヒ
東

覆
土

二
次
加
工

Ⅱ
B

買
岩

北
上
山
地
25
4

14
05
片
54
0

折
4調
査

床
面

二
次
加
工

Ⅱ
B

頁
岩

北
上
山
地
18
1

29
8
片

4調
査

31
20
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掲
載
Nc

出
土
地
尽

層
位

器
種

分
類

石
材
石
材
産
地

法
  
量

刃
部

特
徴

久
損
自
然
面
被
熱
・
折
断

備
考
登
録
hl
o

種
別
番
号
位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

見
さ
(c
m
幅
(c
r
卜
(c
m
童
量
(D
形
状
白
唐
f

11
7

QS
ヽ
ハ /

覆
土
下
位

二
次
加
工

馬
珀

北
上
山
地

57
5

H
調
査

31
26

QN
E

覆
土

二
次
力
日
工

頁
岩

北
上
山
地

07
2
57
2
片

H
調
査

覆
土

二
次
加
工

頁
岩

北
上
山
地

07
0

片
H
調
査

31
32

SX
3
OS
W壁
際

藩
土
上
位

二
次
加
工

貢
岩

奥
羽
山
脈

19
34
片

H

I 
Bl
d北
西

Ⅱ
層

二
次
加
工

頁
岩

北
上
山
地

12
1
12
97
片

C
H

I 
B2
ct
th
西

Ⅱ
層

二
次
加
工

頁
岩

北
上
山
地

片
H
調
査

I 
B2
d

I層
下
イ立

二
次
加
工

自
井

荘
「
山
lI
F

片
48
0

○
H
調
査

Ⅱ
 B
8b

Ⅱ
層

二
次
加
工

頁
岩

北
上
山
地

14
07
片

O
H
調
査

65
9

不
明

二
次
加
工

頁
岩

北
上
山
地

03
3

片
48
0

謂
杏

霧
十
上
位

二
次
加
工
IC

百
着

真
男
ヨ
山
Л辰
49
2
59
7

34
80
片

C
1
8調
査

H1
3調
査
区

表
採

二
次
力
日
工
IC

頁
岩

北
上
山
地
38
5

20
31
両

調
査

66
2

QS
W

覆
上
下
位

二
次
力
日
工

Ⅱ
D

頁
岩

北
上
山
地

両
56
0

①
→
4調
査

北
東
蛉

床
直
上

微
細
勲
I離
疲
B

頁
岩

北
上
山
ll
lj

14
94

→
4調
査

31
60

北
東
端

床
巨
上

微
�
剥
離
反
B

頁
岩

北
上
山
地

09
1

→
4H
Pa
l否

66
5

中
央
西

床
直
上

微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地

07
7
15
43

→
4調
査

31
62

床
直
上

微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地

○
H
4調
査

31
66

北
東
端

床
直
上

微
糸
B剥
離
痕
B

頁
岩
真
羽
山
脈
?
54
1

11
1
11
68

R
4調
査

引
r更
端

灰
雇
呈
ト

B
貝
岩

北
上
山
地

H
43
剤
翠既

31
69

封
ヒ
引
常

床
直
上

微
細
剥
離
反
B

馬
硝

北
上
山
地

1 
90
06
8
55
9

司
4調
査

北
頁
端

床
直
上

微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地

54
4

‖
4調
査

1

南
東

床
直
上

微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地

62
2

H
4調
査

中
央
西

床
直
上

微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地
29
5

03
6
26
9

日
4調
査

4

中
央
西

床
直
上

微
細
素
1離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地

27
7

日
4調
否

中
央
西

灰
直
ト

B
頁
岩

北
上
山
地

1 
12
18
22

H
4調
否

3

中
央
百

床
巨
上

微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地

1 
13
12
39

○
H
4調
査

9

中
央
西

覆
±
1層

微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地

22
22

○
司
4調
査

67
7

中
央
西

覆
土

微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地
52
2

14
70

○
H
4調
査

中
央
東

覆
±
1層
中
位
微
細
剰
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地

H
4調
否

南
端

橋
±
1層

微
細
剥
離
痕
B

頁
岩
】佐
上
山
14
1

H
4調
査

31
86

南
端

霧
十
微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地
87
7

R
4調
査

中
央

覆
土

微
細
剥
離
反
B

頁
岩
奥
羽
山
脈
?

H
4調
査

31
88

中
央

覆
士

微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地

13
85

H
4調
査

中
央

覆
土
微
細
剥
離
痕
B
頁
岩

北
上
山
地

70
9

H
4調
査

3

北
東

覆
土

微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地

H
4調
査

68
5

SI
看
十

微
細
訥
1離
痘
B

百
岩

北
L山
拍

11
57

H
4調
査

31
95

猪
+1
層

微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地

09
4
12
81

H
4調
査

QN
E

稜
土

微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地

■
79

○
H
4調
査

床
面

微
細
剥
R4
痕
B

頁
岩

北
上
山
地
32
7
1 
72

日
4調
査

32
05

床
面

微
細
剥
離
痕
B

買
岩

北
上
山
地

06
2

H
4調
否

床
面

微
細
剥
雖
痕
B

百
岩

北
上
山
拍

日
4調
否

32
08

SI
北
TR
I

層
十
下
位
微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地
58
6

08
9
21
22

○
日
4調
査

・I
ヒ
側

覆
上
下
位
微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地

22
5

H
4調
査

32
10

QN
E

覆
土

微
細
剥
離
痕
B

買
岩

北
上
山
地

03
7

H
4調
査

QN
E

覆
土

微
細
剥
離
痕
B
赤
色
頁
岩
北
上
山
地

28
60

H
4調
査

QS
E

覆
土

微
細
剥
離
痕
B

買
岩

北
上
山
地

69
6

H
69
6

SI
QS
ヽ
ハ/

覆
土

微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地

15
67

H

69
7

西
側

履
±
3層

微
細
剥
離
痕
B

頁
岩
墨
メ剪
山
‖r
k?

①
H
4調
査

32
17

69
8

SI
藩
十

B
員
岩

北
上
山
地

○
H
ユ
調
査

32
19

10
底
面
巨
上
微
細
剥
離
反
B

頁
岩

北
上
山
地

○
H
4調
査

31
96
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局
載
脱

子
図
Nt

出
土
地
点

層
位

器
種

分
類

石
材

石
材
産
地

法
  
量

刃
部

特
徴

欠
損
自
然
面
友
熱
・
折
切
備
考
登
録
ll
o

種
別
番
号
位
置
(グ
リ
ン
ド
)

莞
さ
(c
m
幅
(c
m)

重
量
(富
)
形
状
角
度
C

SK
覆
土

微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地

10
33

4調
査

32
22

SK
覆
土

微
細
票
J離
痕
B

頁
北
上
山
lr
j

28
2

○
4調
査

32
23

SK
覆
土

微
細
剥
離
痕
B

頁
】r
卜
I」
ll
l

37
3

15
79

○
14
調
査

32
24

I 
Bl
dJ
ヒ
東

Ⅲ
層
下
位
微
糸
B剥
離
痕
B

頁
1ヒ
上
山
地
13
2
36
5
10
8

14
調
査

32
25

I 
Bl
d北
西

Ⅱ
層
中
位

B
頁
岩

Hヒ
上
山
地

36
9

10
29

4調
否

I 
Bl
d】
ヒ
西

Ⅱ
層
中
位

瞑
B

頁
岩

北
上
山
地

C
14
調
否

IB
ld
 P
4イ
寸
断

微
細
剥
離
涙
B

頁
岩
奥
羽
山
脈
?

29
8

4調
査

32
28

Ⅱ
 B
 l
fl
al
個
1末
拒

黒
色
土

微
細
剥
離
痕
B

買
岩

北
上
山
地

17
35

○
4調
査

I 
Bl
h

Ⅲ
層
下
位
微
細
剥
離
痕
B

買
岩

北
上
山
舶

4調
査

32
38

Ⅱ
 B
2d
封
ヒ
西

Ⅱ
層

微
細
剥
RL
痘
B
頁
岩

北
上
山
地
32
8

4訓
否

32
29

0
Ⅱ
 B
2d

Ⅱ
層

微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
地

12
7
17
66

4調
査

32
32

I 
B2
e南
西

Ⅲ
層
巨
上
微
細
剥
離
痕
B

買
岩

北
上
山
地
20
9

○
14
調
査

32
36

2
I 
B3
c

Ⅱ
層
中
位
微
細
剥
離
痕
B

頁
岩
北
上
山
地

12
32

O
14
調
否

3
H1
3調
査
区

表
採
微
紳
剥
離
痕
B

買
岩

北
上
山
地

5,
49

○
4調
査

32
40

H1
3調
査
区

表
採

微
細
剥
離
反
B

買
岩

北
上
山
地

44
2

21
07

14
調
査

32
41

5
調
査
区
外

表
採

微
細
剥
離
痕
B

頁
岩

北
上
山
ll
l

13
41

○
14
調
査

6
不
明

微
細
剥
離
痛
B
買
岩

北
上
山
地

14
43

O
4調
査

32
45

Ⅱ
 B
2c
封
ヒ
西

Ⅱ
層
中
位
微
細
剥
離
痕
Ⅱ
A

頁
岩

北
上
山
地
26
8

13
20

H
4調
査

8
SI

中
央
西

床
直
上

微
細
剥
離
反
Ⅱ
B

頁
岩

北
上
山
地
29
5
41
7

○
H1
4調
査

9
耳ヒ
西
端

床
巨
上

微
細
剥
離
痕
IB

頁
岩

北
上
山
地

13
5

H
4ヨ
毒
考野

SI
中
央
西

床
直
上

微
細
剥
離
痕

百
井
北
上
山
地
26
9
35
2

Э
H
4調
査

床
直
上

微
細
剥
Rt
痕
Ⅱ
B

頁
岩

北
上
山
地
87
5

1 
11
24
03

Э
H
4調
査

中
央

床
直
上

微
細
剥
雖
痛
IB

頁
岩

北
上
山
地
20
9

05
5
69
5

○
H1
4調
査

中
央
西

床
直
上

微
細
剥
離
痕
IB

頁
岩

北
上
山
地
38
2

17
85

○
H1
4調
査

中
央
西

:直
上

微
細
剥
離
痕
IB

頁
岩

北
上
山
地

08
5
15
09

○
H

SI
中
央
西

直
上

微
細
剥
離
痕
IB

頁
岩

北
上
山
地

H7
0

O
H

77
SI

巨
上

微
細
剥
離
痕
IB

頁
岩

北
上
山
地

09
3
36
31

H
SI

27
床
直
上

微
細
剥
離
痕
IB
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
北
上
山
加

12
64

H
4調
査

81
SI

中
央
西

覆
土

微
細
剥
離
痕

頁
砦

北
上
山
地
21
9
37
3

H
4調
査

3

中
央

覆
土

微
細
剥
離
痕

買
岩

北
上
山
地

○
H
4調
査

SI
中
央

看
十
微
細
剥
離
痕

頁
岩

北
上
山
地

H
4調
査

31
90

北
東

覆
土

微
細
剥
離
痕
IB

百
黎
北
上
山
地

H1
4調
査

3
SI

覆
±
1層

微
細
剥
離
痕
IB
珪
化
木
北
上
山
地
22
7

12
7
11
55

H1
4調
査

3
73
3

P4
イ
寸
→斤

覆
土
微
細
剥
離
痕

頁
岩

北
上
山
地

H1
4調
杏

32
00

覆
土

微
細
剥
離
痕

頁
岩
北
上
山
地
37
3

16
63

H1
4調
査

覆
土
微
細
黒
1離
痕

頁
岩
奥
羽
山
脈
?
22
8

H1
4調
査

覆
土

微
細
剥
離
反

頁
岩

北
上
山
地

23
97

H1
4調
否

覆
土

微
細
剥
離
痕

頁
岩

北
上
山
地

42
3

13
08

H1
4調
査

床
面

微
細
剰
離
痕

頁
岩

躍
引
剪
山
‖F
k?
86
8
50
5

H3
4

H1
4調
査

QS
E

覆
土

微
細
剥
離
痕

頁
岩

北
上
山
地
27
5

07
8

H
4調
査

床
面

微
細
剥
R
t痕

頁
岩
奥
羽
山
脈
?

○
■
14
昂
電
子
⊆
32
16

層
土
微
細
剥
離
痕

買
岩

北
上
山
地
36
8

11
9
14
70

4調
否

I 
B8
c

風
倒
木
痕
微
細
剥
離
痕

頁
岩

北
上
山
ll
j

1 
27
69
7

4調
査

32
20

I 
B8
c

風
倒
木
痕
微
細
剥
雖
痕

頁
岩

】ヒ
上
山
地

37
7

4調
査

32
21

Ⅱ
 B
2d

Ⅱ
層

微
細
剥
雖
痕

頁
岩
奥
羽
山
脈
?
32
7

28
3
20
66

○
14
調
査

32
30

Ⅱ
 B
2d

Ⅱ
層

微
赤
色
頁
岩
北
上
山
地

09
5

○
11
4調
査

I 
B3
c

Ⅱ
層
下
位

隠
剥
離
痕

頁
岩

北
上
山
地

23
25

○
4訓
否

H1
3調
査
区

表
採

微
細
剥
離
痕

頁
岩

北
上
山
地

97
2

C
32
39

1
不
明

表
採

微
細
剥
離
痕

頁
岩

北
上
山
地

I
32
43



子
図
猟

出
土
地
点

層
位

器
種

分
類

石
材
石
材
産
地

法
  
量

刃
音
∫

待
徴

欠
損
自
然
面
皮
熱
・
折
山

備
考
登
録
hl
o

碁
号
位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

忌
太
r↑
I幅
(c
m〕
ヨ
さ
(c
m
重
量
ω
形
状
為
度
C

不
明

微
細
剥
離
痕

頁
岩

北
上
山
地

04
7

H
4調
査

32
44

1
8

床
面

石
核

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
北
上
山
地

28
66
6

H
3調
査

1
Ⅱ
層

石
核

頁
岩

北
上
山
地
14
44
12
0ク
47
6
99
16
0

H
3調
査

75
2

覆
土
下
位

切
断
?

百
井

H
3調
査

|
覆
土

剥
片

頁
岩
北
上
山
地

43
3

16
95

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
付
着

H
4調
査

32
47

|
SX

9
覆
±
1層

剥
片

頁
岩

北
上
山
地

28
6

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
イ寸
着

H
4調
査

32
46

第
14
表
石
斧
類
観
察
表

(1
)法
量
に
つ
い
て
、
()
は
欠
損
部
分
の
残
存
値
を
表
示
し
て
い
る
。

(2
)刃
部
に
つ
い
て
、
形
状
は
平
面
・
断
面
形
、
角
度
は
刃
部
を
3ヵ
所
計
測
し
た
平
均
値
を
記
載
し
て
い
る
。

合
は

然

‐ ‐ 〕 ⇔ 〇 ‐ ‐

(3
)欠

。
自
然
面
が
あ
る
場
合
は
、
各
欄
に
Oを
し
て
あ

掲
載
No

出
土
地
点

層
位

器
種

分
類
石
材
石
材
産
地

法
  
量

刃
部

特
徴

欠
損
自
然
面

備
考
登
録
No

琵
さ
(c
m
幅
(c
m)
ョ
Å
rt
tn
重
量
(g
l
形
状
角
度
(°

番
号
位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

置
断
面

9
3

履
土

石
斧
類

C
ひ
ん
岩
北
上
山
地
15
20

35
0
50
27
8
偏

H1
8調
査

9
周
澪
底
面

覆
土

石
斧
鞄

B
頁
岩

北
上
山
地

42
54
円
方
44
0

H
3訓
否

9
QS
E

覆
土

石
針
類

A
北
上
山
舶
(8
52
)

23
0
15
07
6
円
両

H
3調
査

S-
1

床
直
上

石
斧
頚

頁
岩

北
上
山
地

1
72
62
5

両
2個
体
接
合

○
H
4調
査

覆
±
1層

石
得
類

B
頁
岩

北
上
山
地
55
0

18
90

円
片
49
0
小
形

H1
4調
査

32
49

藩
十

石
含
類

A
斑
橋
岩
北
上
山
地
13
21
52
2

33
34
4
円
両

H1
4調
査

ベ
ル
ト

土
石
斧
類

E
砂
岩
北
上
山
地

09
8
28
63
直
両

/J
ヽ
形

H
調
査

覆
土
上
位

石
斧
類

A
買
岩

奥
羽
山
脈

円
両

/よ
形ヽ

○
調
査

4
QS
E

覆
土

石
斧
類

A
頁
岩

北
上
山
地
84
0

(1
50
)
85
68
円
両

○
→
3調
査

I 
B9
h風
倒
木
床

石
斧
類

C
買
岩

北
上
山
地

22
3
13
01
6
偏
両
57
5

1
3調
査

メ イ
ン
ベ
ル
ト
攪
舌
|

表
採

石
斧

砂
岩

北
上
山
地
12
59
,

34
64
2

〇
3調
査

Ⅱ
 B
21
1B
tt
L

履
土
上
位

石
斧
類

A
角
閃
紛
岩
北
上
山
地
(7
95

22
5
12
42
3
円
両

14
調
査

32
52

76
7

@N
E

房
土

石
含
類

買
岩

北
上
山
地
12
67
90
6

38
3 
11
直
市

石
○
14
調
査

32
85

SX
3

床
面

石
斧
類

IB
頁

13
 1
5

71
82
円
片

i
3調
査

11
21

3
QN
E

土
石
斧
類

I一
頁
岩

14
59
)

(2
72
1
27
1 
36

○
O
1
3調
査

11
22

SX
9

±
1層

石
斧
頚

Ⅱ
C

買
岩

北
上
山
地
12
72

13
66
8
偏
両

○
11
4調
査

32
55

風
倒
木
痕

表
採

石
斧
類

Ⅱ
―

頁
岩

14
95

27
3
42
86
5

H1
3調
査

77
2

Ⅱ
B颯
倒
木
填

石
斧
類

Ⅱ
一

買
岩

北
上
山
地
(1
70
9)

14
2
14
24
9

H
4調
否

32
53

77
3
12
1

I 
B2
b

Ⅱ
層

石
谷
類

Ⅱ
D

砂
岩

13
45
62
1

40
07
0
偏
片

H
4調
否

33
15

77
4

Ⅱ
 B
2

覆
土

石
斧
類

IC
頁
岩

北
上
山
地
17
68

14
8
27
83
8
直
両

H
周
杏

33
26

I 
Dl
c

Ⅱ
層

石
奪
類

Ⅲ
A

頁
岩

14
50

円
両

倭
形

H

77
6

SX
3

床
面

石
斧
類

Ⅲ
A
頁
岩

16
50

1 
20
22
09
3
円
両

容
銅
形

H
3調
査

I 
D1
0h

[層
石
斧
類

Ⅲ
A
ホ
ル
ン
フ
ェ
アレ
ス

!日
日
〕
17
53
12
55

45
84
3
円
両

獲
形

〇
H
4調
査

32
54



第
15
表
礫
石
器
観
察
表

(1
)機
能
部
の
記
載
に
つ
い
て
、
磨
面
部
は
各
部
位
の
面
数
、
敲
部
は
各
部
位
の
主
に
観
察
さ
れ
る
敲
打
箇
所
数
、
凹
部
は
各
部
位
の
凹
痕
数
を
そ
れ
ぞ
れ
表
示
し
て
い
る
。

(2
)法
量
に
つ
い
て
、
()
は
欠
損
部
分
の
残
存
値
を
表
示
し
て
い
る
。

(3
)久
損
が
あ
る
場
合
は
、
欠
損
欄
に
Oを
し
て
あ
る
。

― 〕 ω ド ー

掲
載
No

出
土
地
点

層
位

器
種

分
類

石
材
石
材
産
地

法
  
量

機
能
部

特
徴

欠
損
備
考
登
録
NO

子
図
批

民
さ
(c
m
幅
(c
m)
享
さ
(c
m
重
量
(8
1

;正
■

萩
凹
辞

種
別
番
号

位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

正
側
一異
正

一暴
正
lR
一果

77
8

2
北
東
付
折

床
直
ト

礫
器
壊

A
頁
岩

北
上
山
地

79
2
28
5
60
29
5

1
4調
査

2
中
央
西

獲
±
1層

礫
器
類

A
頁
岩

北
上
山
地

10
58

56
73
6

4調
査

2
QS
E

覆
土

礫
器
類

A
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
北
上
山
地

7 
17

26
81
5

1
14
訥
否
32
92

2
SX

矮
+1
層

礫
器
類

A
貢
岩
北
上
山
地

13
1 
27

4調
査
32
81

2
SK

覆
土

礫
器
類

A
砂
岩

99
3

78
27
9

2
l

4調
査
33
04

78
3

2
SK

覆
土

礫
器
類

A
頁
岩

北
上
山
地

55
3

32
83
9

4調
否

SK
覆
土

礫
器
類

A
百
共
北
上
山
地

55
5

22
54
5

4調
査

2
SK

覆
土

礫
器
類

A
頁
岩

北
上
山
地
54
2

48
15
5

2
4調
査

SK
筏
±
1層

礫
器
類

A
砂
岩

65
2

57
70
2

2
3

2
O
4調
否
35
07

78
7

2
床
直
上

礫
器
類

B
頁
岩

北
上
山
地

42
29
7

4調
査

2
南
端

履
土

礫
器
類

デ
イ
サ
イ
ト
引
ヒ
L 
tt
14
k

84
4
5
55
91
92
7

石
英
安
山
岩

4調
査
32
75

2
覆
±
1層

礫
器
類

B
買
岩

北
上
山
地
61
7
59
8

30
26
4

4ヨ
封
=豆
32
58

2
SI

OS
W

覆
土

礫
器
類

B
疑
灰
岩
北
上
山
地

38
97
6

l
1

4調
査

SI
床
直
上

礫
器
類

B
頁
岩

北
上
山
地
21
93
69
7

55
80
4

4調
査
32
59

12
覆
±
1層

礫
器
類

B
砂
岩

28
98
13
01

24
32
50

敲
打
痕

4調
査

12
3

床
面

礫
器
類

B
頁
岩
北
上
山
地

61
60
4

3調
査

3
床
面

機
器
輻

B
砂
岩

北
上
山
地
19
00
69
5

61
04
9

3調
否

2
霧
上
下
位

B
頁
岩

北
上
山
地
13
55

20
1 
36

13
I 
B8
c風
倒
木
痕

覆
土

B
頁
岩

北
上
山
地
22
 1
5
10
27
2
37
64
41
0

1
査
38
03

79
7

13
E 
B2
b

I層
中

B
頁
岩

北
上
山
地
21
03
10
14

87
3 
54

1
1

H
4調
査

2
I 
Bl
d～
2d

礫
器
類

B
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
北
上
山
地
12
98
60
2
1 
75
17
3 
14

H
4調
査
33
22

79
9

3
I 
Bl
d-
2d

Ⅱ
層
中
位

礫
器
類

B
頁
岩

北
上
山
地
23
32

11
12
62

2
H
4調
査
34
14

3
II
 B
2c

I層
下
位

礫
器
類

B
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
北
上
山
地

55
5
19
4
18
68
0

3
1

砥
石

○
H
4調
杏

13
II
 B
8o

Ⅱ
層
下
位

機
器
類

B
砂
岩

23
48
12
33

20
51
31

H
4調
査

13
SI

南
西
床
直
上

捨
+1
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97
2

1
1
1

H
13
調
査
11
69

中
央
西

床
直
上

敲
磨
器
類

砂
岩

56
2

29
88
7

t
2

H
4調
査
32
65

床
直
上

敲
磨
器
類

砂
岩

I
1

H
4調
査
32
66

床
直
上

敲
磨
器
類

砂
岩

85
6
3 
74
46
02
8

l
2

H
4調
査

羅
土

敲
磨
器
類

頁
岩

北
上
山
地

36
2
39
52
2

1
1

H
4調
査
32
94

霧
十

蔽
磨
器
須

C
砂
岩

10
55

56
7

と
1

H
4訓
否

1
窄
十

C
71
/N
井

北
L 
tt
 l
rt

5
72

2
1

H
3調
否

3
封
ヒ̂
ミ
ル
ト

覆
土
上
位

敲
暦
器

C
砂
岩

北
上
山
地
10
73

12
82
29

1
2

H
13
調
査
12
84

SX
8

QN
ヽ
ハ/

覆
上
下
位

敲
磨
器
類

C
砂
岩

北
上
山
地
(1
69
8)

11
47
86

3
l

○
H
3調
査

SX
層
十

敲
慶
器
類

C
百
井
封k
上
山
加

34
78
3

2
H
4訓
否
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掲
載
No

出
土
地
点

層
位

器
種

分
類

石
材

石
材
産
地

法
  
量

機
能
司
`

特
徴

欠
損

備
考
登
録
No

予
大
r
幅
(c
m)
享
さ
(c
m
重
量
(g
l
暦
面
部

敲
音
Б

凹
部

種
別
番
号

位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

正
正
側
募
正
側
異

務
土
中
位

敲
磨
器
類

C
砂
岩

北
上
山
地

37
2
26
43
5

H
3調
査

Ⅱ
 A
2富

Ⅲ
層
巨
上

敲
磨
器
類

C
頁
岩

北
上
山
地
97
2

30
08
1

2
1

H
調
否
33
28

I 
B6
e焼
土
付
近

Ⅱ
層
中
位

敲
磨
器
類

C
砂
岩

51
87
7

2
H
調
査
33
80

IA
区

盛
土

敲
磨
器
類

C
砂
岩

31
1
77
2
4
35
62
47
3

l
H
調
査

II
 B
 l
h

I層
下
位

敲
磨
器
堀

C
頁
岩

北
上
山
地

28
9
36
50
3

I
H
調
否
38
32

床
直
上

敲
磨
器
類
Ⅱ
 A
l
デ
イ
サ
イ
ト

Jヒ
上
山
比

6 
17
44
3
46
43
8

1
石
英
安
山
岩

H
調
査

雨
真

獲
土

敲
磨
器
類
Ⅱ
 A
l
疑
灰
岩

北
ヒ
山
14
1

90
9 
16

1
H
調
査
33
65

QN
E

覆
土

敲
磨
器
類
Ⅱ
 A
l
デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地

34
70
8

1
1

石
英
安
山
岩

H
調
査
33
36

SK
覆
土

敲
磨
器
類
Ⅱ
A2
疑
灰
岩
北
上
山
地

56
6
88
60
1

1
調
査

8
周
溝
覆
土

敲
磨
器
類
I 
Bl

砂
岩

北
上
山
地

51
73
0

1
|

1
8調
否

8
周
溝
底
面

敲
磨
器
類
Ⅱ
 B
l
砂
岩

北
上
山
地

5 
15

3■
37

1
[

1
3調
査

8
I 
B9
i～
Ⅱ
 B
3i
風
倒
未
漁

Ⅱ
層

敲
磨
琴
類
Ⅱ
 B
l
癖
灰
岩
北
上
山
地
9 
12

24
56
6

l
と

1
3調
査

8
床
面

敲
磨
器
類
Ⅱ
 B
l

北
卜
山
14
j

40
98
2

1
→
3調
査
20
3

8
I 
B8
i 
NE

覆
土

敲
磨
器
類
Ⅱ
 B
l
砂
岩

北
上
山
地

75
7
32
0
35
73
6

2
→
3調
査

92
9

8
床
直
上

敲
磨
器
類
Ⅱ
 B
l
砂
岩

北
上
山
地
(6
20
)

35
0
11
98
9

と
司
8訓
否

床
面

敲
磨
器
類
Ⅱ
 B
l
砂
岩

北
上
山
地
10
65
75
5

66
91
6

1
H1
3調
査

o7
言
Б
分

床
直
上

敲
磨
器
類
Ⅱ
 B
l
砂
岩

北
上
山
地
88
0

43
90
4

1
H1
3調
査

@S
E

履
土
上
位

敲
磨
器
類
Ⅱ
 B
l

百
黎

北
上
山
地

39
0
36
74
7

1
2

H1
3調
査

12
9

中
臭
封
監

霧
十
下
イマ

蔚
磨
器
鞄

I 
Bl

北
上
山
地

10
97
37

1
1

H1
4調
査
33
87

9
SX

1
覆
土

敲
磨
器
類

I 
BI

砂
岩

北
上
山
地
67
3

36
3
36
05
5

1
H1
3調
査

SX
4

底
面

敲
磨
器
類
Ⅱ
 B
l
砂
岩

北
上
山
地
25
0

55
0
71
59
9

1
H1
3調
査

13

SX
4

庚
面

敲
磨
器
類

I 
BI

砂
岩

封
ヒ
上
山
ll
l

27
40
2

2
H1
3調
査

15

SK
覆
土
(黒
)

敲
磨
器
類

I 
BI

砂
岩

北
上
山
地
84
4

19
77
9

1
2

H1
8調
査

SK
覆
上
下
位

敲
磨
器
類

I 
Bl

砂
岩

北
上
山
地
12
15

15
07
3

1
H
3調
査

93
9

SK
覆
十

敲
磨
器
幅

I 
BI

不
明

封
ヒ 「
山
ll
l
11
92

2
83
35
50
8

2
H
4謝
否

SK
猪
十

敲
磨
器
類

I 
Bl

頁
岩

北
上
山
地

22
3
14
14
3

2
H
4調
査

SK
疫
土

敲
磨
器
類
Ⅱ
 B
l
頁
岩

北
上
山
地

23
26
8

1
日
4調
査

94
2

9
IB
飢
風
倒
木
痕

Ⅱ
層

敲
磨
器
類

I 
Bl

頁
岩

北
上
山
地

27
32

l
H
3調
査

9
I 
C1
0a

Ⅱ
層

敲
磨
器
類
Ⅱ
 B
I
砂
岩

北
上
山
地
12
67

4
49
50
64
3

1
日
3調
査

9
5

床
面

敲
磨
器
類

I 
B2

買
岩

北
上
山
tl
J
14
50

1
1

H
3訥
否

9
床
直
上

講
磨
器
緬
I 
B2

百
井

北
上
山
地
99
4
76
7

57
15
6

1
1

H1
4調
琶

94
6

床
直
上

敲
磨
器
類
I 
B2

砂
岩

20
22
65
2

73
19
6

2
1

H1
4調
査
33
35

7
北
西
端

床
巨
上

敲
磨
器
類
Ⅱ
 B
2
頁
岩

北
上
山
地
11
88

36
89
8

1
1

H1
4調
査
33
62

Ⅱ
 B
lh

Ⅱ
層
下
位

敲
磨
器
類

I 
B2
デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地
16
59

47
1 
56

1
1

百
英
安
山
岩

H1
4調
査

9
Ⅱ
 B
2c

Ⅱ
層
中
位

敲
磨
器
類
Ⅱ
 B
2
デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地
23
58

10
68
12

1
2

百
英
安
山
岩

H1
4調
査

I 
A9
f-
1ば
攪
舌
し

Ⅱ
層

敲
磨
器
類
Ⅱ
 B
2
砂
岩

23
47

15
44
01

1
1

H1
4調
否

QS
E壁
際
(周
溝
上
)

覆
上
下
位

敲
磨
器
類
Ⅱ
 B
3
頁
岩
】
ヒ
上
山
ll
b
11
80

44
46
7

1
H1
3調
査

QS
E 
fl
F際
(周
溝
上
)

藩
十
下
位

敲
磨
器
類
Ⅱ
 B
3
砂
岩

北
上
山
地
11
05

35
58
4

2
1

H1
3調
査

床
面

敲
磨
器
類
Ⅱ
 B
3
閃
緑
岩
北
上
山
地
80
9
27
3
19
1
62
21

1
1

H1
3調
査
20
8

QS
E壁
際
(周
馬
上
)

覆
上
下
位

敲
磨
器
類
I 
B3

砂
岩

北
上
山
地
13
98

61
08
6

ユ
l

H1
3調
査

18
床
直
上

敲
磨
器
類
I 
B3
尾
灰
岩
北
上
山
地
88
5

27
40
3

2
■
13
調
杏

中
央
都

覆
上
下
位

敲
磨
器
垣

斑
岩
北
上
山
地

64
39
8

1
l

H1
3調
査

95
7

SK
覆
土

敲
磨
器
類

I 
B3
花
開
閃
緑
岩
北
上
山
地
86
2

37
5 
15

1
1

H
3訓
杏

Ⅱ
 D
lc

I層
下
位

敲
磨
器
類

砂
岩
北
上
山
地
14
71

59
13
1

1
1

H
3調
査

Ⅱ
 D
lc

I層
下
位

敲
磨
器
類

砂
岩

北
上
山
地
72
8
26
6
1
72
67
48

2
1

H
3調
否
12
22

壁
際

床
直
上

敲
磨
器
類
Ⅱ
 C
l

H7
0

87
1 
11

1
|

H
3訓
否

床
面

敲
磨
器
類
I 
Cl

頁
共

1ヒ
L山
加
36
5

26
05
1

1
1
[

H
3調
査
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掲
載
No

テ
図
Nl

出
土
地
点

層
位

器
種

分
類

石
材
石
材
産
地

法
  
皇

機
言
呂
コ
∫

特
徴

欠
損
備
考
登
録
No

罠
さ
(c
m
幅
(c
m)

重
量
(g
l
磨
面
部

敲
部

凹
部

種
別
番
号

位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

正
lR
一 裏
正
側
一 異
正
側

SI
31

ON
ヽ
ハ/

霜
土

敲
磨
器
類
皿
Aa

頁
岩
耳ヒ
上
山
地
23
85

74
16
8

3
2

H
4調
査

OS
E軽
際

床
直
■

融
磨
器
41
1
Ⅲ
Ba

砂
猪
】監
L山
加

1
H
3諦
否

引
ヒ
ロ百

土
敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

頁
岩

北
上
山
地
78
8
51
2
12
2

14
1

2
H
4調
査

SI
南
西

床
巨
上

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

砂
岩

(1
77
0)

35
52
0

1
1

H
4調
査
36
59

SI
覆
上
1層

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

頁
岩

北
上
山
地
17
65

83
07
8

1
1

H
4調
査

SI
QS
W

覆
土

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

砂
岩

12
93

86
21
5

l
3

l
H
4調
査

SI
31

覆
土

敲
磨
器
類
皿
Ba

頁
岩

北
上
山
地
16
65
92
0
21
1
50
53
7

1
|

H
4調
査

SI
床
直
上

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

砂
岩

14
37

45
47
1

2
H
4ヨ
司
写S

SI
床
面

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

頁
岩

北
上
山
地
12
74

2
25
23
60
0

3
2

H
4調
査

QN
E

覆
土
下
位

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

頁
岩

北
上
山
地
95
8
88
8

25
24
4

1
H
4調
査

97
2

QN
E

覆
上
下
位

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

頁
岩

北
上
山
地
16
49

(2
18
1
22
84
6

2
H
4調
杏
34
74

SI
中
央
西

覆
土
下
位

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

頁
岩

1ヒ
上
山
地
15
00
57
1
22
7
28
91
3

1
H
4調
査

1
SI

磨
+

敲
暦
器
類
Ⅲ
Ba

砂
岩

96
7

2■
32

1
2

H
4調
査

SI
中
央
西

床
巨
上

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

砂
岩

32
94
8

2
2

2
○
H
4調
脊

97
6

21
中
央
西

床
直
上

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

頁
北
上
山
ll
lJ

11
9

1
2

H
4調
査

9
底
面

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

頁
岩

北
上
山
地
14
07

32
5 
12

1
2

1
H
4調
査

覆
土

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba
疑
灰
岩
北
上
山
地

74
53

ユ
l

H
3調
査
12
54

覆
土

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

頁
岩

北
上
山
地
18
25

43
85
9

1
1

H
4調
否

覆
上

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

頁
岩

北
上
山
地
15
06

19
27
3

①
H
4調
査
35
02

覆
土

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba
毒
灰
岩
北
上
山
lI
If
10
11

52
7
53
52
5

1
2

H
4調
査
35
09

覆
士

蔽
磨
器
類
Ⅲ
Ba

頁
岩

北
上
山
地
37
00

24
49
02

1
1

H
4調
査
86
42

I 
A1
0d

幕
十

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

砂
岩

15
80

32
75
3

2
6

5
H
4調
否

I 
A9
F企
∀
10
贈
舌
I`

Ⅱ
サ 習

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

頁
岩

北
上
山
地
12
06

26
92
4

1
H
4調
否

I 
B2
b

Ⅱ
層

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba
ホ
ル
ン
フ
ェ
アレ
ス
北
上
山
地

67
2

61
86
8

1
H
4調
査
35
18

I 
Bl
d

Ⅱ
層

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

買
岩

北
上
山
地
(9
87
)
57
0

17
74
5

1
1

H
4調
査
35
24

I 
Bl
d-
2d

Ⅱ
層
中
位

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba
ホ
ル
ン
フ
ェ
アレ
ス
北
上
山
地

12
7
55
 1
6

2
1

H
4調
査

Ⅱ
 B
2d
 
月
ヒ
西

Ⅱ
層
中
位

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

頁
岩

北
上
山
地

1
87
19
80
5

1
1

H
4調
査

Ⅱ
 B
2f
攪
舌
L引
ヒ
半

Ⅱ
層

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

頁
岩

北
上
山
lT
j

62
54
5

2
3

1
H
4調
査
35
34

I 
B9
h

Ⅲ
層
直
上

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

買
岩

イヒ
上
山
地

66
6

32
75
6

l
l

H
4調
査
35
35

I 
B1
0d

Ⅱ
層
下
位

敲
磨
器
類
Ш
Ba

頁
岩

北
上
山
地

1
H
4調
査
35
36

99
2

Ⅱ
A区

猛
土

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

礫
岩

1と
上
山
地
07
9

1
l

H
4調
査

Ⅱ
A区

盛
土

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

頁
岩

澪ヒ
上
山
地
99
7

2
22

1
1

H
4調
査

Ⅱ
E区

I層
中
位

敲
磨
器
類
Ⅲ
Ba

買
岩

北
上
山
地

17
54
9

2
2

H
4調
査
35
41

99
5

末
直
上

床
巨
上

敲
磨
器
類
Ⅲ
Bc

砂
岩

北
上
山
加
11
63

22
76
9

1
2
2

1
H
4調
査

3
中
央
西
床
直
上

床
直
上

敲
磨
器
類
Ⅲ
Bc
砂
岩

14
39

36
39
6

ユ
1
l
1

H
4訓
否

99
7

3
9

床
面

敲
磨
器
類

Ⅳ
疑
灰
岩
北
上
山
地

21
08
8
1

1
H
3調
査

3
床
面

敲
磨
器
類

Ⅳ
石
英
安
山
娼
北
上
山
ll
j

18
39
1
1

1
H
3調
査

3
0

床
面

敲
磨
器
類

Ⅳ
花
簡
閃
緑
娼

山
lf
l
10
10

10
40
71

1
H
3調
査
12
66

6
覆
土

敲
磨
器
類

Ⅳ
山
地

68
0

41
37
2

2
H
3調
否

8
攪
舌
し

覆
土

敲
磨
器
類

Ⅳ
13
19
20
9
15
2
69
83

H
3調
否

床
面

敲
磨
器
類

Ⅳ
ひ
ん
岩
北
上
山
地
11
10

67
64
5

H
3調
査

SI
床
面

敲
磨
器
類

Ⅳ
頁
岩

北
上
山
地

96
0

H
3調
査
22
8

床
面

敲
磨
器
類

Ⅳ
砂
岩
】
イ
上
山
地
12
00

46
46
7

1
H
3調
査

床
面

敲
磨
器
類

Ⅳ
秒
井

北
上
山
地

60
0

99
48

1
H
3調
否
12
77

SI
床
面

Ⅳ
砂
岩

北
上
山
地

21
36
2

H
3調
査

SI
周
溝

藩
十

Ⅳ
頁
岩

北
上
山
地
(6
00
)

92
34

H
3調
査

SI
床

敲
暦
器
頚

Ⅳ
砂
岩

(1
05
9)

22
85
6

○
H
4調
査
33
40
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掲
載
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出
土
地
点

層
位

器
種

分
類

石
材
石
材
産
地

法
  
量

機
能
部

特
徴

欠
損
備
考
登
録
NO

]版
ll
o
図
猟

昆
さ
(c
m
幅
(c
m)

重
量
(g
)
磨
血
部

敲
罰
∫

凹
部

種
別
番
号

位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

正
側
一暴
正
側
一異

側
一 昇

床
直
ト

敲
磨
器
類

Ⅳ
デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地
13
12

55
05
7

石
英
安
山
岩

H
4調
査

0
0

SI
床
E上

敲
磨
器
類

Ⅳ
閃
緑
岩
北
上
山
地

51
00
1

I
H
4調
査
33
46

0
SI

床
直
上

敲
磨
器
類

Ⅳ
頁
岩

北
上
山
地
57
4
52
7

11
34
5

[
H
4調
査

2
床
直
上

敲
磨
器
類

Ⅳ
姪
灰
岩
北
上
山
地

74
99
7

1
H
4調
査

0
3

床
直
と

講
磨
器
類

Ⅳ
癖
灰
岩
北
上
山
地

67
30

H
4調
査

0
4

SI
27

床
直
上

敲
磨
器
類

Ⅳ
砂
岩

37
87
4

H
4調
査

SI
雨
東

床
直
上

敲
磨
器
類

Ⅳ
砂
岩

67
4

34
25
8

H
4調
査
33
60

SI
南
端

覆
±
1層

敲
磨
器
類

Ⅳ
砂
岩

75
6

2
64
17
25
7

1
H
4ヨ
笥
=野

南
端

覆
土

敲
磨
器
類

Ⅳ
砂
岩

93
92
7

H
4調
査
38
67

QN
E

藩
土

敲
磨
器
類

Ⅳ
砂
岩

77
80
7

l
H
4調
査

敲
磨
器
類

Ⅳ
砂
岩

43
66
3

H
4調
全

磨
十

講
磨
器
類

Ⅳ
砂
岩

72
2

1
4調
査

炉
付
折

Ⅲ
層
面
に

耐
磨
器
48

Ⅳ
1簡
PA
H緑
】監
L 
tt
 l
lr

H
4調
査

02
2

覆
土

敲
磨
器
類

Ⅳ
デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地

64
9

59
41
2

石
英
安
山
岩

4訓
否

中
央
雨

覆
上
下
位

敲
磨
器
類

Ⅳ
頁
岩

北
上
山
地

72
3

90
8 
10

1
4調
奮
33
89

SX
3

床
面

敲
磨
器
類

Ⅳ
頁
岩

北
上
山
地

56
61
3

l
3調
査

SX
8

ON
ヽ
お/

霧
十

講
磨
器
緬

Ⅳ
疑
灰
岩
北
上
山
地

29
19
6

3調
否

SX
4

QS
E

覆
土

敲
磨
器
類

Ⅳ
疑
灰
岩
北
上
山
地
H7
7

52
58
9

3調
査

SK
覆
土

敲
磨
器
類

Ⅳ
花
闇
閃
緑
差
北
上
山
地

85
6
37
8
51
70
0

3調
査

SK
霧
十

敲
磨
器
類

Ⅳ
百
碧

引
ヒ
上
山
前

15
79
7

43
謝
率野

I 
A9
卜
10
峻
舌
L

敲
磨
器
類

Ⅳ
礫
岩

北
上
山
地

88
0

55
47
9

O
4調
査

Ⅱ
層

敲
磨
器
類

Ⅳ
砂
岩

北
上
山
地

92
58
8

3調
査

I 
B1
0d

Ⅱ
層
下
位

敲
磨
器
類

Ⅳ
38
42
5

C
4訓
否

Ⅱ
 B
ld

Ⅱ
層
下
位

Ⅳ
砂
井

95
9

80
95
3

1
4調
査

Ⅱ
 B
3d

Ⅱ
層

Ⅳ
買
岩

北
上
山
地

4調
査

Ⅱ
 E
6e

Ⅲ
層
直
上

敲
磨
器
類

Ⅳ
疑
灰
岩
北
上
山
地
12
24
77
3

71
06
4

1
4調
査

床
巨
上

敲
磨
器
類

hr
2

頁
岩

北
上
山
地

(6
48
)

14
92
6

l
C

4調
否
33
38

床
直
上

敲
磨
器
類

PY
2
デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地

29
06
6

|
石
真
鑑
山
岩

4調
査

床
直
上

敲
磨
器
類

h/
2

砂
岩

45
45
7

I
4調
査
33
51

床
直
上

敲
磨
器
類

pF
2

砂
岩

7
72
87
60
6

I
4調
査

中
真
西

後
上
1層

敲
磨
器
類
「
F2

砂
岩

56
6

28
35
0

l
4調
査

雨
更

疫
土

敲
磨
器
類

IV
2

砂
岩

67
19
6

l
4昂
電
ヱ
⊆

床
面

敲
磨
器
類

A/
2

砂
岩

71
5
63
7
65
72
8

と
4ヨ
電
犀野

SI
床
面

敲
磨
器
類

IV
2

砂
岩

65
1
39
2
48
37
5

t
4訓
否

中
央
北

覆
上
下
位

敲
磨
器
類

IV
2
デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地

48
20
4

2
石
英
安
山
岩

4調
査
33
88

SI
床
面

敲
磨
器
類

IV
2

礫
碧
北
上
山
地
18
73
83
7

91
00
6

|
4調
査

霜
十

敲
磨
器
頚

Ar
2
閃
緑
岩
北
上
山
地
21
 1
4

11
74
02

t
4ヨ
ヨ
ヱ⊆
33
92

SX
3

QN
W

筏
土

敲
磨
器
類
「
F2

頁
岩

26
04
7

1
3調
査
12
33

SX
4

QS
W

覆
上
下
位

敲
磨
器
類
「
T2

砂
岩

北
上
山
地

72
2

89
82
4

○
3調
査

SX
覆
±
1層

講
磨
器
類
「
F2

砂
岩

76
29
8

|
4調
査

SX
覆
上
1層

敲
磨
器
類

IV
2

礫
岩

北
上
山
地

75
97
8

I
4調
査

SX
9

猪
+1
層

講
磨
器
類

]「
2
買
岩
北
上
山
地

27
06
9

l
4調
査

SK
覆
上

敲
磨
器
類
「
F2
閃
緑
岩
北
上
山
地

13
12
 1
8

2
4副
翻
素野

05
2

SK
覆
土

敲
磨
器
類
「
√
2

砂
岩

75
5

51
38
6

1
14
訓
否

SK
覆
土

敲
磨
器
類
「
√
2
デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地

40
08
9

1
石
軍
安
山
措

4調
盃

I 
B1
0d

E層
下
位

敲
磨
器
類
「
げ
2

買
岩

北
上
山
地

60
2

75
89
3

2
4調
査
34
09

E 
Bl
d

Ⅱ
層

敲
磨
器
類

IV
2

砂
岩

53
82
7

1
4調
査
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点
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位

器
種

分
類

石
材
石
材
産
地

依
  
量

機
能
部

特
徴

欠
損

備
考
登
録
No

幅
(c
m)
享
さ
(c
m
重
量
(g
l
争
血
音
b

敲
音
b

凹
音
b

種
別
番
号

位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

正
側
一畏
正
側
一 異
正
側
一 異

Ⅱ
 B
l,
飛
倒
木
痕

俊
土
(黒
色
土
)

敲
磨
器
類
「
T2

頁
岩

北
上
山
地

21
78
3

l
H
4調
査
34
15

Ⅱ
 B
3c

Ⅱ
層
中
位

敲
磨
器
類

hr
2
藤
灰

北
上
山
lj

65
93

I
H
4調
杏

B9
i～
I 
C9
a風
櫛
1木
猿

Ⅱ
層

敲
磨
器
類

IV
2

砂
岩

北
上
山
地

23
67
2

l
①
H
3調
査

I 
C1
0c

Ⅱ
層

敲
磨
器
坂
「
T2
閃
緑
岩
北
上
山
地
16
13

81
13
8

1
H
3調
査

表
採

敲
磨
器
類
「
T2

砂
岩

北
上
山
地
61
6

21
33
4

4
H
3訓
否

2
QS
E

覆
土

敲
磨
器
類

FF
8

砂
岩

北
上
山
lI
I
10
40

53
18
0

H
3調
査

SK
藩
十
中
位

敲
磨
器
類
W3
デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地

49
1 
70

1
H
3調
査

I 
B9
i～
IB
li
棲
謝

Ⅱ
,「
::
:

敲
磨
器
類
「
√
3
に
蘭
閃
緑
岩
北
上
山
地
13
84
11
96

75
12
5

1
H
3調
査

焼
土

敲
磨
器
類

IV
3
凝
灰
岩
北
上
山
地
67
0

24
73
9

2
H
3調
査

床
面

敲
磨
器
類

IV
8

頁
岩

北
上
山
地
12
 1
0

81
63
1

1
H
3訓
否

QS
W

覆
土

敲
磨
器
類

IV
3

頁
岩

北
上
山
地
73
7

2
75
14
41
6

2
H
4調
査
38
77

4
QS
E

覆
土

敲
磨
器
類

IV
3
癖
灰
岩
ゴヒ
上
山
ll
lj
11
 1
0

17
53
7

2
○
H
3調
査

藩
土
上
位

講
磨
器
類

IV
3

砂
岩

北
上
山
地
15
46
)

57
4
71
7 
13

2
t

○
H
3調
査

SK
霧
十

敲
磨
器
類

A′
3

砂
岩

(1
39
2)

31
71
0

l
○
H
4調
査
38
96

覆
土

敲
磨
器
類

IV
3

頁
岩

北
上
山
地
10
07
67
5

42
43
8

1
1

H
41
11
PH
=S

Ⅱ
層

敲
磨
器
類
A3

頁
岩

北
上
山
地
13
98
79
4
29
7
54
47
5

2
H
8調
査

Ⅱ
82
b

Ⅱ
層

敲
磨
器
類

A′
3

頁
岩

北
上
山
地

2
H
4調
査
34
18

I 
B9
i～
I 
C9
a風
倒
木
嬌

I層
敲
磨
器
類
W3

ひ
ん
井
封ヒ
L 
tt
ll
lB

(3
 b
Z′
22
74
1

2
○
H
3調
査

風
倒
木
痕

Ⅱ
層

敲
磨
器
栖
V3

砂
岩

北
上
山
地
12
96
43
8
34
4
29
43
6

ユ
H
3E
II
B否

床
直
上

敲
磨
器
類

V 
la

砂
岩

88
9

41
02
7

1
1

H
4調
査

床
直
上

敲
磨
器
類

V 
la

砂
岩

99
58

I
H
4調
査
34
62

07
7

床
直
上

敲
磨
器
類

V 
la
デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地
12
00
,

48
0
78
42
5

1
I

石
英
安
山
岩

○
H
4調
査
34
30

床
面

敲
磨
器
類

V 
la

頁
岩

北
上
山
地
13
31

28
8
37
03
8

1
H
4調
査
84
69

覆
土

敲
磨
器
類

V 
la

砂
岩

12
47

62
80
3
1

2
H
4調
査
34
86

床
直
上

敲
磨
器
類
V2
a
頁
岩

】ヒ
上
山
地
17
43

28
8
52
52
5

ユ
1

H
4調
否

床
直
上

敲
磨
器
襴
V2
a

砂
岩

12
09

52
82
2

1
3

H
4調
査
34
36

Ⅱ
 B
2c

Ⅱ
層
下
位

敲
磨
器
類
V2
a

砂
岩

87
09
7

1
1

H
4調
査
35
20

I 
Bl
d

Ⅱ
層

敲
磨
器
類
V2
a

砂
岩

10
38
10
10

10
18
17

2
1

H
4調
査
35
25

9
床
面

敲
磨
器
類

WI
a

砂
岩

北
上
山
地

52
17

H
3調
査

8
7

床
直
上

敲
磨
器
類

Wt
ta

頁
岩
ヤ
に
山
ll
J

3
80
25
09
8

H
3訓
否

8
風
倒
木
痕

Ⅱ
層

敲
磨
器
類

WI
a
買
岩

1ヒ
上
山
地

H
3調
査

8
QS
E

霧
十

敲
磨
器
類

WI
a

斑
岩

北
上
山
地
12
45

53
93
9

H
3調
査

10
88

8
攪
乱

敲
暦
器
類

WI
a

頁
岩

北
上
山
地
14
19
67
9

48
29
1

2
2

H
3調
査

10
89

SI
床
面

敲
磨
器
類

WI
a

砂
岩

北
上
山
地

88
41

○
H
3調
査

周
澪
上
面

敲
磨
器
類

WI
a

砂
岩

北
上
山
地

15
86
8

H
3調
否

床
直
上

敲
磨
器
類

VI
a

砂
岩

12
81
77
3

62
86
7

ユ
H
4訓
否

床
直
上

敲
磨
器
類

lヽa
百
井
北
上
山
地
15
35

22
94
6

H
4調
査
86
52

床
直
上

敲
磨
器
緬

WI
a

砂
岩

l1
49

26
9 
18

2
H
4調
査

末
直
上

敲
暦
器
類

VI
a

買
岩

北
上
山
地

2
1

H
4調
査

床
直
上

敲
磨
器
坂

WT
a

砂
岩

2
1

H
4調
否

10
96

床
直
上

敲
磨
器
類

WT
a

砂
岩

90
5
5
58
61
85
1

2
4調
査
34
40

10
97

床
直
上

敲
磨
器
類

WI
a
砂
岩

11
21
65
6

I
H
4調
査

床
直
上

敲
磨
器
類

WI
a

砂
岩

皿
08

30
67
0

2
H
4調
査
34
42

Jヒ
到常

床
直
上

敲
磨
器
類

WI
a
買
岩

北
上
山
地
15
18

27
05
9

2
1

H
4調
査
34
44

中
央
北

床
直
上

敲
磨
器
類

WI
a

買
岩

北
上
山
ll
ll

47
26
0

2
1

1
4調
査

P6
+↓
剣 E

覆
土

敲
磨
器
類

WI
a
砂
岩

(6
34
(
24
7)
92
96

1
①
H
4調
査

猪
±
1層

敲
磨
器
類

WI
a

砂
岩

11
99

10
01
23

1
1

H
4調
査
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分
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石
材
石
材
産
地

法
  
量

機
能
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イ
ト
北
上
山
地
(1
46
01
77
1
67
2
10
04
92

3
①

■
3調
否

SX
9

塔
+1
層

融
磨
器
萎
自

ll
lA
2 
o
砂
岩

88
6

11
74
96

2
1

1
4調
査
33
69

床
直
上

敲
磨
器
類

ll
ll
B」
デ
イ
サ
/ト
耳
ヒ
Lt
tl
lj

46
91
8

1
石
英
安
山
岩

○
H
4調
査

20
5

SX
3

床
面

敲
磨
器
類
ll
Bl

買
岩

北
上
山
地

81
02
3

1
2

H
3調
査

9
覆
土
l層

敲
磨
器
類
lI
Bl
 
α
砂
岩

(1
00
2

6
72
52
96
3

1
1

○
H
4調
査

5
床
直
_L

敲
磨
器
類

ll
B2
 o

砂
北
上
山
tl
I

38
5
53
59
4

1
2
l
1

H
3調
査

12
08

床
直
上

敲
磨
器
類

ll
B2
 0

砂
岩

16
48

6 
12
10
80
65

1
I

○
H
4調
査
33
44

12
09

床
直
上

敲
磨
器
類

阻
B2
α
デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地

58
5
53
5
46
70
7

1
1

2
l
3
石
英
安
山
岩

H
4調
査

13
0
SX

9
務
+1
層

敲
磨
器
類

ll
B2
 o

頁
北
上
山
地

57
5

62
23
0

2
l

H
4調
査

1
1

Ⅱ
B2
d 
Jヒ
頁

Ⅱ
層

敲
暦
器
類

ll
B2
 0

買
岩

Hヒ
上
山
地

72
20
2

1
|
1

H
4調
査

1
2

QN
W

覆
土

敲
磨
器
類

WⅢ
Cl
堤
灰
岩
北
上
山
地

94
4
3
68
47
84
0

H
4調
査

l
3

SK
霧
上

敲
磨
器
類

hl
lC
l
デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地
(1
07
3
10
89
)

63
67
0

朱
?付
着

Э
H
4調
査
33
95

4
1

Ⅱ
A2
i 
tt
L西

Ⅱ
層

敲
磨
器
緬

LI
IC
l
花
簡
閃
緑
姥
北
上
山
ll
l
15
67

50
87
7

1
H
4調
査

西
周
構
 I
 C
8a
SE

覆
上

敲
暦
器
頚

ll
lC
と
α
砂
岩

Hヒ
上
山
地

41
7 
18

1
3

H
3訓
否

6
13

QS
E壁
際
(周
澪
上
)

覆
上
下
位

敲
磨
器
類

41
Cl
 
α
砂
岩

北
上
山
地
19
22
71
5
4
65
61
56
6

3
9

3調
査

7
13

QS
E

覆
上
下
位

敲
磨
器
類

川
Cl
 
α
砂
岩

北
上
山
地

54
04
5

l
1

H
3調
査

8
13

床
面

敲
磨
器
類

lL
Cl
 
α
砂
岩

北
上
山
地

55
0
5
50
30
53
2

1
1

○
H
3調
査

13
床
直
上

敲
磨
器
類

ll
lC
l 
α
砂
岩

1
1

H
4調
査
34
26

床
直
上

講
磨
器
類

ll
lC
l
砂
岩

35
65
9

I
1

H
4調
査

中
央
西

Ⅱ
層

敲
暦
器
類

皿
Cl
 
α
疑
灰
岩
北
上
山
地
15
54
80
6
43
7
59
67
0

1
H
4調
査
34
80

SK
筏
土

敲
磨
器
類

ll
lC
l 
α
砂
岩

4
47
98
98
1

I
1

H
4調
査
35
01

12
28

層
位
不
明

敲
磨
器
類

皿
CI
 
α
砂
岩

17
95
68
5

59
52
0

3
H
3調
査

I 
B2
c

Ⅱ
層
中
位

敲
磨
器
類

41
Ci
 
α
砂
岩

12
47

68
44
5

l
H
4調
査

13
Ⅱ
 B
2c

Ⅱ
層
中
位

敲
磨
器
類

IL
Cl
 
α
デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地

11
13
 1
5

l
石
英
安
山
岩

H
4調
査
34
21

13
Ⅱ
 B
ld
-2
d

Ⅱ
層
中
位

敲
磨
器
類

肌
Cl
 
α
砂
岩

20
52

81
15
5

2
2
4

H
4訓
否

13
I 
B2
f攪
乱
北
半

I層
敲
磨
器
緬

ll
lC
 I
花
簡
閃
緑
≠
北

'山

rT
u

93
9 
17

1
1

H
4調
査

1
IB
飢
中
央

床
面

敲
磨
器
類

II
LC
Z 
α
砂
岩

北
上
山
地

65
5

62
86
7

1
2

1
H
3調
査

13
I 
B8
c風
倒
木
痕

覆
±
1層

敲
磨
器
類

II
CZ
 
α
砂
岩

11
30
47

1
1

H
4訓
否
33
93

13
SX

9
喬
±
1層

敲
磨
器
類

皿
Dl
o
砂
井

72
3

47
88
3

1
1

2
2

H
4調
査
34
29

Ⅱ
82
c

Ⅲ
層
中
位

砥
石

砂
岩

77
7

33
02
9
1
2
]

l
H
4調
査

12
32

5
台
石
類

砂
北
上
山
ll
L

27
66
(1
03
0)
13
56
00
0

○
H
3調
査

5
台
石
鞄

閃
緑
岩

Hヒ
上
山
地
33
 1
0
26
70

97
50
00

磨
痕

H
3調
査

5
台
石
類

砂
岩

北
上
山
地
40
60
21
70
11
01
12
00
00
0

磨
痕

H
3調
査

5
台
石
類

砂
岩

北
上
山
地

35
00

26
80
00
0

敲
打
痕

H
3調
査

6
床
面

台
石
類

凝
灰
岩
北
上
山
地

22
83
39
2
41
60
00

敲
打
痕

H
3訓
否

6
床
面

台
石
類

疑
灰
岩
北
上
山
地
25
 1
8

34
57
00

敲
打
痕

H
3訓
否

6
床
面

台
石
類

関
緑
井
】
ヒ
Lt
tl
Tl
24
95

43
85
00

磨
反

H
3調
査

8
床
面

台
石
類

礫
岩

1ヒ
上
山
地
31
20

7
22
62
20
00

敲
打
痕
・
磨
痕

H
3調
査

0
炉
埋
設
土
器
肉

炉
台
石
類

76
12
5

Э
H
3調
否

3
覆
土

台
石
類

頁
岩

北
上
山
地
30
95
28
44

46
35
24

痕
H

6
床
面

台
石
類

買
岩

北
上
山
地

20
92

38
24
00

T胡
夏

H

SI
8

床
直
上

台
石
類

砂
岩

北
上
山
地
15
06
;
12
82
1

16
63
00

談
打
展

①
H
3調
査

SI
8

覆
土

台
石
類

砂
岩
】ヒ
上
山
加

27
20
0

誠
打
反

○
H
3調
査
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掲
載
No
ヨ
片
テ
Al
r
三
団
�

出
土
地
点

層
位

器
種

分
類

石
材
石
材
産
地

法
  
量

機
能
部

特
徴

欠
損
備
考
登
録
NO

民
さ
(c
m
幅
(c
m)
享
さ
(c
m
重
量
(g
l
磨
面
部

敲
部

凹
部

種
別
番
号

位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

一 異
正

募
正
側
墓

8
I 
C1
0a

房
土

台
石
類

砂
岩

北
上
山
地
(1
47
0)
(9
73
)
72
9
15
90
00

○
H
3調
査

8
QN
E

磨
十

台
石
類

(8
60
)
(6
72
)

60
40
0

秀
痛
・
被
藝
0
H
3調
否

IC
9a
 Q
NE

筏
土
中
位

台
石
類

73
00

磨
痕

①
H
8調
査

24
8

焼
±
3付
近

床
面

台
石
類

砂
岩
】監
L 
tt
 l
ll
j

i3
21
C

35
80
00
0

設
打
痕

3調
査

SI
床
直
上

台
石
類

礫
岩

北
上
山
地

審
痕

H
3調
査

25
0

SI
床
面

台
石
類

デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地
21
41
89
6

21
07
00

密
痕

C
3調
査

炉
台
石
類

砂
岩

北
上
山
地
(2
06
9)
62
5

19
87
00

仮
系
'炉
石
啄
C

3調
否

25
2

床
直
上

台
石
類

砂
岩

北
上
山
地
20
53
77
4

36
45
00

磨
反

8調
否

SI
炉

モ
1兄
三
萎
自

(2
48
0)

61
9
42
89
00

磨
痕
・
被
熱
・
炉
○
3調
査

SI
21

炉
台
石
類

τ
画
閃
緑
た
北
ヒ
山
ll
a
35
90
24
17

11
50
00
0

磨
痕

3調
査

21
覆
土

台
石
類

ひ
ん
岩
北
上
山
地
(8
89
(9
04
i

98
50
0

碁
痘

○
3調
査

床
面

台
石
類

砂
岩

北
上
山
地
45
00
26
50

22
50
00
0

3調
杏

25
7

炉
台
石
類

癖
灰

北
上
山
地

24
40

73
70
00

改
打
痕

3調
査

床
直
上

台
石
類

閃
緑
岩
北
上
山
地
(1
77
8i

17
57
84

護
打
痕

C
4調
査

25
9

床
直
上

台
石
類

砂
岩

20
00
16
 1
8

26
31
62

誠
打
痕

4昇
司
写軍

床
直
上

台
石
類

砂
岩

(2
05
0
(1
33
8:

10
71
01

改
打
痕

C
4調
査
35
50

床
巨
上

石
類

砂
岩

23
75

23
94
03

4調
査
35
51

QN
E

覆
土

台
石
類

砂
岩

27
 1
3
21
82
5
48
37
66
70

改
打
反

4調
査

QS
ヽ
ハ/

覆
土

台
石
類

砂
岩

17
ll
67
0
33
51
 1
0

敲
打
痕
・
擦
痕

4調
査
35
58

OS
都
/

霧
十

台
石
類

腿
井

北
上
山
地

37
25
60

C
4調
査
35
59

26
5

ON
E

覆
土

台
石
鞄

北
上
山
地
26
42

35
84
70

4調
否
35
60

覆
土

台
石
類

砂
岩

47
75
30
50

16
50
00
0

4調
査

QS
E

覆
土

台
石
類

砂
岩

32
25
65
0

35
04
40

改
打
反
。 擦
痕

4調
査
85
63

覆
±
1層

台
石
類

凝
灰
岩
北
上
山
地
24
48
87
4

35
56
60

擦
痕

4調
査
35
64

QN
E

覆
土

台
石
類

砂
岩

(1
24
6

13
53
 1
4

敲
打
痕
・
擦
痕

4調
査
35
65

27
0

SI
QN
E

覆
土

台
石
類

砂
岩

23
75
85
8

14
41
68

4調
査

SI
覆
土

台
石
類

デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地

23
50

15
50
00
0

4調
査
35
68

SI
床
直
上

台
石
類

26
19
20
14

44
38
60

敲
打
痕

41
11
剖
7⊆
35
69

床
直
上

台
石
類

5
27
75
00
00

4調
否

床
巨
上

台
石
類

デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地
21
 3
5
82
9

27
87
39

敲
打
反
爆
痕

4調
査

床
直
上

台
石
類

砂
岩

99
5

42
56
90

談
打
痕

4調
査

SI
床
直
上

台
石
類

砂
岩

15
68

15
45
43

0
4訓
否

12
77

SI
床
直
上

台
石
類

砂
岩

28
65
09

敲
打
反
・
擦
反

4調
査
35
74

SI
床
巨
上

台
石
類

砂
岩

22
75

34
64
80

敲
打
痕
・
剥
片

H
4調
査
35
75

床
直
上

台
石
類

砂
岩

26
23
88
3

38
72
00

H
4訓
否

12
80

SI
床
直
上

台
石
類

砂
岩

26
.8
3
20
20

48
33
40

敲
打
反

H
4調
査
35
77

SI
床
直
上

台
石
類

頁
岩

北
上
山
地

57
6
20
87
81

敲
打
痕

H
4調
査

12
82

SI
床
直
上

台
石
類

砂
岩

17
81
57
4

兼
打
痕

H
4調
否

12
83

SI
床
直
上

台
石
垣

デ
イ
サ
イ
ト
】
佐
上
山
加

47
25
70

H
4調
査
35
81

12
84

OS
E

藩
十

石
礫
岩

北
上
山
地
24
30

34
68
40

敲
打
痕
。 擦
痕

H
4調
査

12
85

洛
十

石
32
50

57
78
40

敲
打
痕
。 擦
痕

H
4調
査

12
86

俊
上

台
石
類

デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地
20
05
16
36

18
86
46

敲
打
痕
・
擦
痕

H
4調
査
35
88

覆
土

台
石
類

ホ
ル
ン
フ
ェ
アレ
ス
北
上
山
地
17
38
12
37

11
01
63

H
4調
査
35
89

層
十

台
石
垣

砂
井

12
15

16
63
42

敲
打
反

H
4調
査
35
90

床
巨
上

台
石
類

デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地
29
15
26
32
61
6
85
00
00

敲
打
痕
・
擦
痕

H
4調
査

床
巨
上

台
石
類

凝
灰
岩
北
上
山
地
24
41
24
46

51
51
30

敲
打
痕
・
擦
痕

H
4調
査

覆
±
1層

台
石
類

凝
灰
岩
北
上
山
地
(2
15
7)
(1
18
6)
(
43
6)
15
85
87

敲
打
痕
・
擦
痕

H
4調
査
35
93
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掲
載
NO

出
土
地
点

層
位

器
種

分
類

石
材
石
材
産
地

法
  
量

機
能
刊
`

特
徴

欠
損
備
考
登
録
bl
o

髯
さ
(c
m
幅
(c
m)
享
さ
(c
m
重
量
(g
)

面
部

敲
音
Б

凹
音
К

権
II
Щ

r立
置
(ク
リ
ッ
ド

正
側
一 異
正
側
一異
正
側
異

SK
移
十

石
癖
灰
岩
封
比
L山
地
29
83
11
83
1
(5
36
)
30
88
00

敲
打
痕

H
4調
査
35
95

SX
1

覆
土

石
砂
井

上
山
lJ
I

17
52
6
72
35
04
00

敲
打
痕

○
H
3調
査
13
83

1
筏
土

石
類

ア
イ
サ
イ
ト

L 
tt
 l
ll
B

15
08
〕

敲
打
痕

○
H
3調
査

3
床
面

台
石
類

砂
岩

北
上
山
地

13
42
52
6
18
59
00

磨
痕

Э
H
3調
査

SX
3

QS
E

覆
上
下
位

台
石
類

砂
岩

北
上
山
地
(7
71
(6
11
)

31
20
0

被
烈

Э
H
3訓
否

4
霧
土

台
石
類

砂
北
上
山
地
11
96
3)
(1
08
6)
(4
78
)
15
21
00

敲
打
痕

○
H
3調
査

4
覆
土

含
石
類

33
50
(2
25
0)

○
H
3調
査

4
QN
E

覆
土

台
石
類

デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地

(9
38
)

11
46
00

磨
痕

○
H
3調
査

4
東
べ
″レ
ト

霧
土

台
石
類

(9
50
)
(7
43
)
(5
50
)

審
痕

○
H
3調
査

6
床
而

台
石
鞄

百
井
オ監
Lt
tl
ll
j
22
10

71
1

設
打
痕

H
3調
査

6
床
面

台
石
類

砂
岩

北
上
山
地
17
53

26
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00

畿
打
痕

H
8調
否

7
覆
土

台
石
類

頁
岩

北
上
山
地
39
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26
90

11
20
00
0

昏
痕

H
3調
査

7
覆
十

台
石
類

砂
岩
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上
山
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l
56
30
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50

28
50
00
0

H
3調
査

8
床
而

台
石
類

砂
岩

】
ヒ
上
山
地
38
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49
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00
0

H
3調
否

9
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稜
±
1層

台
石
類

頁
岩

北
上
山
地
26
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(1
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H
4調
査
35
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覆
±
1層

台
石
類

砂
岩

22
99
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察
痕

H
4調
査
35
53

覆
上
下
位

台
石
類

砂
岩

北
上
山
地
24
80

36
73
00

蓉
痕

H
3調
査

Ⅱ
 A
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Ⅲ
層
直
上
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姿
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砂
岩
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42
:
14
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4
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C
H
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七
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H
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Ⅱ
層
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位

台
石
類

角
閃
研
岩
北
上
山
地

5
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18
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探
痕

H
4調
査
35
99
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Ⅱ
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-2
d

Ⅱ
層
中
位

台
石
類

砂
岩
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47
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00

護
打
痕
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擦
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H
4調
査
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ヒ
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Ⅱ
層

台
石
類

砂
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 5
9
12
99

19
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讃
打
痕

H
4調
査
36
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西

Ⅱ
層
中
位

台
石
類

砂
岩

25
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0
34
39
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0

護
打
痕

H
4調
査
36
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Ⅱ
層
下
位

台
石
類

砂
岩

(1
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11
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:
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察
痕

H
4訓
否

覆
土

台
石
類

Ⅱ
斑
岩

北
上
山
ld
t
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00
24
55

21
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00
0

雰
痛

H
3調
登

蠣
モ争
冤
ξ
養
貞

Ⅱ
頁
岩

32
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37
31
00

審
痕

○
H
3調
査

床
直
上

台
石
類

Ⅱ
砂
岩

(2
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2)
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11
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護
打
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痕
○
H
4調
査
35
54

7
床
巨
上

台
石
頚

Ⅱ
砂
岩

17
33
)
(6
28
:
58
5
12
79
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察
痕

C
H
4謝
否
35
55
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E

覆
土

台
石
類

E
デ
イ
サ
イ
ト
封
ヒ
上
山
舶
27
44
1
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64
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祭
涙

H
4調
査

床
直
上

台
石
類

Ⅱ
砂
岩

39
15
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00
00

H
4調
査
35
78
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2

床
直
上

台
石
類

Ⅱ
躍
灰
岩
北
上
山
触
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0

讀
打
痕
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痕

H
4調
査
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E

霧
十

台
石
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Ⅱ
砂
岩
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,
r 
zz
′
(6
64
i
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9

察
痕

H
4調
査
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筏
上
下
位

台
石
類

Ⅱ
砂
岩

22
25

15
42
84

設
打
痕

H
4調
査
35
85

QN
E

覆
土

台
石
類

Ⅱ
デ
イ
サ
イ
ト
北
上
山
地
20
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11
93
00

C
H
4調
否

3
覆
土

台
石
類

Ⅱ
砂
岩

北
上
山
地
51
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24
50

18
60
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0

H
3調
査

7
覆
土

台
石
類

Ⅱ
頁
岩

北
上
山
地
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00
00

H
4調
査

1
底
面

台
石
類

I
秒
共

北
上
山
ll
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34
90

7
86
00
00

敲
打
反

H
3調
査
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9

Ⅱ
 B
ld
-2
d

Ⅱ
層
中
位

台
石
頚

Ⅱ
砂
岩

24
34
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0
25
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設
打
痕

H
4調
査
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Bl
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Ⅱ
層
中
位

台
石
類

Ⅱ
砂
岩
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55
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H
4調
査
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中
位

台
石
類

I
礫
岩

北
上
山
地
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57
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0

H
4調
査
36
02

中
央

床
面

礫
石
錘

秒
碧

22
60
8

打
ち
欠
き
。
亜
円
礫
H
4調
査
36
06

QN
E

覆
土

礫
石
錘

頁
岩
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25
59
7

打
ち
欠
き
。
亜
円
礫
H
4調
査

中
央
西

覆
十
下
位

穫
石
錘

頁
岩

北
上
山
地

22
5
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28
5

打
ち
久
き
・
亜
円
礫
H
4調
査

霧
土

礫
石
鎌

買
岩

北
上
山
地
07
1
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7
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75
0

打
ち
欠
き
・
亜
円
撰
H
4調
査
36
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藩
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礫
石
錘

不
明

北
上
山
地
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6
33
76
1

l
l

∬
ち
欠
き
・
亜
円
穫
H
4調
査
35
44

SX
9

獲
±
1層

礫
石
錘

頁
岩

北
上
山
地
27
4
74
0
29
9
38
34
0

H
4訥
否

9
覆
±
1層

礫
石
錘

頁
岩

北
上
山
地

22
32
5

H
4調
査
86
08
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正
IR
一 畢
正

裏
正
TR
異
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39

SX
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覆
土
層

礫
石
錘
(礫
器
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頁
岩

北
上
山
地

24
73
6

打
ち
欠
き
・
亜
円
礫
H
4訓
否

SX
覆
±
1層

礫
石
錘

買
岩

封
ヒ
上
山
地
12
56

20
8 
14

打
ち
欠
き
。
亜
円
礫
H
4調
査

霜
土
層

礫
石
錘

頁
岩

北
上
山
地
12
84
68
6
1 
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21
76
2

打
ち
欠
き
,亜
円
礫
H
4調
査
36
13

覆
十
層

標
石
錘

頁
岩

北
上
山
地

23
19
2

「
ち
欠
き
・
亜
円
機
H
4調
査
36
20
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 A
2f
～
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Ⅲ
層
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位

礫
石
錐
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石
)

買
岩

北
上
山
地
18
40

47
74
7

打
ち
欠
き
・
亜
円
礫
H
4調
査
36
22

QS
E

覆
土

礫
石
鉦

II
貢
岩

北
上
山
地

11
64
7

打
ち
欠
き
'亜
円
隈
H
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4否
11
26

QN
E

覆
土

礫
石
鍾
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頁

北
上
山
地
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2
28
41

打
ち
欠
き
・
亜
円
礫
H
4調
査

13
46
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E

覆
土

礫
石
鍾

Ⅱ
頁
岩
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上
山
地
13
44

16
80
1

打
ち
欠
き
。
亜
円
礫
H
4調
査
36
16

床
直
上

礫
石
錘

Ⅱ
砂
岩

37
25

H1
4調
査

SX
覆
±
1層

礫
石
錘

Ⅱ
頁
岩

北
上
山
地

打
ち
欠
き
・
亜
円
礫
H
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司
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36
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覆
±
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櫂
石
針

Ⅱ
頁
岩

北
上
山
地
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5
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61

lT
ち
久
き
,亜
円
撰
H
4調
査
36
12
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覆
土

礫
石
錘

Ⅱ
頁
岩

北
上
山
地
86
5

20
54

H1
3調
査
11
27

暦
十

礫
石
錘

Ⅱ
頁
岩
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97

灯
ち
欠
き・
亜
円
礫
H
8調
否

Ⅱ
 A
2f
-2
R

Ⅱ
層
下
位

礫
石
錘

Ⅱ
頁
岩

北
上
山
地
99
6

28
25

打
ち
欠
き
,亜
円
礫
H
4調
査

I 
Bl
d

Ⅱ
層
中
位

礫
石
錘

Ⅱ
凝
灰
岩
北
上
山
地

08
89

打
ち
欠
き・
亜
円
礫
H1
4調
査
36
23

Ⅱ
 B
ld
-2
d

Ⅱ
層
中
位

礫
石
錘

Ⅱ
頁
岩

北
上
山
地
89
2

27
59

打
ち
欠
き
。
亜
円
礫
H1
4訓
否
36
24

35
5

Ⅱ
 D
3a
攪
乱

Ⅱ
層

機
石
鉦

Ⅱ
頁
岩
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0

H
3調
査

覆
土

球
石

千
枚
岩
北
上
山
地

52
0

26
96

H1
3調
査

覆
土

球
石

砂
岩

北
上
山
地
62
3

32
7
12
13
0

1
1

H
3調
査

炉
付
近

床
直
上

球
石

砂
岩
北
上
山
地

59
74

1
H1
3訥
否

3
床
面

球
石

頁
岩

奥
羽
山
脈

20
91

3調
査

覆
土

求
石

花
聞
閃
緑
岩
北
上
山
地

56
04

1
4調
査

I 
B2
d】
監
東

Ⅱ
層
中
位

球
石

砂
岩

32
5
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 1
5

1
4調
査
36
33

8
十

球
石

砂
岩

北
上
山
地

27
9
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1
3調
査

1
自
然
礫

閃
緑
岩
北
上
山
地
34
50
12
97
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3
55
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00

3調
査

2
自
然
艇

砂
岩

北
上
山
地
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00
17
43
11
06
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00
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H
3調
査
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礫

百
井

封
監
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山
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I
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00
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3
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15
00
00
0
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熟

H
3調
査

5
床
面

自
然
礫

頁
岩

北
上
山
地
16
86

19
97
8

H1
3調
査

床
面

自
然
礫

頁
岩

北
上
山
地
19
40

26
23
1

H1
3調
査

13
68
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床
面

自
然
礫

頁
岩

北
上
山
地
15
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63
8
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3調
否
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覆
土
中
位

自
然
礫

礫
岩

北
上
山
地
15
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27
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7

H1
3調
査

床
面

自
然
礫

礫
岩

北
上
山
地
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3調
査
13
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床
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自
然
換

砂
岩

北
上
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地
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H
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否

13
72

床
面

自
然
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砂
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北
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地
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H
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査
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覆
土
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頁
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3調
査

13
74

床
直
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砂
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砂
岩

25
34

92
46
3

4調
査
36
48

床
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上
山
地
18
95
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4調
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床
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礫
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北
上
山
地
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頁
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床
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上
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頁
井
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査

床
直
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自
然
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買
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北
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H
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床
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買
岩

北
上
山
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H
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査
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床
直
上

自
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礫

貢
岩
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上
山
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査
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封
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覆
土

自
然
礫

頁
岩
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山
地
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杏
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半

稜
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自
然
礫

買
岩

北
上
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査
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礫

買
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H
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査
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覆
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山
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礫
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査
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覆
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覆
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Ⅵ まとめ

].遺構
今回の 2カ 年に渡る調査で検出した遺構総数は、竪穴住居跡41棟、竪穴住居状遺構12基、土坑54基、土器

埋設遺構 1基、焼土遺構 6基、柵列 5列、ピット74基である。このうちのほとんどが削平の影響を受けてお

り、また削平が少ない地点でも著しい重複のため遺構プランが判然としないものも数多くあった。

本項ではこれを踏まえて、出土遺物・遺構形態の点から本遺跡の存続時期を考える上で、変遷を追うのに

適する竪穴住居跡について、その分布と形態を概観する。

(1)時期別遺構分布図

本遺跡から検出された竪穴住居跡は出土遺物・遺構形態の点から大きく、 2時期に大別される。

a.縄文時代前期

縄文時代前期に想定される竪穴住居跡は計 4棟あり、出土遺物からさらに前期中～後棄 2棟 (S123・ S127)、

前期後葉 2棟 (S118・ 24)に分けられる。平面形はいずれも長方形の大形プランを呈しており、長軸は1000

～1300cm、 短軸は370～500cmであり、床面積は約50だ (S118・ 27)、 約30∬ (S123・ 24)で ある。軸線はN―

10～ 27° ―Wに集中しており、斜面に対して長軸が直交する様相を呈し、ほぼ等間隔に配置されている。該

期の代表的な遺跡として知られる秋田県協和町上ノ山Ⅱ遺跡や岩手県遠野市新田Ⅱ遺跡に見られる放射状大

形住居跡群のような遺構配列は本遺跡には見られず、あくまで等高線に沿う形で形成されている。出土遺物

は重複地点が多く、帰属が判然としないものもあるが、おおむねⅡ群の土器群を伴出しており、既存の上器

型式に当て嵌めれば、大木 4～ 5a式期 (縄文時代前期後葉)がその中心時期となる。

比較的遺構の残存が良好であったS127竪穴住居跡については、第31図に示したとおり、柱穴配置、周溝の

拡幅などから遺構推定変遷図を表すことができた。柱穴は長軸壁内側に等間隔で配置され、壁際には周溝が

巡らされている。一部周溝が途切れる箇所があり (北 。東壁側)、 入口施設であった可能性もある。炉施設

については、床面中央に 5基の地床炉が並列する形態を成しており、同時期に使用されていた可能性が高い。

柱穴の多くは他柱穴と重複していることが多いため、周溝と合わせて住居跡を拡張したことが考えられ、最

低 2段階の変遷が想定される。

b.縄文時代中期

縄文時代中期に想定される竪穴住居跡は計32棟あり、出土遺物・遺構形態からさらに中期末葉に想定され

る竪穴住居跡が計12棟抽出される (S102・ 10。 16・ 20・ 21。 29'31・ 33～ 37)。 残りの20棟についても中期末葉など

に想定される遺構が多く含まれていると考えられるが、出土遺物・遺構形態の両面からも詳細な時期を見出

すには至らなかった。平面形はいずれも円形もしくは楕円形を呈し、直径約300～600cm前後、平均値は約

400cm前後である。床面積は遺構プランが削平または重複により破壊されているものが多いため、一概には

言えない。軸線も同様であるが、東側 (斜面下方)に偏る、または寄る炉配置を持つものが多い傾向がある。

柱穴配置は軸線とも関係するが、中期の住居跡全体には不規則な配置が多く、中期末葉の住居跡になると、

炉・柱穴配置など構造的にかなり類似性が見られる。

炉の形態に着眼すると、中期全体では地床炉が最も多く12棟、次いで石囲炉10棟、土器埋設炉・複式炉・

土器埋設複式炉各 3棟、土器埋設石囲炉1棟となる。この中で中期末葉と想定した住居跡だけを見ると、土

器埋設複式炉・複式炉・石囲炉各 3棟、土器埋設炉 2棟、地床炉1棟 という構成になる。削平により、石四
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炉などの形態を成していたものが、地床炉状を呈している可能性も大いにあるが、Ⅲ群の大木10式に比定さ

れる土器群を伴出する住居跡に中期末葉に強い類似性を持つ複式炉などが見られることも特徴のひとつとし

て挙げられる。また、この場合の柱穴配置は、炉の軸線を中心に左右姑称になる傾向が顕著である。複式炉

の形態で共通性を持つ遺構としては、①比較的小規模の燃焼部を持ち前庭部にも燃焼の痕跡が見られるS131

とS133(埋設土器も付属)、 ②燃焼部側面に斜位に設置された埋設土器を伴うS135と S136があり、住居跡に

伴出する土器にも共通性が見られることから、同時期に存在していた可能性が高い。

中期末葉の竪穴住居跡で、重複関係からその変遷を追うのに適した遺構として、比較的遺構の残存が良好

であったS133～ 35竪穴住居跡がある。重複関係を見ると、S135が最も古期にあたり、S133が最も新期である。

詳細な遺構変遷については第38。 39図 を参照して頂きたいが、最も古期にあたるS135は土器埋設複式炉を有

する住居跡であり、燃焼部壁に斜位に埋設されたⅢ群土器 (No188・ 大木10式期)を持つ。この炉を埋めた後、

対面に新たな複式炉 (石組の残存なし)を構築しS134が作られ (床面出土土器No190)、 さらに最も新期の燃

焼部が比較的小規模な複式炉を有するS133が再構築されている。この 3遺構はいずれも中期末葉に想定され

る竪穴住居跡で、短期間に炉も含めた「建て替え」が行われたことを表している。

中期全体の竪穴住居跡分布を概観すると、調査区の北側コBl～ 2dグ リッド付近、 I B8～ 91グ リッド付近に

遺構が集中して重複していることが分かる。また、南側にも小規模な重複が見られ、その他の地点は極端に

遺構密度が散漫になる傾向が見られる。これは、削平により遺構が消減したことも考えられるが、土地利用

の点から、同一地点に建て替えを行う理由があるのかもしれない。それは、住居を構築する際の部族内の決

まりなのか、単に以前使用していた住居の窪んだ箇所を利用して、新たに掘削する仕事量を軽減するためな

のか、まったく推測の域を脱し得ないが、着眼すべき点のひとつであるのは確かである。

(2)他遺構との関係性

(1)で述べたように、本遺跡で検出された竪穴住居跡41棟は大きく縄文時代前期と中期という2つの時期に

分けられる。この他の遺構についても、竪穴住居跡とほぼ同一の時期が想定される。まれに、SX12竪穴住

居状遺構のように縄文時代早期中葉の遺物のみが含まれその時期に所属すると考えられる遺構、SK08土坑

のように縄文時代後期の遺物のみが含まれる遺構などがあるが、その数は散逸的であり、多くの場合、中期

の遺物が含まれている。

(3)集君としての存続時期

本遺跡の存続時期は出土土器の型式年代、遺構形態に見られる時期変遷、放射性炭素年代測定の結果など

から、①縄文時代前期の中でも特に前期後葉、②縄文時代中期の中でも特に中期末葉が主体とされる集落と

しての存続時期を成している。 2つの時期の間には、約1000年 間の空白時期がある。縄文時代中期中葉など

の遺物も検出されているが、非常に散発的である。

前期後葉に長軸10mを越える規模の大形住居跡を数棟形成するほどの集落が営まれたにも関わらず、その

後衰退し、中期末葉になり再び集落として居住されるに至った。この間、集落本体は何らかの理由により他

の土地に移動したものと考えられる。

中期の住居跡の多くが重複し、同一地点に何度も「建て替え」が行われていることについては、古期の住

居が完全に埋没する前に、ほぼ同一床面レベルで新期の住居が構築され、短期間にほぼ連続的に生活が行わ

れたことを示している。集落としての存続時期は、短時期に限られ、集落規模は大きくなるに至らず、集落

の構成員数はほとんど変化がなかったことを表していると考えられる。
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2.遺物
本遺跡から出土した遺物は、縄文土器大コンテナ (T40:42× 32× 30cm)約 30箱・平安時代の土器 3片・

土製品15点・石器大コンテナ (T40:42× 32× 30cm)約 50箱・石製品29点・銭貨 1点で、登録点数は土器443

点・土製品15点・石器901点・石製品29点・銭貨 1点の合計1389点である。

このうち、本遺跡の相姑年代を考える上で欠くことの出来ない土器と、最も多くの出土量を得た石器につ

いて概略的なまとめを行う。        ‐

(1)上器

今回の調査で出土した土器は、縄文時代早期～後期の 4時期と、平安時代に所属するものである。このう

ち、本遺跡の主体となる縄文時代前期後葉と、縄文時代中期末葉の土器群について若干の考察をする。

a.縄文時代前期後葉

第Ⅱ群縄文時代前期の上器は、既存の土器型式から大木2a式
。大木 3式 ,大木 4～5a式に比定される土器

群である。特に、大木 4～ 5a式土器は出土事例が少なく、秋田県協和町上ノ山Ⅱ遺跡・岩手県遠野市新田Ⅱ

遺跡 。同県陸前高田市牧田貝塚などでまとまった資料が出土している。本遺跡に見られる該期土器群は、植

木鉢形や朝顔形の器形を呈し、日唇部・回縁部 。胴部上半に小波状文やハート形・三角形、梯子状文を構成

する細粘土紐貝占付を行うもので、興野氏の指摘するところの大木 4式に当たると考えられる (興野 1969)。

また、鋸歯状沈線文を横位に施文するものもあり、大木5a式に比定される。

b.縄文時代中期末葉

第Ⅲ群縄文時代中期の上器は、既存の上器型式から大木8a式 。大木10式に比定される土器群である。その

中で主体を成すのは大木10式に比定される土器群であり、おもに沈線によって文様が施される沈線文系土器

である。文様モチーフは横方向に展開され、日縁から胴部上半のみに描かれる。胴部下半は地文のみとなり、

頸部に文様帯と非文様帯を区画する沈線が引かれるものと、文様を連結させて区画するもの、区画しないも

のがある。

施文技法には磨消縄文が用いられ、予め地文である縄文を器面全体に施した後に沈線を引いて区画を行い、

その内側をナデて磨り消す手法が行われている。地文には斜縄文が多いが、単軸絡条体第 1類による施文も

行われている (池谷 1988)。

本遺跡の大木10式は池谷氏の分類 (池谷 1988)に よれば、大木10b式の第 1段階及び第 2段階にあたる。

第 1段階は「短隆起線が無文部の先端や、無文部どうしの接する部分に貼 り付けられている段階」であり、

No164・ 232・ 229な どである。また、第 2段階は「短隆起線がのびて器面を全周する段階」であり、恥47・ 165。

170。 171・ 323な どである。

また、本間氏の分類 (本間 1994)によれば、中村氏の論考を引用しながら (中村 1986)、 観音堂・湯沢両

遺跡 (三浦他 1983)に見られる土器組成が一型式内に包括されるものであるとし、深鉢形土器の変遷系列

を時期幅に内在されるものとした、大木10b式 にあたる土器群である。

よって、本遺跡出土土器から見ても、本遺跡の中期末葉における存続時期は長期間に渡るものではなく、

土器型式という観点から見れば、大木10b式期という一型式の枠に収まるものであると考えられる。

(2)石器

本遺跡の出土土器は縄文時代早期から後期にまで及ぶが、その主体となる時期は縄文時代前期後乗と中期

末葉であると考えられる。その他に前期中葉から後葉にかけて、または中期中葉などの上器群が出土してい

る。よって、本遺跡出土石器については、遺構内は共伴する出土土器と同様の縄文時代前期後葉または中期
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末葉、遺構外については早期～後期 (主体は前期後葉、中期末葉)と ある程度の時期幅を持って捉えたい。

今回の調査で出土した石器の総数は合計1161点に及ぶ。この内260点が石器製作に伴う剥片 (石屑片)で、

トゥールとして認定したのは901点 である。石器の内訳は尖頭器 6点 (0,7%)、 石鏃46点 (5.1%)、 石錐 1点

(0。 1%)、 石匙19点 (2.1%)、 石箆 2点 (0.2%)、 楔形石器 5点 (0.6%)、 スクレイパー類61点 (6.8%)、 二次加

工ある剥片64点 (7.1%)、 微細剥離痕ある剥片87点 (9.7%)、 石核 2点 (02%)、 石斧類23点 (2.6%)、 礫器類

35点 (3.9%)、 敲磨器類418点 (46.4%)、 砥石 1点 (0。 1%)、 台石類100点 (11.1%)、 礫石錘24点 (2.7%)、 球

石 7点 (0.8%)である (第 147-1図 )。 このほかに素材礫とみられる自然礫が105点ある。

このなかで、本項では剥片石器の尖頭器・石鏃の先端部に見られる先端角及び石匙・スクレイパー類・二

次加工ある剥片の刃部に見られる刃角について、若子の考察を行う。

a.先端角について

先端角は、尖頭器及び石鏃など尖頭部を有するものから得られる角度で、石器の機能部として実際の狩猟

行動に大きく関わるものである。

本遺跡出土の尖頭器は 6点あり、このうち 5点について計測可能である。最小値は配461の 43.0° 、最大値

はNo460の 85,0° 、計 5点の平均値は61.2° である。最小値及び最大値の 2点は大きく離れているものの、残

りの 3点はほぼ平均値である。

また、本遺跡出土の石鏃は46点あり、このうち38点について計測可能である。これも尖頭器と同様に石器

の機能部として実際の狩猟行動に大きく関わるものであり、規格性が窺われる資料である。最小値はNo465

の270° 、最大値は配479の 119.0° であり、計38点の平均値は60.3° である。分類ごとの平均値を比較すると、

IA類 (1点 )は 27.0° 、 IB類 (1点 )は 430° 、 ⅡA類 (7点 )は 56.1° 、コB類 (8点 )は 84.2° 、 H

Cl類 (15点)は 54.1° 、コC2類 (1点)は 37.5° 、Ⅱ C3類 (5点)は 61,3° である。

この両者を見ると、最小値・最大値に幅は見られるものの平均値は尖頭器61.2° 、石鏃60.3° と概ね同等

の数値が得られる。製作工程の中で、素材となる石材の質にもよるが、この先端角が意識されていたことは

確かであろう。平均値を頂点として、尖頭器は430° ≦α≦85.0° 、石鏃は27.0° ≦ a≦ H9,0° の範囲で作出

された先端部は、平均値以下のより鋭角なものと、平均値以上のより鈍角なもの、わずかだが鈍角のものが

見られる。ほとんどの場合は、平均値もしくはそれ以下の角度で成形されており、イレギュラー的に鈍角な

ものが散見されるというのが、先端角に観察される事項である。

b.刃角について

刃角は、石匙及びスクレイパー類、二次加工ある剥片など刃部を有するものから得られる角度で、石器の

機能部として実際の切る、削るという作業に直接関わる箇所である。計測については、刃角は刃部 (二次加

工部位)計測箇所により大きく異なる場合があるため、 3箇所以上を計測した平均値を記載している。

①本遺跡出土の石匙は19点あり、金点について計測可能である。最小値はNo529の 30.0° 、最大値はNo528の

68.0° であり、計19点の平均値は49,3° である。二次加工部位の両面・片面作出については、両面の平均値

は14点で50.4° 、片面の平均値は5点で46.0° である。

②本遺跡出土のスクレイパー類は61点あり、全点について計測可能である。最小値はNo586の 30,0° 、最大値

は配539の 83.0° であり、計61点の平均値は57.0° である。二次加工部位の両面 。片面作出については、両面

の平均値は14点で58.1° 、片面の平均値は47点で56.7° と大差はない。

③本遺跡出土の二次加工ある剥片は64点あり、63点について計測可能である。最小値は配614の 37.0° 、最大

値はNo637の 1040° であり、計63点の平均値は56.0° である。二次加工部位の両面 。片面作出については、
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第1471図 石器組成表

第147-6図 二次加工ある剥片刃角分布図

第 147図 石器組成
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第1472図 石鏃先端角分布図

第147-4図 石匙刃角分布図

第147-3図 尖頭器先端角分布図

第147-5図 スクレイパー類刃角分布図
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両面の平均値は 3点で58.5° 、片面の平均値は60点で55.9° である。

以上、 3器種について刃角を観察すると、平均値は石匙49.3° 、スクレイパー類570° 、二次加工ある剥

片56.0° となり、49.3° ≦α≦57.0° のおよそ50° 台前半という平均刃角が得られる。また、二次加工部位の

両面 。片面作出について見ると、両面の平均値は石匙50.4° 、スクレイパー類58.1° 、二次加工ある剥片

58.5° であり、片面の平均値は石匙46.0° 、スクレイパー類56.7° 、二次加工ある剥片55.9° となる。 3器種

ともに片面加工の場合が、両面加工の時よりも鋭角に作出されることが理解される。

第147-4～ 6図に 3器種の刃角分布図を示した。石匙は51～ 55° 、スクレイパー類は51～ 55° 、二次加工あ

る剥片は46～ 50° にそれぞれピークがある。刃角はピークを頂点になだらかな山脈状を描き、より鋭角また

はより鈍角へと下がっている。これにより、各平均値である50° 台前半に刃角が集中し、意識的に二次加工

部位作出の剥離工程が成されたことが理解されよう。

3.総括
(1)館遺跡は岩手県気仙郡住田町世田米字小股地内に所在し、大股川や小股川によって形成された、舌状河

岸段丘の東向き緩斜面上に立地している。この地点が国道397号道路整備事業の対象箇所となり、遺跡の

消滅する5,500∬について2カ 年に及ぶ発掘調査を実施した。

(2)本遺跡で検出された遺構は、縄文時代の竪穴住居跡41棟、縄文時代の竪穴住居状遺構12基、縄文時代の

土坑54基、縄文時代の土器埋設遺構 1基、時期不明の焼土遺構 6基、時期不明の柵列 5列、時期不明のピ

ット74基である。

(3)こ れらの遺構の主体となる時期は大きく2時期に分けられ、縄文時代の前期後葉及び中期末葉である。

この他に早期～後期の遺構もあると考えられる。主体となる時期にはそれぞれ継続して集落が営まれてお

り、各時期の集落や遺構の分布の一部 (削平箇所を除く)が明らかとなった。特に縄文時代前期後葉は、

大形住居跡を中心とする集落形態であり、大木 3、 4～ 5a式期の住居跡であることが分かった。また、中

期には同一地点に著しい重複が見られ、何度も建て替えが行われていたことも分かった。

(4)本遺跡で出土した遺物は、縄文土器大コンテナ (T40:42× 32× 30cm)約 30箱・平安時代の土器 3片・

土製品15点・石器大コンテナ (T40:42× 32× 30cm)約 50箱・石製品29点・銭貨 1点である。土器は早期

～後期に位置付けられるものが出土し、特に大木 2, 3, 4～ 5a,10式 に比定される土器群が大半を占め

た。石器は総数1161点 に及び、尖頭器、石鏃、石錐、石匙、石箆、楔形石器、スクレイパー類、二次力H工

ある剥片、微細剥離痕ある剥片、石核、石斧類、礫器類、敲磨器類、砥石、台石類、礫石錘、球石、剥片

の各器種が出土した。土製品は土偶や耳飾、円盤状土製品、石製品は石棒類、鰹節状石製品、円盤状石製

品、映状耳飾などが出土した。

4.謝辞
この度、本報告をまとめるにあたり、多くの関係者の皆様に貴重な御指導を頂いた。また、野外調査、室
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げたい。最後に調査に絶大な協力を頂いた大船渡地方振興局土木部、住田町教育委員会、関係者各位に哀心

よりお礼申し上げる次第である。
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Ⅵ まとめ

テフラ分析

岩手県住田町館遺跡の火山灰分析

株式会社 古環境研究所

(1)は じめに

東北地方北部岩手県域には、岩手、十和田、秋田駒ヶ岳、焼石、鬼首など岩手県域とその周辺に分布する

火山のほか、北海道、中部、中国、九州地方などの火山などから噴出したテフラ (tephra,火山砕屑物,い

わゆる火山灰)が数多く分布している。テフラの中には、すでに噴出年代が明らかにされている指標テフラ

があり、それらとの関係を求めることにより、地層の堆積年代や土壌の形成年代のみならず、遺構や遺物の

年代などについても知ることができるようになっている。

そこで、住田町館遺跡において採取された試料を対象に屈折率測定とエレクトロンプローブX線マイクロ

アナライザー (EPMA)に よる主成分化学組成分析を行って、指標テフラとの同定を試みることになった。

分析の対象となった試料は、層厚 2cm程度の橙色細粒火山灰層 (試料①)である。

(2)屈折率測定

A.測定方法

試料①について、日本列島とその周辺のテフラカタログ (町田。新井,1992)の作成にも利用された温度

一定型屈折率測定法 (新井,1972,1993)に より、テフラ粒子の屈折率の測定を行った。

B.測定結果

屈折率測定の結果を表 1に示す。試料に含まれる火山ガラスの届折率 (n)は、1.509-1.513で ある。重鉱物

としては、斜方輝石や単斜輝石がごく少量含まれている。斜方輝石の屈折率 (7)はヽ1・706-1,708である。

(3)主成分化学組成分析

A.分析試料と分析方法

試料①について、指標テフラとの同定精度を向上させるために波長分散型エレクトロンプローブX線マイ

クロアナライザー (WDSttEPMA)に より、火山ガラスの主成分化学組成分析を行った。分析に仕様した

WDSttEPMAは、山形大学理学部の日本電子JXA8600MWDSttEPMAで ある。加速電圧15kV、 照射電流

0,01μ A、 ビーム径5μ mの条件で行った。補正法はOxide ZAF法を用いた。

B.斉紙結果

試料に含まれる 9粒子の火山ガラスの主成分化学組成分紙結果を表 2に示す。分析の対象となった10粒子

は、その主成分分析結果から6粒子と3粒子に分けることができる。
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(4)考察

試料が採取されたテフラ層については、火山ガラスの色調、形態、屈折率、 6粒子の主成分化学組成分析、

斜方輝石や単斜輝石が含まれていること、さらに斜方輝石の届折率などから、従来東北地方においてデータ

が得られている後期旧石器時代以降の主要な火山ガラス質指標テフラの中では、約5,500年前・1に十和田火山

から噴出した十和田中辣テフラ (To―Cu,大池ほか,1966,早 川,1983,福田,1986,町田 。新井,1992)

の可能性がもっとも高い。

しかしながら、EPMA分析の対象となった 9粒子のうち 3粒子については、十和田a火山灰 (To―a:915

年,町田ほか,1981)な ど、他のテフラに由来すると考えられる。この理由については、層厚が薄いために

テフラ層が植物や動物による攪舌しなどをひどく受け、ほかのテフラに由来する粒子が混入した可能性などが

考えられよう。より良い状況での分析を行うために、分析担当者による現地での上層観察や試料採取が期待

される。

(5)ま とめ

館遺跡において採取された試料について、屈折率測定とEPMAに よる火山ガラスの主成分イヒ学組成分析を

行った。その結果、試料が採取されたテフラについては、十和田中加テフラ (To―Cu,約 5,500年前半1)の可

能性が高いと考えられる。

単1 放射性炭素 (ИC)年代 .

文献

新井房夫 (1972)斜方輝石・角閃石の屈折率によるテフラの同定―テフロクロノロジーの基礎的研究.

第四紀研究,11,p.254-269.

新井房夫 (1993)温度一定型屈折率測定法。日本第四紀学会編「第四紀試料分析法一研究対象別分析法」 p.138‐ 148.

福田友之 (1986)考古学からみた「中棘軽石」の降下年代.弘前大学考古学研究, 3,p.415.

早川由紀夫 (1983)十和田火山中諏テフラ層の分布,絃度組成,年代.火山,第 2集 ,28,p.263-273.
町田 洋 。新井房夫 (1992)火山灰アトラス。東京大学出版会,276p.
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表 1 屈折率測定結果

試料  火山ガラス (n)重鉱物   斜方輝石 (7) 角閃石 (n2)

個D   l.509‐ 1.513       (opx,Cpx)    1.706-1.708          -

屈折率の測定法は,温度一定型屈折率測定法 (新井,1972,1993).opx:斜

方輝石,cpx:単斜輝石.重鉱物の()は ,量が少ないことを示す。

表 2 火山ガラスの主成分化学組成分析結果

試料  Si02 Ti02 A1203 FeO MnO MgO CaO Na20 K20 P205 Total n

煙D   75.54   0.45   13.43  2.28   0.08   0.60  2.61   3.70   1.23   0,07  100,00  6

0.20   0.04    0.09  0,07   0.04   0.03  0.08   0,09  0.11   0.03

78.39   0.31   12.43  1.81   0。 12   0.39  1.83   3.40   1.30   0.04  100.00  3

0.45   0.05    0。 14  0,05   0,05   0.05  0,10   0.30  0.04   0.04

To‐Cu 75,08   0.44   13.28  2.46   0.08   0.63  2.63   4.04   1.29   0.07  100.00 10

0.33   0.05    0,12  0,13   0.03   0.05  0.07   0.24  0,06   0.05

To―a  77.87   0.37   12.81  1,75   0.10   0.42  2.00   3.29   1,34   0.06  100.00 33

0。 18   0,05    0.13  0.10   0.08   0.03  0.08   0.18  0.09   0.04

Asl( 78.15   0.27   11.99  1.33   0.04   0.26  1.30   3.72  2.89   0.05  100.00 10

0.23   0.04    0.14  0.08   0.05   0.01  0,05   0,23  0.14   0.02

ッ代T  78.18   0,12   12.26  1.22   0.02   0。 11  1.10   3.37  3.57   0.04   99.99 10

0.36   0.03    0.10  0.09   0,04   0,02  0,05   0.47  0.22   0.03

山形大学理学部のWDSttEPMAに よる。分紙値は,無水状態に再計算されている。ni分析ポイン

ト数。上段が平均値,下段は標準偏差.To―Cu,As―Kお よびATのデータは,山形県白鷹山にお

ける分析値.To―aのデータは、岩手県北上市における分析値 (以上,人木浩司山形大学助教授

の未公表資料)。
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2.放射性炭素年代測定

1.試料と方法

岩手県、館遺跡の放射性炭素年代測定

株式会社 古環境研究所

血    試料     種類       前処理・調整 測定法

l S135炉埋設土器  炭化物   酸―アルカリー酸洗浄・石墨調整  加速器質量分析 (AMS)法

2.測定結果

試料   14c年代    δEC  補正14c年代   暦年代 (西暦)       測定h
(年BP)    (‰ )  (年BP)                     (Beta_)

No 1    4360± 40   -26.2   4340± 40     交をミ :BC 2920           177257

lσ :BC 3000々ヤ2980,

BC 2940´ヤ2900

2σ :BC 3030々ヤ2890

1)14c年代測定値

試料のXC/12c比 から、単純に現在 (1950年AD)か ら何年前かを計算した値。望Cの半減期は、国際慣例
に従って5,568年を用いた。

2)δ BC測定値

試料の測定HC/12C比 を補正するための炭素安定同位体比 (HC/ワ C)。 この値は標準物質 (PDB)の 同
位体比からの千分偏差 (%。)で表す。

3)補正望C年代値

δBC測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、ИCμ2cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中望C濃度の変動を補正することにより算出した年代 (西暦)。 補正に

は、年代既知の樹木年輪の望Cの詳細な測定値、およびサンゴのU‐Th年代と望C年代の比較により作成され

た較正曲線を使用した。最新のデータベース ぐ狂NTCAL98 RadiocarbOn Age CalibrationW Stuiver et al,
1998,RadiocarbOn 40(3))に より、約19,000年 BPま での換算が可能となっている。ただし、lo,OoO年 BP以前

のデータはまだ不完全であり、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正ИC年代値と暦年代改正曲線との交点の暦年代値を意味する。lσ (68%確率)・

2σ (95%確率)は、補正14c年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがって、複

数の交点が表記される場合や、複数のlσ 。2σ値が表記される場合もある。
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写 真 図 版
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調査区遠景 (北東から俯欧)

調査区近景 (直上)

写真図版1 調査区全景航空写真 (H13年度)
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調査区遠景 (東から備m)

調査区近景 (直上)

写真図版2 調査区全景航空写真 (H14年度)
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基本土層①

基本土層③

基本土層②

基本土層①

写真図版3 基本層序 (1)
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メインベルト②-1

.|々 :身生馬

拳 帯 域 遠亀

メインベル ト② -3

メインベルト②-4

写真図版4 基本層序 (2)
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メインベルト③―ユ

メインベルト③ -2

メインベル ト① -3

調査区遠景 調査前風景

写真図版5 基本層序 (3)
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S101断面

写真図版6 SIOl竪穴住居跡

S101炉 平面
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S102 Pl平 面 S102 Pl断面

写真図版フ S102竪穴住居跡

S102炉 平面
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写真図版4フ SX05竪 穴住居状遺構
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SX05断面

SX05遺物出土状況 現地説明会風景



SX07平両

SX08平面
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写真図版フ3 土器 (2)
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写真図版84 土器
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写真図版 103 石器 (1)
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写真図版 110 石器 (8)
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写真図版113 石器 (11)
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写真図版 114 石器 (12)
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写真図版 115 石器 (13)
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写真図版 116 石器 (14)
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写真図版 117 石器 (15)
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写真図版 118 石器 (16) S=1/3
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-411-

S=1/3



写真図版120 石器 (18)

-412-



９８

９９６
刊
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０１

娃
‰
♭
Ｍ
艶

写真図版121 石器 (19)
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写真図版 125 石器 (23)
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写真図版 133 土器
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No,1243～ 1251 i S=1/4

No 1252～ 1261:S=1/5
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写真図版 134 石器 (32)
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写真図版 135 石器 (33)
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(S=1/8)

写真図版 136 石器 (34)

1311

No.1294-6・  1301 ・02・ 08 i S=1/4
言己載除き :S=1/5
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写真図版 137 石器 (35)
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写真図版 138 石器 (36)
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写真図版 139 器石
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(37) S=1/3
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(Sと 1/4)

1476

(Sと 1/41

11474

(S■ 1/4)

No 1468～ 1481 i S=1/3

No 1482～ 1496 i S=1/2

1479

(S■ 1/4j

写真図版 140 石製品 (1)
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コー ド 北緯 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

たていせき

館遺跡
岩手県気仙郡

住田 町 世田米

字小股地内

03441
NF14
-0159

39煽垂

9分

27秒

141度

30ケチ

1秒
2001, 04, 12

2001, 081 23

2,500コ正

国道397

号道路整

備に伴う
緊急発掘
調査

2002, 04, 11

2002, 08. 12

3,000コ正

世界測地系

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

館遺跡 集落跡 縄文時代

時期不明

竪穴住居豚 41棟

竪穴住居状遺構 12基

土 坑   54基
土器埋設遺構 1基
焼土遺構  6基

列

トツ

柵

ピ

5ア lJ

74盛き

土器 (縄文時代早

期～後期、平安時

代)

石器 緑J片石器、

石斧類、礫石器な

ど)

石製品 (石棒類、

典状耳飾など)

土製品 (土偶、耳

飾、円盤状土製品

など)

銭貨

縄文時代前期後

葉の大形住居跡

群 と中期末葉の

住居跡群が検出

された集落遺跡

-433-



平成 15年度 (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター職員名簿

長  木 村 昇 副  所  長 平 野 允 苗

【管 理 課】

課    長
課 長 補 佐

主    査

所

雄

子

子

子

レ

照

邦

テ

滋

橋

沢

田

藤

高

湯

沼

伊

託

ク
　
　
ク
　
　
ク

嘱吾

美

一
子

正

直

賢

幸

沢

岸

嶋

橋

韮

山

中

猿事主

【調査第一課】

課    長
課 長 補 佐

文化野専門員

文化財調査員

ク

ク

ク

【調査第二課】

課    長
課 長 補 佐

ク

文化財専門員

文化財調査員
//

ク

佐々木   勝
佐々木 清 文

金 子 昭 彦

吉 田   充
亀   大二郎
野 中 真 盛

新 妻 仲 也

阿 部 勝 則

杉 沢 昭太郎
西 澤 正 晴

村 木   敬

三 浦 謙 一

中 川 重 紀
高 橋 義 介

小山内   透
金 子 佐知子
濱 田   宏
赤 石   登
阿 部 員 澄
水 上 明 博

阿 部   憲
早 坂   淳
小 松 則 也
阿 部 徳 幸
窓 岩 仲 吾

亀 澤 盛 行

飯 坂 一 重

鈴 木 裕 明

林     勲
阿 部 孝 明

羽 柴 直 人

文化財調査員

ク

ク

期限付調査員

文化財調査員

ク

ク

ク

ク

期限付調査員

北 村 忠 昭
九 山 浩 治
人 木 勝 枝

島 原 弘 征

北 田   勲
坂 部 恵 造

小 林 弘 卓

藤 原 大 輔

太田代 一 彦
小 針 大 志

新井田 えり子

星   雅 之
佐 藤 淳 一

星   幸 文
溜   浩二郎
本 多 準一郎
丸 山 直 美

福 島 正 和

米 田   寛
中 村 絵 美

須 原   拓
川 又   晋
村 田   淳
(村 上  拓)
斎 藤 麻紀子
石 崎 高 臣
吉 田 里 和

立 花   裕
江 藤   教
駒木野 智 寛

ク
　
　
ク
　
　
ク
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